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序  文 

 

果樹農業を取り巻く国際化の進展に伴い、我が国の果樹産業は外国産果実及びその

加工品等との競争が激化しており、一方で果実の輸出促進の努力が行われています。 

このような我が国の果樹産業を取り巻く環境の変化に対応した関係機関・団体等からの

海外果樹関係の情報ニーズの高まりを踏まえ、当協会では農林水産省補助事業「果樹農

業生産力増強総合対策」における調査研究等事業の一環として、海外における果実及び

その加工品等の生産・流通事情等に関する情報の収集・提供を行うことにより、我が国果

樹産業の振興・活性化並びに果実の需給と価格の安定及び輸出の振興に資することとし

ています。 

具体的には、特定のテーマを対象とした調査報告書及び果樹全般についてのＦＡＯ（国

連食糧農業機関）の生産貿易統計データ等を元とした報告書を取りまとめて刊行するほ

か、海外の果樹産業を扱う雑誌、新聞、ウェブサイトから我が国果樹産業に密接に関係す

る記事や公表資料を翻訳し関係者に提供しています。 

この度は２０２３年７月から１０月に翻訳・提供したニュースを取りまとめ刊行することといた

しました。また、本書は当協会ウェブサイトにもカラー版を掲載しています。 

本書が最近の世界の果樹産業事情を理解する上で少しでもお役に立てば幸いです。 

なお、本書の翻訳責任は当協会にあることを申し添えます。 

 

２０２３年１１月 

 

 

公益財団法人 中央果実協会 

理事長  村 上  秀 德 
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１１２．トルコ サクランボの季節前半は失望、後半は回復 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月３日 

トルコの青果物輸出業者アニ・タリム社の販売営業部長であるメフメット・チャクマク氏は、当初予想したよう

にはうまく行かなかったと言いつつ、「ヨーロッパの多くのサクランボ生産国で悪天候の影響が大規模に見ら

れ、品質が損なわれ、早生から中生の収穫量が減少した。収穫前はトルコを含む多くの国で出荷量は十分

だと思われたが、雨と曇天により予期せぬ失望につながった。トルコの生産・出荷業者として、弊社も６月の

第２週～第４週に同じ状況に直面した。しかし、全体的な出回り量が少ない中でトルコのサクランボの総生産

量は他の国に比べてかなり多いため、ヨーロッパのバイヤーはトルコ産のサクランボに強い関心を示している。

この傾向はシーズンの終わりまで続くと思う」と述べた。（以下「 」は同氏の発言） 

例年どおり、トルコ産サクランボの価格は非常に高い水準で始まった。同氏は、最近価格が下がっていると

言う。「通常、出荷シーズンの最初の数週間に高値が見られ、その後各地で収穫量が増えるため、６月上旬

に向かって価格は大幅に下落し、これが７月中下旬まで続く。現在この状況が進行中で価格が下がっており、

これは７月下旬まで続くと思う。」 

ありがたいことに、トルコの中生から晩生の地域で収穫が始まるにつれて、出荷量が増加した。「シーズンが

始まる前は、近年のシーズンに比べて今年は収量と品質の面で気楽なシーズンになると予想していた。しか

し、雨が多く湿度の高い天候により、早生の地域からの品質の良い果実の出荷量が減少した。一方、トルコ

のイスパルタ、コンヤ、ニーデの各県など中生から晩生の地域では、笑顔になるのに十分なだけの収穫量が

あり、気象条件が通常に戻ったため品質も良好であった。今年の出荷シーズンは８月初旬まで続くと予想し

ている。」 

執筆者: ニック・ピーターズ 

 

１１３．エジプト ブドウの輸出業者にとって有利な変化 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月３日 

エジプトのブドウの出荷シーズンは生産者と輸出業者にとって有利な方向に進んでいるが、今年は生産と

販売の面でこの業界に重要な変化が見られる。エジプトの様々なブドウ会社でコンサルタントを務めるセーラ

ム・ゴニム氏は、新たな状況に注目する。（以下「 」は同氏の発言） 

「輸出シーズンはこれまでのところ順調に進んでいる。ヨーロッパへの出荷シーズンの終盤に向けて、輸出

量は少なくなっている。一方、誰もが驚いたことに、リビア、サウジアラビア、アラブ首長国連邦などアラブ諸

国からの需要が通常よりも強い。東アジアと欧州の市場は、通常の需要を維持している。現在最も人気のあ

る品種は白ブドウ品種で、次に黒ブドウ品種が続き、今年は赤ブドウの需要は高くない。」 

価格の面でも、今シーズンはエジプトの輸出業者にとって有利である。「主に昨シーズンと比較して生産量

が２０〜３０％減少したほか、出荷シーズンが通常よりも早く始まったため価格は安定している。一部の生産者

は、ほかよりも早く出荷を開始し、バランスの取れた供給を維持した。生産の減少にもかかわらず積極的な輸

出は、国内市場での価格を押し上げた。品種の多様性も、価格の安定に貢献した。」 

同氏によると、６月にエジプトを襲った大規模な砂嵐は、被害よりも恐怖を引き起こし、むしろ価格を安定さ

せるのに役立った。「砂嵐は量的には大きな損失を引き起こさなかった。被害は、砂がブドウの皮に付着して

洗浄が困難になり、輸出できなくなったことだが、国内市場で問題なく吸収された。」 

バリューチェーンへの統合が進んでいることも特徴だと同氏は付け加える。「オープン価格ではない契約に

基づく輸出が増えている。さらに、多くの輸出業者が、特定の品種の使用に関する独占的権利を持つ独自の

生産事業を開始している。今年、このタイプの売り方は販売量の最大９０％を占めている。小規模な生産者と

輸出業者は、アフリカとアジアでの新しい市場の開拓に注意を向けており、今シーズンもそれが見られた。」 

執筆者: ユーネス・ベンサイド 
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１１４．南アフリカ 柑橘類の出荷予測は減少 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月４日 

早春の熱波と夏の降雹のため北部で減収 

様々な柑橘類の輸出見通しが下方修正された。ネーブル種は５０万箱（１５ｋｇ/箱）減の２,４８０万箱、グレー

プフルーツは１０万箱減の１,４３０万箱となり、昨年より２００万箱以上減少した。 

バレンシア種の出荷量は、当初昨年よりも多いと推定されたが、予想輸出量はその後１４０万箱減少し、現

在の予想の５,３００万箱（１５ｋｇ/箱）に落ち着いた。 

一方、最近好調なソフト柑橘類の 1 つであるマンダリンは、晩生のマンダリンが１１月に降雹の影響を受けた

ものの、２０万箱の微増が見込まれる。 

南アフリカは２つの非常に異なる降雨地帯に分けられるため、

冬に雨が降るセレス地域のリンゴ園が雹に襲われたのと同じ   

２０２２年１１月に、国の北部の柑橘園も同じく降雹の被害を受け

たことは驚きである。 

スクーンビーランドゴード社のダニー・ピーナール氏は、センウ

ェス地域（リンポポ州とムプマランガ州の境界付近）では、保護ネ

ットを備えた古い果樹園は最悪の雹害から守られたが、中心部

から離れた同社の農場の１つでは、風が非常に強く、防雹ネット

の柱が倒れ、今年はその園地からの収穫はないと言う。 

しかし、さらに被害が大きかったのは、開花中の晩生の柑橘

類、特にバレンシア種と晩生のマンダリンの落花につながった 

８月の熱波の影響であった。 

同氏は、センウェス地域では全体として、バレンシア種と晩生の

マンダリンの２０％の減収が予想され、それに伴い果実のサイズ

が大きくなると予想されるため、販売計画と梱包方法を再考する

必要があると言う。 

柑橘類生産者協会のジャスティン・チャドウィックＣＥＯは最新のニュースレターで、レモンの予想輸出量を 

１６０万箱減らした天候条件に触れ、「北部の遅い雨は、早生品種の出荷と落果に影響を与えた。東ケープ州

と西ケープ州の雨は、レモン、オレンジ、マンダリンのどれから梱包するかという選択に影響を与え、着色の

遅れも影響を及ぼした」と書いている。 

ある輸出業者は本サイト（ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ）に対し、「リンポポ州とムプマランガ州では出荷量が少ないため、地

元の関係者らは出荷シーズンが実際に早期に終了すると予測している」と語った。この輸出業者はまた、ダ

ーバンの冷蔵施設では荷動きが少ないと報告されていると付け加えた。 

執筆者: キャロライズ・ヤンセン 

  

２０２２年１１月に降雹に見舞われたセンウェス地
域のバレンシア種の果樹園 
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１１５．米国 カリフォルニア州の核果類の価格は安定するか? 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月４日 

カリフォルニア州の核果類の供給量の少なさと需要の強さが、輸出市場の課題となっている。フレッシュコ

ネクション社のケン・バービック・シニア氏は、「全体的な需要が輸出業者にとっての状況を一層難しくしてい

る。これは、輸出市場のどこに出しても見合わないほど国内の価格が非常に高いためだ。業者は販売の広告

を出し、それを実行した上で、輸出用に何か残っていれば発送している。しかし、状況は変化している。７月

に入って良くなっているが、我々にとって通常の年にはならないだろう」と言う。（以下「 」は同氏の発言） 

一般的に、出荷の開始の遅れは供給の逼迫を引き起こすいくつかの問題に起因している - 開花時の寒

い天候が受粉を困難にし、同州で今年初めに見られた雨天によって状況は悪化した。 

以下に品目別の状況を記す。 

アンズ： 開花中の低温で花が枯死したことから、おそらく核果類の中で最も影響を受ける品目である。「全体

的に見て、核果類の中で最も量が不足している。」 

モモ/ネクタリン： 当初はかなり供給量が少なかったが、良くなってきた。「しかし、まだ少なめである – 関係

者は通常より２０～３０％少ないと言っている。」 ネクタリンとモモの需要は、今年の小売価格の上昇にもかか

わらず依然として高い。さらに、米国の他の地域での悪天候によるモモの出荷量の減少により、カリフォルニ

ア州は今シーズン（２０２３年）の大部分で需要が供給を上回る状況に置かれる可能性がある。 

スモモ： スモモに関する報告は一貫性がない – 一部の園地では開花の問題が見られたが、他の一部の園

地では着果数が多く豊作である。「また、出荷の開始が遅れたため、生産者らはそれほど強く摘果しておらず、

現在は通常よりも小さな果実が多くなっている。」 収穫量は昨シーズンよりも多いが、現在プラムの価格は非

常に高くなっている。 

輸出市場に関しては、日本はネクタリンとスモモの新興市場である。「日本からは我々の担当者と一緒に植

物検疫検査を行う検査官が派遣されてくる。彼らは我々のスモモの品種に慣れてきており、どれが求められ、

潜在的な需要があるかわかっている。」 また、台湾は成熟した、価格に敏感な市場である。中国は、現在は

国内産があるため出荷されていない。価格が高いことも、中国への出荷を禁止的に難しくしている。 

この先価格が変化する場合、同氏は輸出先が望んでいる下向きの動きは最小限になると考えている。また、

７月１２日には、農務省からフードバンク事業等の食品調達について発表される。「その時にネクタリンとスモ

モについて入札が行われ、入札価格が良ければ国内及び輸出向けの供給に影響を与えるだろう。調達が決

まれば多くの果実がそれに向けられるだろう。」 

執筆者: アストリッド・ヴァン・デン・ブローク 
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１１６．世界のオレンジ果汁出荷量が減少 
ｃｉｔｒｕｓｉｎｄｕｓｔｒｙ.ｎｅｔ ２０２３年７月５日 

エコノミストのマリサ・ザンスラー氏は６月のフロリダ州柑橘類委員会（ＦＣＣ）で、世界的なオレンジ果汁の今

シーズン（２０２２–２３年度）の出回り量は前シーズンと比較して１０％から１２％減少したと語った。ザンスラー

氏は、フロリダ州政府柑橘局（ＦＤＯＣ）の経済・市場調査課長であり、ＦＣＣはＦＤＯＣの管理委員会である。 

ザンスラー氏によると、２０２２〜２３年度の冷凍濃縮オレンジ果汁の出回り量は１３％減少すると見られ、非

濃縮果汁の出回り量は少なくとも７％減少すると見られる。オレンジ果汁の約６６％～６８％は小売販売用であ

る。 

ザンスラー氏の報告によると、２０２２年１０月から２０２３年５月までの期間に、オレンジ果汁の荷動きは１１％

減少し、小売価格は全体として１２.５％上昇した。非濃縮果汁は、荷動きが６％減少し、価格が９％上昇した。

全体的な出回り量の減少により、荷動きは１７.９７％減少し、総合的なオレンジ果汁価格は１４.５２％上昇した。 

全体として、インフレは緩和してきている。しかしザンスラー氏は、食品部門では依然として高いインフレ率

が持続していると述べた。２０２３年４月のインフレ率は４.９％低下したが、オレンジ果汁の価格は１２か月の間

に１２.５％上昇した。 

販促プロモーションで販売されたオレンジ果汁の量は、２０２０年以前との比較で見ると少ないと同氏は報告

した。２０２３年５月２０日までの期間中の販促価格は８.３２ドルで、昨シーズンより１２.１％高く、昨シーズンの

非プロモーション価格である８.１９ドルより１.６％高い。今年の非プロモーション価格は９.０６ドルで、１０.６％上

昇した。同氏は、小売りの販促プロモーションの減少は、非プロモーション価格での販売量が増えることを意

味していると述べた。 

供給が減少したとしても、オレンジ果汁の販促プロモーションと宣伝は重要であるとザンスラー氏は述べて

いる。同氏は、消費者にオレンジ果汁を引き続き購入したい思わせるためには、オレンジ果汁の肯定的な認

識をメディアに発信することが依然として重要であると述べた。 

消費者がオレンジ果汁について持っている主な認識は、それがビタミンとミネラルの天然の供給源であると

いうことだ。しかし、ザンスラー氏は、消費者がオレンジ果汁を購入する主な理由は味であると述べた。もう一

つの主な購入理由は健康と健全さである。 

出典: フロリダ州政府柑橘局 
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１１７．米国北西部のサクランボ 小玉が多く価格が低下 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月５日 

マウントアダムズフルーツ社のアンドレス・プフォーゲル氏は、ワシントン州とオレゴン州のサクランボの作柄

に言及して、「サクランボの出荷シーズンは全く正常でない。今年は開花が本当に遅く、例年より２週間ほど

遅い。また遅いだけでなく、非常に短期間に集中した」と言う（以下「」は同氏の発言）。通常の年には、一つの品

種の開花期間が約７〜１０日ある。一部の品種は他の品種よりも早く開花するため、通常、開花期間全体では

数週間かかる。「しかし、今年は約３日で開花が終わった。」 このため、収穫も集中することになるだろう。「収

穫期間は、２か月ではなく約６週間になると思う。」 出荷シーズンは６月１日ではなく６月１５日に始まり、ワシ

ントン州では７月末に終了すると見られる。 

低価格 

開花中の暖かい天候のために、ほとんどの品種はうまく着果するか、着果が多すぎた。「多くの品種で着果

数が多く、果実が多すぎて小玉になっている。」 コルディア（Kordia）品種とレジーナ（Regina）品種は例外で

ある。それらは暑い天候を好まず、今シーズンは収穫量が少ない。小玉の果実が多くなると、価格が低くなる。

「最も小玉の２０ドル/箱から最も大玉の５０ドル/箱まで価格の幅がある。これは、平均的な年の３０ドル/箱か

ら１００ドル/箱の価格と比較して非常に低い。２０ドル/箱だと収穫の費用さえ払えないので、多くの生産者は

小玉の果実を木に残すことにする。」 

小さな果実を収穫することを決めた生産者はそれを加工施設に出荷するが、缶詰と塩水漬け（マラスキーノ

チェリー用）の施設は満杯で、今の時点でこれ以上の量を受け入れられない。はるかに規模の小さい冷凍部

門はまだ開いていない。現状では価格が安いので、誰もが晩生の品種に期待している。「うまくいけば、出荷

シーズンの終わりに向かって価格が改善するだろう。」 

輸出市場 

大玉のサクランボは国内外で好まれる。「弊社の果実の約２０〜２５％は、主に日本、韓国、中国に輸出して

いる。」 少量はベトナムとシンガポールにも出荷される。「海外市場では大玉の果実が好まれるが、小玉の果

実も少しは受け入れられている。」 

カリフォルニア州産サクランボの出荷シーズンと重なると、価格にさらに下向きの圧力がかかる。通常、カリ

フォルニア州産とワシントン州産が同時に市場に出るのはほんの数日間だが、今年は重複期間が約２週間あ

る。「カリフォルニア州産のシーズンは終わりつつあるが、市場にはまだカリフォルニア州産の果実が多すぎ

る。」 

アーリーロビン品種  

プフォーゲル氏はソーシャルネットの LinkedIn にアーリーロビン（Early Robin）品種の写真を投稿した。レー

ニア（Rainier）品種に似た二色の品種であるが、収穫の開始は通常５〜７日早い。「アーリーロビンの欠点は、

レーニアほど着色が良くなく、着果が難しいことである。しかし、今年はかつてないほど着果した。」その結果、

樹上の果実が多くなり過ぎ、果実の着色が進んで目的の糖度に達するまでに時間がかかった。それはアーリ

ーロビン品種が早生であることの利点を消滅させ、収穫はワシントン州の主要品種であるレーニアとほぼ同じ

時期になった。 

執筆者: マリーケ・ヘムズ 
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１１８．ペルー エルニーニョはハスアボカドの生産に影響を与えるか 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月５日 

ペルーの国立気象水文局（Ｓｅｎａｍｈｉ）は、沿岸のエルニーニョ現象とそれが原因で予想される平年よりも

高い気温が、アボカド等ペルーの主要農産物に影響を与える可能性があると警告している。 

より具体的には、エルニーニョが大雨を引き起こす北海岸では、高い気温が果実の成熟段階に影響する可

能性がある。中央部地域及び南部の海岸地帯では、エルニーニョは輸出用果実の品質に影響を与える可能

性がある。中央部と南部の山岳地帯では、アボカドの成熟段階に影響を与える病害虫の発生しやすい条件

となる可能性がある。 

ハスアボカド生産者協会（ＰｒｏＨａｓｓ）のフアン・カルロス・パレデス会長は、このセクターの中規模及び大規

模の輸出業者は、エルニーニョの影響を防ぐため、すでに排水路の整備や農業管理システムの導入などの

対策を講じていると指摘した。ただし、北部県の小規模なアボカド生産者は、予想される大雨の影響を受ける

可能性があり、一方、ため池やダム、灌漑システムを整備していない南部地域の生産者は、干ばつの影響を

受ける可能性がある。 

同会長は、アボカド農園は気候変動への適応力が高いものの、降雨による道路の封鎖やインフラの損傷は、

アボカド農業に大きな影響を与えると述べた。 

出典: gestion.pe 

 

（関連記事）ペルー ２０２３年のハスアボカド輸出予測を引き下げ 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月６日 

ペルーのハスアボカド生産者協会（ＰｒｏＨａｓｓ）は、３月には６３万トン以上と推定していたこの出荷期間中の

ハスアボカドの予想輸出量を、５９万８,３４４トンに見直した。 

これは、ペルーが２０２２年に輸出した５５万４,２９９トンより８％だけ多く、同協会の数か月前までの１４％増加

するとの推定を下回っており、ペルーが長年経験してきた成長の鈍化を反映している。 

ＰｒｏＨａｓｓのフアン・カルロス・パレデス会長によると、この減少は、２０２２年のラニーニャ現象の影響により収

穫中の果実が１０〜１５％小さいためである。 

同協会は、２０２４年の輸出量は１０％近く増加すると予想している。２０２３年については、同協会は国内外

の需要の伸びは年間６％から８％にとどまると予想している。 

現在、ペルーでは約６万１３２ヘクタールでハスアボカドが栽培されており、合計２万３,６７５の生産者によっ

て管理されている。ペルーはメキシコに次ぐ世界第２位のハスアボカド輸出国であり、実際、夏にヨーロッパ

で消費されるアボカドの８０％はペルー産である。 

出典: larepublica.pe 

 

  

https://gestion.pe/economia/el-nino-golpearia-mas-a-pequenos-que-a-grandes-productores-de-palta-hass-noticia/
https://larepublica.pe/economia/2023/07/04/palta-hass-exportaciones-caerian-a-menos-de-600000-toneladas-en-2023-anuncia-prohass-juan-carlos-paredes-348500
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１１９．イタリア エジプト産の違法な生食用ブドウを押収 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月６日 

エジプト産の違法な生食用ブドウをイタリア当局が押収・破棄 

グラパバラエティーズ（Grapa Varieties）社（以下「グラパ社」）は、エジプトからイタリアへ違法に出荷された

同社が権利を有する種なし白ブドウ品種アーリースイート（Early Sweet™）を発見し、差し止めさせることに成

功し、「知的財産権保護の大きな勝利である」と称賛した。 

グラパ社は、生食用ブドウの育種とライセンス供与を専門とする家族経営の企業であり、ライセンスはアーリ

ースイート及びＡＲＲＡのブランド名で与えている。 

先月（２０２３年６月）、違法に栽培されたアーリースイート種のブドウ１６トンがエジプトからラヴェンナ港に到

着し、イタリアの税関職員によって押収された。ヴェローナのある会社宛てに発送され没収された荷は、違法

なブドウを市場に密輸する際によく見られるように、別のブドウ品種であるサグラオーネ（Sugraone）に偽装さ

れていた。侵害者らは何年にもわたり、継続的にグラパ社の創造性を侵害し、権利関係のあるブドウ品種に

別の名称を付けるなど、さまざまな戦術を駆使してきた。 

しかし、グラパ社は国際港の税関当局と緊密に協力し、違法に生産された品種を特定するためのＤＮＡ検

査の実施を推進している。最近の検査は、ヨーロッパにおけるアーリースイート及びＡＲＲＡの認定代理店で

あるＡＶＩ社が主導した。スフェレンス弁護士事務所のパートナーであり、グラパ社のイタリアにおける法的な

代理人であるジャコモ・モレリ氏の支援を受けて、貨物からＤＮＡサンプルが採取され、その結果、アーリース

イートのＤＮＡプロファイルと一致することが明らかとなった。 

違法な輸送を行った輸入業者は、税関当局からイタリアの検察当局に通報された。検察は事件として受理

し、現在は公判前の捜査段階にある。グラパ社は、欧州税関と協力して、生食用ブドウの違法な積み荷の没

収と破棄に積極的に関与しており、今回貨物が破棄されたコンテナは近年で４つ目である。 

同社はさらにエジプト当局に働きかけ、この侵害に関与した輸出業者、梱包施設及び農場の名称に関する

情報を提供した。特筆すべきことは、エジプト当局としてもまた、このような事件に対処するために自ら多大な

努力を払ってきたことである。昨年の裁判所の判決では、エジプトで９千本以上の違法なアーリースイートの

樹の破棄が命じられた。 

グラパ社のＣＥＯ兼会長であるラフィ・カルニエル氏は「弊社は、違法な苗木業者、生産者から梱包施設、輸

出業者、輸入業者、スーパーマーケットに至るまで、このような侵害に関与したすべての関係者に責任を負

わせることの重要性を強く訴える」と述べている。 

同社は、２０２３年にこのような違法行為があってはならないと強調し、すべての関係者と小売業者に対し、

こうした違法行為と戦うために種苗業者と力を合わせるよう要請している。 

執筆者: クレイトン・スワート 
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１２０．南アフリカ リンゴとナシの輸出が大幅に減少 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年７月１０日 

今シーズンの厳しい条件は、南アフリカのリンゴとナシの輸出に打撃を与えた。「大荒れ」の出荷シーズンと

言われる状況で、南アフリカのリンゴとナシの業界は、輸出量が昨シーズンよりも少なくなることを確認した。 

リンゴの輸出量は１１％、ナシの輸出量は２０％、昨年より減少すると見られる。出荷シーズン初期の降雹は

多くの産地で大きな被害をもたらし、輸出量の減少の主な要因となった。 

果樹協会（Ｈｏｒｔｇｒｏ）が発表した今シーズン全般の取りまとめの中で、セレスフルーツグロアーズ（ＣＦＧ）社

の生産者サービス部長であるフレデリック・オデンダール氏は、「南アフリカで最も古い果実梱包会社の１つ

であるＣＦＧ社は、１２月と１月に作物の約３０％を失った」と説明している。 

降雹は他の地域にも打撃を与え、ラングルーフ地域のデュトワアグリ社のヨハン・コッツェ社長は、降雹被害

をこの地域の「悪夢」と表現した。 

これまでのところ、今シーズンの輸出市場向けのリンゴの出荷量は、昨年の４,５２６万箱より約５００万箱少な

い、４,０１６万箱と推定され、ナシの輸出量は昨年の２,１２０万箱から１,６９０万箱に減少すると予想される。 

セレス社のリンゴとナシの輸出量は全体より大きく影響を受けたようである。前向きな点としては、第２５週 

（６月下旬）までのロイヤルガラとガラの輸出量は、前年同期と比較して７％多い。 

英国とヨーロッパへのリンゴの輸出量はそれぞれ２６％と１８％減少し、ロシア向けは５３％減少した一方、極

東、米国、カナダ向けの輸出量は大幅に増加した。 

ナシの輸出はほとんどの市場向けで減少し、中でもＥＵ向けの輸出量は今シーズンこれまでのところ１６％

の顕著な減少を示している。 

執筆者： フレッド・メインチェス 

 

１２１．ニュージーランド ゼスプリが赤肉キウイの新品種の試験開始へ 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月１１日 

ゼスプリインターナショナル（Zespri International）社ではこの冬、新しい赤肉系キウイフルーツ栽培品種の

商業化前の栽培試験を開始する準備が整った。同社のブルース・キャメロン会長は、輸出市場でルビーレッ

ドの需要が高かったため、同社としてはその出荷シーズンを延長したいと述べた。 

キャメロン氏は、今後さらに多くのルビーレッドの園地が成園化して来るため、同社は２０２７/２８年度までに

約６９０万箱の出荷を見込んでいると述べ、「別の赤肉系品種を商業化前の試験段階に移行させるという決定

は、出荷シーズンを通してゼスプリルビーレッドキウイフルーツの供給を拡大し、生産者により多くの価値を還

元する方法を模索する弊社の取組みの一部である。商業化前の試験に入る新しい品種は、レッド１９（ルビー

レッドとして販売されている）とは出荷のタイミングが異なると予想され、補完的な品種になる」と語った。 

キャメロン氏によると、新しい品種が商品化されれば、レッド１９と合わせて、増大する需要に対応し、赤肉系

の果実の販売期間を延長するのに役立つ。 

出典: stuff.co.nz 

 

  

https://www.stuff.co.nz/business/farming/132491316/zespri-to-trial-new-red-kiwifruit-cultivar


9 

１２２．南アフリカ 核果類の輸出は困難な季節が終了 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年７月１２日 

出荷量の少なさと物流問題が出荷シーズンに打撃を与えるも、生産者の収益性は向上し、販売活動は成功 

南アフリカの核果類産業は、出荷量の少なさと港湾の物流問題が打撃を与えた困難な輸出シーズンを終

了したが、収益性の改善は生産者にとって明るい兆しとなっている。 

よく知られている昨年１０月のストライキが南アフリカの港や鉄道に影響を与えたことから、輸出業者らは今

シーズン、より円滑に進むことを望んでいた。 

しかし、輸出業者らはヨーロッパの港での遅延が最小限または皆無であったと強調したものの、輸送は再

び遅延に悩まされた。 

果樹協会（Ｈｏｒｔｇｒｏ 果実輸出業者も代表する）の貿易・市場部門の責任者であるジャック・デュ・プリーズ

氏は、「シーズン前とシーズン中にトランスネット（港湾の管理公社）とともに時間と労力をかけ、計画を立てて、

取り組んできたにもかかわらず、昨年と同じ大幅な出荷遅延に直面した」と説明した。 

同氏は、「追加の機器が調達され、保守と修理の契約が結ばれたが、それは量的にも質的にも十分ではな

かった。約束されていた遅延後の復旧計画は実現できなかった。今年は風による遅れも多く、問題を悪化さ

せた」と述べた。 

特にケープタウン港に影響を与えた物流上の問題は、輸出が前年を下回った要因として大いに非難され

た。 

貿易はまた、高いレベルの電力負荷削減（計画停電）による深刻な影響にも取り組む必要があった。 

量的には、モモの輸出シーズンは前年比１３％減の２１７万箱で終了し、ネクタリンの輸出量は６％減の７７４

万箱となった。約１,３５８万箱のスモモが輸出され、これも昨シーズンの数量から１３％減少した。 

英国、中東、極東は南アフリカの核果類の総輸出量の９０％以上を占めており、英国が５９％で首位となっ

ている。 

残念な数字にもかかわらず、農場では前向きな面があり、生産者らは前年度よりも収益性が改善したと報告

した。 

デュ・プリーズ氏は、「２０２２/２３年度の核果類の出荷量が少ないことで、生産者は果実をより簡単により良

い価格で販売することできた。また、インフラと物流への負荷もいくらか緩和された。来シーズンは再び出荷

量の増加が予想される」と言う。 

同氏はまた、ソーシャルメディアで広告が表示された回数が多く、オンラインバナーや業界向けの広告へ

の反応が良いことから、今シーズンの販売活動は成功であったと述べた。 

執筆者： カール・コレン 
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１２３．米国農務省の出荷量見通し（柑橘類、アプリコット） 
米国農務省農業統計局 ２０２３年７月１２日 

以下は米国農務省農業統計局（ＮＡＳＳ）が２０２３年７月１２日に公表した作物出荷量見通しの抜粋です。文中及び表中の「トン」

は米国の計量単位である「ショートトン」（米トン）で、907.18474ｋｇに相当します。 

オレンジ： 米国の２０２２-２３年度シーズンの全オレンジの予測出荷量は２５２万トンで、前回の予測から１％

減少し、これは２０２１-２２年度の出荷量確定値よりも２６％少ない。 

そのうち、フロリダ州の全オレンジの予測出荷量は１,５９０万箱（７１万４千トン）で、前回の予測から１％増加

したが、昨シーズンの出荷量確定値より６２％少ない。フロリダ州では、早生、中生及びネーブル種は６１５万

箱（２７万７千トン）と予測されており、前回の予測と変わらないが、昨シーズンの出荷量確定値より６６％少な

い。フロリダ州のバレンシア種のオレンジの予測出荷量は９７０万箱（４３万７千トン）で、前回の予測から１％増

加したが、昨シーズンの出荷量確定値より５８％少ない。 

カリフォルニア州の全オレンジの予測出荷量は４,４００万箱（１７６万トン）で、前回の予測から２％減少したが、

昨シーズンの出荷量より１３％多い。カリフォルニア州のネーブル種のオレンジの予測出荷量は３,７００万箱

（１４８万トン）で、前回の予測と変わらないが、昨シーズンの出荷量より１７％多い。カリフォルニア州のバレン

シア種のオレンジの予測出荷量は７００万箱（２８万トン）で、前回の予測から１４％減少し、昨シーズンの出荷

量より８％少ない。テキサス州の全オレンジの予測出荷量は１１３万箱（４万８千トン）で、前回の予測から８％

増加し、昨シーズンの出荷量より大幅に多い。 

グレープフルーツ： 米国の２０２２-２０２３年度のグレープフルーツの出荷量は３３万４千トンと予測され、前回

の予測から２％減少し、昨シーズンの出荷量確定値より１１％少ない。カリフォルニア州の予測出荷量は４２０

万箱（１６万８千トン）で、前回の予測と変わらないが、昨シーズンより２％多い。 

タンジェリン及びマンダリン： 米国のタンジェリン及びマンダリンの出荷量は９０万３千トンと予測され、前回の

予測から５％増加し、昨シーズンの出荷量確定値より２３％多い。カリフォルニア州のタンジェリン及びマンダ

リンの予測出荷量は２,２００万箱（８８万トン）で、前回の予測から５％増加し、昨シーズンより２６％多い。 

レモン： ２０２２-２３年度の米国のレモンの出荷量は８５万６千トンと予測され、前回の予測から１３％減少し、

昨シーズンの出荷量確定値より１９％少ない。カリフォルニア州の予測出荷量は２千万箱（８０万トン）で、前回

の予測から１３％減少し、２０２１-２２年度より２１％少ない。アリゾナ州の予測出荷量は１４０万箱（５万６千トン）

で、前回の予測から１８％減少したが、２０２１-２２年度より１２％多い。 

アプリコット： ２０２３年のアプリコットの出荷量は３万２,４００トンと予測され、これは昨年に比べ９％の増加とな

る。カリフォルニア州では、低温時間と降水量が十分にあったため、着花量がここ数年で最も多い部類となっ

た。一方、降霜や降雹の被害について報告があったが、果実の肥大に大きな影響を与えない程度であった。

ワシントン州の一部では２月下旬に降霜があり、着果に影響を与えた。全体としては、春の天候は概して作柄

にとって良いものであった。 
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柑橘類の品目別出荷量–州別及び米国計: ２０２１-２２年度及び２０２２-２３年度の７月１日現在の予測 

[作物年度は、表示された１年目の開花から始まり、翌年の収穫完了で終わる] 

品目及び州 
出荷箱数 1 出荷量（ショートトン換算） 

2021-2022 2022-2023 2021-2022 2022-2023 

 (千箱) (千箱) (千トン) (千トン) 

オレンジ 
カリフォルニア州合計 

早生、中生、ネーブル 2 

バレンシア 

フロリダ州合計 
早生、中生、ネーブル 2 

バレンシア 

テキサス州合計 
早生、中生、ネーブル 2 

バレンシア 

米国計 
早生、中生、ネーブル 2 

バレンシア 

グレープフルーツ 
カリフォルニア州 
フロリダ州 
テキサス州 

米国計 

タンジェリン及びマンダリン 3 
カリフォルニア州 
フロリダ州 

米国計 

レモン 
アリゾナ州 
カリフォルニア州 

米国計 

 
39,100 
31,500 
7,600 

41,200 
18,250 
22,950 

200 
170 
30 

80,500 
49,920 
30,580 

 
4,100 
3,330 
1,700 

9,130 

 
17,500 

750 

18,250 

 
1,250 

25,200 

26,450 

 
44,000 
37,000 
7,000 

15,850 
6,150 
9,700 

1,130 
570 
560 

60,980 
43,720 
17,260 

 
4,200 
1,810 
2,230 

8,240 

 
22,000 

480 

22,480 

 
1,400 

20,000 

21,400 

 
1,564 
1,260 

304 

1,854 
821 

1,033 

8 
7 
1 

3,426 
2,088 
1,338 

 
164 
142 
68 

374 

 
700 
36 

736 

 
50 

1,008 

1,058 

 
1,760 
1,480 

280 

714 
277 
437 

48 
24 
24 

2,522 
1,781 

741 

 
168 
77 
89 

334 

 
880 
23 

903 
 

56 
800 

856 
１ 一箱当たりの正味重量（ポンド） オレンジ： カリフォルニア州 - 80、フロリダ州 - 90、テキサス州 – 85； 

グレープフルーツ: カリフォルニア州 - 80、フロリダ州 - 85、テキサス州 – 80； 
タンジェリン及びマンダリン: カリフォルニア州 – 80、フロリダ州 – 95； レモン – 80 （1 ポンド＝約 453.6ｇ） 

２ カリフォルニア州ではネーブル及びその他の品種、フロリダ州及びテキサス州では早生品種（ネーブルを含む）及び中生品
種 

３ タンジェロ及びタンゴールを含む。 
 
 
 

アプリコットの出荷量 – 州別及び米国計: ２０２２年及び２０２３年の７月１日現在の予測 

州 
総出荷量 

2022 2023 
 (トン) (トン) 

カリフォルニア州 
ワシントン 

米国 

26,400 
3,240 

29,640 

29,000 
3,400 

32,400 
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１２４．米国 太平洋岸北西部のブルーベリーは収穫のピーク 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月１３日 

米国内で最大及び２番目に大きなブルーベリー栽培州であるワシントン州とオレゴン州では、収穫の最盛

期を迎えている。太平洋岸北西部とも呼ばれるこの地域は、傑出した収穫の年となっている。ツインリバーベ

リーズ社のベン・エスコー氏は、「晩春の天候が大変良好で、初夏にかけて穏やかであった。極端な暑さや

寒さの問題がなかったため、優れた風味の高品質な果実となった」と言う。（以下「 」は同氏の発言） 

収穫は６月２０日にワシントン州東部で始まり、オレゴン州でもほぼ同時に始まった。「収穫の開始が遅かっ

た昨シーズンとは異なり、今年はほぼ予定どおりに始まった。」 ブルーベリーの収穫は夏の盛りにピークに

達するが、これまでのところ暑い天候は収穫に影響を与えていない。「気温が華氏８５度（２９℃）を超えると収

穫を停止する必要があるが、今年はそのような状況になっていない。気温が高すぎると、果実が過熟になる

前に収穫することが難しくなる。」 

 

果実の品質 

ほぼ完璧な生育条件の結果、今年は生鮮市場に投入される果実の量が多く、特に有機栽培品が多くなっ

ている。「今年の果実の品質は素晴らしく、食味はこれまで見た中で最高の部類である。過去数年間、悪天

候が作柄に大きな影響を与え、品質の高い果実が多くなかった。しかし、今年は量の多さが市場に圧力をか

けており、その結果、近年に比べて価格が低くなっている。」 今年の市場に影響を与えているもう一つの要

因は、カリフォルニア州の収穫開始が遅れ、ワシントン州とオレゴン州で収穫が始まった時点でカリフォルニ

ア州産がまだ市場に出ていたことである。 

冷凍品部門 

「太平洋岸北西部の果実の出来は優れているが、果実の一定の割合は常に加工に使われる。」 ただし、こ

の部門では今年は収益性が良くない。「冷凍ブルーベリーは、昨年産の在庫で一杯のため、価格が非常に

低くなっている。昨年冷凍市場に投入された多くの果実はまだ貯蔵されており、その結果、加工品市場は難

しくなっている。加工品の収益がコストをカバーするのに十分でないため、生鮮品として出荷される量が多く

なっている。」 

今年の大量の供給を踏まえ、ブルーベリーの需要はどうか? 「太平洋岸北西部のブルーベリーは出荷の

最盛期に入っているが、供給状況を考えると、ブルーベリーに対する健全な需要がある。」 供給は年間を通

じて見ればより安定してくるので、同氏は引き合いが強まることを予想している。「今後数週間で、主要品種の

デュークとドレイパーが収穫の終わりに近づいてくるため、供給は先細りになると予想される。それらは晩生

の品種に置き換えられるが、そのうちの一部の果実は被害を受けている。「全体として、今後数週間で供給は

逼迫するだろう。」 

執筆者: マリーケ・ヘムズ 
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１２５．ペルー ２０２２-２３年度の生食用ブドウ輸出は１０％増加 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｒｏｔａｌ ２０２３年７月１４日 

ペルーの生食用ブドウ産業は、２０２２-２３年度に合計７,１４０万箱（８.２ｋｇ/箱）を輸出し、これは前年度比 

１０％増となった。 

ペルー生食用ブドウ生産者協会（Ｐｒｏｖｉｄ）のアレハンドロ・カブレラ会長は、「一部の地域では栽培面積が

５％増加しており、これが生産量の増加を説明するほか、出荷が始まった新しい品種も加わる。数年前に新

品種に改植された面積に新植面積が加わり、特に新しい品種は非常に収量が高いため、出荷量が増加して

いる」と述べた。（以下「 」は同会長の発言） 

同会長は、最も増加した品種は前年比７０％の成長を遂げたオータムクリスプであり、次に同３８％増加した

アイボリー及び同３５％増加したスイートグローブであると説明する。「ペルーではこれら３つの種なし白ブドウ

品種に最も偏重しており、２桁の成長を示している。」 

市場 同会長は、ペルーの生食用ブドウの主な輸出先の１つはメキシコで、出荷量は３５０万箱から５３０万箱

に前年比５０％増加したと述べた。「増加したもう一つの輸出先は台湾で、１シーズンで６０万箱から１００万箱

に５０％増加した。しかし、最大の輸出先は米国で、２,６００万箱から３,２００万箱以上に２２％増加した。」 

価格 – 販促活動 市場への出荷量の増加に関しては、「他の経済活動と同様に、ペルー産生食用ブドウの

特定の市場へ特定の時期の供給量の増加は、価格の低下を引き起こす。価格に影響を与える可能性のある

市場の飽和を避けるために、輸出先への出荷のタイミングについて非常に賢明になる必要がある。」 

課題 同会長は、主要な輸出国であることは複数の課題を伴うと述べている。「そのうちの１つは、供給の増

加は価格の下落を防ぐための需要の増加を伴わなければならないということである。したがって、我々の業

界の役割は、ペルー産の果実が輸出先でうまく受け入れられるように、新しい消費習慣や新しい好みを助長

することである。」 

 

１２６．ペルー CPTPP でハスアボカドをマレーシアに初出荷 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｒｏｔａｌ ２０２３年７月１７日 

環太平洋パートナーシップに関する包括的及び先進的な協定（ＣＰＴＰＰ）の批准からほぼ１年経ち、ペル

ーではマレーシア市場への初めてのハスアボカドの輸出があと数十日後に迫っている。 

ハスアボカド生産者協会（ＰｒｏＨａｓｓ）のフアン・カルロス・パレデス会長は本サイト（FreshFruitPortal.com）に

対し、「我々は今、マレーシアの衛生当局の署名を待っている。今後３４〜４０日以内に輸出許可が得られると

見ている」と語った。同会長は、要件はヨーロッパ向けの要件と類似しており、「生きた病害虫と検疫病害虫が

付着していないという植物検疫要件に加えて、乾物重が２１.５～２９％であることだ」と付け加えた。 

市場の予測 

パレデス会長は、マレーシアの市場は人口約７千万人と非常に大きいと指摘した。これにより、消費動向は

韓国や中国と同様になると見られる。同会長は、「ＰｒｏＨａｓｓは世界アボカド機構（WAO）の理事を務めている

が、そこではインドへの輸出促進に努力しており、予算も割り当てられている。来年はマレーシアが含まれる

ことを願っている」と述べた。 

ペルー産ハスアボカドの出荷シーズンは通常４月から９月までで、マレーシア産とは季節が逆になる。パレ

デス会長は、当初は週に出荷されるコンテナ数は少ないだろうとして、「最初は多くの輸出業者がマレーシア

市場を試してみて、その反応によっては徐々に増加する可能性がある」と指摘した。 

ＰｒｏＨａｓｓはまた、現在４０〜４５日かかっている輸送時間を短縮するため、船会社と協力することとしている。 
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１２７．ＥＵ 柑橘類の輸入がオレンジ主導で増加 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｒｏｔａｌ ２０２３年７月１７日 

２０２２-２３年度シーズンのＥＵの柑橘類輸入は、ほとんどの品目、特にオレンジで順調に進んでいる。   

２０２３年の１月から４月までの柑橘類の総輸入量は前年同期比２１％増加し、５６万６,８９７トンとなった。エジ

プトについては前年同期比で８３％増となった。 

オレンジがこの輸入の増加を主導している。特にエジプトからの輸入量は６月までに前年度比１８９％＊増加

した。２０２２年９月から２０２３年６月までのＥＵへのオレンジの総輸入量は８１万６,３７０トンで、前年同期比で 

４０％増加した。（＊： 原文のままですが、データの出典（スペイン語）で確認できません。） 

柑橘類の総輸入量（２０２２年９月から２０２３年４月まで）のうち、オレンジが５１％を占め、小型の柑橘類が２７％、

レモンとグレープフルーツがそれぞれ１１％及び１０％を占めた。 

輸入先国 オレンジではエジプトが最大の輸入先であるが、柑橘類合計（９月～４月）では２０２２-２３年度も南

アフリカが全輸入量の３１％を占めて首位であり、その輸入量は過去５年平均に対して２８％増加した。エジプ

トからの総輸入量は同４７％という驚異的な増加を見せ、ジンバブエが２９％増、イスラエルが９％増と続いた。

一方、中国が約３６％減少し、アルゼンチン（-３０％）、モロッコ（-２３％）、トルコ（-２０％）等も減少した。 

その他の柑橘類 

レモンとグレープフルーツの輸入はオレンジほど順調ではない。今季（９月～６月）のレモンの総輸入量は  

２３％減の２３万４,５４７トンであった。グレープフルーツも１２％減の１７万１,４６５トンであった。南アフリカは、レ

モンとグレープフルーツの両方についてＥＵへの主要な供給国である。 

 

１２８．南アフリカ 柑橘類の出荷のピークを前に今年のダーバン港は順調 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月１８日 

先週、ムプマランガ州のロングトム峠で柑橘類を積んだトラック数台が雪の中で立ち往生したが、雪はすぐ

に溶け、大きな被害はなかった。バーガーズフォート地域とオリグスタッド地域ではで晩生のマンダリンの収

穫がほぼ半分完了しており、生産者らは、これまでのところ大変良いと言う。梱包施設では、休むことなく作業

が続けられている。 

バーガーズフォートの柑橘類生産者であるスミット・ル・ルー氏は、「寒さは間違いなく発色の促進に役立っ

たが、オリグスタッドとバーガーズフォートはより涼しい地域であり、気温は時折１３℃未満に下がるので、我々

にとって発色はそれほど問題にならない。雪が降った後では夜の気温が非常に低かったが、低温被害の報

告はまだ聞いていない」と語った。 

物流面では、今シーズンは特に問題なく、時々冷蔵施設がいっぱいになるが、すぐに出庫されている。 

同氏は、「今後２、３週間以内に、バレンシア種と晩生マンダリンの大部分が入荷し始める。それは通常、問

題が発生し始める時である。しかし、今のところすべてが順調に進んでいる」と言う。 

港湾当局への賞賛 

同じバーガーズフォート地域のある梱包施設のマネージャーは、「ダーバンでは前年のような混雑はなく、

トラックは手配することができる。通常、ダーバンでは毎年、洪水が発生したり、他の何かおかしなことが起き

たりしてストップがかかる」と言う。このマネージャーは、南アフリカの業界は今のところ堅調な量の荷を動かし

ており、「ここまで問題なく来たので、港の関係者に敬意を表さなければならないと思う」と述べた。 

最近頻繁に発生しているトラックへの放火がまた起こった。バーガーズフォート/オリグスタッド地域からのト

ラックではないが、ネルスプロイト地域からダーバンに柑橘類を運ぶトラックが放火されたとの報告がある。 

執筆者:キャロライズ・ヤンセン 

  

https://www.mapa.gob.es/en/agricultura/temas/producciones-agricolas/boletinn46de11dejuliode2023_tcm38-656210.pdf
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１２９．南アフリカ 西ケープ州の洪水被害の全容は未だ不明 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年７月１９日 

南アフリカの柑橘類生産者協会（ＣＧＡ）は、洪水被害に遭った西ケープ州の柑橘類生産者を支援するた

めの迅速な災害宣言を求めている 

ＣＧＡは、国の災害管理センターに対し、迅速に行動し、西ケープ州での最近の洪水を州レベルの災害で

あると宣言するよう要請した。ＣＧＡのジャスティン・チャドウィックＣＥＯは、「この地域の損失が１０億ランド以

上であるという査定は、『控えめではあるが、信頼できるものだ』と言う点で西ケープ州農業局に同意する」と

述べた。（以下 「 」は同ＣＥＯ氏の発言。１ランド＝約７.８円） 

「もちろん、損失の全容はまだわかっていない。川の土手、灌漑設備、私道、ブドウ園及び果樹園の被害は

広範に及んだ。３つの自治区の柑橘類生産者が、激しい降雨の影響を受けた。」 

「特に大きな打撃を受けたのは、多数の柑橘類生産者の本拠地であるセダーバーグ地域自治区であった。

ＣＧＡは、シトラスダルの谷筋の地域だけで被害額は柑橘類１ヘクタール当たり５万５千ランドと計算している。

したがって、洪水は、この特定の地域の生産者に５億ランド近いと推定される被害をもたらしたことになる。幸

いなことに、最悪の雨が降った時点で、早生の栽培品種の６０％近くがすでに収穫されていた。 

当初、洪水によりこの地域からの柑橘類の収穫と出荷が２週間遅れた。農場主と農場労働者のたゆまぬ努

力により、彼らは今、輸出シーズンのスケジュールに追いついている。ただし、シトラスダル地域では、早生

品種が２０％近く減少すると推定されている。 

ＣＧＡは、柑橘類産業が西ケープ州の重要な経済的貢献者であるとしている。「同州は毎シーズン２千万箱

以上の柑橘類を輸出している。」 ＣＧＡは、洪水ができるだけ早く州の災害であると宣言され、影響を受けた

インフラの修理や交換に迅速に資金が振り向けられることを望むとしている。 

「柑橘類が南アフリカ経済にもたらす貢献が、何の支障もなく継続することが重要である。」 

執筆者： フレッド・メインチェス 

 

１３０．インドネシア 日本等のパイナップルとバナナの輸入関税撤廃を目指す 
ＡＮＴＡＲＡ ２０２３年７月１９日 

ズルキフリ・ハサン貿易相は水曜日（２０２３年７月１９日）、南ランプン県のシゲル市場を視察した 

ランプン州南ランプン県（ＡＮＴＡＲＡ）-ズルキフリ・ハサン貿易相は、インドネシアから他の国へのパイナッ

プルとバナナの輸出に対して輸入関税の０％化を目標としている。同大臣は水曜日に当地で、「ランプン州

のパイナップルとバナナは、世界の貿易市場を席巻している」としつつ、しかし、さまざまな国との商品貿易に

は多くの障害があり、その１つは各国で異なる輸入関税率であると述べた。 

同大臣は「たとえば、ヨーロッパ、日本、韓国に輸出したい場合、通常、それぞれの輸入関税がある。我々

はパイナップルとバナナに０％の輸入関税を適用するよう取り組んでおり、貿易省は一部の国との協力を進

めている。その１つが、ランプン州産のパイナップルとバナナである」と述べた。同大臣は、輸入関税の０％化

は、地域の商品市場の拡大を助ける可能性があるとしている。 

輸入関税の０％化を進めるために、インドネシア政府は欧州連合との包括的パートナーシップ協定（ＩＥＵ 

ＣＥＰＡ）の交渉を加速している。 

インドネシア統計局によると、２０２２年のパイナップル出荷量は８６万１,７００トン（主産地の中央ランプン県は

８５万９,７００トン、前年は全国で７０万５,９００トン）であり、バナナは１２０万トン（前年は１１０万トン）であった。 

報告者： ルース・イアンタン Ｓ Ｋ、レジンタ Ｓ  
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１３１．南アフリカ 柑橘類とアボカドの輸出が減少の予測 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年７月１９日 

新しいデータによると、南アフリカのアボカドと柑橘類の輸出量は前回の見通しよりも減少するだろう 

南アフリカ産アボカドの予測輸出量は、出荷シーズンが中間点に差し掛かった時点で約２５０万箱引き下げ

られた。 

同時に、同国の柑橘類業界は、オレンジ、レモン、マンダリンの輸出量が下方修正され、総輸出量が１億 

６千万箱を下回ると発表した。南アフリカの柑橘類の輸出量が減少したのは数年ぶりで、昨年は約１億６,５００

万箱に達していた。南アフリカの昨年のこの時期までの出荷量は５,８８０万箱であったが、今年はこれまでに

約７,９００万箱が梱包され、６,５００万箱が出荷された。 

サブトロップ社のデレク・ドンキンＣＥＯは、アボカドの予測出荷量は２千万箱から１,７５０万箱に減少したとし

た上で、「これまでのところ今の出荷シーズンに満足しているが、ヨーロッパと英国の市場にシーズン半ばの

競合品が入荷したため、業界としては出荷量を減らすことを決定した」と述べた。 

これまでのところ、アボカドと柑橘類の輸出業者らは今シーズン、出荷シーズンの早い段階で多くの量を出

荷している。柑橘類業界は、シーズンの後半は国の北部から大量のオレンジがヨーロッパに出荷されるため、

より困難になると予測していた。 

これらのオレンジの最初の荷は現在ヨーロッパに向かっており、輸出業者らは厳しくなったＥＵの新しい植

物検疫要件に対応しなければならない。柑橘類生産者協会（ＣＧＡ）は以前、ＥＵへのオレンジ輸出量は、新

しい規制により約２０％減少する可能性があることを示していた。 

一方、ＣＧＡは生産者への通知の中で、北部のいくつかの路線でトラックが攻撃され燃やされた最近の出

来事に失望を表明した。ＣＧＡの報道担当であるミッチェル・ブルック氏は、分析によると、北部地域から柑橘

類を輸送するトラックは週に２,２００台あり、東ケープ州にはさらに１,２００台、西ケープ州と北ケープ州には  

１千台のトラックがあると述べた。 

ＣＧＡは、「港への柑橘類の輸送のピークが近づく中、犯罪者らが我々の主要ルートでトラックに火をつけて

いることは懸念される」としている。シリル・ラマポーザ大統領はこの問題を「経済的妨害行為」と表現している。 

ＣＧＡは「人々が恐れることなく道路インフラを使用できるよう、この犯罪の根本原因を特定し、それに対処

することが重要である。この経済的妨害行為により、保険料の引き上げ、追加のセキュリティ対策、破壊され

た機材の交換を通じて、輸送コストが増加する。それらの増加したコストは、輸送された商品の消費者に転嫁

される」と付け加えている。 

執筆者： フレッド・メインチェス 
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１３２．米国 低温によりカリフォルニア州中部のブドウの出荷開始に遅れ 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月２０日 

カリフォルニア州中部からのブドウの出荷が進んでいるが、開始が遅れた。バリ青果会社（Bari Produce）の

ジャスティン・ベッドウェル氏は、「他のすべてのことと同様に、我々は通常よりも約２週間遅れている」と言い、

涼しい春の気温が遅れの背景にあると指摘する。同氏は、「弊社では通常、７月４日の独立記念日の直後に

カリフォルニア州中部のブドウの収穫を始めるが、実際には今週、赤ブドウと緑色ブドウ、そのほか一部の特

産のブドウの収穫を始めたところだ」と言う。（以下「 」は同氏の発言） 

 

カリフォルニア州の業界は生食用ブドウの出荷量は昨年と同程度と推定しており、バリ青果会社でも、一部

の古い品種を除外しても同程度と見ている（新しい品種がこれに取って代わる）。種なし赤ブドウでは、古い

品種だが食べやすい業界標準のフレーム（Flame）から始まる。続いてパッションファイア（Passion Fire）、その

次がクリッシー（Krissy）で、どちらも大きくて新しい種なし赤ブドウ品種である。緑色ブドウでは、アイボリー

（Ivory）から始まり、グレートグリーン（Great Green）、次にスイートグローブ（Sweet Globe）に移行するが、これ

らはすべて比較的新しい品種である。 

カリフォルニア州中部のブドウの収穫の遅いスタートは、メキシコの収穫の遅れに続くものである。「通常、メ

キシコ産とカリフォルニア州中部産の間には間隔が空くが、今年はそうではない。メキシコ産がかつてないほ

ど遅くまでカリフォルニア州産と重なっており、それは市場価格を少し押し下げるか、またはメキシコ産とカリ

フォルニア州産とに市場を分割することになるだろう。」 

勢いづくのが遅い 

需要に関しては、まずますだと言われている。市場にはまだメキシコ産のブドウがあるため、カリフォルニア

州中部産の出荷シーズンは、通常の勢いでは始まっていない。「通常、新しい産地からの出荷が始まると需

要は供給よりも大きくなるが、今は需給が均衡している。しかし、今週始まったばかりなので、出荷量が増え

れば需要も増えることを願っている。」 

一方、アジア市場はカリフォルニア州産ブドウの出荷開始に沸いていると伝えられており、バリ青果会社は

来週かそこらには輸出用の梱包を開始すると見られる。「それ（輸出）は弊社の初期の荷を動かすのに役立つ

はずである。国内では、８月は通常人々が休暇を取り、バイヤーもいなくなる時期であるため、国内供給が良

好なのは今後３０日間である。」 

価格設定に関しては、現時点では昨年と同様である。「メキシコ産が少し遅れており、我々も遅れているの

で、荷が動き続けるように市場を整えようとしているところだ。」 

執筆者: アストリッド・ヴァン・デン・ブローク  
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１３３．米国 この秋にリンゴの豊作が予想される 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月２０日 

米国ではこの秋、かなりのリンゴの豊作が予想される。米国最大の産地であるワシントン州では、年の初め

に大変良好な開花が見られた。夏は気温が少し高くなったが、見通しは依然として良好である。ハニーベア

マーケティング社のドン・ローパー氏は、「作柄は裏年であった２０２２年から回復する」と言う（以下「 」は同氏の

発言）。昨年、ワシントン州は１億箱を出荷し、過去５年間の平均と比べて１５％の減となった。「しかし、今年は

昨年よりも大幅に増加すると予想している。」 出荷量は１億２千万箱近くを見込んでいる。「良好な生育条件

に加えて、新しい密植果樹園の成園化によっても出荷量が増加する。」 

中西部の暑さと干ばつ 

ワシントン州とは対照的に、中西部は２０２２年に豊作年を迎えた。ミシガン州だけで約３千万箱が収穫され、

これは２０２１年のほぼ２倍の量であった。「ワシントン州の出荷量が平均に比べてはるかに低かった昨年、こ

の地域は米国産の供給を支える上で良い仕事をした。」 素晴らしい収穫年の後には通常裏年が続くが、中

西部全体で多くの新しい密植果樹園が成園化するため、中西部の出荷量は維持されると予想される。「ミシ

ガン州では今年の出荷量が２,８００万ないしは２,９００万箱近くになる可能性があり、中西部全体で良好な生

産が見られる。」 最近、中西部は非常に暑く乾燥しており、これが出荷量に影響を与える可能性がある。果

樹への給水は主に灌漑に依存している。「現時点では、母なる自然が少しまとまった降雨で助けてくれること

が必要である。」 

東海岸の早期の低温 

東海岸では春の半ば（４月下旬）に低温となり、ニューヨーク州東部からハドソンバレーまでの開花に影響を

与えた。昨年の東海岸の収穫量は合計３,２００万ブッシェル＊であったが、ニューヨーク州の生産者は今年は

２,９００万ブッシェル強、すなわち約１２％（原文のまま）の減少を予想している。「春以来、この地域は生育に適

した天候に恵まれており、実際に果実の生産を妨げる問題はない。」 

３つの産地の予測量を合計すると、ローパー氏は米国のリンゴの出荷量が昨年より少なくとも１０％増加する

と予想している。同氏は、まだ生育期間の３分の１が残っており、予測が変わる可能性はあると述べている。 

価格のデフレ 

昨年は米国のリンゴ出荷量が少なかった結果、価格は大幅に上昇した。ＩＲＩ社（米国の調査会社）のデータに

よると、２０２２年の平均小売価格は２０２１年に比べて１５％上昇した。「動かせる荷が少なく、小売業者は販売

促進活動をあまり行なわなかった。」 しかし、２０２３年にリンゴの出荷量が増えると、価格競争が激化すると予

想される。「販促活動の余地が増え、小売業者は需要供給曲線を機能させる（価格を下げて販売数量を増やす）

デフレ戦略を策定するだろう。」 

新しい梱包設備 

ハニーベアマーケティング社は近年、栽培面積の拡大と密植栽培の継続的な増加によりリンゴ園への投資

を増やしている。増加する出荷量を処理し、同社の有機リンゴ部門を支援するため、今年に入ってからワシン

トン州パテロスの新しい梱包施設を買収した。「この施設は、成長している弊社の有機リンゴ事業を支援する

ために必要な梱包と冷蔵貯蔵の能力の増加をもたらすものである。」 

ミシガン州における同社の新しい取組みは、エリートパッキング社との販売契約の締結である。「弊社は、 

１５０万箱のリンゴを市場に投入する。彼らはミシガン州産のリンゴを栽培して梱包するが、弊社はそのリンゴ

をハニーベアのブランドで販売する。」 

執筆者: マリーケ・ヘムズ 

（＊訳注： リンゴ１ブッシェルは３８～４５ポンド等とされますが、米国リンゴ協会（ＵＳＡｐｐｌｅ）は１ブッシェル＝４２ポンド(約１９ｋｇ)と

しています。） 
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１３４．ブラジルの柑橘類事情（オレンジ、オレンジ果汁） 
米国農務省ＧＡＩＮレポート ２０２３年７月２０日 

これは米国農務省海外農業局ブラジリア事務所（ブラジル）が作成した「柑橘類半期報告書」を翻訳（一部省略）したものであり、

米国政府の公式見解及びデータとは異なる場合があります。特記した場合を除き、この報告書の２０２２/２３販売年度（年度）は 

２０２３年７月～２０２４年６月を指し、オレンジ果汁のトン数はブリックス値６５の冷凍濃縮果汁（ＦＣＯＪ）に換算した重量を指します。 

要点 

２０２２/２３販売年度（以下「年度」）のブラジルの生鮮オレンジ出荷量は、隔年結果の再開により果樹当たり

の着果量が減少し、前の年度に比べて１.１％の微減となる４億１,０６０万箱（４０.８ｋｇ/箱）、すなわち１,６７５万ト

ンと予測される。一方、２０２２年１０月以降の柑橘類地帯全体の大雨により、収穫時のオレンジ果実１個の重

量は、前年と比較して３.７１％増加すると予測される。２０２２/２３年度の冷凍濃縮果汁（ＦＣＯＪ）製造量は   

１１２万５千トンと予測され、これは１１３万５千トンに上方修正された２０２１/２２年度のオレンジ果汁製造量の

推定値より９％少ない。ハリケーンイアンによって大きな被害を受けたフロリダ州の果汁製造量を補うため、米

国市場への供給が増加するものと見込まれる。 

＜生鮮オレンジ＞ 

生産 

生産需給表 

次の表は、サンパウロ州及びブラジル全体の２０２１/２２、２０２２/２３及び２０２３/２４各ブラジル年度（７月～ 

６月）における生鮮オレンジの生産需給データの改定値を示している。上記の各ブラジル年度は、それぞれ

米国の２０２０/２１、２０２１/２２及び２０２２/２３年度に相当する。 

図表１ ブラジルの生鮮オレンジの生産需給表（7 月〜6 月、千ヘクタール、100 万本、100 万箱（40.8ｋｇ/箱） 

項目＼米国の販売年度 米国 2020/21 米国 2021/22 米国 2022/23 
項目＼ブラジルの販売年度 2021/22 2022/23 2023/24 
栽培面積 604.4 614.1 617.6 

サンパウロ州 379.4 387.1 388.5 
その他 225.0 227.0 229.0 

収穫面積 546.1 546.4 537.1 
サンパウロ州 346.1 344.4 337.1 
その他 200.0 202.0 200.0 

結果樹本数 221.6 228.0 231.0 
サンパウロ州 166.6 169.9 169.3 
その他 55.0 58.0 62.0 

未結果樹本数 28.0 34.3 38.8 
サンパウロ州 23.0 29.3 33.3 
その他 5.0 5.0 5.5 

合計果樹本数 249.6 262.3 269.8 
総生産量 359.7 415.0 410.6 

サンパウロ州 263.0 314.2 309.3 
その他 96.7 100.8 101.3 

輸出量 0.0 0.0 0.0 
輸入量（ブラジル合計） 0.6 0.2 0.2 
国内消費量 112.3 114.2 112.9 
加工仕向量 248.0 301.0 296.0 

サンパウロ州（ＦＣＯＪ+輸出用ＮＦＣ） 224.0 278.0 272.0 
その他 24.0 24.0 24.0 

注： ブラジルの販売年度と米国の販売年度の間には１年の差がある。例えば、2023/24 ブラジル販売年度は 2022/23 米国販

売年度に相当する。データの継続性を確保するため、現在の 2023/24 ブラジル販売年度は、この報告書では「2022/23 年度」

と記述する。 
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全般 

当事務所は、この２０２２/２３年度（７月～６月）のブラジルのオレンジ総出荷量を４億１,０６０万箱（４０.８ｋｇ/

箱）、すなわち１,６７５万トンと予測しており、これは前年度（２０２１/２２年度）の出荷量と比較して１.１％少ない。

サンパウロ州とミナスジェライス州西部の商業的産地は昨年の出荷量（３億１,４１０万箱、１,２８２万トン）に比べ

て１.５５％少ない３億９００万箱（１,２６１万トン）のオレンジを出荷するものと見られる。この予想は、５月に発表

された柑橘類保護基金（Ｆｕｎｄｅｃｉｔｒｕｓ 以下「基金」）の最初の柑橘類出荷予測に基づいている。予測の対

象は、ハムリム（Hamlim）、ウェスティン（Westin）、ルビ（Rubi）、バレンシアアメリカーナ（Valencia Americana）、

セレタ（Seleta）、パイナップル（Pineapple）、ＢＲＳアルボラーダ（BRS Alvorada）、ペラリオ（Pera Rio）、バレンシ

ア（Valencia）、「フォーリャムルチャ」バレンシア（“Folha Murcha” Valencia）、ナタール（Natal）の各品種である。 

栽培面積 

基金が報告しているとおり、今年度の出荷量は前年度と比較してわずかに減少するものの、前年度とほぼ

同じ水準を維持する。過去１０年間の平均出荷量と比較して、今年度の出荷量は１％の微増となる。 

この変動は、出荷量の増減が毎年繰り返す隔年結果の再開の結果である。この隔年結果サイクルでは、今

年度などの裏年には果樹当たりの着果量が少なくなる。果樹１本当たりの平均果実数は、前年度には約５％

増加し、それに続く今年度は同じ割合で減少した。しかし、早期の落果率が低下すると考えられ、収穫される

オレンジの１果実当たりの平均重量が増加するはずであり、これは着果量の減少による影響を最小限に抑え

るのに役立つ可能性がある。 

２０２２年初頭の乾燥した時期の後、オレンジの主産地であるサンパウロ州中心部では８月に最初のまとまっ

た降雨が記録された。雨は９月を通して降り続き、オレンジの開花を促した。柑橘類地帯の残りの地域では、

総雨量は４０〜８０ミリの範囲であった。１０月には柑橘類地帯全域に大雨が降り、天水に依存する園地で開

花し、その後も月間降水量は多い状態が続いている。基金によると、２０２２年８月から２０２３年４月までの柑橘

類地帯の平均降雨量は１,３９１ミリメートルで、昨年より４５％多い。特にすべての柑橘類地帯で非常に頻繁に

降雨があった。開花中のこうした連続した降雨と土壌が湿った期間の長期化は、開花後の落果が起こりやす

い条件をもたらした。これは開花時の継続的な湿気の下で真菌によって引き起こされる１種の病気で、花びら

に影響を与え、着果数を減少させる。 

柑橘類地帯で過去の平均を超える雨が予想されているため、基金はオレンジの平均重量の増加を予想し

ている。果実は収穫が完了するまで順調に肥大を続けると予想される。ブラジルの気象情報会社（Ｓｏｍａｒ 

Ｍｅｔｅｏｒｏｌｏｇｉａ社及びＣｌｉｍａｔｅｍｐｏ社）によると、ラニーニャ現象は終了し、２０２３年の後半にはエルニーニョ

現象が始まると予想されている。これらの気候現象の組み合わせにより、柑橘類地帯の大雨は収穫期間を通

して続くと予想される。 

収穫時のオレンジ１果実の重量は１６５グラムまたは５.８３オンス（２４７果実/箱）と予測されており、これは前

年度の平均重量１５９グラムまたは５.６１オンス（２５６果実/箱）と比較して３.７１％、過去１０シーズンの平均重

量１６３グラムまたは５.７５オンス（２５０果実/箱）と比較して１.２３％の増加となる。 

天候は開花にも影響を与えており、早い時期の雨は最初の開花による果実の生産量の増加につながった。

灌漑園地（栽培面積の３９％）の早咲きの果実に加えて、この天水による早咲きで、全体として最初の開花は

前シーズンの２７.５％から今シーズンは３６.２％に増加した。２回目の開花は全体の４６.１％、３回目の開花は

１６.３％、４回目の開花は１.５％であった。 

最初の開花による果実の割合が高いため、収穫は通常より早く開始され、前年度よりも早く進むものと予想

される。収穫が早まったことで、収穫が２０２３年４月まで続いた前年度のような早期の落果を防ぐ可能性があ

る。果実の損失を減らすのに役立つこの他の要因としては、２０２２年春以来高い状態が続いている土壌水分

量、及び落果率が高い南部及び南西部での生産量の減少等が挙げられる。 

当事務所は、基金及びブラジル地理統計研究所（ＩＢＧＥ）の最新情報に基づいて、２０２２/２３年度のブラジ

ルのオレンジ出荷量の推定値を４億１,０６０万箱（１,６７５万トン）にわずかに修正し、これは前シーズンの推定
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値４億１,５００万箱（１,６９０万トン）よりわずかに少ない。基金は２０２３年５月に、サンパウロ州とミナスジェライス

州西南西部の柑橘類地帯の２０２３/２４年度（２０２２/２３米国年度）のオレンジ出荷量の最終予測を３億９３４万

箱（１,２６２万トン）と発表した。 

基金によると、カンキツグリーニング病は柑橘類地帯での果樹園の廃園の増加を引き起こした。２０２２年  

４月から２０２３年３月までの平均廃園率は６.６８％で、最初に地図化された時よりも大幅に高いが、それでも前

年よりわずかに低くなった。 

ＩＢＧＥが提供する情報によると、２０２２/２３年度の他の州の出荷量は１億１１６万箱（４１２万トン）と予測され、

２０２１/２２年度（９,６７０万箱、３９５万トン）より約４００万箱多い。 

サンパウロ州立農業経済研究所（ＩＥＡ）は２０２２年２月に、２０２２/２３年度（２０２１/２２米国年度）のオレンジ

出荷量の最初の調査結果を公表し、前年の出荷量（２億９,６１１万箱、１,２０８万トン）に対して２％増となる３億

３２１万箱（１,２３７万トン）と予測した。この数値は、２０２１年２月に収集されたデータに基づいており、商業的

産地と非商業的産地の両方の生産量が含まれている。ＩＥＡはサンパウロ州全体のすべてのオレンジ品種を

対象としていることに留意が必要である。同時に、当事務所の推計は柑橘類業界の方法論に従い、果汁用

の４つの主要な柑橘類品種を対象とし、サンパウロ州とミナスジェライス州西部の商業的産地を対象としてい

ることに留意願いたい。ＩＥＡはまた、サンパウロ州のオレンジ果樹本数は１億７,１５０万本（結果樹１億５,３８０

万本及び未結果樹１,７７０万本）と推定されると報告している。 

栽培面積、果樹本数、収量 

２０２２/２３年度のブラジルの収量は、約１.８２箱/果樹にとどまると予測されている。一方、平均果実重量は、

サンパウロ州の柑橘類地帯の開花と結実を支えた良好な天候条件の結果として、昨年度の１５９グラムから 

１６５グラムに増加すると予想されおり、９０ポンドの１箱を満たすには２４７個の果実が必要と推定される。 

２０２２/２３年度のブラジルの果樹本数は２億６,９８０万本と予測され、主にサンパウロ州の商業的柑橘類地

帯で前年度に比べて増加するものと見られる。オレンジの栽培面積は６１万７,６００ヘクタールと予測され、前

年度と比較して３,５００ヘクタール増加し、サンパウロ州と他の州の両方でわずかに増加した。下の図は、基

金の２０２３年柑橘類果樹調査で報告された、サンパウロ州とミナスジェライス州西部の柑橘類地帯のオレンジ

産地を示している。 

 

図表１ サンパウロ州及びミナスジェライス州の柑橘類地帯のオレンジ産地 

出典： Ｆｕｎｄｅｃｉｔｒｕｓ 

 

サンパウロ州は、果樹本数と果樹登録データをとりまとめている唯一の州である。米国農務省海外農業局

サンパウロ農業貿易事務所は、ＩＢＧＥが提供する統一生産データに基づいて、他の州の栽培面積と果樹本

数を推定している。 

オレンジ園 

オレンジ園の中の 
環境保全区画 

区域別オレンジ結果樹本数 
合計： 1億 6,929万本 

ミナスジェライス州 北部 
3,993万本 

北西部 
1,500万本 

南部 
2,945 
万本 

中部 
4,768万本 

サンパウロ州 
南西部 

3,823万本 
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消費 

当事務所は、２０２２/２３年度のブラジルのオレンジ総消費量の予測を１億１,３２０万箱（４６２万トン）に維持し、

これはその前のシーズン（１億１,４２０万箱、４６６万トン）と比較してあまり変わらない。これらの数値には、実際

の国内消費に加えて、自然落果及び収穫中、輸送中、梱包中の損耗が含まれる。 

国内市場向けの「非濃縮果汁」（ＮＦＣ）を製造するために加工業者に出荷される果実は、生鮮オレンジの

消費量としてではなく、「ＮＦＣ製造のための加工仕向量」に含まれる。 

生鮮国内消費量の推計値は、生産量の推計値と、加工仕向量（国内消費用及び輸出用のＦＣＯＪ及び   

ＮＦＣ製造用）の推計値の差として算出される。 

貿易 

輸出 

更新された情報によると、２０２２/２３年度の生鮮オレンジの総輸出量は、前年度と同様に実質的にゼロと予

測される。２０２１/２２年度の生鮮オレンジの輸出は実質的に見られない。ブラジルは他国への市場アクセス

が限られており、ほとんどの輸出品はヨーロッパ諸国に出荷され、輸出の大部分は６月から１２月までの収穫

期間中に行われる。 

図表５ ブラジルの生鮮オレンジ輸出量 

 
出典： ブラジル外国貿易事務局（ＳＥＣＥＸ）のデータから当事務所が作成 

図表６ ブラジルの生鮮オレンジ輸出（トン及び千米ドル FOB） 

輸出先国 
2019 年 7 月～2020 年 4 月 2020 年 7 月～2021 年 4 月 2021 年 7 月～2022 年 6 月 

輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 
ロシア - - 89 186 70 145 
マーシャル諸島 40 49 41 52 53 60 
パナマ 33 42 39 47 43 52 
リベリア 30 42 34 46 42 48 
香港 29 39 26 37 29 33 
マルタ 16 21 16 22 18 22 
ギリシャ 16 20 13 18 13 17 
シンガポール 12 16 11 16 13 16 
キプロス 18 39 138 259 9 14 
バハマ 10 11 7 10 11 12 
その他 1,726 3,357 3,922 8,243 76 71 
合計 1,930 3,636 4,336 8,936 377 491 
出典： ＳＥＣＥＸのデータに基づく Trade Data Monitor（NCM0805.10.00） 四捨五入により合計が一致しないことがある。 

 

ト
ン

 

年 
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上の表は、ブラジル外国貿易事務局（ＳＥＣＥＸ）のデータに基づく貿易データモニター社（ＴＤＭ）のデータ

で、輸出先別の生鮮オレンジ（ＮＣＭ品目番号０８０５.１０.００）の輸出額と輸出量を示している。 

輸入 

ＳＥＣＥＸの最新情報によると、２０２２/２３年度の生鮮オレンジ総輸入量は微増の７５万箱（２万６,６００トン）と

予測される。２０２２年７月から２０２３年６月までの主要なオレンジ輸入先はエジプト、ウルグアイ、スペイン、ア

ルゼンチンであった。 

 

図表７ ブラジルの生鮮オレンジ輸入量 

 
出典： ＳＥＣＥＸのデータから当事務所が作成 

 

下の表は、ＳＥＣＥＸのデータに基づき貿易データモニター社（ＴＤＭ）が提供するデータで、輸入先別の生

鮮オレンジ（ＮＣＭ品目番号０８０５.１０.００）の輸入額と輸入量を示している。 

 

図表８ ブラジルの生鮮オレンジ輸入（トン及び千米ドルＦＯＢ） 

輸入先国 
2020 年 7 月～2021 年 6 月 2021 年 7 月～2022 年 6 月 2022 年 7 月～2023 年 6 月 

輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 
エジプト 2,574 3,552 7,308 11,815 7,317 11,831 
ウルグアイ 2,878 3,870 4,571 7,632 2,677 4.328 
スペイン 11,951 11,914 5,654 6,798 4,603 7,442 
アルゼンチン 1,190 1,652 1,142 1,700 1,451 2,347 
チリ 351 324 78 91 384 621 
合計 18,944 21,312 18,753 28,036 16,434 26,569 
出典： ＳＥＣＥＸのデータに基づく Trade Data Monitor（NCM0805.10.00） 四捨五入により合計が一致しないことがある。 

  

 

ト
ン

 

年 
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図表９ ブラジルの生鮮オレンジの生産需給統計 

オレンジ（生鮮） 
販売年度 
ブラジル 

2020/2021 2021/2022 2022/2023 
2021 年 7 月～翌年 6 月 2022 年 7 月～翌年 6 月 2023 年 7 月～翌年 6 月 

農務省公式 
公式 

今回推計値 農務省公式 
公式 

今回推計値 農務省公式 
公式 

今回推計値 
栽培面積（ヘクタール） 604,400 604,400 614,100 614,100 614,100 617,600 
収穫面積（ヘクタール） 546,100 546,100 546,400 546,400 546,400 537,100 
結果樹本数（千本） 221,600 221,600 228,000 228,000 22,800 231,000 
未結果樹本数（千本） 
木） 

28,000 28,000 34,300 34,300 34,300 38,800 
果樹本数合計（千本） 249,600 249,600 262,300 262,300 57,100 269,800 
生産量（千トン） 14,676 14,676 16,932 16,932 16,524 16,753 
輸入量（千トン） 28 24 25 28 25 27 
総供給量（千トン） 14,704 14,700 16,957 16,960 16,549 16,780 
輸出量（千トン） 0 0 0 0 0 0 
生鮮国内消費量（千トン） 4,586 4,582 4,676 4,669 4,636 4,690 
加工仕向量（千トン） 10,118 10,118 12,281 12,291 11,913 12,090 
総仕向量（千トン） 14,704 14,700 16,957 16,960 16,549 16,780 

 

 

＜オレンジ果汁＞ 

生産 

生産需給表 

次の表は、サンパウロ州及びブラジル全体の、２０２１/２２、２０２２/２３及び２０２３/２４各ブラジル販売年度 

（７月～６月）におけるオレンジ果汁の生産需給データの改定値（２０２３/２４年度は初期の予測値）を示してい

る。上記の各ブラジル年度は、それぞれ米国の２０２０/２１、２０２１/２２、２０２２/２３販売年度に相当する。 

表には、冷凍濃縮オレンジ果汁（ＦＣＯＪ）相当量に換算された輸出用の非濃縮果汁（ＮＦＣ）の製造量が含

まれている。 

変換係数： ブリックス値６５のＦＣＯＪ １トンは、ブリックス値１１.６のＮＦＣ ５.４〜５.６トンに相当する。 

図表１０ 冷凍濃縮オレンジ果汁の生産需給表（7 月〜6 月、百万箱（40.8kg/箱）、千トン（ブリックス値 65 換算） 
項目＼米国の販売年度 米国 20/21 米国 21/22 米国 22/23 
項目＼ブラジルの販売年度 2021/22 2022/23 2023/24 
原料果実の加工仕向量 248 301 296 

サンパウロ州（ＦＣＯＪ+輸出用ＮＦＣ製造用） 224 277 272 
その他 24 24 24 

期初在庫量 - 合計 15 9 9 
総製造量 944 1,135 1,125 

サンパウロ州ＦＣＯＪ 536 695 684 
サンパウロ州ＮＦＣ（ＦＣＯＪ換算） 312 344 345 
その他 96 96 96 

総供給量 1,095 1,144 1,134 
輸出量 1,010 1,068 1,050 

サンパウロ州ＦＣＯＪ 710 724 705 
サンパウロ州ＮＦＣ（ＦＣＯＪ換算） 270 314 315 
その他のＦＣＯＪ 30 30 30 

国内消費量 70 73 75 
期末在庫量 - 合計 15 9 9 
総仕向量 1,095 1,150 1,134 

注： ブラジルの販売年度と米国の販売年度の間には１年の差がある。例えば、2023/24 ブラジル販売年度は 2022/23 米国販

売年度に相当する。データの継続性を確保するため、現在の 2023/24 ブラジル販売年度は、この報告書では「2022/23 年度」

と記述する。 
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全般 

当事務所は、２０２２/２３年度のブラジルのオレンジ果汁総製造量を、加工用果実の入手可能量の予測に

基づき１１２万５千トンと予測しており、これは２０２１/２２年度の推定製造量より９％少ない。サンパウロ州の業

界は、２億５,２００万箱（ＦＣＯＪ用に１億６,７００万箱及びＮＦＣ用に８,５００万箱）のオレンジを処理し、１０３万トン

のオレンジ果汁（６８万４千トンのＦＣＯＪ及びＦＣＯＪ換算で３４万５千トンのＮＦＣ）を製造するものと予測される。

他の州は合わせて２,４００万箱の原料を出荷し、９万６千トンの果汁を製造すると見られる。 

図表１１ ブラジルのオレンジ果汁製造量 

 
 

 

 

２０２１/２２年度のブラジルのオレンジ果汁総製造量はわずかに１万トン上方修正されて１１３万５千トンと推

計され、これは前年度との比較では約２０万トンの増加となった。この推計では、ブリックス値６５のＦＣＯＪを１ト

ン製造するためには２６９.３箱のオレンジが必要であると想定している。 

オレンジ果汁の製造量には、ブリックス値６５のＦＣＯＪ相当に換算された輸出用ＮＦＣの製造量が含まれて

いる。ブラジルではＮＦＣの需給に関する公式の推計はない。 
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図１２ 産業的オレンジ果汁歩留り 
 

出典： ブラジル柑橘類輸出業者協会（Ｃｉｔｒｕｓ ＢＲ）のデータに基づき当事務所が作成  

注： 年度はブラジルの販売年度を表す。＊は推計値。 

出典： Ｃｉｔｒｕｓ ＢＲのデータに基づき当事務所が作成 

注： 年度はブラジルの販売年度を表す。＊は推計値。 



26 

消費 

当事務所は、２０２２/２３年度の国内消費量の見通しを７万５千トンに引き下げ、これは２０２１/２２年度（７万 

３千トン）と比較して２千トンの増加となる。ブラジルではオレンジ果汁、特にＮＦＣの消費量が着実に増加して

いる。しかし、価格の上昇と海外市場でのオレンジ果汁の需要が高いことにより、国内消費はゆっくりとしたペ

ースで成長すると予想される。オレンジ果汁の統計にはＦＣＯＪ相当に換算されたＮＦＣの消費量が含まれるこ

とに留意願いたい。 

貿易 

当事務所は、２０２２/２３年度のブラジルのオレンジ果汁総輸出量は１０５万トンで、近年の水準よりは多いが、

加工用果実の供給が引き続き逼迫しているため、２０２１/２２年度の改訂推計値（１０６万８千トン）よりもやや少

ないものと予測する。サンパウロ州の業界は１００万トンを出荷する見込みである。２０２１/２２年度の総輸出量

は、業界の最新情報に基づき、前回の推計値より８千トン多い１０６万８千トンに修正する。２０２１/２２年度の 

ＮＦＣの輸出量は３１万５千トンと推定され、これは前年度に対して１５％増であり、（増加分は）主にハリケーンイ

アンによりフロリダ州からの果汁供給が限られている米国市場に供給される。 

ブラジルはオレンジ果汁の世界有数の輸出国であり、世界で流通するオレンジ果汁の８０％近くを占めて

いる。オレンジジュース５杯のうちほぼ４杯がブラジルで製造されていることになり、輸出量は増加している。

農業経済研究所（ＩＥＡ-APTA）によると、サンパウロ州は今年の最初の４か月で６億８,２００万米ドルの果汁を

輸出し、そのうち９７.３％がオレンジ果汁であった。最大の輸出市場は欧州連合（約５４％）で、北米（３６％）が

それに続いている。 

欧州連合への輸出量は２０２３年６月までのシーズンに、前年度に比べて約５％の減少となったが、輸出額

は１０％増加した。一方、米国向けの輸出量は急増している。外国貿易事務局（ＳＥＣＥＸ）のデータによると、

２０２３年１月から３月の間に２７万５千トンのオレンジ果汁が米国に出荷され、昨シーズンに比べ６８％増加し

た。輸出額は２倍以上の５億５,９００万米ドルとなった。ＥＵへの出荷が減少し、米国への出荷が増加したため、

米国に輸出されるブラジル産オレンジ果汁の割合は、２０２１/２２年度の１９％から２０２２/２３年度には３６％に

増加した。 

ブラジルの輸出は、２０２２年末にハリケーンイアンによって深刻な被害を受けた米国の生産量の減少に支

えられている。米国農務省の推定によると、２０２２/２３年度の米国のオレンジ出荷量は、前年度よりも６０.７％

少なく、１９３０年以来の最低水準と予想される。もう一つの主要生産国であるメキシコのオレンジ果汁製造量

も、少雨のために少なくなった。 

以下の表は、（原文のまま）２０２０/２１、２０２１/２２及び２０２２/２３ブラジル年度（７月～６月）の輸出先国別のオ

レンジ果汁（ＮＣＭ２００９.１１.００、２００９.１２.００及び２００９.１９.００）輸出量を示している。数値は、外国貿易事

務局（ＳＥＣＥＸ）のデータに基づく貿易データモニター社のデータによる。 

図表１３ 冷凍/非発酵オレンジ果汁の輸出（トン及び千米ドルＦＯＢ） 

輸出先国 
2019 年 7 月～ 
2020 年 6 月 

2020 年 7 月～ 
2021 年 6 月 

2021 年 7 月～ 
2022 年 6 月 

2022 年 7 月～ 
2023 年 6 月 

輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 
ベルギー 271,180 165,417 163,043 120,876 178,862 113,584 189,042 104,192 
中国 62,443 45,218 68,783 57,237 86,658 76,504 100,578 81,292 
米国 27,946 19,069 61,411 45,792 65,720 39,208 109,830 58,070 
オランダ 87,820 62,938 66,174 48,333 54,399 36,785 60,910 34,449 
日本 100,694 58,009 41,598 28,775 40,412 23,903 69,081 33,408 
オーストラリア 21,948 12,712 22,999 16,151 16,374 9,868 20,235 10,404 
チリ 8,822 5,534 7,434 4,613 12,032 7,192 13,429 6,487 
イスラエル 8,863 7,332 11,170 9,419 15,444 10,163 8,894 5,371 
スペイン 6,099 4,561 8,082 5,687 4,292 2,847 5,678 3,554 
イタリア 3,394 2,459 4,379 3,036 3,982 2,547 5,054 2,639 
その他 83,939 50,288 65,048 42,113 78,501 45,868 68,654 33,378 
合計 683,149 433,537 520,121 382,033 556,675 368,471 651,386 373,245 
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図表１４ ブラジルのオレンジ果汁輸出 非冷凍、２０ブリックス未満（トン及び千米ドルＦＯＢ） 

輸出先国 
2019 年 7 月～ 
2020 年 6 月 

2020 年 7 月～ 
2021 年 6 月 

2021 年 7 月～ 
2022 年 6 月 

2022 年 7 月～ 
2023 年 6 月 

輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 
米国 140,358 437,326 159,118 494,789 228,200 634,590 413,098 1,063,208 
ベルギー 178,466 495,518 176,190 581,006 152,114 440,969 181,145 480,396 
オランダ 124,646 381,418 124,946 375,435 131,121 390,551 118,413 348,706 
スペイン 2,545 9,288 7,181 24,838 1,898 5,582 3,773 9,156 
チリ 994 955 1,284 1,324 1,834 1,964 1,516 1,437 
メキシコ - - - - - - 467 480 
パラグアイ 71 80 231 301 264 288 294 294 
アンゴラ 44 45 100 91 133 125 199 196 
フィリピン 91 80 107 98 93 104 177 178 
英国 0 0.24 0 0.30 1 0.22 71 158 
その他 17,720 46,440 5,500 7,149 13,074 28,751 418 365 
合計 464,936 1,371,151 474,657 1,485,030 528,732 1,502,924 719,572 1,904,575 

「その他」カテゴリには、ＦＣＯＪとＮＦＣの両方の輸出が含まれる。当事務所は、「その他」カテゴリの輸出先

国別の平均月別価格を、ＦＣＯＪとＮＦＣの輸出を区別するための１つの基準とみなしている。数値は、ブラジ

ル外国貿易事務局（ＳＥＣＥＸ）のデータ（品目番号ＮＣＭ２００９.１２.００＊）に基づく貿易データモニター社の

データによる。四捨五入により合計が一致しないことがある。（＊： 前年度の報告書に準じれば「２００９.１９.００」） 

図表１５ ブラジル産オレンジ果汁の輸出、その他（トン及び千米ドルＦＯＢ） 

輸出先国 
2019 年 7 月～ 
2020 年 6 月 

2020 年 7 月～ 
2021 年 6 月 

2021 年 7 月～ 
2022 年 6 月 

2022 年 7 月～ 
2023 年 6 月 

輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 
オランダ 310,418 214,394 230,937 166,847 275,325 163,639 268,610 142,198 
ベルギー 210,151 116,868 193,560 121,318 211,129 126,980 288,187 123,228 
米国 108,629 76,183 77,006 62,595 69,798 46,595 178,970 89,499 
英国 26,058 17,939 27,346 19,622 14,381 8,988 30,355 15,930 
パラグアイ 151 243 157 236 170 241 152 201 
日本 391 215 13,388 10,035 15,887 9,928 388 171 
アルゼンチン 187 187 101 117 99 117 100 117 
スペイン 142 118 2,010 1,221 1,091 650 119 66 
ドミニカ共和国 - - 135 95 - - 131 54 
ニュージーランド - - - - - - 12 22 
その他 3,378 2,047 1,292 867 2,085 1,198 236 141 
合計 659,503 428,193 545,931 382,953 589,965 358,335 767,260 371,627 

 

在庫量 

当事務所は、期末在庫量の２０２１/２２年度の推計値と２０２２/２３年度の予測値をそれぞれ１万５千トン及び

１万４千トンに維持した。この在庫量には、ブラジル国内のオレンジ果汁施設（加工工場、港湾ターミナル等）

の貯蔵タンク内の在庫のみが含まれており、輸送中または米国、ヨーロッパ、日本の港湾ターミナル等、ブラ

ジル企業が海外で所有する在庫量は含まれない。 

ブラジル柑橘類輸出業者協会（ＣｉｔｒｕｓＢＲ）によると、ブラジル産オレンジ果汁の世界の在庫量は２０２２年＊

６月３０日現在で１４万トンと推定され、２０２２年６月３０日の在庫量（１４万３,１０４トン）と比較して３,１０４トン少な

い（＊： 前年度の報告書に準じれば「２０２３年」）。ＣｉｔｒｕｓＢＲの世界の在庫量には、ブラジル国内の加工工場と港

湾ターミナルの貯蔵タンクにあるオレンジ果汁と、海外（世界中の船舶及び港湾施設）の在庫量が含まれる。

したがって、今年度のブラジル産の在庫量は史上最低の水準に達すると推定される。１０年前、オレンジの在

庫量は１００万トンを超えていた（原文のまま）が、前述のような底堅い需要と世界的な供給上の課題により、在

庫量は使い尽くされた。 
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図表１６ ブラジル産オレンジ果汁の世界の在庫量 

 

2013   2014   2015  2016  2017  2018   2019  2020  2021  2022  2023* 

出典： Ｃｉｔｒｕｓ ＢＲのデータに基づき当事務所が作成 *は推計値 

 

生産需給統計 

この表には、次の変換係数を使用してＦＣＯＪ（ブリックス値６５相当）に変換された輸出用のＮＦＣ製造量が

含まれている： ＦＣＯＪ（ブリックス値６５）の１トンは、ＮＦＣ（ブリックス値１１.６）の５.４〜５.６トンに相当する。 

図表１７ ブラジルのオレンジ果汁の生産需給統計 

オレンジ果汁 
販売年度 
ブラジル 

2020/2021 2021/2022 2022/2023 
2021 年 7 月～翌年 6 月 2022 年 7 月～翌年 6 月 2023 年 7 月～翌年 6 月 
農務省公式 

公式 
今回推計値 農務省公式 

公式 
今回推計値 農務省公式 

公式 
今回推計値 

原料果実の加工仕向量（トン） 10,118,400 10,118,400 12,280,800 12,291,000 11,913,600 12,090,000 
期初在庫量（トン） 151,000 151,000 15,000 15,000 14,000 9,000 
製造量（トン） 944,000 944,000 1,134,000 1,135,000 1,119,000 1,125,000 
輸入量（トン） 0 0 0 0 0 0 
総供給量（トン） 1,095,000 1,095,000 1,149,000 1,150,000 1,133,000 1,134,000 
輸出量（トン） 1,010,000 1,010,000 1,060,000 1,068,000 1,040,000 1,050,000 
国内消費量（トン） 
消費量（トン） 

70,000 70,000 75,000 73,000 80,000 75,000 
期末在庫（トン） 15,000 15,000 14,000 9,000 13,000 9,000 
総仕向量（トン） 1,095,000 1,095,000 1,149,000 1,150,000 1,133,000 1,134,000 
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１３５．エジプト 東南アジア向けオレンジの輸出は史上最高に 
ＥａｓｔＦｒｕｉｔ ２０２３年７月２０日 

エジプトは依然として東南アジアへのオレンジの最大の供給国であり、２０２２年１０月から２０２３年５月まで

の期間に、すでに５万５,６００トンのオレンジをインドネシア、マレーシア、シンガポール、カンボジア及びその

他数か国に輸出した。この期間の過去の最高記録は２０１８/１９年度の５万３,５００トンであった。したがって、

エジプト産オレンジの東南アジアへの輸出のピークが１月から５月の期間であることを考慮すると、２０２２/２３

年度（１０月～９月）の最終結果は少なくとも記録破りに近いものになると見られる。 

マレーシアは、東南アジアにおけるエジプト産オレンジの主要輸出先国であり、現在の販売年度の最初の

８か月間の総輸出量の７２％を占めている。シンガポールとインドネシアへの輸出量ははるかに少なく、１万 

２千トン及び３,２００トンである。他の東南アジア諸国のエジプトからの輸入量は合わせて１千トン未満である。 

東南アジアはエジプト産オレンジの主要市場の１つであるが、他のいくつかの地域にも輸出されている。た

とえば、インドは過去２シーズンにエジプトから年間８万〜１０万トンのオレンジを輸入した。サウジアラビアと

オランダへの輸出量はそれぞれ３０万トン及び１７万トンに達する可能性がある。 

東南アジア（マレーシア、インドネシア、シンガポール、タイ、カンボジア）のオレンジの総輸入量は、毎年度

１５万〜１８万トンに達する。エジプトは依然として北半球におけるこれらの果実の主要な供給国であり、エジ

プトポンドの切り下げはこの地域におけるエジプトの立場を強化するものである。 

さらに、エジプトは輸出が最も活発な時期に他の国々とほとんど競合しない。米国は東南アジアへのオレン

ジ輸出を毎年減らしており、中国のシェアはまだかなり小さい（７～１１％）。一方、南アフリカは東南アジア市

場で主導的な地位を維持しているが、それはエジプトからの輸入が最も少ない７月から１０月の期間である。 

 

１３６．メキシコ 加米日でプレミアム品種のベリー類の需要が増加 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年７月２１日 

米国、カナダ、日本の市場でのメキシコ産ベリー類の需要が増加しており、特にプレミアム品種は順調に増

加している。メキシコの輸出業者ベリーラバーズ（Berry Lovers）社の営業部長であるヘラルド・ロペス氏は、

「弊社は世界中のより多くの市場に参入しようとしている。この目標が最適な販売計画と物流の課題に密接に

関連していることは明らかだ」と話す。（以下「 」は同氏の発言） 

同社は、メキシコのグアナフアト州レオン市を拠点としており、慣行栽培と有機栽培のブルーベリー、ブラッ

クベリー、ラズベリー及びイチゴの４種類のベリー類を栽培・輸出している。ブルーベリーの品種は、ポップ

（Pop）、ビューティー（Beauty）、アトラス（Atlas）、ビロクシ（Biloxi）等、ブラックベリーはスルタナ（Sultana）とトゥ

ッピ（Tuppi）、ラズベリーはクラリタ（Clarita）、イチゴはサンアンドレア（San Andrea）とフロンテーラ（Frontera）

である。「主にラズベリーのクラリタ品種の増加と、セコヤ社（種苗会社）の品種の入れ替わりが見られる。」 

２０２２-２３年度の出荷量は、ブルーベリー２,８００トン、ブラックベリー２９９トン、有機ブルーベリー１９５トン、

ラズベリー１０５トン、イチゴ８０トンであった。「弊社はメキシコ産ベリーの生産・流通業者である。この始まった

ばかりの２０２３-２４年度の予想出荷量は、ブルーベリー３千トン、ラズベリー４００トン、ブラックベリー５００トン、

イチゴ５００トン、有機ブルーベリー７００トンである。」 

同社は人々がこれらの大量のベリー類を楽しむことができる新しい市場を見つける必要がある。「弊社の主

要な輸出市場はカナダ、米国、日本である。メキシコ産ベリー類、特に弊社が提供するプレミアム品種の需要

は順調に増加している。弊社は、生産者と販売先の両方に対応し、特に双方に影響を与える価格変動を避

けるため、出荷シーズンの開始前に出荷計画を立てようとしている。」 

執筆者: クレイトン・スワート 
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１３７．世界のリンゴ市場の品薄が楽観主義をもたらす 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年７月２５日 

世界市場でのリンゴの不足は、他の多くの課題と戦い続けているベルギーの生産者にとって、これからの

出荷シーズンの朗報である。 

ベルギーフルーツバレー（ＢＦＶ）果実生産者協同組合のマーク・エヴラール氏は、ベルギーのこれからのリ

ンゴ出荷シーズンは有望なようだと述べている。同氏は、「昨シーズンとは対照的に、北半球産の在庫が残っ

ておらず、ニュージーランドの問題などにより南半球産の果実も少ない空の市場に出荷することになる」と言

い、「ベルギーでは、出荷の開始が約１０〜１４日遅れると予想している。そのため、我々は強気な立場から始

めるべきであり、それは権利関係の有る品種と無い品種の両方に当てはまる」と述べた。 

ベルエクスポート（Bel'Export）社のトニー・デルワエル氏は、ヨーロッパで１,２００万トンという記録的な収穫

量から始まった前回の出荷シーズンに、ベルギー産のリンゴは力強い成果を収めたとして、「我々は大量に

加工処理し、濃縮果汁に対する米国とアジアの高い需要により、７月にはすべての在庫を使い果たした」と述

べた。 

人件費、エネルギー費、肥料、包装資材の高コストは、引き続き大きな課題となっている。エヴラール氏は、

「生産者が１ｋｇの農産物を生産するための総コストは、昨シーズンに比べて大幅に上昇した。このほか、干ば

つ、洪水、寒波、熱波、降霜など、我々が直面するすべての気候問題に加えて、包装などに関するグリーン

ディール規制に確実に準拠する必要がある。多くの不確実性があるため、生産者はどのようにしてすべてに

対処するのか不安になる。あらゆるレベルで教育が必要である。我々は、取引先、小売業者、さらに最終消

費者を教育する必要がある」と語った。（以下「 」は同氏の発言） 

労働力の確保とそのコストは依然として課題であるが、少なくともヨーロッパ諸国間の賃金格差は縮小した。

「過去には、南ヨーロッパや東ヨーロッパの人件費と、たとえばベルギーの人件費との間に大きな格差があっ

たが、今はかなり小さくなっている。以前は、南ヨーロッパでは時給５〜６ユーロ、ベルギーでは約１２ユーロ

であったが、今ではベルギーでは約１５ユーロ、南ヨーロッパでは１２ユーロ近くになっている。」 

エヴラール氏にとって、優秀な労働者は常に重要な投資対象である。「質の高い労働力を望むなら、労働

者を含めすべての人の生活費が上っており、それらの人々がまともな生活を送る必要があることを理解しな

ければならない。」 

同様に重要なことは、インドのような成長市場を発展させ続けることである。エヴラール氏によると、今シー

ズンは、多くのことが他の国からインドへの流入量に大きく依存する。 

「他の輸出国が何を提示するかはまだわからない。過去数年間、中国はインドとの間のいくつかの特定の

問題のために手を引いていることを我々は知っている。インドのバイヤーは、価格関連の観点からイランとト

ルコに一層注目してきている。ポーランド、イタリア、ベルギーなどからインド市場に出荷しているヨーロッパの

出荷業者もまだいる。インドと米国はより緊密に協力しようとしているため、レッドデリシャスのような米国産のリ

ンゴが再び注目されるだろう。５０％から７５％に引き上げられていた輸入関税が再び５０％に引き下げられる

ので、米国産のリンゴが競争力を得ることは間違いない。」 

執筆者： トム・ジョイス 
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１３８．世界の柑橘類事情と市場動向 
米国農務省海外農業局 ２０２３年７月２７日 

チリのマンダリンは生産量と輸出量が回復する見込み 

２０２２/２３年度のチリのタンジェリン/マンダリンの生産量は、新しい果樹園の成園化と良好な降雨による収

量の増加により、２７％増の２１万５千トンと推定される。生産量の増加に伴い、輸出量は２５％増の１８万トンと

推定される。チリの販売年度は収穫期の開始とともに４月に始まる。チリからの輸出は４月から１２月までで、ピ

ークは９月である。最大の輸出市場は米国であり、輸出量の９５％以上を占める。チリの消費量は３万３千トン

と推定され、２０２１/２２年度よりも多いが、過去４年間の平均と同程度である。 

 

収益性の高さにより、マンダリン/タンジェリンの栽培面積は２０１４/１５年度の３,９９６ヘクタールから２０２２/ 

２３年度には推定１万１,１８４ヘクタールとほぼ３倍に成長した。特に、Ｗ.マーコット品種は、マンダリンよりも収

益性が低いオレンジや生食用ブドウ、または低温や過度の灌漑に敏感なアボカドなどの他の作物を置き換

えるための有望な転換先となっている。コキンボ州はチリで最大のマンダリン産地であり、５,３０９ヘクタール

を有し、これは国内の栽培面積全体の４７.４％に相当する。国の中央部に位置するオイギンス州とバルパラ

イソ州は、それぞれ栽培面積の２１.９％と２０.７％を占める。すべてのマンダリン/タンジェリン産地の合計栽培

面積は、過去３年間で増加し、今後も毎年約１千ヘクタールずつ増加すると予想される。チリの栽培面積の

公式データは、州ごとに３年に１度だけ更新される。 

＜タンジェリン/マンダリン＞ 

世界の２０２２/２３年度のタンジェリン/マンダリンの生産量は、中国とモロッコでの悪天候による減収のため、

９０万トン減の３,６９０万トンと推定される。供給量の減少に伴い、消費量は減少すると予想される。輸出量は

増加するが＊、モロッコでは生産量の減少により輸出量が３割以上減少すると推定される。（＊：文末のデータに

基づき修正しました。） 

中国の生産量は、収量の低下により２％減の２,６５０万トンと推定されるが、輸出量は増加すると予想される。

消費量は、生産量の減少と輸出量の増加に伴い減少する。インドネシアとベトナムが引き続き最大の輸出市

場であると予想される。 

ＥＵの生産量は、着果期の好条件によるギリシャの生産量の増加が、夏の好ましくない高温によるスペイン

の生産量の減少を下回ったため、４％減の３００万トンと推定される。生産量の減少に伴い、消費量は減少す

るものと推定される。供給量の減少により輸出量は減少すると予想され、輸入量も減少すると予想される。モ

チリのマンダリンは生産量と輸出量が回復 

生産量 輸出量 

千
ト
ン
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ロッコと南アフリカが引き続き主要な輸入先国であると予想される。 

トルコの生産量は、低温による開花への影響が予想よりも少なかったため、微増の１９０万トンと推定される。

輸出量は横ばいと予想され、供給の増加に伴い消費量が増加する。 

 

モロッコの生産量は、熱ストレス、水不足及び収穫面積の減少により、３２％減の９２万７千トンと推定される。

生産量の減少により、消費量と輸出量はともに減少すると予想される。主な輸出市場は引き続きＥＵ、ロシア、

米国であると予想される。 

米国の生産量はカリフォルニア州の好天と高い収量により、２３％増の８１万９千トンと推定されるが、それで

も直近５年間で２番目に少ない。輸入量が減少すると見られることから消費量は減少し、供給量の増加により

輸出量は増加すると予想される。 

南アフリカの生産量は、降雨量が多く主要な産地で灌漑に十分な水資源が確保され、また新しい園地が成

園化してきているため、４万１千トン増で史上最高の６８万トンと推定される。生産量の増加に伴い消費量と輸

出量はともに増加すると予想される。 

ペルーの生産量は、出荷シーズンの遅れと早生品種の収穫量の減少の結果として、２万トン減の５５万トン

と推定される。生産量の減少に伴い消費量は減少するが、輸出量は横ばいと見込まれる。輸出量の３分の２

近くが米国に出荷されると予想される。 

＜オレンジ＞ 

世界の２０２２/２３年度のオレンジ生産量は、ＥＵ、トルコ及び米国での生産量の減少がエジプトでの増収を

上回ったため、５％減の４,７８０万トンと推定される。生産量の減少と輸出量の増加により、消費量と加工仕向

量はともに減少する。 

米国の生産量は２５％以上減の２３０万トンと、５６年以上ぶりの低水準になると推定される。フロリダ州では、

カンキツグリーニング病による落果、収穫面積の減少及びハリケーンの強風により、収量が引き続き減少する。

カリフォルニア州は２０２２/２３年度にはフロリダ州の２倍以上のオレンジを生産するものと推定される。消費量

と輸出量は横ばいであるが、フロリダ州での生産量の減少により加工仕向量は減少する。 

ブラジルの生産量は、裏年のため果樹当たりの着果量が少なく、１７万９千トン減の１,６８０万トンと予測され

る。ただし、好天により早期の落果率が低下し、収穫される果実の平均重量が増加すると見られる。消費量は

概ね変わらないと予測されるが、供給量が少ないため加工仕向量は減少すると予想される。 

世界のタンジェリン/マンダリンの輸出は 

モロッコの減少を中国が埋め合わせ 

その他 

ＥＵ 

南アフリカ 

中国 

トルコ 

モロッコ 
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中国の生産量は、栽培面積の増加によりわずかに増加し、史上最高の７６０万トンと予測される。生産量の

増加に伴い消費量は増加するものと推定される。輸入量は内需の増加により増加し、より多くの果実が国内

消費に向かうため輸出量は減少すると予想される。 

ＥＵの生産量は、スペインとイタリアの乾燥した異常に高温の夏の気象条件により、１３％減の５９０万トンと予

想される。域内流通量の減少は、輸入によっても十分に満たされないと予想される。その結果、供給の減少

に伴い生鮮消費量、加工仕向量、輸出量はすべて減少する。主要な輸入先国は引き続きエジプトと南アフリ

カであると予想される。 

メキシコの生産量は、タマウリパス州とヌエボレオン州に最も深刻な影響を及ぼしたメキシコ北東部での長

期にわたる干ばつにより、３９万５千トン減の４２０万トンと推定される。生産量の減少に伴い加工仕向量と輸出

量は減少するが、消費量は横ばいである。 

エジプトの生産量は、収穫面積の増加と開花中の好天による良好な着果により、６０万トン増で過去最高に

並ぶ３６０万トンに達すると推定される。供給量の増加により、消費量が増加するほか、世界的に高いオレン

ジ需要を満たすために輸出に向かう割合が増加すると予想されることから、過去最高記録に近い輸出量が

見込まれる。上位の輸出市場は、ＥＵ、ロシア、サウジアラビア等であると予想される。 

南アフリカの生産量は、好天と収穫面積の微増の結果として、わずかに増加して史上最高水準の１６０万ト

ンに達するものと推定される。消費量は減少すると推定され、輸出量は、輸出可能な供給量が増えるのにつ

れて増加する（３年連続で記録更新）ものと推定される。ＥＵが引き続き最大の輸出市場であると予想される。 

トルコの生産量は、寒波が開花に影響を与えたため、４３万トン減の１３０万トンと推定される。供給量の減少

に伴い、消費量と輸出量は減少すると予想される。 

モロッコの生産量は、収穫面積の減少と、生育期間中の悪天候と水不足による収量の減少により、３６万  

７千トン減の７８万３千トンと推定される。供給量の減少により、消費量と輸出量は３割以上減少すると予測され

る。ＥＵが引き続き最大の輸出市場であると予想される。 

チリの生産量は、予想される好天（昨年は霜が降りた）と収穫面積の微増により、１万トン増の１７万４千トンと

推定される。出回り量の増加に伴い、消費量と輸出量は増加するものと推定される。米国は引き続き約９０％

の市場シェアを持つ最大の輸出市場であると予想される。 

米国のオレンジ生産は 

フロリダ州で減少傾向が続く 

百
万
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 フロリダ州 

カリフォルニア州 

その他 
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＜オレンジ果汁＞ 

世界の２０２２/２３年度のオレンジ果汁生産量は、９％減の１５０万トン（ブリックス値６５換算）と推定される。ブ

ラジル、ＥＵ、メキシコ及び米国で加工に仕向けられる果実が減少したため、生産量は減少する。消費量は

ほぼ横ばいであるが、供給量の減少により輸出量は減少するものと推定される。 

 

ブラジルの生産量は、加工に仕向けられるオレンジが少ないため、微減の１１０万トンと予測される。オレン

ジ果汁の消費量は着実に増加しているため、消費量は増加すると予想される。供給量の減少に伴い輸出量

はわずかに減少し、在庫は横ばいである。ブラジルは突出して最大の生産国であり、世界のオレンジ果汁輸

出量の４分の３を占めると予想される。 

メキシコの生産量は、加工に仕向けられるオレンジの減少の結果として、１８％減の１７万６千トンと予測され

る。需要の増加により消費量は増加するが、供給の減少に伴い輸出量は減少すると推定される。米国は引き

続き最大の輸出市場であると予想される。 

米国の生産量は、特にフロリダ州で加工用に仕向けられるオレンジの減少により、５０％近く減少して史上

最低水準となる８万５千トンと推定される。消費量は生産量の減少に伴い減少すると推定されるが、輸入量が  

３０％以上増加すると推定されるため、消費量の減少はいくらか軽減される。 

ＥＵの生産量は、加工用に仕向けられるオレンジの減少により、２１％減の６万４千トンと推定される。供給量

の減少に伴い輸出量が減少すると推定され、消費量は横ばいである。 

＜グレープフルーツ＞ 

世界の２０２２/２３年度のグレープフルーツ生産量は、中国、メキシコ、トルコ、米国での悪天候と生産量の

減少により、２％減の６８０万トンと推定される。供給量の減少に伴い、消費量、加工仕向量、輸出量はすべて

減少する。 

＜レモン/ライム＞ 

世界の２０２２/２３年度のレモン/ライムの生産量は、アルゼンチン、ＥＵ、トルコ、米国での悪天候による減

収により、１１％減の９１０万トンと推定される。供給量が少ないため、世界の消費量と加工仕向量が減少し、

輸出量は横ばいとなる。 

  

世界のオレンジ果汁生産量は 

4大生産国・地域のすべてで減少の見込み 

その他 
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オレンジ（生鮮） 主要国の生産需給統計 (千トン） 

 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 
2022/23 
1月推計 

2022/23 
7月推計 

  2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 
2022/23 
1月推計 

2022/23 
7月推計 

生産量        輸出量       

ブラジル 19,298 14,870 14,676 16,932 16,524 16,753  エジプト 1,703 1,493 1,701 1,300 1,700 1,700 

中国 7,200 7,400 7,500 7,550 7,600 7,600  南アフリカ 1,186 1,260 1,296 1,299 1,380 1,363 

ＥＵ 6,800 6,268 6,531 6,720 5,854 5,856  ＥＵ 494 417 410 403 390 390 

メキシコ 4,716 2,530 4,649 4,595 4,200 4,200  米国 479 507 467 335 285 330 

エジプト 3,600 3,200 3,570 3,000 3,600 3,600  トルコ 301 293 223 389 291 185 

米国 4,923 4,766 3,981 3,108 2,452 2,288  オーストラリア 198 181 160 145 180 180 

南アフリカ 1,590 1,414 1,511 1,609 1,650 1,630  チリ 100 90 105 86 105 90 

ベトナム 855 1,017 1,161 1,583 1,150 1,583  モロッコ 155 117 92 130 80 80 

トルコ 1,900 1,700 1,300 1,750 1,400 1,320  メキシコ 60 65 69 76 75 67 

モロッコ 1,183 806 1,039 1,150 750 783  香港 167 117 87 68 70 65 

アルゼンチン 800 700 750 830 800 623  アルゼンチン 85 83 88 63 60 55 

オーストラリア 515 485 505 535 505 505  中国 55 52 100 64 70 45 

コスタリカ 295 285 290 300 305 305  サウジアラビア 15 12 11 12 12 12 

チリ 140 135 200 164 200 174  シンガポール 6 4 3 5 5 6 

グアテマラ 178 170 167 168 180 168  マレーシア 5 3 5 5 5 5 

その他 309 356 356 416 358 377  その他 45 55 18 15 8 11 

 合 計 54,302 46,102 48,186 50,410 47,528 47,765   合 計 5,054 4,749 4,835 4,395 4,716 4,584 

             

生鮮国内消費量      輸入量       

中国 7,059 7,240 7,291 7,460 7,520 7,565  ＥＵ 881 960 859 740 835 835 

ＥＵ 5,878 5,963 5,954 5,947 5,640 5,470  サウジアラビア 417 381 439 422 435 455 

ブラジル 4,961 4,967 4,582 4,669 4,636 4,690  ロシア 462 432 453 262 455 450 

メキシコ 2,486 1,596 2,416 2,391 2,400 2,398  イラク 195 259 221 291 230 260 

ベトナム 906 1,062 1,235 1,634 1,200 1,618  英国 275 256 242 250 250 250 

エジプト 1,537 1,372 1,519 1,400 1,600 1,600  中国 434 292 241 223 230 230 

米国 1,259 1,409 1,234 1,183 1,207 1,168  バングラデシュ 172 218 294 172 250 200 

トルコ 1,539 1,348 1,018 1,296 1,044 1,068  米国 193 200 218 236 180 185 

モロッコ 968 654 897 965 630 663  カナダ 186 198 186 187 190 180 

ロシア 540 501 513 329 518 518  香港 332 270 208 191 190 180 

サウジアラビア 402 369 428 410 423 443  ＵＡＥ 191 234 190 146 200 160 

イラク 268 393 364 449 373 418  マレーシア 106 87 104 120 120 110 

アルゼンチン 410 428 478 569 542 371  韓国 126 116 110 78 75 85 

英国 243 219 238 250 250 250  スイス 70 73 74 71 72 72 

グアテマラ 212 208 216 209 228 213  日本 85 91 86 72 80 66 

その他 1,771 1,832 1,888 1,784 1,820 1,698  コスタリカ 66 71 68 52 65 60 

 合 計 30,439 29,561 30,271 30,945 30,031 30,151  ウクライナ 95 89 88 75 74 60 

       グアテマラ 34 38 49 45 48 45 

加工仕向量       トルコ 45 51 46 45 45 43 

ブラジル 14,362 9,915 10,118 12,291 11,913 12,090  シンガポール 44 42 41 42 42 42 

メキシコ 2,200 900 2,200 2,150 1,760 1,760  ベトナム 51 45 74 51 50 35 

米国 3,378 3,050 2,498 1,826 1,140 975  ノルウェー 33 30 32 33 34 33 

ＥＵ 1,309 848 1,026 1,110 659 831  ブラジル 29 21 24 28 25 27 

エジプト 360 335 350 300 300 300  メキシコ 30 31 36 22 35 25 

中国 520 400 350 249 240 220  オーストラリア 16 16 11 10 15 15 

コスタリカ 216 213 215 212 221 218  その他 15 11 14 18 14 18 

オーストラリア 210 195 226 215 210 210   合 計 4,583 4,512 4,408 3,882 4,239 4,121 

アルゼンチン 307 190 186 200 200 200         

南アフリカ 333 76 123 180 184 155         

その他 197 182 196 219 193 192   
 

     

 合 計 23,392 16,304 17,488 18,952 17,020 17,151   

分割年表示は収穫販売年度を表し、北半球では概ね第１年次の１１月から第２年次の１０月の期間に該当する。 
南半球では、収穫はほぼ第２年次を通じて行われ、収穫販売年度は第２年次に始まる次の期間である。 
アルゼンチン １月から１２月、南アフリカ ２月から翌年１月、オーストラリア ４月から翌年３月、ブラジル ７月から翌年６月 
輸入量の合計と輸出量の合計は、上記の販売年度の相違等により一致しないことがある 

 



36 

オレンジ果汁 主要国の生産需給統計 
(ブリックス度 65換算、千トン） 

タンジェリン/マンダリン（生鮮） 主要国の生産需給統計 
(千トン） 

 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 
2022/23 
1月推計 

2022/23 
7月推計 

  2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 
2022/23 
1月推計 

2022/23 
7月推計 

生産量        生産量       

ブラジル 1,324 938 944 1,135 1,119 1,125  中国 22,000 23,000 25,000 27,000 26,500 26,500 
メキシコ 220 90 220 215 176 176  ＥＵ 3,209 2,889 3,245 3,158 3,013 3,035 
米国 329 297 230 159 125 85  トルコ 1,650 1,400 1,600 1,810 1,480 1,860 
ＥＵ 101 66 80 81 55 64  モロッコ 1,375 926 1,205 1,360 900 927 
南アフリカ 63 14 22 33 33 31  日本 994 962 976 954 921 921 
中国 40 31 27 19 18 17  米国 1,004 856 1,083 668 820 819 
オーストラリア 16 14 17 17 16 16  南アフリカ 375 461 591 639 670 680 
その他 18 16 17 20 17 17  韓国 608 631 655 613 595 595 

 合 計 2,112 1,465 1,557 1,678 1,559 1,532  ペルー 503 526 540 570 550 550 
        アルゼンチン 430 330 380 380 380 285 

国内消費量       その他 760 730 751 680 765 751 

ＥＵ 627 589 585 536 543 534   合 計 32,908 32,711 36,026 37,832 36,594 36,923 
米国 530 556 542 527 498 477         

中国 108 89 108 129 139 139  生鮮国内消費量     

英国 160 193 165 138 137 137  中国 20,735 21,768 23,577 25,889 25,410 25,225 
カナダ 85 84 77 79 80 79  ＥＵ 2,870 2,694 3,041 3,018 2,990 2,905 
ブラジル 52 63 70 73 80 75  トルコ 969 614 740 868 539 925 
日本 70 60 68 65 65 65  米国 956 1,004 1,048 929 985 870 
その他 79 76 73 81 81 81  日本 948 902 930 895 866 868 

 合 計 1,711 1,710 1,688 1,628 1,623 1,588  ロシア 893 816 943 865 885 848 
        韓国 543 552 571 542 520 523 

期末在庫量       その他 2,967 2,650 3,245 3,048 2,896 2,695 

米国 376 293 240 155 165 150   合 計 30,881 31,000 34,095 36,054 35,091 34,859 
ＥＵ 15 15 15 15 15 15         

南アフリカ 36 17 12 12 18 13  加工仕向量      

ブラジル 312 151 15 9 13 9  中国 620 620 630 600 580 580 
日本 26 40 22 15 5 5  ＥＵ 271 272 277 248 133 240 
その他 25 8 8 8 7 7  米国 317 198 355 193 190 185 

 合 計 791 524 312 215 223 200  南アフリカ 59 47 44 76 65 73 
        韓国 63 77 78 66 70 70 

輸出量        日本 64 80 68 71 69 69 
ブラジル 1,120 1,036 1,010 1,068 1,040 1,050  アルゼンチン 113 76 60 70 60 60 
メキシコ 195 105 217 210 171 171  その他 71 70 61 60 77 77 

ＥＵ 157 162 132 112 82 90   合 計 1,578 1,440 1,573 1,384 1,244 1,354 
南アフリカ 30 30 22 26 25 24         

米国 30 34 31 31 27 23  輸出量       

その他 60 40 32 28 27 27  トルコ 712 827 898 994 990 990 

 合 計 1,591 1,407 1,444 1,475 1,372 1,385  中国 706 657 857 566 570 745 
        南アフリカ 296 389 507 521 560 560 

輸入量        モロッコ 623 411 466 625 325 425 
ＥＵ 683 685 637 567 570 560  ＥＵ 407 330 350 322 300 300 
米国 346 210 290 314 410 410  ペルー 158 214 215 220 200 222 
英国 188 210 172 141 140 140  チリ 144 182 194 144 200 180 
中国 70 60 83 112 122 125  その他 287 255 300 235 302 273 

カナダ 85 84 77 79 80 79   合 計 3,333 3,265 3,787 3,627 3,447 3,695 
日本 75 76 50 58 55 55         

オーストラリア 18 20 13 18 19 19  輸入量       

その他 45 40 41 38 39 39  ロシア 903 824 955 867 890 850 

 合 計 1,510 1,385 1,363 1,327 1,435 1,427  ＥＵ 339 407 423 430 410 410 
ブリックス度６５の１トン（メートル法）はブリックス度４２の３４４.８ガロン
及び天然果汁の１,３９２.６ガロンに相当する。 
分割年表示は収穫販売年度を表し、北半球では概ね第１年次の１０月
から第２年次の９月の期間に該当する。 
南半球では、収穫はほぼ第２年次を通じて行われ、収穫販売年度は
第２年次に始まる次の期間である。 
南アフリカ ２月～翌年１月、オーストラリア ４月～同３月、ブラジル ７
月～同６月 
輸入量の合計と輸出量の合計は、上記の販売年度の相違等により一
致しないことがある。 

 英国 292 298 296 286 290 295 
 ベトナム 160 204 321 218 225 290 
 米国 314 391 375 484 400 285 
 カナダ 157 159 162 166 167 155 
 ウクライナ 171 184 201 173 165 130 
 インドネシア 73 69 98 112 115 110 
 フィリピン 101 112 174 114 125 95 
 マレーシア 69 58 64 76 76 76 
 その他 305 288 360 307 325 289 
  合 計 2,884 2,994 3,429 3,233 3,188 2,985 

 

分割年表示は収穫販売年度を表し、北半球では概ね第１年次の１０月
から第２年次の９月の期間、南半球では概ね第１年次の４月から第２
年次の３月の期間に該当する。 
南半球では、収穫はほぼ第２年次を通じて行われる。 
輸入量の合計と輸出量の合計は、上記の販売年度の相違等により一
致しないことがある。 
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グレープフルーツ（生鮮） 主要国の生産需給統計 (千トン） レモン/ライム（生鮮） 主要国の生産需給統計 (千トン） 

 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 
2022/23 
1月推計 

2022/23 
7月推計 

  2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 
2022/23 
1月推計 

2022/23 
7月推計 

生産量        生産量       

中国 4,900 4,930 4,950 5,200 5,150 5150  メキシコ 2,686 2,851 2,870 2,954 2,800 2,800 
メキシコ 473 491 491 453 420 420  アルゼンチン 1,780 1,491 1,800 2,050 1,770 1,650 
南アフリカ 372 345 351 416 385 420  ＥＵ 1,683 1,481 1,733 1,630 1,567 1,474 
米国 548 517 397 339 294 303  トルコ 1,100 950 1,100 1,500 1,200 1,320 
トルコ 250 249 238 249 186 198  米国 909 983 804 960 853 777 
イスラエル 139 143 121 175 190 190  南アフリカ 492 620 627 748 660 653 
ＥＵ 108 95 106 106 109 99  チリ 173 204 200 136 200 172 
その他 26 27 27 27 27 27  その他 210 226 228 226 220 223 

 合 計 6,816 6,797 6,681 6,965 6,761 6807   合 計 9,033 8,806 9,362 10,204 9,270 9,069 
               

生鮮国内消費量      生鮮国内消費量     

中国 4,713 4,797 4,867 5,134 5,110 5070  メキシコ 1,542 1,549 1,757 1,977 1,955 1,775 
メキシコ 361 376 472 440 402 412  ＥＵ 1,631 1,514 1,837 1,829 1,731 1,642 
ＥＵ 366 374 362 299 297 288  米国 1,361 1,407 1,426 1,387 1,350 1,311 
米国 213 250 231 170 167 187  トルコ 476 520 433 762 553 675 
ロシア 158 119 77 65 50 90  ロシア 229 221 255 239 229 219 
トルコ 112 65 77 103 60 72  サウジアラビア 164 188 183 190 202 204 
日本 89 86 79 70 65 60  英国 157 154 146 148 149 139 
カナダ 35 37 37 31 33 30  アルゼンチン 170 160 150 150 130 130 
イスラエル 8 6 7 16 30 30  カナダ 102 109 108 112 111 110 
英国 26 28 27 23 25 22  ＵＡＥ 106 101 102 105 104 101 
その他 50 61 55 42 42 38  その他 347 378 381 360 384 378 

 合 計 6,131 6,199 6,291 6,393 6,281 6299   合 計 6,285 6,301 6,778 7,259 6,898 6,684 
               

加工仕向量       加工仕向量      

南アフリカ 107 94 59 179 138 198  アルゼンチン 1,377 1,078 1,388 1,644 1,406 1,323 
米国 292 226 138 159 126 113  ＥＵ 376 314 292 287 256 252 
イスラエル 77 78 60 97 80 80  メキシコ 397 507 350 300 250 250 
中国 0 0 50 60 45 45  米国 240 301 158 333 258 240 
ＥＵ 19 14 13 13 12 11  トルコ 50 51 50 50 50 50 
その他 96 98 3 3 3 3  南アフリカ 122 138 103 159 63 40 

 合 計 591 510 323 511 404 450  日本 32 28 28 28 19 19 
        その他 15 18 16 12 15 15 

輸出量         合 計 2,609 2,435 2,385 2,813 2,317 2,189 
南アフリカ 258 244 290 238 245 220         

トルコ 138 184 161 149 126 126  輸出量       

中国 248 209 158 117 115 125  メキシコ 751 798 769 686 600 780 
イスラエル 54 59 54 62 80 80  トルコ 576 382 620 693 600 600 
米国 57 56 48 34 20 21  南アフリカ 350 458 499 557 570 570 
ＥＵ 29 27 26 17 15 15  アルゼンチン 234 256 264 258 235 200 
メキシコ 20 21 21 15 20 10  ＥＵ 172 174 155 142 140 140 
その他 25 29 28 14 17 8  米国 96 93 81 87 95 81 

 合 計 829 829 786 646 638 605  チリ 90 97 102 56 100 75 
        その他 45 43 32 17 15 22 

輸入量         合 計 2,314 2,301 2,522 2,496 2,355 2,468 
ＥＵ 306 320 295 223 215 215         

中国 61 76 125 111 120 90  輸入量       

ロシア 158 121 78 65 50 90  米国 788 818 861 847 850 855 
日本 64 61 54 45 40 35  ＥＵ 496 521 551 628 560 560 
カナダ 35 37 37 31 33 30  ロシア 232 225 259 240 230 220 
英国 30 31 28 23 25 22  サウジアラビア 126 144 130 134 145 150 
香港 27 31 34 23 27 18  英国 161 161 148 149 150 140 
ウクライナ 29 39 37 23 23 18  カナダ 102 109 108 112 111 110 
米国 14 15 20 24 19 18  ＵＡＥ 101 93 94 96 95 92 
スイス 7 7 7 6 6 6  日本 59 48 44 46 50 48 
その他 4 3 4 11 4 5  ウクライナ 55 59 65 49 55 42 

 合 計 735 741 719 585 562 547  香港 36 31 37 29 30 28 
分割年表示は収穫販売年度を表し、北半球では概ね第１年次の１０
月から第２年次の９月の期間、南半球では概ね第１年次の４月から
第２年次の３月の期間に該当する。 
南半球では、収穫はほぼ第２年次を通じて行われる。 
輸入量の合計と輸出量の合計は、上記の販売年度の相違等により
一致しないことがある。 

 その他 19 22 26 34 24 27 
  合 計 2,175 2,231 2,323 2,364 2,300 2,272 

 

分割年表示は収穫販売年度を表し、北半球では概ね第１年次の１０月か
ら第２年次の９月の期間である。 
南半球では、収穫は第２年の１月から１２月に行われる。 
輸入量の合計と輸出量の合計は、上記の販売年度の相違等により一致
しないことがある 
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１３９．米国 夏の終わりに向けてブルーベリー出荷量が増加 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年７月２７日 

夏が終わりに向かう中、全米のスーパーは多くのブルーベリーを仕入れている。 

カリフォルニア州フォルサム市に本拠を置く米国ハイブッシュブルーベリー協議会の事業情報部門の責任

者であるジョー・バルガス氏は、現在ミシガン州、ワシントン州、オレゴン州及びカナダからブルーベリーが出

荷されており、ニュージャージー州は出荷を終了するところで、ペルーはまもなくブルーベリーの出荷を開始

すると述べた。 

同氏は、「ほとんどの地域で生育条件は良好である。ただし、ミシガン州とその周辺の州で干ばつが少しあ

り、果実のサイズに影響を与える可能性がある」と述べた。また西部では、受粉量が当初の予想よりも少なか

ったが、同氏は依然として「品質とサイズが良く、全体的に多変良い作柄」を期待している。 

出荷シーズンが始まる前に出された北米ブルーベリー協議会の２０２３年米国内作柄報告書では、米国で 

７億ポンド強のハイブッシュブルーベリーが出荷されると推定されていた。（１億ポンド＝約４万５,３５９トン） 

米国農務省農業統計局によると、昨年の出荷量は約６億１,４３０万ポンドであった。そのうち、５３％が生鮮

品として出荷され、４７％が加工品として出荷された。また、ワイルドブルーベリーまたはローブッシュブルー

ベリーとして米国内に出荷されたものが７,７６０万ポンドあった。 

カリフォルニア州サリナス市に本拠を置くナチュライプ・ファームズ（Naturipe Farms）社は、同社のブルーベ

リーの出荷量が７月にピークに達するとしている。 

同社の商品管理担当副社長であるブライアン・ボコック氏は、「弊社の複数の産地でナチュライプ・ブランド

のブルーベリーの堅調な出荷ピークが見込まれる。ニュージャージー州とミシガン州のすべての契約生産者

でブルーベリーの出来が素晴らしく、太平洋岸北西部では秋にかけて同じことを期待している」と話す。 

同氏はまた、ブルーベリー業界は、「より良い風味、サイズ、味、食感、貯蔵寿命を備えた」新しい品種を用

いて進歩していると述べた。 

同社の事業開発部門の責任者であるフェルナンド・アギアル氏は、ナチュライプの生産者らは、より美味し

く、果実が引き締まっており、より風味豊かなベリーを栽培するために、民間の育種プログラムに多額の投資

を行ってきたと述べ、「この夏、弊社の最新のブルーベリー品種を消費者にお試しいただくのが待ち遠しい」

と話す。 

前出のバルガス氏は、ブルーベリーの国内生産と輸入が組み合わさり、さらに米国ハイブッシュブルーベリ

ー協議会やブルーベリーの営業担当者、小売業者の営業活動に支えられて、ブルーベリーの周年供給が

成り立っているとして、「出荷量は毎年増え続けており、出荷されたブルーベリーを店頭などの宣伝の場で利

用しやすくなっている」と述べた。 

執筆者： トム・バーフィールド 
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１４０．北半球の熱波と農業への影響 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｒｏｔａｌ ２０２３年７月２８日 

ヨーロッパの夏は耐え難いほど暑くなった。ここ数年の記録的な熱波は、人々の生活だけでなく、農業部門、

特に果実や野菜にも影響を及ぼした。高い気温は植物体内の最適な機能に関連する生化学的プロセスに

影響を及ぼし、作物の生育と生産に深刻な影響を及ぼす。 

世界保健機関（ＷＨＯ）のヨーロッパに焦点を当てた６月２８日付けの報告書は、気温の高い気象条件は干

ばつと食料安全保障上の不安定さを生じるとしている。１９８０年代以降、気温は世界平均の２倍の速さで上

昇しており、欧州連合と世界気象機関（ＷＭＯ）の報告によると、２０２３年は「異常に暑い」年になると予想され

ている。 

同機関は、温室効果ガスが地球の気温を上昇させ、熱波の頻度を増加させる原因であるため、大気中へ

の温室効果ガス排出量を削減することが急務であると強調している。 

広範囲にわたる干ばつと生産の減少 

干ばつ警報が西ヨーロッパの多くで発せられており、すぐにはまとまった降雨は予想されていない。米国に

関しては、米国干ばつモニターによると３年連続で干ばつと大きな水ストレスに直面するものと見られ、同国

最大の貯水池であるアリゾナ州のミード湖とパウエル湖の水位は容量の３０％未満と最低の水準にある。 

世界気象アトリビューション（ＷＷＡ）の協力事業による新しい研究によると、気候変動は南ヨーロッパの熱

波を２.２℃強め、中国の一部に影響を与える熱波の可能性を５０倍高めた。科学者らはまた、地球の気温が

２℃上昇すると、これらの異常気象が２〜５年ごとに発生すると警告している。 

（訳注： 原文では華氏の温度の記述に一部誤りがあるため、翻訳では原文の意味を踏まえて摂氏に変換しました。以下同じ） 

農業気象及び異常気象の専門家であるセルジュ・ザカ氏は、４３℃を超える気温では、地中海の作物は熱

ストレスを受け、花、葉及び果実を失う可能性があると言う。 

この問題について、専門家で国際的な農業アドバイザーであるカルロス・カスティージョ氏は、「私はヨーロ

ッパの栄養学と植物生理学の技術者や医師と緊密に連絡を取り合っている。柑橘類に関しては、今年の２月

と３月以降、落花が見られて開花数が少なくなり、その結果、オレンジ、グレープフルーツ、レモン、タンジェリ

ンの生産曲線が下がった。バレンシア県とアルメリア県（ともにスペイン南部）では気温が高いために大きな問題

を抱えており、イタリア北部でも同様である」と語る。 

メキシコの場合、天候条件とエルニーニョ現象が、現在の高い気温をもたらしているとカスティージョ氏は指

摘する。たとえば、２月にトルヒーリョ地域で予期せぬ雨が降り、洪水が発生し、アボカドとブルーベリーに影

響が出たことが思い起こされる。 

その後、収穫の最盛期には、１８～２１℃の間にあるはずの気温が約２７℃となり、アボカドでは落果を引き

起こし、ブルーベリーでは非常に顕著なストレスを引き起こした。 

同氏は、「ブルーベリーでは開花曲線が遅れ、出荷シーズンの初めに主にベンテューラ（Ventura）などの

品種で輸出が減少した。アボカドの場合、２月の過剰な雨のストレスにより多くの果実が失われた。すなわち、

大雨が土壌の飽和と圧迫を引き起こして根が窒息し、これにより植物が乾物を固定して果実を成長させること

ができず、肥大中の果実の落果につながった」と結論付けている。 

２月には、カリフォルニア州で同様の気象シナリオが見られ、柑橘類の生産に影響を与えた。サクラメント、

サンフランシスコ、ロサンゼルスなどの地域では雨の影響を受け、果樹は水に浸かってストレスを受けた。 

欧州連合の農業生産者と農業協同組合を代表するコパコジェカ（Copa-Cogeca）は、干ばつのために穀物

の収穫予測がヨーロッパ大陸全体で引き下げられたと報告した。 

５月にはスペイン、イタリア、ポルトガルだけが果実の大きな損失を予想していたが、５月と６月の干ばつに
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より、ルーマニア、リトアニア、フィンランド、ポーランドの各一部でも生産量の減少と品質の低下が予想される。 

これにより、２００７年以来最悪の収穫が予想される。さらに、高いエネルギー価格、インフレ、肥料、低い販

売価格は、農民が非常に困難な出荷シーズンに直面していることを意味している。 

中国 

中国の場合、暑さに雨が加わり、コメの収穫に影響を与える可能性がある。 

これらの気象条件は、農作業の複雑化や収量の低下をもたらし、生産者価格を圧迫し、国際市場で価格の

上昇を引き起こす可能性がある。 

エルニーニョ現象 

世界気象機関のペッテリ・ターラ事務局長は、「世界中の政府は、エルニーニョ現象が健康、生態系、経済

に与える影響を抑制するように準備しなければならない。この大規模な気象現象に関連する異常気象に対

処するための早期の警告と予防策は、命と生活を守るために最も重要である」と述べている。 

エルニーニョ現象は平均して２〜７年ごとに発生し、それは通常９〜１２か月続く。これは、熱帯太平洋の中

央部と東部における海洋表層水の温度の上昇に関する自然の気象パターンであるが、人為的な気候変動

の状況下で発生するものであり、人類によって引き起こされた変化である。 

エルニーニョ現象の繰り返しを見越して、２０２３年５月のＷＭＯレポートは、今後５年間のうち少なくとも１年

が、また５年間全体として、記録上最も暖かくなり、非常に強いエルニーニョが発生した２０１６年に見られた記

録を上回る可能性が９８％あると予測した。 

また、英国気象庁が世界中の連携機関と共同で作成した報告書は、２０２３年から２０２７年までの間の少なく

とも１年において、世界の地表付近の年間平均気温が、産業革命前の水準を一時的に１.１℃上回る可能性

が６６％あるとしている。 

 

（関連記事）ニュージーランド 暖冬がキウイフルーツを脅かす 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｒｏｔａｌ ２０２３年８月２日 

ニュージーランドでは、この１１０年間で最も高い水準の気温を度々記録する暖かい冬で、同国最大の園芸

輸出作物であるキウイフルーツが危険にさらされている。 

ニュージーランドヘラルド紙は、ベイオブプレンティ地方のキウイフルーツ生産者らは、難しい生育期間が

もう１年続くことを懸念していると報じ、「この地方を拠点とするフルーティオン園芸（Fruition Horticulture）社

のコンサルタントであるサンディ・スカロー氏は、この冬は同氏が記憶している中で最も暖かい冬の１つであり、

これはブドウの樹が必要とする低温要求が満たされていないことを意味すると述べた」と伝えている。 

キウイフルーツ販売事業者であるゼスプリは、業界の深刻な労働力不足、コストの増加及び流通段階の課

題によって生じた果実の品質問題により、生産者の収益が減少した２０２２-２３年度の残念な結果を報告した。 

スカロー氏は、この地域では昨年は気温が高かったため着花が貧弱であったが、今年は低温不足が一層

深刻だと付け加え、それによりまたしても着花数が少ない可能性があり、その場合は季節を通して影響を及

ぼすと言う。ベイオブプレンティ地方は国内最大のキウイフルーツ産地で、栽培面積の約８０％を占めている。 

ゼスプリは、２０２３年度の輸出量を１億３,６００万箱と推定しており、これは２０２２年度の１億７,１００万箱より 

２０.５％少ない。 

生産者らは今後２週間以内に予想される寒冷前線に期待しており、キウイフルーツ生産者協会のコリン・ボ

ンドＣＥＯは、「（寒冷前線が来れば）冬の寒さが間に合い着花が改善する。冬の低温時間の観点からは、(ホー

クスベイ地方の)今の昼夜を通じた異常な湿度の高さは、実際上冬の低温時間に加算されるものだ」と言う。 
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１４１．欧米 園芸作物生産の自動化に関するレポート 
Ｇｏｏｄ Ｆｒｕｉｔ Ｇｒｏｗｅｒｓ ２０２３年８月１日 

米国西部農業生産者協会（Western Growers）の世界園芸作物生産自動化計画（Global Specialty Crop 

Automation Initiative）の目標は、１０年間で園芸作物生産の作業の５０％を自動化することである。 

進捗状況を追跡するため、このグループは、ヨーロッパと北米のスタートアップ企業と生産者への調査に基

づいて、自動化技術の開発とその技術の採用に関する数字を公開した。（次ページにチャートを掲載） 

カリフォルニア州に拠点を置く同協会のイノベーション担当副会長であるウォルト・デュフロック氏は、「誰が

儲けているのか？ 誰が事業を拡大しているのか？ そして、誰が生産者の経営に役立つ製品でその事業を

実施しているのか？」と問いかけた。 

１２８ページの報告書によると、ヨーロッパと北米の生産者は２０２２年に自動化に約５０万米ドルを支出し、前

年の約４０万米ドルから増加した。調査したスタートアップ企業のうち、昨年２０以上の有料の顧客を有してい

た社は３０％で、前年の２０％から増加した。 

同氏は、このような数字は、技術の進歩が園芸農業の労働力不足をどれだけ補うかを測定し、伝達するた

めに重要であると言う。最終的に、同氏とその同僚らは、イノベーションに費やされた資金が１ドル当たりどれ

だけ労働力不足を埋めるかを定量化したいと考えている。同氏は、「それは我々が助成金を求める際に役に

立つだろう」と述べた。 

自動化計画の設立発起人の１人でワシントン州果樹研究委員会の執行役員であるイネス・ハンラハン氏は、

事実と数字は、業界が投資家や政策立案者と彼らが理解できる言葉で話すのに役立つと述べた。 

同氏は、園芸作物の技術への投資は売り込むのが難しいと述べた。リンゴ、レタス、トマトなど、個々の品目

別業界だけでは、投資を誘致するのに十分な規模を提供できない。それらを１つのレポートでまとめて測定

すると、より魅力的になる。同氏は、「すべての園芸作物を合わせれば、この市場に参加するよう大企業を説

得することができる」と言う。 

これらの個々の品目別業界のニーズとツールの多くは重複している。たとえば、カリフォルニア州のアドバ

ンスド・ファーム（advanced.farm）社の技術者らは、最初にイチゴを摘むロボットを開発し、次にその技術をリン

ゴ園で使えるように転換して２０２２年にワシントン州で試験を開始した。デュフロック氏は、「イチゴで多くのこ

とを学んだので、順調である」と述べた。 

同氏は、除草ツールも同じ道筋をたどっていると言う。人工知能が運転し、レーザー、ブレード、または噴霧

装置を使用する各種の草刈り機は、毎月より多くの作物でより多くの雑草を認識するように学習している。同

氏によると、ロボット草刈り機を扱う主要な４つのスタートアップ企業のうち、３社は過去１２か月で合わせて約 

１億５千万米ドルを調達した。４つ目の企業はその資金調達について公表していない。 

自動化に関する報告書のその他の要点を次に示す。 

— スタートアップ企業の１５％が２０２２年末までにラウンドＢの資金調達を完了した。ラウンドＢは、２つ目の

投資段階であり、通常は１段階目より額が大きく、顧客に対して完成品またはサービスを大規模に展開

するために使用される。 

— スタートアップ企業の３５％がロボットを１０台以上保有している。この数字は２０２１年には２０％であった。 

— 同協会はまたヨーロッパの生産者を調査したが、そこでは契約サービスよりも技術の直接購入を好み、こ

れは米国の生産者の好みと反対である。 

— ヨーロッパの生産者の５４％が労働力確保が最大の問題だとしている。米国でそれを最大の課題だと考

えている生産者は３３％である。 

— 技術が進歩すれば、それを使う労働者に求められるスキルも進歩する。調査された生産者の約半数は、
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テクノロジーの統合にほとんどの時間を費やしている従業員がいると述べている。「投資対象はロボット

やサービスだけでなく、社内の人々もそうである」とデュフロック氏は述べている。 

レポートには、テクノロジーを使用する企業に関する説明も含まれている。たとえば、カリフォルニア州のあ

る生食用ブドウ生産者は、バロー（Burro）社製の自律型収穫支援ワゴンを使用することで生産コストを２０〜 

３０％削減し、一方、南西部の葉もの野菜の生産者は現在、作物に応じて２つの異なる精密除草機（１つはレ

ーザー光を使用し、もう１つはブレードを使用）を利用している。 

 

執筆者： ロス・コートニー 

自動化に関する集計結果 
米国西部農業生産者協会は世界園芸作物生産自動化計画に向けたこの数年の進捗を計測した。以下に生産者とスタ
ートアップ企業への調査に基づく２０２２年園芸作物生産自動化報告書の一部を示す。 

自動化のための道具・装置やサービスへの 
生産者の平均支出額 

ラウンドＢの資金調達を行ったスタートアップの割合 

顧客が２０以上あるスタートアップの割合 

ロボットを１０台以上使用するスタートアップの割合 

投資を行っている生産者の割合 

支出に占める人件費の割合（米国） 

支出に占める人件費の割合（ＥＵ） 

除草、植栽、摘花・摘果等の収穫より前の作業を 
自動で実施したリンゴ園の面積割合 

作業台車等の自動化された収穫補助装置を 
使用したリンゴ園の面積割合 

自動化の見込み 
（今後３～５年で自動化が見込まれる面積割合） 

収穫前作業 

収穫作業  
（楽観視が増加） 

収穫補助 

自動化のための投資方法 

直接購入 

直接購入 

契約/ 
サブスク 

契約/ 
サブスク 

米国 
 
 
 
 
 
 

ＥＵ 

自動化の対象 
（各分野の自動化に投資していると回答した人の割合） 

除草 収穫 植栽 

収穫作業台車 摘花・摘果 

どちらでも 
よい 

どちらでも 
よい 
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１４２．メキシコ ベリー類が農産物・食品の輸出をリード 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｒｏｔａｌ ２０２３年８月２日 

２０２２年のメキシコの農産物・食品輸出において、ベリー類はビールに取って代わりトップとなった。メキシ

コ銀行によると、２０２３年の最初の２か月間にも、このセクターの輸出額は７億７,７００万ドルで収益性を確保し

た。ベリー類は、アボカドなどの人気のある他の農産物や、ビールやテキーラなどの需要の高い製品を上回

っており、これは簡単なことではない。 

ベリー類は、メキシコ国内の３２州のうち２２州で商業的に生産され、世界の３８か国に輸出されている。メキ

シコはラズベリー、ブルーベリー、ブラックベリー及びイチゴを生産しており、後者が輸出をリードしている。米

国がメキシコ産ベリー類の最大の輸入国であり、中東、東南アジア、ヨーロッパがそれに続く。 

過去１０年間で、イチゴ、ブルーベリー、ラズベリーの生産量は、２０１１年の２５万７千トンから、２０２０年には

７５万４千トンと３倍になった。その間に、メキシコのベリー類輸出総額は５倍に増加した。 

メキシコ政府のビクトル・マヌエル・ビジャロボス農業・農村開発大臣は、２０２２年にメキシコは５６万トンのイ

チゴを輸出し、このセクターは４５万人以上の雇用を提供していると述べた。これらの雇用の約４０％は、業界

の女性のものである。 

主な産地はミチョアカン州で、すべてのベリー類の５８％を出荷し、ハリスコ州とバハカリフォルニア州がこれ

に次ぎ、それぞれ１７％及び１２％を占めている。 

 

１４３．ＥＵ リンゴとナシの２０２３年の生産量は減少 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年８月３日 

欧州連合の２０２３年のリンゴ生産量は、昨年と比較して３.３％減となる１,１４１万トンと見込まれる。この生産

量は過去３年間の平均と並ぶ（+０.３％）ものである。この予測は、今週イタリアのトレンティーノで開催され、ヨ

ーロッパ及びその他の国のリンゴとナシの関係者３００人以上が集まったプログノスフルーツ（Prognosfruit）  

２０２３の開会時に、世界リンゴ・ナシ協会（ＷＡＰＡ）のフィリップ・ビナール事務局長によって発表された。 

主な品種に関しては、ゴールデンデリシャスは１１.７％増の２１６万７千トン、２番目に多いガラは４.８％増の 

１５２万２,７００トンと予想される。一方、レッドデリシャスとアイダレッドの生産量は、それぞれ１０％及び６.１％

減少すると見込まれる。 

２０２３年のＥＵのナシの生産量は、１２.９％減の１７４万６千トンと推定される。ビナール氏は、この減少はイタ

リアの生産量の大幅な減少（２０２２年に比べ６３％減）と、フランスとオランダの生産量がそれぞれ２８.６％及び

３.１％減少したことによるものであると述べた。２０２３年のコンフェレンス品種の生産量は８％増の９２万８,０８１

トンと予測される。一方、ウィリアムズ・ボン・クレシアン品種は３６.８％減少し、アバテ・フェタル品種の生産量

は６９.３％の減少となる５万２,８４６トンに急落するものと予想される。 

ＷＡＰＡによると、ヨーロッパの傾向は、中国（リンゴの生産量は３,７２０万トンで横ばい）や、生産量が３.６％

減少して４５０万トンに落ち込む米国など、他の北半球諸国で見られる傾向と同様である。インドのリンゴの生

産量も３０％以上の減となる１９０万トンと予想される。米国のナシ生産量は３.７％減の５０万２千トン、中国のナ

シ生産量は１０％増の１,７６０万トンと予測される。 

ビナール氏は「このシーズンは、比較的低い収穫量、南半球との重複がないこと、前シーズンからの持ち越

し在庫がないこと、果樹園の継続的な改善など、有利な状況で始まった。地政学的及び市場アクセスの問題

に対処しながら、病虫害を緩和し、天候条件を監視し続ける必要がある」と言い、将来については、「リンゴと

ナシの品質及び環境、栄養、健康上の利点に見合うように価格を引き上げつつ、リンゴとナシの消費を刺激

する絶好の機会があるだろう」と述べた。 

執筆者： マウラ・マクスウェル  
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１４４．ニュージーランド ゼスプリが中国でゴールドキウイの民事訴訟 
Ｒａｄｉｏ Ｎｅｗ Ｚｅａｌａｎｄ ２０２３年８月３日 

キウイフルーツの販売事業者であるゼスプリは、同社のゴールドキウイフルーツの中国での無許可の生産

と販売を阻止しようと法的措置を講じている。 

ゼスプリはサンゴールド（別名Ｇ３）品種の権利を有しており、ニュージーランドの生産者らはそれを栽培す

るために１ヘクタール当たり数十万ニュージーランドドル（数千万円）を支払う。ある生産者が切った蔓を中国に

持ち込み、２０１６年以降、中国で栽培される量が増加している。現在、ニュージーランドよりも中国の方がゴ

ールドキウイの樹体が多いと考えられている。 

ゼスプリのダン・マシソンＣＥＯは、今朝生産者に送付された最新情報の中で、Ｇ３キウイの無許可の生産、

販売、マーケティングに関与した２人の被告に対しての民事訴訟が中国の知的財産裁判所に提起されたと

述べた。マシソン氏は、これは権利関係の有るキウイフルーツ品種を開発するためにニュージーランドの生

産者が行った投資を保護する上で、また消費者にとっても重要な一歩であると述べた。 

ゼスプリの最新の推計によると、現在、この儲かる果実は中国の７,８５０ヘクタール以上に植えられている。 

マシソン氏は、中国での最近の法改正により園芸部門の知的財産権が強化され、具体的には昨年の種子

法の改正により、当該果実を栽培した者だけでなく、販売した者に対しても行動を起こすことができるようにな

ったと述べた。 

業界の諮問委員会の代表団は、果樹園から市場までの状況をよりよく理解するために、今後数か月以内に

中国を訪問することを計画している。裁判は９月中旬に開始される。 

執筆者： モニーク・スティール 

 

（関連記事）ニュージーランド ゼスプリが中国で訴訟手続きを開始 
ＡＳＩＡＦＲＵＩＴ ２０２３年８月４日 

ゼスプリは、ゴールドスリー（Ｇｏｌｄ３）品種の無許可の生産、販売、マーケティングに関与した２人の被告に

対して、中国の南京にある知的財産裁判所に民事訴訟を起こした。ニュージーランドのキウイフルーツ販売

事業者であるゼスプリは、ダン・マシソンＣＥＯからの最新情報の中で、中国の知的財産法の改正によりゼス

プリが行動をとれるようになったと生産者に通知した。 

マシソン氏は、「この案件は、権利関係の有るキウイフルーツ品種に対してニュージーランドの生産者が行

った投資と、取引先及び消費者の利益を保護するための継続的な取り組みにおける重要な一歩である。こ

れは、中国の園芸部門における知的財産権の強化によって可能になったものであり、継続的な投資と技術

革新に対する支援を助長し、輸出業者だけでなく、地域の企業、パートナー事業者や消費者にも利益をもた

らす開発者の権利を支援するのに役立つ」と述べている。（以下「 」は通知における同氏の発言） 

「これには、２０２２年に中国の種子法に加えられた改正が含まれ、それにより、ゴールドスリー品種の栽培

者だけでなく、無許可のゴールドスリー品種の果実の販売者に対しても行動を起こすことができ、ゴールドス

リー品種の果実の無許可の販売とマーケティングに対するこの民事訴訟の道が開かれた。」 

マシソン氏によると、ゼスプリの最新の推計では、中国では約７,８５０ヘクタールで無許可のゴールドスリー

品種が植栽されているが、新植の拡大は鈍化しているという。「我々は状況を注意深く監視し続けており、コ

ロナ禍による旅行制限が緩和されたので、生産者、収穫後処理業者及びゼスプリの代表者からなる業界の

諮問委員会（ＩＡＣ）の代表団が今後数か月以内に中国を訪問し、無許可のゴールドスリー品種の果樹園から

市場にいたる現在の状況を視察する計画が進行中である。」 

執筆者： リアム・オキャラハン  



45 

１４５．タイ 日本向けマンゴスチンの蒸熱処理が免除に 
Ｔｈｅ Ｓｔａｒ ２０２３年８月７日 

バンコク（Ｔｈｅ Ｎａｔｉｏｎ/Ａｓｉａ Ｎｅｗｓ Ｎｅｔｗｏｒｋ）： タイ政府の農産物食品基準所長は月曜日（８月７日）、タ

イから日本へのマンゴスチンの輸入における蒸熱処理の免除が発効したと述べた。 

同局のピサン・ポンサピッチ事務局長は、日タイ経済連携協定（JTEPA）の下で承認された免除が月曜日の

日本の官報に掲載されたと述べた。 

同氏は、蒸熱処理しない果実の日本への輸出が今月中に開始できるよう、最初のロットは今月の第３週に

日本の検疫官によって検査・認証されると述べ、また、この処理の免除により、タイのマンゴスチン輸出業者

がコストを削減し、果実の鮮度をより長く保つことができるようになるだろうと述べた。 

同氏はさらに、蒸熱処理の免除により、タイはマンゴスチンの日本への輸出を年間約２００トン、すなわち  

１億２千万バーツ（約４億９千万円）増やすことができると述べた。 

日本はこれまで、ミバエを排除するために、タイ産マンゴスチンにコストの高い蒸熱処理を要求していた。 

同氏によると、日本政府は、ミバエ管理の効率性を日本に納得させるためのタイ政府の交渉と努力を受け

て、要件を解除することに同意した。 

交渉プロセスは、ＪＴＥＰＡのメカニズムを使って２０１９年から続いていた。 

同氏は、タイ農業省によって登録・認定された果樹園のマンゴスチンだけが蒸熱処理を免除されると述べ

た。 

 

１４６．フィリピン バナナのパナマ病封じ込めの努力が進行中 
ＢｕｓｉｎｅｓｓＷｏｒｌｄ ２０２３年８月７日 

植物産業局（ＢＰＩ）は、バナナ産業でパナマ病としても知られるフザリウム菌による萎凋病を封じ込めるため

の取り組みを強化している。同局のジェラルドグレン Ｆ. パンガニバン局長は先週記者団に対し、「病害虫に

負ければ、どのように生産しても意味がないので、我々は最大限の管理に注力している」と語った。 

フザリウムによる萎凋病は土壌媒介性の真菌が引き起こす病気であり、バナナの植物体の維管束を遮断し、

ミネラル、栄養素、水分を奪う。感染した植物は黄変して枯死する。 

この病気のトロピカルレース４（ＴＲ４）株は、２００９年にダバオ市で最初に検出され、主要な輸出品種である

キャベンディッシュバナナを脅かし続けている。 

同局長は、「我々はフィリピン宇宙機関と提携して、被害の範囲を実際に知るためのプロジェクトに着手して

いる」と述べた。 

国連食糧農業機関（ＦＡＯ）は、そのバナナ市場報告書で、フィリピンは２０２２年に２２４万トンのバナナを輸

出し、これは前年比で６.２１％の減少であったとしている。 

フィリピンはエクアドルに次ぐ世界第２のバナナ輸出国である。 

ＦＡＯは、「フィリピンは引き続きこの地域の主要バナナ輸出国であり、平均してアジアのバナナ輸出量の約

６０％を供給しているが、国内での投入資材や肥料の高コストのほかＴＲ４の蔓延によってその生産が深刻な

影響を受けている」としている。 

執筆者： シェルディーン・ジョイ・タラベラ 

  

https://www.maff.go.jp/pps/j/law/houki/kokuji_joken/attach/pdf/kokuji_joken_43_html_43-1.pdf


46 

１４７．米国 ワシントン州のリンゴ収穫見通し 
ＦＲＵＩＴＮＥＴ ２０２３年８月９日 

ワシントン州果樹協会（ＷＳＴＦＡ）は、２０２３年のワシントン州の生鮮リンゴの収穫量予測を、１億３,４００万箱

強（１８ｋｇ/箱）の豊作になると発表した。 

これは、２０２２年の１億４３０万箱に対して２８.８％の増加となる。２０２２年は、春が非常に寒く、開花中に雪

が降って受粉が阻害されたため、通常よりもかなり減収した。 

今年は、温暖な気候により、生産者は過去６年間の平均出荷量にかなり近い（５％上回る）健全な作柄を得

ることができた。この通常の水準への回復は、サイズ分布が良好で、すべての品種で高品質が期待されると

いう生産者の報告にも表れている。この予測はまた、引き続きハニークリスプ、アンブロシア、エンヴィ、コズミ

ッククリスプなどの品種への多様化の傾向を示しており、この４品種だけで予想出荷量の４分の１以上を占め

ている。 

ＷＳＴＦＡのジョン・デバニー会長は、「今年は、出荷量が通常に近い水準で、果実の品質が良いため、期

待が大きい。穏やかな春と暖かい初夏はほぼ完璧な生育条件であったので、国内外の取引先に対し、サイ

ズ、色をはじめ、全体的に良好な品質を示せるだろう。収穫は今始まったばかりであり、当協会の生産者達は、

州内、国内、さらに世界中の消費者に喜んでもらえる素晴らしい収穫を楽しみにしている。」と述べた。 

同協会の予測は、人気のある５つの品種の堅調な出荷量を示している。最も多いガラが収穫量の１９.８％を

占めると見込まれ、レッドデリシャスは１３％、ハニークリスプが１４.６％、グラニースミスが１３.８％、ふじが   

１１.７％と続く。権利の関係でワシントン州でのみ栽培されているコズミッククリスプは、引き続き全体に占める

割合が増加し、収穫量の５.９％を占める。これは、多様で拡大する顧客層に合わせた同州のリンゴ生産の多

様化の進展を反映している。 

リンゴはワシントン州の経済に不可欠であり、生産額において主要な農産物である。リンゴは、２０２１年の州

の農業総生産額の２１％を占めた。２０２２年には収穫量の２０％が輸出量されたが、これは全体的な生産量

の減少により、５年平均の２８％より少なかった。 

有機リンゴ市場は成長を続けており、ワシントン州は有機リンゴの生産でも全米をリードしている。２０２３年

の有機リンゴの出荷量は２,１００万箱、すなわち全体の１５.７％と予測される。すべての有機生産物が有機とし

て梱包・販売されるわけではなく、同協会の会員は常に新鮮で健康的なリンゴを提供するための新しい戦略

と技術に取り組んでいることに留意すべきである。 

デバニー会長は、「当協会の生産者らは消費者の需要を満たす長い伝統を持っており、全国の有機リンゴ

の９３％以上を生産することでそれを再び証明している」と付け加えた。 

ワシントン州農業局のデレク・サンディソン局長は、２０２３年に生産者らが力強く良好な作柄で不作から回

復したことは、同州にとって、また世界の消費者にとって素晴らしいことだと述べた。 

同局長は、「さらに重要なことは、穏やかな天候のおかげで、リンゴの品質が非常に高いことである。リンゴ

は、世界の隅々に届くワシントン州の名刺のようなものである。今年、我々は文字通り最高の作物を出荷して

おり、それは我が州の経済、労働者、さらに生産者にとって良いことだ」と述べた。 

この予測は、ＷＳＴＦＡの会員の調査に基づいており、最終的に梱包されて生鮮市場で販売されるリンゴの

総量についての最善の推定値を示している（加工に仕向ける量を含まない）。リンゴの収穫は通常８月に始ま

り１１月まで続くため、この予測はまだ今後数か月の様々な天候に依存するものであり、最終的な出荷量が影

響を受ける可能性がある。 

執筆者： リアム・オキャラハン 
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１４８．米国 太平洋岸北西部のブルーベリーは少量で小粒 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月９日 

オレゴンベリーパッキング社のジェフ・マレンスキー氏は、「オレゴン州のブルーベリー出荷シーズンのタイ

ミングは、予想通り平年並みである」と言う（以下「 」は同氏の発言）。収穫は６月下旬に始まり、出荷期間は９月

の一部にかかると予想される。「しかし、今年の出荷量は平年並みではなく、我々の予想をはるかに下回って

いる。」 ５月の受粉期間中、非常に暑く、受粉条件は最適ではなかった。そのため、着果数が少なくなり、果

実のサイズが小さくなった。この傾向は、太平洋岸北西部のオレゴン州、ワシントン州及びブリティッシュコロ

ンビア州（カナダ）に共通のようである。 

「品質の観点からは、今年は昨年に比べてはるかに優れている。太平洋岸北西部地域は、その全体が５月

１０日以降非常に乾燥している。これにより、果実の糖度が非常に高くなっている。「今年のブルーベリーは大

変甘く、風味も極めて良い。我が家の子供たちはブルーベリーが好きで、いつも食べているので、今年は昨

年との違いを教えることができる。」 

加工品と生鮮品 オレゴンベリーパッキング社は、オレゴン州産ブルーベリーの栽培、梱包、加工を行う業者

である。全体的に生産量が少ないため、今年は加工に仕向ける量が少ない。「入荷量が少ない。数量の減少

によって加工品市場の価格が強含むと予想していたが、昨年からの在庫があるためすぐには数量不足にな

っていない。」 

生鮮品については、同社のブルーベリーは国内市場で流通しているだけでなく、アジアにも輸出されてい

る。「需要は良好で、国内外の取引先からはより大粒で、より多くの出荷量を求められている。需要は間違い

なく高品質の果実の供給を上回っている。」 

全体として、これは難しいシーズンである。生産者にとっては出荷量が少ないため困難であり、同時に梱包

業者と加工業者は受け入れる果実が少なく、消費者にとっても入手しにくくなっている。 

執筆者: マリーケ・ヘムズ 

 

１４９．米国 ニュージーランド産有機キウイを菌汚染で自主回収 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｏｒｔａｌ ２０２３年８月９日 

デビッドオッペンハイマー社（David Oppenheimer and Co.）は、リステリア菌による汚染の可能性があるため、

以下に説明する有機グリーンキウイフルーツのすべての１ポンド入りクラムシェルを自主回収している。 

回収される有機グリーンキウイはニュージーランドで栽培され、北米に輸出され、現地でゼスプリのロゴの

付いたプラスチック製クラムシェル容器（１ポンド入り）に再梱包された。（商品コード番号等の詳細は省略） 

自主回収の対象となるクラムシェル容器入り有機グリーンキウイフルーツは、２０２３年６月１４日から２０２３年

７月７日の間に出荷され、フロリダ、ジョージア、イリノイ、インディアナ、ケンタッキー、ミシガン、ノースカロライ

ナ、ニューヨーク、オハイオ、ペンシルベニア、テネシー、テキサス、バージニア、ウィスコンシンの小売店で

販売された。他の州で販売されているゼスプリ有機グリーンキウイはこの回収の対象にならない。また、２０２３

年８月７日以降に出荷されたステッカーの色が白いゼスプリ有機グリーンキウイは回収の対象ではない。 

リステリア菌（Listeria monocytogenes）は、幼児、虚弱者または高齢者、その他免疫系が弱まっている人に

深刻な、時には致命的な感染症を引き起こす可能性がある。健康な人は、高熱、激しい頭痛、こわばり、吐き

気、腹痛、下痢などの短期的な症状を呈するだけだが、妊婦には流産や死産を引き起こす可能性がある。 

自主回収は、７月７日にケンタッキー州公衆衛生局が行った定期サンプリングの結果であった。同社は８月

３日に通知を受けて以来、ゼスプリと協力して流通経路を遡り、２つの栽培者ロットまで特定し、米国食品医薬

品局と協力してまだ調査を継続しているため、これらのロットからの出荷を直ちに停止した。現在までに発症

は報告されていない。当該製品を持っている者は廃棄するよう求められている。（一部編集・省略しました。）  
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１５０．世界のリーファー輸送は２０２２年の貿易縮小でも回復力を維持 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月９日 

ドリューリー（Drewry）社が最近発表した「リーファー輸送年次実績及び見通し」（Reefer Shipping Annual 

Review and Forecast）報告書によると、昨年のリーファー（冷蔵・冷凍）海上貿易の前例のない縮小にもかかわ

らず、リーファーコンテナ運賃は引き続きドライ（常温）貨物を上回っており、この乖離は今後数年続くと予想

される。 

リーファー船による貿易の正常化とそれに伴う運賃の改定は、コンテナ輸送全体よりも緩やかに進んでおり、

またリーファー貨物の需要は年初から着実に回復し、リーファー船貿易の復元力を示している。 

ドリューリー社は、昨年の世界の海上リーファー貨物の総輸送量を、横ばいのドライ貨物貿易とは対照的に、

２０年以上ぶりのほぼ１％減となる１億３,７５０万トンであったと推定している。サプライチェーンの混乱、投入コ

ストの上昇、２０２１年のピーク後の生鮮食品貨物需要の正常化はすべて、リーファー貨物減少の一因となっ

た。その結果、食肉、バナナ、生鮮野菜などの主要なリーファー商品はすべて２０２２年に打撃を受けた。 

 

特殊（非コンテナ）リーファー船の輸送量の継続的な減少が貨物需要低迷の打撃を和らげたため、２０２２年

のコンテナリーファー船の輸送量の減少は０.７％にとどまり、これは同年のコンテナ輸送量全体の減少とほぼ

一致した。 

このような逆境にもかかわらず、リーファー輸送による貿易は、世界人口の増加による堅調な需要とアジア

経済の回復、特に中国市場の再開に支えられて、２０２３年に入ってから回復してきている。これらの前向きな

進展により、今年これまでのところ、リーファー輸送の多いすべての主要貿易ルートで海上輸送量が前年比

で増加に転じ、年末までに１.５％増加すると予測される。しかし、コンテナリーファー船の貿易は２.３％拡大

すると予測されており、横ばいであるコンテナ輸送全体の需要を（回復のペースで）大きく上回っている。 

リーファーコンテナの運賃は、２０２２年第３四半期のピーク時以降低下してきているが、ドライ貨物よりも慎

重なペースで推移している。これは、年間契約の普及によりリーファー運賃のピークが目立たなくなった一方

で、リーファー貨物の大部分が移動する南北の貿易ルートの回復力がより強いためである。ドリューリー社の

世界リーファーコンテナ運賃指数は、リーファー船の多い外洋航路上位１５路線の加重平均であり、２０２３年

第２四半期までの１年で２２％下落して４０フィートコンテナ当たり４,８４０ドルとなった。さらに、第３四半期まで

ドライコンテナ運賃と比べたリーファーコンテナ運賃の推移 

世界リーファーコンテナ運賃指数(A) 

 

世界ドライコンテナ運賃指数(B) 

 

リーファー運賃の対前年上昇率％（C右軸） 

 

ドライ運賃の対前年上昇率％（D右軸） 
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B 
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の１年では減少率が３１％に加速することを示している。しかし、このような価格改定にもかかわらず、またドラ

イ貨物の運賃指数がコロナ禍前と同等にまで達しているのに対し、リーファーコンテナの運賃は依然としてコ

ロナ禍前の水準を約６０％上回っている。 

詳細情報: drewry.co.uk 

 

（関連記事）世界のコンテナ運賃は１６か月急落の後に上昇 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｒｏｔａｌ ２０２３年８月１０日 

アメリカン・ジャーナル・オブ・トランスポーテーション（the American Journal of Transportation）誌は、輸送コ

ンテナのスポット価格はこの２年以上で最も跳ね上がり、商品価格のインフレを緩和するのに役立ってきた海

上輸送コストの１６か月にわたる低迷が終わったことの兆候であると伝えている。 

ドリューリー（Drewry）社の世界コンテナ指数の総合指数は、１１.８％上昇して４０フィートコンテナ当たり   

１,７６１ドルとなり、これは４週連続の上昇で、２０２１年６月以来最大の前週比上昇率となった。アジア、欧州、

米国を結ぶ８つの貿易ルートの短期契約運賃を反映する総合指数は、６月までの１６か月間のうち１５か月間

で下落していた。 

同社によると、上海からロサンゼルスへの輸送コストは４０フィートコンテナ当たり２,３２２ドルに達し、前週か

ら１１.３％増加し、５週連続の増加となった。上海からロッテルダムまでの運賃は２５％跳ね上がって１,６２０ド

ルとなり、２０２１年１月以来の上昇率となった。 

コロナ禍のまっ最中には消費者向けの家庭用品が積み込まれ、またコロナ禍が物流ネットワークの障害と

なったため、運賃は１０倍に跳ね上がり、何度も過去最高を更新した。その後、コンテナ運賃はコロナ禍以前

の水準に戻り、最近は在庫の増大と個人消費の抑制によって圧迫されている。 

ホノルルを拠点として中国から米国へのエクスプレスサービスを運営し、所要時間の短いルートにプレミア

ム料金を請求しているコンテナ船運航会社のマットソン社（Matson Inc）は今週初め、需要が低迷する中、小

売業者らが慎重な在庫管理を続けていると指摘した。 

同社のマット・コックスＣＥＯは８月１日の声明で、「米国経済の『ハードランディング』が起こらない限り、太平

洋地域の市場では消費需要と小売在庫の水準がさらに通常の水準に移行するので、今年の残りの期間、貿

易が徐々に活気を取り戻すと引き続き予想している」と述べている。 

マトソン社の株は今週、２０２２年６月以来の高水準に達した。 

先週、非上場のフランスの海運会社ＣＭＡ ＣＧＭ社は、特に従来からの主要な貿易航路について、業界

の悲観的な見通しを示した。同社の最高財務責任者であるラモン・フェルナンデス氏は記者団に対し、東西

航路は「依然としてかなり活気がある南北航路に比べて、より大きな圧力にさらされている」と語った。 

今月このあと、コペンハーゲンを拠点とする世界第２位のコンテナ船運航会社であるＡ.Ｐ.モラー - マース

ク（A.P. Moller-Maersk）社が、第２四半期の業績について中間報告書を発表する予定である。 

 

  

https://www.drewry.co.uk/news/reefer-shipping-remains-resilient-despite-2022-trade-contraction
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１５１．米国 カンキツグリーニング病と戦うフロリダ州の柑橘類 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｒｏｔａｌ ２０２３年８月１０日 

今年、フロリダ州のオレンジ出荷量は記録的に少ない。悪天候と相変わらずのカンキツグリーニング病によ

り、２０２３年の出荷量は第二次世界大戦以来最少である。しかし、この分野はその回復力を証明し、すでに

復活に向けて取り組んでいる。 

フロリダ州柑橘類組合のマシュー・ジョイナー執行副会長兼ＣＥＯは、本サイト（FreshFruitPortal.com）に対

し、２０２２年９月のハリケーンイアンとそれに続くハリケーンニコルによる被害が今年の出荷量減少の主要因

であると語った。（以下「 」は同氏の発言） 

「残念ながら、それ（ハリケーンイアン）は州内の柑橘類産地の中心部を通り過ぎた。その結果、予想生産量

に対して６０％以上、おそらく７０％近く減収した。」 

この幹部は、ハリケーンが樹上にほとんど果実を残さなかったため、今シーズンの出荷量は、昨年の４千万

箱とは極めて対照的な１,７００万箱（９０ポンド（４０.８ｋｇ）/箱）で終了したと付け加えた。 

同氏は、量が少ない一方で品質は良好だが、果樹園には遅れて現れる嵐の影響がまだ出ていると言う。 

「強風とその後の洪水で果樹が痛めつけられたため、嵐の後数週間、場合によっては数か月もの間、落果

が続いた。このため、ハリケーンの当日に果実が吹き飛ばされただけでなく、その後も果実が失われ続けた。」 

栽培面積も減少した。これは主に気象災害によるものであるが、フロリダ州には毎年多くの人口が流入して

いるため、開発のためでもある。 

「嵐で被害を受けた果樹を植え替える場合、苗木を入手するのに時間がかかるため、苗木を発注してから

植えるまでに１８〜２４か月かかる。果実が生るまでにはさらに３〜５年かかる。」 

同氏はさらに、植え替えられた果樹の多くが「生産が始まらないうちに別の嵐によって一掃され、」２０２３年

の数字をさらに失速させたと述べた。 

「我々は最盛期には、３億箱強を出荷し、栽培面積はおそらく８０万エーカー（約３２万ヘクタール）あった。つま

り、栽培面積は約５０％減少している。さらに、明らかに、出荷量はそれ以上に減っている。しかし、栽培面積

の面ではまだ非常に大きな存在感がある。」 

カンキツグリーニング病： 本セクターの最大の敵 

カンキツグリーニング病としても知られる黄龍病（ＨＬＢ）は、侵入害虫であるミカンキジラミによって２００５年

にフロリダ州に持ち込まれた。 

それ以来、ＨＬＢは州内のすべての商業的果樹園に広がり、果樹の全般的な健康を害し、時間の経過とと

もに果実の生産量が次第に少なくなることで、出荷を妨げている。 

これらの壊滅的な影響に対抗するために、生産者らは園芸的な処理と実践を組み合わせている。 

「いくつかの新しい治療法、植物成長調整剤、殺菌剤などがあり、カンキツグリーニング病に対処するという

点で実際に効果があるものがある。それらは治療法ではないが、果樹を健康で生産的に回復させることがで

きる。」 

新しい栽培品種に関してジョイナー氏は、抵抗性品種を育種するためにかなりの金額と時間を投入したとし

つつ、それは簡単なことではなく、最終的な結果が出るまでに時間がかかると説明する。 

「我々は成果に近づいている。カンキツグリーニング病に対して従来よりも抵抗性のある品種、台木、接ぎ

木は多いが、完全な抵抗性を持った品種が必要である。我々はこれらの育種努力を通じて次第にそれに近

づいていると思う。」 

（２０２４年５月に「柑橘類組合」の表記を修正しました。）  
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１５２．米国農務省生産量予測（果実関係抜粋） 
米国農務省農業統計局（２０２３年８月１１日） 

このページの計量単位はすべて米国単位（ポンド、バレル、ショートトン）です。次ページ以降の表に国際単位（メートルトン）

への換算値（一部試算値）を示します。 

リンゴ（販売用）： ２０２３作物年度（以下「年度」）の米国のリンゴの総生産量は、前年比１％増の９９億１千万

ポンドと予測される。最大の産地であるワシントン州では、天候条件が前年から大幅に回復した。これにより、

前年比９％増の生産量が予想される。ニューヨーク州では、冬が穏やかで低温時間が少なく、続いて春が非

常に暖かかったため、予想生産量は２０１２年以来の最低である。ミシガン州では、広範囲にわたる春の霜害

はなく、７月の降雨は果実のサイズを改善した。ミシガン州南部では早生品種の収穫が始まっている。 

クランベリー： ２０２３年度の米国のクランベリーの総生産量は前年比５％減の７６２万バレルと予測される。最

大の産地であるウィスコンシン州では、生産量は前年比５％減の４６０万バレルと予測される。マサチューセッ

ツ州の生産量は２００万バレルと予測され、前年比１２％減となる。クランベリー生産者は、冬の間の低温によ

り、降水量が平年を下回り、降雪量が平年を上回るという経験をした。ウィスコンシン州とマサチューセッツ州

では、冬の低温と早い降雪が植物の休眠に影響を与え、芽を凍らせた。春と初夏の生育期間中には降霜や

雹を伴う嵐が何度も発生した。一部の地域の生産者は、深刻な霜害により作物の成長が阻害され収量が減

少したと報告した。オレゴン州では、６月下旬と７月中下旬に猛暑と異常気象の脅威に直面し、生産者は果実

のサイズを懸念している。開花期の厳しい天候にもかかわらず、クランベリー生産者は優れた栽培管理により、

平年並みないしは良好な作柄を予想している。 

ブドウ： ２０２３年度の米国のブドウの総生産量は前年比６％増の６２９万トンと予測される。最大の産地である

カリフォルニア州の醸造用ブドウの生産量は、前年比１２％増で同州のブドウ生産量全体の６４％に相当する

３８０万トンと予測される。同州の干しブドウ用のブドウ生産量は前年比４％減でブドウ生産量全体の１６％に

相当する９７万トンと予測される。同州の生食用ブドウの生産量は１１５万トンと予測されており、前年比３％増

で、ブドウ生産量全体の残りの２０％に相当する。今年の涼しく湿った春は、太平洋岸とシエラフットヒルズ（丘

陵地域）のブドウ作を数週間遅らせた。州全体で生産者は高い生産コストに苦しんだ。コーチェラバレーでは

生食用ブドウの収穫が順調に進んでおり、病害虫の発生は少ない。 

モモ： ２０２３年度の米国のモモの総生産量は前年比１３％減の５４万３千トンと予測される。最大の産地であ

るカリフォルニア州の生産量は、前回の予測より７％少なく、前年より６％少ない４４万５千トンと予測される。同

州の離核種の生産量は前回の予測より４％少なく、前年より２％少ない２６万トンと予測される。かなりの雨と涼

しい気温が開花期間を遅らせ、長引かせた。モモの収穫は進行中である。同州の粘核種の生産量は、前回

の予測より１２％少なく、前年より１１％少ない１８万５千トンと予測される。満開は昨年より８日遅い３月１４日で

あった。同州のすべての地域が、過去１０年間で最も多い低温時間を報告した。生産者らは、昨年より１週間

半遅れて摘果を行う予定である。サウスカロライナ州の生産量は前年比６６％減の２万３千トンと予測される。

モモの生産は、３月の２回の低温の影響を受けた。さらに、低温が防除スケジュールに影響を与えたため、褐

色腐敗病やその他の細菌病が問題となった。ジョージア州の生産量は前年比７８％減の５,５００トンと予測さ

れる。モモの開花と早生種の果実の肥大は、３月の２回の低温の影響を受けた。 

ナシ： ２０２３年度の米国のナシの総生産量は前年よりわずかに多い６４万５千トンと予測される。２大ナシ産

地であるワシントン州とオレゴン州では、寒さで開花期が遅れた。その後急速に暖かくなり、一斉に開花した。

通常は、暖かい地域で最初に開花し、数週間後に標高が高い地域や涼しい地域で開花する。２０２３年には

このパターンが乱れた。さらに、温暖な天候、開花、降雨により、生産者らは細菌感染によって引き起こされる

火傷病の発生を懸念しはじめた。全体として、今年の収穫は遅れると予想され、収穫量は平均的と見込まれ

る。カリフォルニア州では、水カビとしても知られる疫病に関する一部の生産者の懸念にもかかわらず、生産

量は２０１７年以来の最高になると予想される。水分の多さは今年の作柄にプラスの影響を与えたと見られる。 

 

（２０２４年５月に誤字を修正しました。）  
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州別及び米国の果実生産量： ２０２２年産及び２０２３年産予測（８月１日予測分） 

リンゴ（販売用） 

州 
総生産量（米国単位） 総生産量（国際単位）* 

2022 2023 2022 2023 

  (百万ポンド) (百万ポンド) (メートルトン) (メートルトン) 

カリフォルニア 176.5  200.0  80,060 90,720 
ミシガン 1,360.0  1,150.0  616,890 521,630 
ニューヨーク 1,355.0  1,100.0  614,620 498,950 
オレゴン 136.0  125.0  61,690 56,700 
ペンシルベニア 413.0  440.0  187,330 199,580 
バージニア 184.5  195.0  83,690 88,450 
ワシントン  6,140.0 6,700.0 2,785,050 3,039,070 

米国計 9,765.0  9,910.0 4,429,330 4,495,100 
＊国際単位の州別の数値は中央果実協会による試算値（1 ポンド＝0.453592ｋｇ） 

クランベリー 

州 
総生産量（米国単位） 総生産量（国際単位）* 

2022 2023 2022 2023 

  (バレル) (バレル) (メートルトン) (メートルトン) 

マサチューセッツ 2,260,000  2,000,000  102,510 90,720 
ニュージャージー 563,000  550,000  25,540 24,950 
オレゴン 400,000  470,000  18,140 21,320 
ウィスコンシン 4,835,000   4,600,000   219,310 208,650 

米国計 8,058,000  7,620,000 365,500 345,640 
[１バレルの重量は 100 ポンド]                      ＊国際単位の州別の数値は中央果実協会による試算値（1 ポンド＝0.453592ｋｇ） 

ブドウ 

州 
総生産量（米国単位） 総生産量（国際単位）** 

2022 2023 2022 2023 

  (ショートトン) (ショートトン) (メートルトン) (メートルトン) 

カリフォルニア 5,510,000  5,920,000  4,998,580 5,370,530 
干しブドウ用＊ 1,010,000  970,000  916,260 879,970 
生食用 1,120,000  1,150,000  1,016,050 1,043,260 
醸造用＊ 3,380,000  3,800,000  3,066,280 3,447,300 

ワシントン 412,500  365,000  374,210 331,120 
果汁用 171,500  155,000  155,580 140,610 
醸造用 241,000   210,000   218,630 190,510 

米国計 5,922,500 6,285,000 5,372,800 5,701,660 
＊生鮮換算                     ＊＊国際単位の州別の数値は中央果実協会による試算値（１ショートトン＝2,000 ポンド＝907.184ｋｇ） 

モモ 

州 
総生産量（米国単位） 総生産量（国際単位）* 

2022 2023 2022 2023 

  (ショートトン) (ショートトン) (メートルトン) (メートルトン) 

カリフォルニア 475,000  445,000  430,910 403,700 
離核種 266,000  260,000  241,310 235,870 
粘核種 209,000  185,000  189,600 167,830 

コロラド 14,050  16,500  12,750 14,970 
ジョージア 24,800  5,500  22,500 4,990 
ミシガン 11,500  11,000  10,430 9,980 
ニュージャージー 9,000  16,000  8,160 14,510 
ペンシルベニア 16,650  18,500  15,100 16,780 
サウスカロライナ 67,400  23,000  61,140 20,870 
ワシントン 7,280   7,500   6,600 6,800 

米国計 625,680  543,000  567,610 492,600 

＊国際単位の州別の数値は中央果実協会による試算値（１ショートトン＝2,000 ポンド＝907.184ｋｇ） 
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ナシ 

州 
総生産量（米国単位） 総生産量（国際単位）* 

2022 2023 2022 2023 

  (ショートトン) (ショートトン) (メートルトン) (メートルトン) 
カリフォルニア 160,500  165,000  145,600 149,690 
オレゴン 198,500  190,000  180,080 172,360 
ワシントン 285,000   290,000   258,550 263,080 

米国計 644,000 645,000  584,230 585,130 

＊国際単位の州別の数値は中央果実協会による試算値（１ショートトン＝2,000 ポンド＝907.184ｋｇ） 

 

米国の果実生産量 ２０２２年実績及び２０２３年予測（国際単位） 

[データは、今回の報告書または以前の報告書から利用可能な最新の推計値である。２０２３年の推計値は、２０２３作物 

年度（柑橘類は２０２２/２３作物年度）。空白は、推計を行う時期に至っていないことを示す。] 

作物名 
総生産量 

2022 2023 
 (メートルトン) (メートルトン) 

柑橘類 
グレープフルーツ 
レモン 
オレンジ 
タンジェリン及びマンダリン 
 
非柑橘類 
リンゴ（販売用） 
アンズ 
アボカド 
ブルーベリー（栽培種） 
ブルーベリー（野生種）(メイン州) 
サクランボ（甘果オウトウ） 
サクランボ（酸果オウトウ） 
コーヒー(ハワイ州) 
クランベリー 
 
ナツメヤシの実 
ブドウ 
キウイフルーツ(カリフォルニア州) 
ネクタリン(カリフォルニア州) 
オリーブ(カリフォルニア州) 
パパイヤ(ハワイ州) 
モモ 
ナシ 
スモモ(カリフォルニア州) 
プルーン(カリフォルニア州) 
ラズベリー 
イチゴ 
 

 
339,290  
959,800  

3,108,010  
667,690   

  
 

4,429,330  
26,890  

142,340  
281,950  
35,200  

210,190  
110,770  
11,650  

365,500  
  

60,010  
5,372,800  

33,110  
98,880  
63,230  
3,790  

567,610  
584,230  
73,750  

205,750  
76,480  

1,261,890  
 

 
303,000  
776,550  

2,287,920 
 819,190 

 
 

4,495,100  
29,390  

 
 
 

336,570  
92,080 

 
345,640 

 
 

5,701,660 
 
 
 
 

492,600  
585,130 
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１５３．韓国 園芸作物を「Ｋ輸出」として振興 
Ｔｎｅ Ｋｏｒｅａ Ｔｉｍｅｓ ２０２３年８月１３日 

イチゴ、ブドウ、モモ、カキが人気 

農業省（正式名称は「農林畜産食品部」）傘下の農村振興庁（ＲＤＡ）は月曜日、韓国は、高品質で健康的で新

鮮な農産物として、国内で栽培される園芸作物の強化を計画していると発表した。 

同機関の取り組みを支えているのは、韓国の文化製品、すなわちＫ-ＰＯＰ、映画やその他のエンターテイ

ンメント産業の人気が世界的に高まる中、それが韓国製の食品やスナックにまで及んできていることである。 

農産物の輸出額は昨年、前年比３.１％増で史上最高の８８億２千万ドル（１１兆５千億ウォン）となり、農産物

輸出品目のトップ５０にランクインした３９の園芸作物がかなりの役割を果たした。３９の園芸作物には、イチゴ、

ブドウ、モモ、カキが含まれる。 

イチゴは最も人気のある輸出品目の１つであり、爆発的な輸出の成長を生み出し、国内で育成されたイチ

ゴ品種が初めて輸入品種を上回って以来２０年足らずで達成された偉業である。 

韓国では、２００５年にはイチゴ品種の９０％以上が日本等の海外品種で、３０億ウォン以上のロイヤルティを

支払った。当時、国内で育成されたイチゴ品種は市場の９.２％しか占めていなかった。 

しかし、韓国品種のイチゴの市場シェアは、２０１０年には６１.１％となり、昨年は９６％に急上昇した。 

３００人の農業生産者と１千人の消費者を対象とした国の機関による２０２１年の調査によると、イチゴ品種の

国産化は、過去６０年間で成功した農業分野の取組リストのトップであった。 

ＲＤＡ（「韓国」の誤りと思われます。）は、合計５,７６０万ドル相当のイチゴを香港、シンガポール、ベトナムに輸出

した。 

同庁は、韓国のイチゴ品種は、その優れたしっかりした外観、蜂蜜のような味、豊かなモモの香りで知られ

るとしている。周年輸出のため、今後より多くの品種が導入される。 

ブドウは劇的な転換を見せた輸出品であり、これは韓国産のシャインマスカットがチリ産のブドウに勝って

いることに最もよく表れている。 

韓国・チリ自由貿易協定（ＦＴＡ）が２００４年に発効し、主にチリから輸入された安価な農産物が（国内産と）同

じくらい風味が良いため、韓国内の多くのブドウ農家が懸念した。 

しかし、多くの生産者は、その甘い味、より長い貯蔵性と香りによって肯定的な消費者レビューを獲得して

いる新しい品種、シャインマスカットに切り替えた。 

国内のブドウ生産は２０００年以来減少傾向にあったが、２０２０年には回復することができた。ベトナム、香

港、米国へのブドウの年間合計輸出額は、２０２２年の時点で３,３２０万ドルに達した。 

モモも国内外で高い需要がある。２０２２年には、合計３７０万ドル相当が香港、シンガポール、インドネシア

に輸出された。 

ＲＤＡは（原文のまま）、国内の電子商取引企業から仲介された予約注文を受け取り、収穫後すぐに輸出する。 

タンジェリンの新しいプレミアム品種は、ウィンタープリンスとして知られ、その高い糖度とジューシーな味が

特徴である。ウィンタープリンスのシンガポールへの輸出は昨年大成功を収め、わずか３日間で１９２箱が完

売したことがそれを証明している。 

ＲＤＡは、旧正月に向けた需要によりよく対応するために、今年度下半期に輸出を拡大する予定である。 

執筆者： イ・ギョンミン 
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１５４．米国 小売業者、生産者の注目を集めるブランドリンゴ 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年８月１４日 

小売業者やリンゴ生産者は、消費者が優れた食体験だと考えるものを提供するために、ブランドリンゴ - 

管理品種またはクラブ品種とも呼ばれる - にますます注目している。 

オハイオ州オバーリン市に本拠を置く中西部リンゴ改良協会（Midwest Apple Improvement Association）の

ビル・ドッド会長は、ピンクレディー（Pink Lady（ブランド名））が最初のブランドリンゴであったと述べた。クリップ

スピンク（Cripps Pink（品種名））としても知られるこの品種は、１９７３年にオーストラリアで発表された。 

今日、米国では数十のブランドリンゴが利用でき、リンゴの販売額の約１５％～２０％を占めている可能性が

ある。 

ドッド会長は、「管理された品種の目標は、すべての関係者が利益を得られる最適解を見つけることだ。お

金は生産者に還元されている」と述べた。 

生産者は管理された品種を生産するためにライセンス料を支払わなければならないため、出荷は限られた

数の梱包施設に限定されている。 

同会長は、「品質管理は少しだけよりうまくでき、マーケティングも管理できる。期待されるのは、それが他の

いくつかの品種よりも優れていることだ」と述べた。 

ミシガン州スパルタ村に本拠を置くアップルウッド農産有限責任会社（Applewood Fresh Growers LLC）のマ

ーケティング・販売スペシャリストであるシェルビー・バブコック氏は、同社はミシガン州で提供されるブランド

品種の販売・出荷・生産・梱包を行う最大手の業者であると説明する。 

同氏は、「弊社では、レイブ（Rave）、スイータンゴ（SweeTango）、キク（Kiku）、カンジ（Kanzi）、エバークリス

プ（EverCrisp）に加えて、ニューヨーク州ロックポート市を拠点とするクランチタイム農産会社（Crunch Time 

Growers）との連携により、ニューヨーク州で栽培される品種であるスナップドラゴン（SnapDragon）とルビーフ

ロスト（RubyFrost）を扱っている」と述べた。 

［同氏は、スイータンゴ（SweeTango）は、今シーズン同社が最初に収穫するリンゴ品種の１つであり、生育条

件はミシガン地域の平年並みで、品質は「外見が非常にきれいで、サイズの分布が良いようだ」と言う。］ 

ミシガン州ディアフィールド村のアップルウッド果樹園（Applewood Orchards Inc.）の生産者兼オーナーであ

るジム・スウィンドマン氏は、ブランド品種は取引先に新しくユニークな選択肢を提供すると話す。 

同氏は、「それらの品種はまた、一般的な主要品種よりも優れた食体験を提供する」と述べた。 

同社は、販売するブランドリンゴを選択する際、売り上げを伸ばし、生産者の収益を増やし、「小売業者に

青果物売り場で最もよく売れるプレミアムな選択肢を提供する」品種を探す。 

同社では、密植栽培で新植し、面積当たりの収穫量を増やすことに集中するために、古い果樹園を伐根し

始めており、同氏は「リンゴの栽培には多くの初期費用がかかるため、これは一夜にしてできる簡単な決定で

はない」と述べた。 

ミシガン州トラバース市に本拠を置くノースベイ青果会社（North Bay Produce）でリンゴとアスパラガスの部

門長を務めるケン・コーソン氏は、リンゴの約５％はクラブ品種であると話す。 

同氏は、クラブ品種の中には、ピンクレディーのように比較的簡単に利用できるものもあるが、例えばワシン

トン州内の生産者専用のコズミッククリスプ（Cosmic Crisp）のように、他の品種ではより難しいと述べた。 

また、アンブロシア（Ambrosia）は以前はブランド品種であったが、もはやそうではないとして、より多くの果

樹を植えることができるようになったので、アンブロシア品種の人気は高まると考えていると述べた。 
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同氏は、どのブランドリンゴが成功するかを予測するのは難しいと言い、「本当に良いものがそれを成し遂

げる。非常に種類が多く、ぎりぎりでブランド化されたようなものは決してうまくいかない」と述べた。 

さらに同氏は、インフレとブランドリンゴのコストの上昇が懸念事項となる可能性があるとして、「収益を求め

る人々は、これらのためにやや損をするかもしれない」と述べた。 

スパルタ村に本拠を置くリバリッジ青果物販売会社（Riveridge Produce Marketing Inc.）の販売部長であるト

リッシュ・テイラー氏は、同社では、ピンクレディーやアンブロシアなど、過去には管理された品種がいくつか

あったが、それらの品種はもう提供していないと述べた。 

同氏は、「弊社は、消費者が求める品質のリンゴを必要な量だけ生産するため、主要品種の開発と果樹園

の設置に注力している」と言い、「また、我々は商業規模での有機栽培試験に取り組んでおり、これはミシガ

ン州では新しい」と述べた。 

また、同社は古い品種や色の薄い品種を植え替えており、「色と品質がより良い系統を植え、また小売業者

と消費者が求める食味と外観で面積当たりの収益性が高い新しい品種と系統に焦点を合わせている」と語っ

た。 

［同社は、昨年より３〜４日早く、８月の第３週に収穫を開始する予定であると同氏は言う。同社は約２０種類

のリンゴを提供している。］ 

ドッド氏は、いかなる新しい取り組みにもリスクがあると言い、「おそらく、取り入れるものを選ぶ方が、取り除

くものを選ぶより難しい」と述べた。 

しかし、ブランドリンゴがなくなることはない。 

同氏は、「我々にとっての『聖杯』（究極の目標）は、リンゴの消費量を増やすことである。そのためには、より良

い食体験を創造する必要がある。新品種の中には失敗するものもあれば、成功するものもあるだろう。最終

的には、より良い食体験をすることができるため、消費者のためになる」と述べた。 

執筆者： トム・バーフィールド 

（訳注： ［ ］は、原文記事中の写真（省略）の説明文から取り込みました。） 
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１５５．トルコ 今年のリンゴ出荷シーズンの見通し 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月１４日 

青果物輸出業者エンギンタリム社の販売責任者であるアルプ・エレン・ヤプラク氏は、今年のリンゴ出荷シ

ーズンは難しくなる可能性があると言う。出荷量は前年と同程度と予想される。同氏は、「トルコのリンゴの総

収穫量は平均的で、昨シーズンとほぼ同程度のようである。一方、春以降の頻繁な悪天候は、全般的な品質

に悪影響を及ぼした。このため、高品質の、特に輸出品質のリンゴの入手可能性が大幅に低下した。春の頻

繁で厳しい降霜と７月中旬まで見られた異常な降雹が主な原因であった」と述べた。（以下「 」は同氏の発言） 

保護ネットのおかげで、同社の果樹園はほとんど被害を免れたが、それでも一部、低品質のリンゴに対処し

なければならないとヤプラク氏は説明する。「弊社の果樹園もこれらの悪天候の影響を受けるが、防雹ネット

で１００％カバーし、霜に対しては送風機と高圧スプリンクラーシステムで８０％カバーすることで守られ、他の

生産者と比較して良い状態に保てる。しかし、ほぼ全面的に保護対策を講じているにもかかわらず、我々も

影響を受けている。収穫時期直前の今の暑い気象条件は果樹が対応できる以上のものであるため、まだ安

心できる状況ではない。地中海沿岸のすべての地域でこのような天候が続く場合、リンゴが通常あるべきサイ

ズより小さくなっても驚くに値しない。」 

このトルコの輸出業者は、近い将来最も人気のある品種を生産できると約束している。これは、研究を行い、

新しい品種を確実に植えることを意味する。「特に過去２年間、弊社は市場の需要、味、風味、棚持ち、さらに

我々の環境に適しているかという点について、将来の品種を研究するために多くの時間を費やした。弊社は

世界のトップレベルの育種会社と連携し、近い将来市場を支配すると思われるクラブ品種に参加し、慎重に

選択を行っている。弊社はすでにこれらのうちのいくつか、５つ以上、の新しい品種を植えており、将来及び

すべての市場に備えて果樹園の新植と改植を続ける。これにより、グローバルな競争で強力な優位性を獲得

し、常にトレンドを先取りする贅沢を取引先に提供する。」 

同社はインドの市場に主に焦点を当ててきているが、このトルコの輸出業者にとって他のアジア諸国も重要

である。「インドではレッドデリシャスの需要が急増しており、弊社の最強の市場である。湾岸諸国は、地理的

に近いという利点があり２番目の市場である。東南アジアはこれらに次ぐが、トルコが議定書を交わしている 

ＡＳＥＡＮ諸国の数は非常に限られている。ベトナム、インドネシア、フィリピン等の成長市場は、トルコのリン

ゴ輸出にはまだ利用できない。最後になったが、弊社にとっての新星はアフリカで、ケニアを中心に展開して

いる。弊社のグローバルなアボカド事業のおかげでケニアの事務所内に強力な物流・販売チームがあり、ア

フリカへの輸出と販売を毎シーズン２倍以上に増やしている。今後のアフリカ市場に大変期待している。」 

ヤプラク氏は、トルコの出荷シーズンはまだ初期段階にあるため、同社の最も人気のある品種がどれもまだ

手配できず、現在は需要に追い付いていないと強調する。「出荷シーズンが非常に早く始まり、特にインドか

らの引き合いが非常に強い。これには主な理由がいくつかある。１つ目は、特にレッドデリシャス、グラニース

ミス、ゴールデンデリシャス等の主要品種で、高品質のリンゴが入手できないことである。第２の理由は、輸出

市場での過去５〜１０年間のトルコ産リンゴの好調な業績である。しかし、これらの実績のある市場での拡大

に加えて、参入したい新しい市場もたくさんある。ベトナム、台湾、フィリピン、インドネシアなどの地域はよく

知っているので、これらの新しい市場のいくつかで主導権を握ることができるとさえ期待している。コロンビア

は昨年トルコに門戸を開き、十分に注力すれば、今後数年のうちに中米で成長できると思う。」 

「今年は非常に難しいシーズンになると予想している。シーズンに影響を与える多くの強力な外的要因があ

る。世界的な景気後退は現実のものであり、我々は昨年からそれを強く感じている。人々はお金をより一層注

意深く使い、食べるものも非常に選択的になっている。もう一つの課題は気候であり、その問題は一層深刻

になっている。我々は、より良くより強力な気候変動対策がとられることを望んでいる。すべての農業経営者と

生産従事者はその生計が気候に依存しているので、気候に関してこれまで以上に大声で叫ぶべきだと思う。」 

執筆者: ニック・ピーターズ 
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１５６．チリ 日本市場へのレモン販売を促進 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年８月１４日 

チリの柑橘類委員会は、日本市場への販売を促進する戦略の一環として、日本の輸入業者と流通業者向

けのワークショップを開催し、柑橘類の提供の可能性を強調した。 

イベントの中で、果実輸出業者協会（Asoex）のアジア・ヨーロッパ市場向け販売部長であるシャリフ・クリスチ

ャン・カルバハル氏は、最新の生産・輸出統計と、輸入業者をサポートするための販促ツールを紹介した。柑

橘類は南半球の全果実輸出の３５％を占め、柑橘類の中でレモンは２６％を占めている。チリは南アフリカに

次ぐ南半球で２番目に大きな柑橘類輸出国であり、（南半球の）総輸出量の１０％を占めている。 

チリ柑橘類委員会の事務局長であるモンセラート・バレンズエラ氏は、「柑橘類はチリ産果実の世界への輸

出量の１３％を占めており、年間約４０万トンの輸出がある。我々の主な市場は米国だが、レモンに関しては

日本が非常に重要な輸出先である」と述べた。 

同委員会はまた、輸入業者と流通業者が成長の可能性を見極める一助とするため、いくつかのスーパーマ

ーケットと日本の主要な地域市場である東京の大田卸売市場のツアーを開催した。 

カルバハル氏は「目的は、荷受け、販売形態、展示方法をその場で視覚化して、改善または強化すべき要

素を確認することであった」と述べた。 

バレンズエラ氏は「日本は非常に重要な市場である。今シーズンこれまでに、チリは３万９,２００トンのレモン

を輸出しており、そのうち２万２千トンが米国に、１万１千トンが日本に輸出された」と指摘した。 

同氏は、輸入業者が輸入計画を策定するのを助けるためにシーズンを通して同委員会が作成し、毎週配

布している収穫・輸出レポートについて紹介した。 

執筆者： マウラ・マクスウェル 

 

１５７．南アフリカ 柑橘類の出荷量は当初予測を約１千万箱下回る 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月１７日 

ある匿名希望の情報筋は、「当初の予想よりも数量が少ないのには様々な理由がある。最初の予測は１億 

６,５００万箱であったが、現在は１億５,６００箱である。果実の量が少ないのは、品質問題と収量のためである。

全般的に見て、それは植物検疫上の理由よりも供給側の問題であった」と述べた。昨年は、合計１億６,４８０

万箱の柑橘類が南アフリカから輸出された。 

中秋節（今年は９月２９日）の前に中国に到着する最後の貨物は準備中である。欧州での南アフリカ産果実の

免税期限が近づいていることも貿易の流れに影響を及ぼし始め、アジア向けの輸出業者は、ヨーロッパ向け

中心の季節になっており、果実を調達することが通常よりも困難であると本サイト（FreshPlaza）に語った。 

バレンシア種の出荷量は当初の予測より５００万箱少ない。 

今シーズン、果汁の価格が堅調で、北部の生産者に輸出とは別の選択肢を与えており、輸出されたグレー

プフルーツは３００万箱少ない。加工向け品質と小玉のグレープフルーツは輸出されていないが、南アフリカ

国内の伝統的なグレープフルーツ市場では消費者の需要が低迷しているようである。 

ダーバン港では、リーファーコンテナの輸出シーズンのかなりの低調ぶりが注目されている。今週以降、同

港では北部の産地からの柑橘類（主にバレンシア種とマンダリン）の出荷量が減るものと予想している。 

マンダリンの輸出量は昨年を約３００万箱上回り（３,３８０万箱と予想）、レモンも２０２２年の３,４７０万箱から今

年は３,５４０万箱に増加した。 

執筆者： キャロライズ・ヤンセン  
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１５８．エジプト 柑橘類の輸出が２１％増加 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月１６日 

エジプトの公式輸出記録によると、今シーズンの柑橘類の輸出量は昨年と比較して２１％増加した。２０２２

年９月から２０２３年６月までに、エジプトはすべての品目を合わせて９億７,６５５万６,４７５米ドル相当の１９６万 

４,０２６トン＊の柑橘類を輸出した。オレンジが柑橘類輸出の大部分を占め、前年度比２２％増の１６５万５,３３２ト

ン＊であった。（訳注＊：原文にリンクした元のデータに基づき数字の誤りを修正しました。） 

これらの数字について、輸出業者ゲリル社のエスラム・ゲリルＣＥＯに話を聞いた。（以下「 」は同ＣＥＯの発言） 

「昨シーズンは、スペイン、南アフリカ、モロッコでの悪天候、干ばつ、洪水により世界的に柑橘類が不足す

る中で、エジプト産柑橘類の需要が高かった。そのような状況下で、エジプトはその豊富で高品質な生産物

で際立っていた。農業生産部門の成功は、包装の品質、物流、及び梱包施設の近代化における大きな進歩

と同時に進行した。これらすべての自然要因と生産者と輸出業者のパフォーマンスにより、エジプトは輸出量

と輸出額の両方で史上最高のシーズンを達成することができた。」 

競争国の天候条件は、エジプトに有利となる当該国の輸出の減少を引き起こしただけでなく、エジプト産柑

橘類の輸入の急増につながった。たとえば、スペインのエジプト産オレンジ輸入量は、昨シーズンの２５トン

から今シーズンは約９万トンに増加した。 

価格の変動にもかかわらず、公式の数値は、輸出額の増加率が輸出量と同じ２１％であることを示している。

「価格はシーズンを通して上下したが、全般的に満足のいくものであった。小玉が多いことが心配であったが、

市場に他の選択肢がなかったため、最終的には取引先が受け入れてくれた。」 

エジプトの柑橘類の輸出は１０億ドルの大台に近づいており、次のシーズンが始まる前にこの数字を超える

ことを排除するものではない。「出荷シーズンは終わっておらず、我々は冷蔵保存した果実をまだ輸出してい

る。いずれにしても、来シーズンはこの大台を超えるだろう。」 

ゲリル氏によると、来シーズンの栽培面積はかなり増加する。「すべてのことは、天候条件等の生産の面で

もマーケティングの面でも、柑橘類産業の一般的な構造が変わらないことを示している。多くの投資家がこの

セクターに参加し、柑橘類や他の作物が新しい土地に植えられている。エジプトは世界の食料バスケットに

なりつつあり、世界中で最も必要とされている作物を生産する上で主要な役割を果たしている。そのため、柑

橘類、タマネギ、ジャガイモ、ニンニクなどの面積が増加している。」 

「弊社は、７００以上あるエジプトの柑橘類輸出業者の中で４位の地位を占め、昨年より２８％多い４万トン以

上を輸出し、全国平均よりも早く成長していることを光栄に思う。」 

執筆者: ユーネス・ベンサイド 

統計データ（アラビア語形式）は こちら （下表はリンク先のひとつを通常の形式に変換したもの） 

エジプトの柑橘類輸出 
直近（2022 年 9 月～2023 年 6 月）と前年同期の比較 

番号 品  目 
2021-2022 2022-2023 増減率 

トン 米ドル トン 米ドル 輸出量 輸出額 
1 生鮮オレンジ 1,361,192 656,242,209 1,655,332 774,455,343 22％ 18％ 
2 生鮮タンジェリン 153,352 92,218,611 178,474 129,211,655 16％ 40％ 
3 生鮮レモン(adalia 種) 94,153 48,423,577 105,543 58,107,165 12％ 20％ 
4 グレープフルーツ 15,128 10,228,844 23,501 14,326,989 55％ 40％ 
5 その他の柑橘類 51 27,695 1,024 353,444 1,918％ 1,176％ 
6 生鮮レモン(benzhir 種) 79 49,575 152 101,879 92％ 106％ 

合   計 1,623,955 807,190,511 1,964,026 976,556,475 21％ 21％ 
出典： 輸出入管理総局 外国貿易データ 

輸出シーズンは 9 月に始まり翌年の 8 月まで続く 
 

https://agfstorage.blob.core.windows.net/misc/FP_com/2023/08/15/EG_citrus_stats_2022_2023.xlsx
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１５９．米国 今年のリンゴ生産量は１０５億ポンド（４８０万トン）を超えると予測 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年８月１８日 

米国リンゴ協会（同協会）が８月１８日にシカゴで開催された同協会の２０２３年度展望会議で発表した新しい

報告書によると、米国のリンゴ業界は引き続き好調であり、豊富なリンゴが消費者に供給されると見込まれる。 

同協会の「業界展望２０２３」報告書は、米国及び世界のリンゴの生産、利用、貿易に関するデータと分析を

収録している。ニュースリリースによると、同協会のクリス・ガーラッハ業界分析部長が執筆したこの報告書は、

政治的逆風から気象災害まで、米国のリンゴ業界を取り巻く傾向と状況を詳しく調べている。 

リンゴの総生産量 同協会が米国農務省のデータを分析したところ、２０２３-２４作物年度の米国のリンゴの

総出荷量は２億５千万ブッシェルと予測される。リリースは、これは、昨年の出荷量と比較して１.５％の増加に

相当するとしている。この数字は、リンゴ生産上位７州のみを調べる農務省のデータよりも包括的である。リリ

ースによると、同協会は上位７州以外の州からの出荷量を分析し、それを農務省の数値に加えている。 

ガーラッハ氏はリリースで、「リンゴの上位生産州の大幅な増減があるが、全米の生産量が昨年の数字に匹

敵するだけでなく、それをわずかに上回ることを嬉しく思う。消費者が入手できる高品質の米国産リンゴは確

かにたくさんある」と述べている。 

上位品種 リリースによると、上位５つのリンゴ品種は次のとおりである。ガラ - ４,６００万ブッシェル、レッドデ

リシャス - ３,１００万ブッシェル、ハニークリスプ - ２,８００万ブッシェル、他の品種 - ２,５００万ブッシェル、

ふじ - ２,５００万ブッシェル。（米国リンゴ協会の報告書では１ブッシェル＝４２ポンド（約１９ｋｇ）） 

品種レベルでは、ガラが４,５００万ブッシェル以上生産され、米国のリンゴ市場の約１８％を占めるトップの座

を維持するとリリースは予想している。今年のトップ５には「その他の品種」が含まれている。リリースは、「他の

品種」が生産量トップ５品種に入るのは、あらゆる種類のリンゴに対する消費者の欲求の高まりの現れだとし

ており、またグラニースミスが２,４６０万ブッシェルで惜しくもトップ５を逃したことも指摘している。 

ガーラッハ氏は、「本日の展望２０２３のプレゼンテーションで、消費者の４８％が、買い物をするたびに同じ

品種のリンゴを購入すると回答していることを知った。つまり、買い物客の５２％は、食味、外観、店舗での販

促など、さまざまな属性に基づいてリンゴを購入する可能性がある。ほぼ５０対５０に割れており、生産者は消

費者の身近なお気に入りへの愛着を利用したり、何か新しいものを販売したりする機会がある」と述べた。 

リリースによると、レッドデリシャスは依然として２番目に多く生産されているが、その生産量は５年間で急激

に減少している。この品種は、２０１８-１９年度の出荷量と比較して４２％、つまり２,３００万ブッシェル減少した。

逆に、ハニークリスプの出荷量は同期間に４６％、つまりほぼ９００万ブッシェル増加した。 

上位生産州 州レベルでは、ワシントン州は２０億ドル以上に相当する１億６千万ブッシェルを生産して、引き

続き米国内トップの生産州であると見られる。これは、２０２２-２３作物年度からの２３％の増加を表している。

昨年は過去最高の出荷量であったミシガン州の生産量は、１５％以上減の２,７４０万ブッシェルと予測される。

しかし、ニューヨーク州が晩春の降霜に見舞われ、生産量がほぼ１９％減の２,６２０万ブッシェルとなるため、ミ

シガン州は第２位の座を維持すると予想される。報告書によると、このほかのリンゴの生産量が多い州は、ペ

ンシルベニア州、カリフォルニア州、バージニア州、オレゴン州である。 

リンゴの貿易 報告書によると、２０２２年の生鮮リンゴの輸出量は合計３,６２０万ブッシェルで、２０２１年の水

準から７％減少した。同時に、生鮮リンゴの輸入量も１３％近く減少して５３０万ブッシェルとなった。 

米国は依然として健全な正味プラスの貿易収支を維持しているが、リリースによると、総輸出量が４,８５０万

ブッシェルで、純輸出量が４,１６０万ブッシェルであった２０１８年の最高水準に戻るには、多くの取組みが必

要である。 

ガーラッハ氏は、「インドが米国産リンゴに対する２０％の報復関税を撤廃したという最近のニュースがあり、

その重要な市場を再構築するのに連れて、輸出数が増加し始めることを期待している」と語った。  
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１６０．中国 夏の干ばつと洪水が青果物生産者を襲う 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月１８日 

この記事の執筆時点で、中国の多くの地域で気温がまだ高い。天気予報によると、２０以上の省で、気温が

３０度、湿度が５０％を超える「サウナ日」が長く続くと警告されている。気象情報サイト ChinaWeather.com は、

大都市について、サウナ日になる場所と、身を守るために取るべき予防措置を示す高温チェックカレンダー

の提供を開始した。高温と湿度の組み合わせは、暑さを「耐え難い」ものにする。 

高温は暑さだけでなく、通常の気温や降水量からの逸脱による干ばつや洪水ももたらす。河北省、北京、

天津市などがある北部では、８月前半に大雨と洪水により、少なくとも２０人が死亡し、数百人が避難した。 

この地域、いわゆる中国の「野菜バスケット」は、中国の野菜生産にとって重要である。洪水の後、中国の農

業当局は、野菜栽培への影響を最小限に抑え、安定した供給を確保するため介入した。農業農村部（農業省）

は先週、河北省等８つの省に対し、農産物の出荷を支援するための４億３,２００万元（６千万ドル）の洪水救援

基金を提供すると発表した。（以下、野菜に関する記述を省略） 

新疆ウイグル自治区は中国西部の地域である。プルーンの季節が最近始った。この果実は人気があり、こ

の地域の栽培面積は年々拡大している。しかし、春の異常な寒波のために、プルーンの総出荷量は減少し、

各果実のサイズは大きくなりすぎた。 

あるプルーン業者はその経験を次のように述べた。「我々の地元では、春節の前に寒波があった。最低気

温が数日間連続で-２５℃まで下がり、多くの果樹が凍結して枯死した。これに続いて、５月上旬に長期間の

降霜があり、かなりの数の果実が凍結した。最後に、ここ数週間の大雨により果実が裂果している。」 

大雨はまた、四川省の赤肉系のスモモにも被害をもたらした。ある生産者は、「今年の赤肉系で歯触りの良

いスモモは８月の初めに市場に出荷した。７月末に猛烈な豪雨があり、その後も雨が降った。これにより、多く

の果実が裂果し、過剰な果汁により破裂した。今年の出荷量は５０％以上減少すると予想される」と述べた。 

水管理は果実と野菜の生産の鍵である。しかし、中国北部と南部で水の分布は不均一であり、一部の果樹

産地は干ばつに対して脆弱であり、他方洪水にさらされている産地もある。昨年の夏には極端な干ばつによ

り、巨大な長江が枯渇し、水力発電が不足した。 

政府は、情報管理と栽培指導を通じて生産者を支援しようとしている。農業農村部は、毎日の地域の天気

予報とともに詳細な栽培のヒントを掲載している北京華風気象情報サービスセンターを支援している。これは、

生産者に事前に通知するための監視・早期警報システムを強化する戦略の一環である。 

右図は、華風気象情報サービスセンターが提供する詳細な土壌水分量

マップ （訳注： 実際は降水量マップ） 

湖南省農業農村局は、生産者向けに高温と乾燥した天候への対策の

広範なリストを掲載している。 

これらは、肥培管理や水管理の強化から、遮光ネットの使用、温室への

ミスト噴霧、日焼け防止策として露地の果実と野菜を藁で覆うこと、さらに

病気の管理にまで及んでいる。 

果樹の場合、同局はまた、追加の土壌や藁で果樹の根元を覆うなど、土壌の保湿と冷却の対策をとることを

助言している。 

興味深いことに、同省のヒントとアドバイスの広範なリストには、これらの極端な気象条件の最悪の状況に耐

えているかもしれない果樹園労働者に対する保護対策は含まれていない。 

執筆者: アヌーク・シーモンスマ  
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１６１．世界のナシ・洋ナシ市場（抜粋） 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月１８日 

概要 世界のナシ・洋ナシ（以下「ナシ」）市場は、一部の国での生産の減少と出荷先優先順位の変更により、

今年はいくつかの興味深い傾向を示している。オランダでは、ヨーロッパのナシの予想収穫量が減少したこと

を受けて、ナシ生産者は用心深くも楽観的であり、ベルギーではイタリアの生産量の減少により良好な市況

を予想している。ドイツでは、（陸続きの）ヨーロッパとトルコからのナシの入荷量が増加し、海外（南米等）からの

輸入を上回っている。イタリアでは悪天候により出荷量が大幅に減少し、供給不足の可能性がある。スペイン

では、厳選されたナシ品種に対する強い需要に牽引され、またイタリア産の供給の減少に後押しされて、市

場は活気がある。南アフリカでは、ナシの輸出は昨年を下回ると予想されるが、為替の変動が希望の光とな

っている。中国のナシ園は洪水の影響を受けておらず、河北省では安定した収量を見込んでいる。北米で

はワシントン州のナシの出荷量がわずかに減少した。一方、アルゼンチンのナシの輸出はヨーロッパ市場か

ら離れて、近隣の中南米の輸出先を優先する方向にシフトしている。 

ベルギー: 良好な収穫予測とイタリアの不作がベルギー産ナシの良い市場を示す ベルギーのある業者は

次のように語った。「ベルギーでは大変素晴らしい収穫が近づいている。出荷量を見ると、地域によって多少

異なっている。品質と同様に、春の降霜の影響を受けた園地があるので、そこでは樹上の果実は少し少ない。

しかし、影響の小さい多くの園地では収穫量は減らないだろう。他国、特にイタリアの減収の予測と相まって、

生産者の間では期待が高まっている。」（ベルギーは欧州で有数のナシ生産・輸出国で、コンフェレンス品種の主要産地） 

「イタリアでは、かなりの不作に見舞われている。スペインの連絡先からは夏になってから予想よりも順調だ

と聞いている。多くのナシがとりあえずスペインに向けて出荷されたが、イタリアは今でもほとんど輸出ができ

ないため、通常はイタリア産のナシが供給される国々でチャンスが生まれている。」 

南アフリカ: ナシの輸出量が前年比で最大２０％減少 ラングルーフ地域では降雹により、その前から前年比

１０〜１５％減少すると見られていたナシの収穫量がさらに減少すると見られる。今シーズンのナシの輸出量

は、前年比およそ２０％減と見込まれる。８月からはＥＵ向けの輸出に関税がかかるため、中東、極東（中国、

香港、マレーシア、少量がシンガポール）、インド等に輸出される。ロシア向けはこの数年で大幅に減少した。 

中国: 河北省のナシ園は大洪水に見舞われていない 中国のナシのシーズンは始まったばかりで、今年の

ナシは７月から市場に入荷している。国の北東部にある河北省は、主要なナシ産地である。現在、河北省の

栽培面積は１０万ヘクタールを超え、年間３６０万トンのナシが生鮮市場に出荷されている。同省は昨年、史

上最高の１５万トンの生鮮ナシを輸出した。 

河北省のあるナシ栽培・輸出業者によると、８月の最初の週に北京と河北省を襲った大規模な洪水は、この

地域のナシ園に影響を与えていない。４月と５月に発生した１５度を超える大きな気温の変化も、果実の品質

に大きな影響を与えなかった。ほとんどのナシは春の中頃から収穫まで袋をかけられる。しかし、それは受粉

にわずかな影響を及ぼし、生産量は１０％減少すると予想される。 

別のナシ生産者によると、今年のナシの品質は大変良い。ここ数週間の暑さは作物に悪影響を与えていな

い。この生産者は、出荷量は昨シーズンと同様になると予想している。 

北米: 昨年に比べてナシの収穫量がわずかに減少 ワシントン州では、バートレット品種とスタークリムソン品

種から収穫が始まり、他の品種がそれに続く。春の天候は理想的で、５月の暖かさが一部の品種の落果を招

いたが、６～７月は涼しく果実の肥大と着色に最適であった。ある出荷業者は、「通常８月中旬に収穫を開始

するため、予定通りであった。全体的な作柄は昨年を下回るだろう」と言う。 

アルゼンチン: 近隣国への輸出を優先 業界団体が発表した最新の統計によれば、２０２３年前半の輸出量

約２３万１千トンは、２０２２年上半期の２０万１,０９０トンに対し１４.８％の増加となる。従来からの主要輸出先で

あるブラジルとロシアへの輸出は増加した（４１％増の７万９千トン及び３４％増の５万６００トン）。そのほか、ヨ

ーロッパ向けの輸出が前年比で減少した一方で、中南米諸国への輸出が増加した。  
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１６２．トルコの核果類事情（サクランボ） 
米国農務省ＧＡＩＮレポート ２０２３年８月１８日 

これは米国農務省海外農業局アンカラ事務所（トルコ）が作成した「核果類年次報告書」のサクランボ関係部分を訳したもので

あり、米国政府の公式見解及びデータとは異なる場合があります。 

要約 

トルコは従来から世界の主要サクランボ生産国の一つであり、しばしば輸出国トップ４に含まれる。甘果オウ

トウは主に中央アナトリア、エーゲ海、マルマラ、地中海の各地方で栽培されている。コンヤ、イズミル、マニ

サ、デニズリの各県は、これらの地方の中でトップのサクランボ産地である。サクランボの販売年度（以下「年

度」）は４月下旬に始まる。当事務所は、２０２３/２４年度シーズンのサクランボの総生産量が前年より多い   

９０万トンで、そのうち７２万トンが甘果オウトウ、１８万トンが酸果オウトウであると予測している。この増加は、

良好な天候と生育条件によるものである。 

トルコは世界最大の核果類（モモ等を含む）輸出国の１つであり、年間２５万トン以上を輸出しており、その大

部分はＥＵとロシアに出荷されている。近年、トルコの輸出業者は、極東、特に韓国でも核果類（サクランボ等）

の販売機会を探っている。 

＜サクランボ（甘果オウトウ及び酸果オウトウ）＞ 

栽培面積 

トルコは世界有数の甘果オウトウ生産国である。近年、輸出市場からの需要の増加を享受しているトルコの

生産者は、新しい果樹園に投資し、販売に適さない品種を伐根し、より競争力のある品種に改植した。果汁

の製造にも新たな投資が行われている。 

トルコの甘果オウトウ栽培面積は１０年前には増加傾向にあったが、近年はわずかに減少している（図１）。

当事務所は、２０２３/２４年度の甘果オウトウの栽培面積を約８万２千ヘクタールと推定し、酸果オウトウの栽培

面積は２万ヘクタールにとどまると予想する。２０２３/２４年度のサクランボの総栽培面積は２０２２/２０２３年度

よりわずかに少ない約１０万ヘクタールと推計する（原文のまま。文末の生産需給統計表と一致しません）。全体として、

サクランボの総栽培面積は、最高であった２０１７/１８年度からわずかに減少している（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去１０年間で、科学者たちは元々のナポレオン品種の収量と品質を向上させようとしてきた。スレイマンデ

ミレル大学のある科学者は、３つの高収量のトルコ型ナポレオン品種を開発した（ニュースリンク）。これらの改

良に続いて、生産者らは古いトルコ品種のナポレオン甘果オウトウの果樹を改良品種に置き換えており、栽

培面積が減少しているのに対し、生産量は増加している（図１、８）。トルコの公式データによると、２０２２年の

国内のサクランボの推定果樹本数は合計約２,７８０万本であった。甘果オウトウの結果樹総本数は、１０年間

で１,８００万本から２,２００万本に増加した。酸果オウトウの結果樹総本数は横ばいである（図２、３）。 

出典: トルコ統計局 ２０２３年 

 

図１ トルコのサクランボ（甘果オウトウ及び酸果オウトウ）栽培面積 ２０１３-２０２３

年 
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サクランボの起源がアナトリア地方北部であるため、トルコには多くの貴重なサクランボの遺伝資源がある。

トルコでは１００種類以上の甘果オウトウが生産されている。トルコのナポレオン品種としても知られる０９００  

Ｚｉｒａａｔ品種は、トルコで開発され、輸出市場で要求される高い品質特性を満たしているため、最も人気がある。

その果肉はピンクと赤で、ハート形の果実は明るく、しっかりしていて、ジューシーで、非常に大きく、輸送に

適しており、貯蔵寿命が長い。しかし、生産者は、より高品質の果実、遅い収穫時期（シーズンの後半に価格

が上がるため）、及びより高い収量を求めて、スイートハート（Sweetheart）、セレステ（Celeste）、アーリーロリー

（Early Lory）、コルディア（Kordia）、レジーナ（Regina）、サム（Sam）、サンバースト（Sunburst）等の新しいサク

ランボ品種を試し始めている。 

生産 

甘果オウトウは、主にトルコの中央アナトリア、エーゲ海、マルマラ及び地中海の各地方で栽培されている。

コンヤ（１０.３％）、イズミル（１０％）、ブルサ（９.２％）、マニサ（７.３％）、アマスィヤ（５.８％）の各県は、これらの

地域の中で最大のサクランボ産地である（図７）。トルコでのサクランボの収穫は５月下旬に始まり、８月上旬ま

で続く。サクランボの出荷シーズンの正確な時期は地域や気象条件によって異なるが、一般的に、トルコの

サクランボの収穫のピークは６月である。サクランボの収穫は５月下旬にイズミル県のエーゲ海沿岸で始まり、

６月または７月にさらに内陸のアフィヨン、ブルドゥル、サリリ、コンヤの各地域で始まる。カフラマンマラシュ県

では８月に収穫される。 

図２ トルコの甘果オウトウの果樹本数 ２０１３-２０２３ 

図３ トルコの酸果オウトウの果樹本数 ２０１３-２０２３ 

 

出典: トルコ統計局 ２０２３年 

 

出典: トルコ統計局 ２０２３年 
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図７ トルコの主要サクランボ産地 

 

当事務所は、良好な天候と生育条件を考慮し、２０２３/２４年度のサクランボの総生産量を９０万トン、そのう

ち７１万８千トンが甘果オウトウ、１８万２千トンが酸果オウトウであると予測している。トルコ統計局（TurkStat）の

当初の年間見通し（２０２３年５月時点）は、２０２３/２４年度の甘果オウトウの生産量を、２０２２/２３年度の推計

値６５万６,０４１トンに対して１８.６％増の７７万８,０６５トンとしている。主要産地では総じて収穫量を増やすのに

十分な雨が降り、今年は霜害がなかった。生産者にとって今シーズンの唯一の課題は、春の気温の上昇が

遅く、収穫が遅れたことであった。酸果オウトウの生産量は、近年の水準（過去１０年間の平均は約１８万３千ト

ン）と同程度にとどまった。 

深刻な食料インフレがトルコ経済を揺るがしたにもかかわらず、収穫量の増加により、今年のトルコリラ（ＴＬ）

で表した甘果オウトウの価格は横ばいである。本報告書の執筆時点では、甘果オウトウの小売価格は、５０〜

９０ＴＬ（１.８５〜３.３３米ドル）/ｋｇの範囲である。酸果オウトウの小売価格は、約７０〜９０ＴＬ（２.５９〜３.３３米ド

ル）/ｋｇである。現在の米ドルの為替レートが昨年のこの時期よりも５０％高いため、甘果オウトウ及び酸果オ

ウトウの米ドル表示の価格は昨年よりも低くなっている。 

投入資材の価格は、外貨に対するトルコ通貨の弱さとトルコ国内のハイパーインフレにより急激に上昇して

いる。２０２２年３月から２０２３年３月の間に、肥料の価格は約２０％、農薬の価格は約３５％、エネルギーの価

格は約１１.５％上昇した。２０２３年３月から２０２３年８月の間の為替レートの急激な上昇により、肥料価格はさ

らに４２％上昇し、燃料価格は約５０％上昇した。生産者は、急速に上昇する投入資材価格に追いつくのに苦

労している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典: トルコ統計局 ２０２３年 

 

図８ トルコのサクランボ生産量 ２０１３-２０２３ 
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近年の強い輸出需要が、サクランボ生産の増加の原動力となっている。トルコは、新しい栽培品種、台木、

誘引システム及び栽培技術を使用した近代的で高密度の果樹園の開発等、伝統的なサクランボ生産から現

代的なサクランボ生産にゆっくりと移行している。しかし、ほとんどのサクランボ生産は、家族経営の農場が運

営する農地で、主に伝統的な方法で行われている。季節労働者と家族経営農場の比較的安価な労働力が、

安定的で安価な労働力供給という利点を提供している。 

輸出市場の成長により、トルコの甘果オウトウの生産量は２０１３/１４年度から２０２２/２３年度の間に２４％増

加した（図８）。輸出市場の仕様に合うより高品質なサクランボの生産の増加は、国内市場向けのサクランボの

品質の向上にも役立った。一方、酸果オウトウは主にトルコの果汁・ジャム産業で使用され、その生産量は横

ばいである。 

消費 

トルコでは、１００品種以上のサクランボがさまざまな形で消費されている。国内では、トルコで生産される甘

果オウトウの半分以上が生鮮で消費される。すべてのサクランボ生産の約２０％は、加工部門で缶詰製品、マ

ーマレード、冷凍果実、果汁の製造に使用される。大部分の加工品は酸果オウトウから製造される。２０２３/ 

２４年度の国内消費量は、前年と比較して４万８,１００トン多い約８２万３千トンと推定される。 

貿易 

トルコは年間２５万トン以上の核果類を輸出しており、その大部分はＥＵとロシアに出荷されている。トルコの

ほかには、チリ、米国、香港が世界の主要輸出国である。 

トルコの輸出業者は、南アジアと東アジアでの核果類の輸出機会の拡大を模索し続けている。トルコの生

鮮サクランボの輸出量は、生産量の減少により過去２年減少した（図１０）。しかし、当事務所は２０２３/２４年度

のトルコの生鮮サクランボの輸出量を、生産量の増加とＥＵ諸国からの安定した需要により、２０２２/２３年度

の輸出量５万８千トンより約３３％多い７万７千トンと推定する。 

 

 

また、トルコは近年、ロシアとＥＵの市場への輸出を増やしている。２０２２/２３年度のトルコ産サクランボの主

な輸出先は、ロシア（２万５,１６９トン）、ドイツ（１万５,３４３トン）、イラク（７,８１３トン）である（表１）。 
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図１０ トルコのサクランボ輸出量及び輸出額（２０１３-２０２３年） 
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表１ トルコの生鮮サクランボ輸出量 ２０１８-２０２３（トン） 
輸出先 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 2022/23 

ドイツ 23,651 27,180 25,894 24,558 15,343 
ロシア 24,019 25,414 29,788 23,117 25,169 
イラク 13,171 10,281 7,243 7,128 7,813 
オランダ 1,298 2,546 2,141 2,241 1,116 
オーストリア 785 1,961 3,877 2,195 407 
イタリア 1,583 1,166 2,754 1,153 20 
スウェーデン 1,289 1,151 1,363 1,311 833 
ノルウェー 1,887 1,392 1,522 1,519 1,157 
デンマーク 1,380 1,243 1238 1,030 1,013 
英国 1,087 686 1,373 832 122 
世界 75,377 80,542 87,511 70,948 57,915 

出典: Trade Data Monitor, LLC 2023 

マーケティング 

近年、甘果オウトウの生産量と販売量がかなり増加した。トルコでは、マーケティングに精通した企業の数が

増加し、冷蔵倉庫や追加の梱包施設への投資が増えている。生産者は、輸出市場で求められる甘果オウト

ウの品種を生産できるように訓練される。輸出市場や規制を知っている市場志向の商人も増えている。トルコ

政府は、輸出市場向けの高品質な甘果オウトウを生産するために、古い甘果オウトウ果樹園を改植する生産

者に補助金を支給している。甘果オウトウに関しては、国内消費と嗜好は長年にわたって同様の水準にとど

まっているが、甘果オウトウの輸出は適切なマーケティング戦略により増加を続けている。 

政策 

安定した輸出需要と政府の支援により、トルコの生産者は核果類の新しい果樹園に投資することができた。

農林省の農業者登録制度に登録した生産者には支払いがある。 

農林省は、２０２３年に果樹園を設置するために村に戻る農民に対する補助プログラムを発表した。プログラ

ムによると、資格を満たす生産者は、３万ＴＬ（１,６６７米ドル）の補助金と１０万ＴＬ（５,５５６米ドル）の融資を得る

ことができる。詳細については、農林省のウェブサイトを参照願いたい。 

同省はまた、引き続き、燃料と肥料、認定された標準苗木、有機農業、及びサンプル分析について支援を

行っている。このプログラムは、より高品質の果樹が確実に植えられるようにするため、政府認定の矮性苗木

を購入する生産者の投資を支援する。トルコはまた、電子商取引、見本市への参加、市場調査の実施などへ

の補助金の提供等さまざまな輸出プログラムを通じて果汁輸出業者に助成金を支給している。詳細について

は、貿易省のウェブサイトに掲載されている。 

トルコのサクランボ生産需給統計 

甘果オウトウ・酸果オウトウ（生鮮） 
販売年度の始まり 
トルコ 

2021/2022 2022/2023 2023/2024 
2021 年 4 月 2022 年 4 月 2023 年 4 月 

農務省公式 今回推計値 農務省公式 今回推計値 農務省公式 今回推計値 
栽培面積（ヘクタール） 101,700 101,691 101,000 99,168 0 102,000 
収穫面積（ヘクタール） 0 0 0 0 0 0 
結果樹本数（千本） 27,800 27,809 28,000 27,811 0 28,200 
未結果樹本数（千本） 6,700 6,703 6,500 6,800 0 6,700 
果樹総本数（千本） 34,500 34,512 34,500 34,611 0 34,900 
商業的生産量（トン） 873,591 873,591 980,000 832,811 0 900,000 
非商業的生産量（トン） 0 0 0 0 0 0 
生産量合計（トン） 873,591 873,591 980,000 832,811 0 900,000 
輸入量（トン） 40 0 50 0 0 0 
総供給量（トン） 873,631 873,591 980,050 832,811 0 900,000 
国内消費量（トン） 802,731 802,645 900,050 774,896 0 823,000 
輸出量（トン） 70,900 70,946 80,000 57,915 0 77,000 
市場からの隔離（トン） 0 0 0 0 0 0 
総仕向量（トン） 873,631 873,591 980,050 832,811 0 900,000 
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１６３．世界のオレンジ果汁は依然として供給不足が価格を支える 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月１８日 

２０２２/２３販売年度（以下「年度」）の世界のオレンジ果汁総製造量は１５０万トンで、前年度比９％減であっ

た。米国農務省によると、オレンジ果汁の消費は世界的に堅調であるが、世界的な供給の制約により輸出は

減少すると予想される。ブラジルが最大のオレンジ果汁製造・輸出国であり、世界のオレンジ果汁市場の  

７０％以上を占めている。 

ブラジル、メキシコ、ＥＵ、米国はすべて、２０２２/２３年度にオレンジの収穫量が減少した。近年、米国のオ

レンジの作柄が異常気象とカンキツグリーニング病によって悪化しているため、米国はますますブラジルに

目を向けている。米国農務省のデータによると、米国の２０２２/２３年度のオレンジ果汁製造量は、前年度に

比べて４７％減少し、引き続き価格を押し上げている世界的な需給シナリオをさらに引き締めた。 

市場筋によると、ヨーロッパの主要小売業者らは、これらの高い価格水準で契約することに慎重である。７月

のブラジル産濃縮オレンジ果汁のミンテック（Ｍｉｎｔｅｃ）社ベンチマーク価格[ミンテックコード:４Q０４]は、前年

比８３％増の３,７７０ドル/トンに達した。これらの高価格にもかかわらず、自由購入市場におけるバイヤーから

の需要は依然として堅調である。市場筋は、価格が８月に高水準に達する構えであることを示唆している。生

産に関しては、状況がすぐに改善する可能性は低く、価格が緩和するのは、消費者が高価格を支払うことを

嫌って需要が減退する時だけであると市場筋は予想している。 

Ｆｕｎｄｅｃｉｔｒｕｓ（柑橘類保護基金）の最新の予測によると、ブラジルの２０２３/２４年度のオレンジ収穫量（主要

産地）は３億９００万箱で、前年をわずかに下回っている。この出荷量はブラジルにとって適正な推計値である

と考えられるが、市場筋は、減少する果汁の在庫を補充するには不十分であるという懸念を表明している。 

 

１６４．トルコ 熱波が農業生産者に困難をもたらす 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月２１日 

トルコのベリー輸出業者であるサフィールベリー社の上級副社長で農業技術者であるチハン・トズル氏は、

トルコの熱波は同国の農業全体について状況を困難にしていると言い、「６月の第１週にトルコ全土で気温が

上昇し始め、７月中旬から８月中旬の間に最高水準に達した。現在、トルコ南東部の気温は摂氏４４〜４５度

になっている。国全体が全般的に高温の影響を受けているが、特にトルコの南部地域は大きな影響を受けて

いる。最も影響の少ない地域は、国の北部の黒海沿岸地域である」と述べた。（以下「 」は同氏の発言） 

これが特定の作物にとって何を意味するかを考えると、植物が乾燥するリスクがあると同氏は説明する。「高

温は、特に若い植物で熱ストレスを引き起こし、植物を乾燥させる。それに加えて、高温は果実に日焼けの染

みを発生させ、収穫時期には収量が低下する。また、これらの高温と昨冬の少雨による水不足もある。冬の

雨が少なかったために、地下水位は急落し、ダムの水位も非常に低くなっている。８月には、多くの生産者が

作物の灌漑に苦労しており、それが一層の被害と低収量を引き起こしている。高温が植物に引き起こす熱ス

トレスはまた、健康な芽の形成に悪影響を及ぼす。特にサクランボなどでは双子果が発生する。」 

トズル氏によると、気候変動とインフレは果実や野菜の生産者に非常に困難をもたらしている。これによって、

全体的な生産レベルが低下する可能性がある。「これらの高温によって最悪の影響を受ける作物を見てみる

と、それは主に乾燥地農業で生産されるオリーブ、イチジク、クルミ、小麦、大麦などの品目である。生産コス

トの増加に伴い、農業生産者であることがますます困難になっている。気候変動、高温、水不足は人々を農

業から遠ざけ、農業生産の減少を引き起こす。トルコに特定して短期的に見てみると、このような気温が続け

ば、特に収穫間近のイチジクやオリーブなどの農産物で収量と品質が低下する。」 

執筆者: ニック・ピーターズ 
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16５．北米 山火事、サイクロン、地震が西海岸に影響 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月２１日 

ブリティッシュコロンビア州（カナダ）の山火事により、何万人もの人々が避難した一方で、今週末、カリフォル

ニア州南部は数十年ぶりの熱帯低気圧に襲われた。同じ日に、同州ベンチュラ郡の地震では広範囲で揺れ

があった。 

ブリティッシュコロンビア州の山火事 

ブリティッシュコロンビア州ケロウナで山火事が続いており、同地域では大規模な避難、資産や建物の破壊、

多くのサービスの停止などが引き起こされている中、州の青果物業界に関する最初の更新情報が届いてい

る。この地域は果樹産業で有名で、リンゴ、核果類、その他多くの果実を生産している。同州の果実生産者

協会（BCFGA）によると、同州内陸部の果樹産業では８００人の生産者が果樹園を営んでおり、生産者、梱包

業者、加工業者は１,５００人を直接雇用している。 

ある生産・出荷業者は、その事務所で働く多くの従業員が山火事のために避難したと述べた。BCFGA のグ

レン・ルーカス事務局長は最新情報として、「（影響を受けたのは）主に森林部と、市の周縁部にある松林の

中に住宅がある「境界」区域であった。ラハイナ地域（ハワイ州）の事例は例外があることを示しているが、通

常、果樹園は灌漑のおかげで安全であり、果樹園に達すると火は止まる」と述べた。 

ルーカス氏は今朝早く、「天候が涼しくなったので、消防隊員は非常に激しい火災の炎から一時解放される。

さらに火曜日から水曜日に予想される雨が役立つ」と付け加えた。果樹園はおおむね火事の影響を受けて

いない。同氏はさらに、「煙のために屋外の作業が１日か２日中断する可能性があるが、これは週末と重なっ

たため、混乱は最小限に抑えられた」と述べた。 

生産者らは、今後数日で物事が平常に戻ることを期待している。同氏は、「８月下旬から９月上旬のリンゴと

ナシの収穫開始に十分間に合う。現在は非常に煙が濃いが、（極端な場合）果実の日焼けを起こす可能性

のある強烈な日差しを遮っている。煙は醸造用ブドウに影響を与える可能性があるが、通常の果樹には影響

しない」と言う。 

ハリケーンヒラリー 

南の方では、ハリケーンヒラリーが日曜日にメキシコに上陸し、熱帯低気圧となって米国南西部を通過した。

それはカリフォルニア州南部で猛烈な風と記録的な量の降雨を引き起こし、住民は落下した送電線や水没し

た道路に対処しなければならない。山岳地帯と砂漠地帯では、砂漠地帯で通常年間を通じて降るのと同程

度の５〜１０インチの降雨があった可能性がある。熱帯暴風雨がカリフォルニア州南部を襲ったのは、１９３９

年以来ヒラリーが初めてである。 

国立気象台によると、ロサンゼルス地域では１日の降雨量に関する記録がいくつも破られた。ロサンゼルス、

サンバーナーディーノ、デスバレー、ベンチュラ、サンタクラリタ等の地域で、鉄砲水に関して２０を超える警

報が発令された。ヒラリーは、カリフォルニア州からさらに北に移動し、そこでも大きな被害を引き起こす可能

性がある。農産物の生産に関して２つの重要な州であるオレゴン州とアイダホ州の一部でも、最大５インチの

降雨が予想される。 

カリフォルニア州が日曜日の午後にヒラリーの到来に備えていたちょうどその時、ロサンゼルスの北西約８０

マイルにあるベンチュラ郡オーハイ市ではマグニチュード５.１の地震に襲われた。これまでのところ、被害や

死傷者の報告はない。オーハイバレーは農業が盛んで、タンジェリンの一種であるオーハイピクシーで知ら

れている。 

執筆者: マリーケ・ヘムズ 
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１６６．南アフリカ コロナの後遺症が中国・アジアの柑橘類市場に影響 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月２１日 

中国向け柑橘類の輸出業者らは本サイト（FreshPlaza）に対し、南アフリカ産柑橘類をアジア市場向けに調

達するのが難しいと語った。今シーズンは果実が大きく、収量が予想を下回っており、柑橘類の出荷業者ら

は、黒星病の発生率が高いことに加えて、スペイン産の不足によってヨーロッパで生じた市場機会に対応す

るため、ヨーロッパ向けの事業で忙しい。 

ある匿名希望の中国向け輸出業者は、「しかし、ここ数週間、出荷業者らは東南アジア向けに力を入れて

いるように感じられる。これまでは果実を入手するのに本当に苦労していた。特にオレンジでは、果実のサイ

ズが問題であった。入数７７、８８、１０５（１５ｋｇ/箱）では、中東・ヨーロッパ向けと競合した。これら２つの地域で

は需要が非常に強くバイヤーは価格を上げることを躊躇しないが、アジア市場の価格設定はそれほど積極

的ではなかった」と語った。（以下「 」はこの業者の発言） 

現在、輸出業者は中秋節の前に到着する最後の果実を梱包している。８月末と９月上旬は、彼らが最も重

視している販売期間である。 

アジアでの販売は、晩生のネーブル（南アフリカ産栽培品種のカンブリア（Cambria）、ウィトクラン（Witkran）、

ラステンバーグ（Rustenburg））、ミッドナイトバレンシア（Midknight Valencia）及びナドルコット（Nadorcott）によ

って牽引されているが、今年は９月２９日に当たる中国暦の重要な祭（中秋節）の後に果実が到着した場合、

それは休暇の期間に当たり、果実の販売に激しいブレーキがかかる。さらに、１０月には中国国内産のソフト

柑橘類の収穫が始まる。 

アジア向け柑橘類輸出は減少傾向 

この輸出業者は、同社と業界全体で、中国や他のアジア諸国への柑橘類の出荷が前年比で減少している

と話す。ほんの数年前、中国は南アフリカ産果実の最大の市場と見なされていた。この輸出業者は、この現

象の理由はコロナ禍にあるに違いないと考えている。 

「コロナ後の影響は、過去２年ほどよりも今年の方が具体的に見られた。それは、市場の動向と入荷状況、

他の市場からの引き合いの強さの組み合わせで決まると思う。中国の検疫条件に合わせて出荷することには

常にリスクがある。中国との間で問題が発生した場合、どこに果実を持っていくのか? そのため、輸出業者は

しばしば中東のような無難な市場に向かう傾向がある。」 中国向けのレモンの出荷条件が緩和されたとき、

業界ではそれを魔法のような解決策だと考えたが、実際には中国はレモンを自給自足しているため、中国に

出荷された南アフリカ産レモンの数量は限られていたとこの業者は述べた。 

グレープフルーツの暗い見通し 

「中国向けには、厳選されたグレープフルーツを限られた量だけ出荷したが、正直言って、それほど目立っ

た成果はなかった。受け取り業者からは、生鮮グレープフルーツの需要が大きく変わったと聞いている。今は

多くのグレープフルーツが加工用に向けられており、例えばバブルティーに使われている。」 

対中貿易の別の専門家は、以前はグレープフルーツをコンテナで３０～３５本ほど中国に輸出していたが、

今シーズンは需要が少ないために５本だけであったと言う。この専門家は中国経済が圧迫されていることに

同意する。南アフリカのグレープフルーツ出荷業者は、加工向け品質や極端に小玉の果実を輸出しないこと

としたが、それにもかかわらず中国でのグレープフルーツ価格（出始めの１〜２週間を除く）は実際にうまく上

がらず、１箱（１５ｋｇ）当たり１００〜１３０人民元（１人民元＝約２０円）にとどまった。 

心配なことに、日本人もグレープフルーツを食べる量が減っているようである。輸出業者らは、日本のグレ

ープフルーツ需要を２５％減と推定している。一方、コナカイガラムシを拒絶する韓国でも南アフリカ産グレー

プフルーツの入荷量が減少した。南アフリカ北部の産地では果汁価格が堅調なことから、シーズンの早い段

階でグレープフルーツの輸出を停止した。 

執筆者: キャロライズ・ヤンセン  
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１６７．トルコ産リンゴの有望な季節 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月２１日 

サリックスフルーツ（Salix Fruits）社はトルコ産リンゴの出荷シーズンの開始を発表した。同社は今シーズン

の生鮮リンゴを提供する準備ができており、さまざまな市場で生産者とバイヤーの期待が高まっている。 

アダナ、カラマン、ウスパルタの各県及び北西地方の産地を回る中で、同社のチームは果樹園で熟練の準

備作業が進んでいるのを見てきた。それは、有望なシーズンを予感させるものであった。 

２０２２年に成功を収めた後、２０２３年シーズンの全体的な作柄予測は、数量の面で完全には明確でない。

予備的な指標は、局地的な雹害が数件あり、また様々な程度の黒星病の問題を予想している生産者もいるこ

とから、今シーズンの輸出ペースが少し遅くなる可能性があることを示唆している。 

これは、１級品が少し減り、国内市場向けの果実が増えることを意味するかも知れない。また、エギルディル

地域（ウスパルタ県）周辺の果樹園では、１か月に及ぶ大雨の後、果実の褐変が増えるかも知れない。 

アジア向け販売責任者であるハビエル・オルティ氏は、「それでも輸出市場向けの高品質な果実が十分に

ある。今シーズン始めの価格に関しては、出荷業者らは生産者の生産コストをいくらか気にかけているが、イ

ンフレと為替レートの変動により依然として不確実性がある」と言う。（以下「 」は同氏の発言） 

品種別では、インドを主要な出荷先として、レッドデリシャスが主体となる。ガラは毎年増えており、特にカラ

マン/ニーデ両県で新しい果樹園が成園化してきている。 

「生産者らは、地域によって８月末から９月の第２週頃に収穫を開始すると見られる。グラニースミスは、グラ

ニースミスチャレンジャー（突然変異種）を含め、特に北西部地域から良いものが出荷されると見られ、東南ア

ジアで伸びる可能性がある。」 

同社は、これらのほか、ふじ、ピンク系品種、ゴールデンデリシャスも提供している。 

「インド市場は過去５年間で大きな成長を遂げた。今シーズンは、同国の国内産が非常に少ないため、需

要は良好であろう。インドへの輸入関税が引き下げられた米国ワシントン州産のリンゴの復活についてはいく

らか懸念があるが、それでもトルコ産のレッドデリシャスはより競争力のある価格によってインド市場でその地

位を獲得してきた。」 

中東は多様なリンゴ品種の極めて重要な市場であり、東南アジアは特にガラとグラニースミスについて堅調

な成長市場として浮上してきている。中南米諸国とタイは、可能性と成長が期待され、探求すべき道として台

頭してきている。 

「弊社がトルコから輸出する他の品目は、サクランボ及び核果類（シーズンが終了したところ）、イチジク（今

から出荷）、ザクロ（９月に出荷開始予定）、柑橘類（レモンは９月から）等である。弊社はすでに取引先と販売

計画について協議しており、素晴らしいシーズンを楽しみにしている。」 

 

  



72 

１６８．米国 ワシントン州のリンゴ生産量は２９％増加 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月２２日 

ワシントン州は、次のシーズンのリンゴの出荷量が驚異的に２９％も増加すると誇らしげに報告している。こ

の出荷量の急増は、外観がきれいで品質の良い果実の豊かな実りを育んだ春の良好な生育条件に帰すこと

ができる。 

すべての小売チャネルに販売促進のチャンスがある。小売業者は、年間を通じた販促を支える安定したリ

ンゴの供給を期待できる。スーパーフレッシュ農場（Superfresh Growers）のキャット・ジャイプスチュワート販売

部長は、「今年は昨年の商品販売計画とは全く違う。今年はリンゴの量が多く、品質も良いので、リンゴを売り

場の中心に据える年になる」と説明する。（以下「 」は同部長の発言） 

ハニークリスプとコズミッククリスプ 

今年のリンゴの収穫量は、すべての品種で２桁（パーセント）の印象的な増加を示している。この量の多さは、

すべての味覚と好みに応える色とりどりの選択肢の多さと言い換えることができる。「品種ではハニークリスプ

とコズミッククリスプが大幅な増加と並外れた品質を示しており、特に注目に値する。」 これらの品種の人気

の証として、消費者はこの２つの選択肢の間を行き来している。この傾向を利用して、両方の品種を同時に推

すか、交互に推して強力な２段構えの販促を行うかの二通りの販促戦略が推奨される。 

今シーズンの注目の品種は、オータムグローリー（Autumn Glory®）である。この品種は、収穫量の大幅な

増加が見込まれている。「シナモンとキャラメルの独特な風味と、秋を思わせる名前が特徴で、特にクリスマス

商戦前の１１月の販促において強力な選択肢となる。」 

果実のサイズが増大 

出荷量の多さを特徴とする年に、同社は、農業関係者の利益を最大化する申し分のない品質を提供するこ

とに専念している。全般的な果実の品質は昨年の標準を超えると予想され、果実のサイズが２段階も大きいこ

とが特徴である。特に、今年のサイズ分布は、中心となるサイズに集中し、大小両極端のサイズは量が少な

いことが注目される。 

有機栽培品と慣行栽培品の両方で、果実は傷がなく外観がきれいで、同社は品質が今年の中心的なテー

マになると確信している。５月の春の天候が理想的な生育条件を生み出し、健全な開花と最適な受粉を促進

した。さらに、春の気温は最適な栄養吸収を促し、２０２２年の相対的に寒い春に比べて著しく良くなり、ほとん

どの品種で良く肥大した高品質の果実の生育が確実になった。 

「２０２２年度シーズンは生産者にとって困難であった。過去は置き去りにして、新しい年の作柄を楽しみに

したい。昨年は一番悪い時期の嵐に伴う雪が受粉を妨げ、収穫時期には早期に寒波が訪れて、品質は理想

的とは言えず、収穫量は少なくなった。これらのことは今は記憶のかなたに置き去ることができる。」 
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１６９．米国 カリフォルニア州のモモ生産は減少するも全米をリード 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年８月２２日 

モモの産地の理想的なイメージとしてジョージア州（米国では「モモの州」と呼ばれる）を思い浮かべる人も多い

が、カリフォルニア州が圧倒的に最大のモモの産地であり、米国農務省（USDA）農業統計局によると、米国

のモモ全体のほぼ４分の３がカリフォルニア州で生産される。 

２０２２年には、カリフォルニア州は４７万５千トンのモモを収穫した。最近の米国農務省経済調査局の報告

書によると、２位はサウスカロライナ州で収穫量はわずか６万７,４００トンであり、ジョージア州は２万４,８００トン

で３位であった。 

 

州別のモモの生産量（提供: 米国農務省経済調査局）   訳注： １ショートトン＝907.18474 キログラム 

モモの生産量の減少を理解する 

カリフォルニア州はモモの収穫量で全米をリードしているが、その生産量はほぼ２０年間減少傾向にあり、

米国全体のモモ生産量の減少要因となっている。米国農務省農業統計局によると、６２万トンが収穫されたと

の報告がある２０１４年以降、カリフォルニア州ではモモの収穫量が減少している。同局によると、昨年は減少

傾向がやや安定したようで、２０２３年には２０２２年の４７万５千トンから４８万トンに増加する（原文のまま）。 

国内生産量を減少させる今年これまでの要因としては、ジョージア州とサウスカロライナ州では晩冬の季節

外れの暖かい天候や晩春の寒波など、厳しい気象条件を経験した。カリフォルニア州の前例のない雨と寒さ

も、モモの出荷シーズンの開始を遅らせる一因となり、２０２３年の米国全体のモモの収量が低下した。 

２０２２年の米国内のモモの総生産量は６２万５,６８０トンと推定され、２０１９年より８％少ない。２０２２年のカリ

フォルニア州のモモの収穫量は２０１９年よりも約５％少なく、１０年前に比べると２７％近く減少した。農業統計

局の最新の報告書では、２０２３年のモモの総生産量は、前年に比べ１３％減少すると予測されている。 

執筆者： クリスティン・リー・ロア  

米国の州別モモ生産量 ２０１９年～２０２３年予測値 

ショートトン 

サウスカロライナ州 ジョージア州 

注： fは予測値。生産量データは米国農務省農業統計局が調査した８つの州のもの 
粘核種と離核種の区分はカリフォルニア州のみ 

出典： 米国農務省 農業統計局のデータを用いて経済調査局が作成 

カリフォルニア州粘核種 カリフォルニア州離核種 

その他 
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１７０．デジタルトランスフォーメーションは農業食品ビジネスにどう役立つか 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月２４日 

デジタルトランスフォーメーションは、より収益性が高く持続可能な農業食品ビジネスの創出にどのように役

立つだろうか 

急速に技術が進歩する今日の世界で、農業食品業界は重要な決定を迫られている。世界の人口が増加す

るにつれて、すでに複雑で多面的な農産品・食品サプライチェーンは一層の圧力にさらされている。この重

要なサプライチェーンの中で効率性、透明性、持続可能性を確保するために、デジタルトランスフォーメーシ

ョンはもはや贅沢ではなく、必要である。デジタル化と自動化は、生産性を高め、効率的な資源利用を改善

する方法としてますますユビキタス（どこにでも存在するもの）になっている。また、より持続可能な食料システ

ムの必要性とも一致するものである。 

したがって、食品のより持続可能な未来を創造するための人工知能（ＡＩ）とデータ分析の基盤を形成し、サ

プライチェーンの可視化を可能にするデジタルトランスフォーメーションは、農産品・食品サプライチェーンに

とって極めて重要である。 

農産品・食品サプライチェーンにおけるデジタルトランスフォーメーションの必要性 

農産品と食品のサプライチェーンは、農業生産者や出荷業者から流通業者、小売業者、消費者まで、多数

の関係者が関与する複雑なネットワークである。従来、このサプライチェーンは、労働集約的で時間がかかり、

多くの場合非常に非効率的であるアナログな手法で管理されてきた。サプライチェーン全体にわたるリアル

タイムの情報共有と可視性の欠如は、過剰生産、資源の不十分な活用、食品廃棄物、限られたトレーサビリ

ティなどの問題を引き起こしている。デジタルトランスフォーメーションは、こうした状況の中で行われる。 

アナログからデジタルへ デジタル化によるデータサイロの解消 

農産品・食品サプライチェーンが直面する主な課題の１つは、データサイロ（データのタコつぼ）の存在である。

多くの場合、情報はサプライチェーンの個々の段階で封じ込められ、切れ目のないコミュニケーションとコラ

ボレーション（情報の流通と活用）を妨げている。 

これらのデータサイロの解消をさらに困難にしているのが、日常業務で数百万ドルの資金と数千の製品を

管理している大企業であっても、データの多くが紙とペンの形式で存在することである。 

さらに、企業は、サプライチェーンの下流で拒否や品質問題が起こる可能性を減らすため、出荷の前後に

上乗せの人的資源、時間及びリソースを投入して追加の仕分けを行うこともよくある。 

したがって、サプライチェーンの可視性を確保するには、そのようなデータの記録がデジタルの世界で適

用、拡張、運用できるように実施の工程を変革し、まずはアナログからデジタルに移行することが必要である。 

ディムート（DiMuto）社（シンガポール）のＱＲコードラベルは、各商品と外箱をワンセット（デジタルツイン）とし

てデジタルコードをすばやく割り当て、モバイルアプリとネット上のデジタル環境を介して取り込まれた生産と

サプライチェーンのデータを、その商品と外箱に効率的に紐づけることができる。 

訳注： この翻訳は技術や考え方を紹介することが目的であり、特定の企業や商品を推奨するものではありません。 
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１７１．世界のブドウ市場（抜粋） 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月２５日 

オランダでは、南ヨーロッパ諸国の猛暑に関連してブドウの供給に問題があり、高品質のブドウの入手が著

しく難しくなっている。しかし、品質の良いブドウが３０〜４０％減少し、スーパー等での販売に適さない品質の

低いブドウが多いにもかかわらず、需要は依然として高く比較的安定した市場を維持している。 

ドイツでは対照的なシナリオを反映しており、ブドウ品種の品揃えの拡充が消費者の需要を満たしている。

豊富なブドウ生産で知られるイタリアは、悪天候や病害により、収量の大幅な低下（前年比最大３０％減少）に

対処している。生産量の減少にもかかわらず、市場のダイナミクスは価格を安定させ、生産者に前向きな見

通しを提示している。最初のトルコ産スルタナ品種が入荷し、需要は非常に高い。トルコの熱波により、業者

は収量と出荷量の減少を見込んでいる。 

フランスのブドウシーズンは始まったばかりで、醸造用のムスカット種が先導しており、今年は品質も量も優

れている。フランス南西部のモアサック地域のシャスラ品種は、予定より少し早く入荷している。全般的に、  

２０２３年産については生産者らは品質に関して非常に楽観的で、ある業者は良いシーズンになると見ている。

イタリアの品種である「イタリア」も現在フランス市場に入荷している。取引に関しては、需要にわずかな懸念

がある。業者らは核果類よりも市況が良いことを望んでいる。 

イタリアではシチリアの２０２３年の出荷シーズンが、通常より約２週間遅れて始まった。それは通常、温室栽

培の早生品種で５月に始まり、１２月の晩生品種で終わる。しかし、今年は秋の終わりまでに出荷が終了し、

出荷量が少なくとも３０％減少するリスクが高い。プーリア州の生食用ブドウは、べと病の蔓延とその結果とし

ての生産コストの少なくとも２０〜３０％の増加により、生産量が約３０％減少すると見られる。 

スペインのブドウの収穫は、これまでのところ熱波の影響を受けておらず、イタリアやエジプトとの競争が通

常よりも少ないという恩恵を受けている。遠方の目的地への輸出に関しては、海上輸送が前年よりも迅速で

運賃が手頃なため、スペインの輸出業者らは今年はより良い見通しを持っており、アジア、カナダ、米国、南

アフリカの市場で良い出荷シーズンにできると考えている。 

ポルトガルでは、今年は白ブドウの収穫が予定より１週間早く始まった。ポルトガル市場の需要は昨年よりも

高い。オランダ、ベルギー、英国向けの輸出は２週間前に始まり、今はポーランドも組み込まれている。今年

は、ブドウの輸出が４０％急増すると予測されており、その力強い輸出の可能性で際立っている。早い収穫、

温暖な気候、需要の高まりにより、有望な季節となっている。 

南アフリカでは、ブドウの出荷は数か月先で、リンポポ州では早い品種が発芽している。西ケープ州では雨

と雪の多い冬の天候に満足している。冬場の条件が良好なため実り多いブドウシーズンを期待している。一

方、エジプト産早生ブドウの輸入に品質上の懸念が生じた。北米、特にカリフォルニア州からのブドウの供給

はピークに達しており、小売業者らはこの最も品質の高い時期を活用している。 

北米のカリフォルニア州では、収穫は５月下旬に始まり１月まで続くが、最盛期は７月中旬に始まり、１２月の

下旬まで続く。まだ分からないのは、週末の熱帯暴風雨ヒラリーの影響である。ある生産・出荷業者は、産地

のほぼ全域でかなりの雨が降ったと言い、雨は熟したブドウに損傷を与える可能性があるため、一部の生産

者は果実を保護するために予防策を講じていると指摘する。この業者は、ある程度の影響が出ると見られ、

すべての被害を査定するには数日ないし１週間かかるだろうと言う。需要は強く、価格は昨年よりやや高い。 

ペルーは、異常気象や輸送の混乱などの問題にも関わらず、主要なブドウ輸出国として台頭してきている。

日本などの新規市場への参入は、この業界の回復力と適応力を示している。業界団体は、（日本には）１億  

２,５００万人の潜在的な消費者がいる一方、同業界は１,７００万米ドル以上の生食用ブドウの潜在的な輸出力

を有しており、他の輸出国に比べてかなり多い２６品種のブドウの参入を日本が承認したので、大量の輸出

が見込まれるとしている。 

訳注： 国ごとに、原文中で 2 か所以上に分散した記述を抜粋・統合している場合があります。  
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１７２．中南米４か国 国際連携でバナナのＴＲ４を防ぐ 
米州農業協力研究所（IICA） ２０２３年８月２５日 

メキシコシティ ２０２３年８月２５日（ＩＩＣＡ）-エクアドル、コロンビア、コスタリカ、メキシコの民間部門と国際機

関の代表者及び生産者は、バナナの栽培管理と、栽培の継続を危険にさらす病害であるＴＲ４（Fusarium 

oxysporum cubense tropical race 4 (FOC TR4)）の侵入防止と防除に関するグッドプラクティス（模範事例）の

経験を交換した。また、食品業界のすべての関係者が関与し、そのアプローチと管理に関する共同行動に

合意することの重要性を強調した。 

ＴＲ４に関するグローバルアライアンスと米州農業協力研究所（ＩＩＣＡ）が主催したフォーラムでは、パネリスト

らが、予防と訓練、この病気に耐性のある新品種のバナナを大量生産するための遺伝的改良、及び植物の

抵抗性を高め病気の伝染を止めるための制御方法の開発にセクターの取り組みを集中することの重要性に

同意した。 

フザリウム菌熱帯株４（ＴＲ４）は根を通して植物に感染し、致命的な萎凋病を引き起こす。この病気は、感染

した苗等の移動や、靴、衣類、農具、車両に付着したり、排水や灌漑用水に含まれたりする汚染された土壌

粒子を介して、新しい地域に広がる可能性がある。 

メキシコでは、バナナ栽培は同国の１５の州で行われており、最も収益性が高く、最も広がっている農業生

態系の１つであるため、この病原体の蔓延は非常に深刻な脅威となっている。 

ＩＩＣＡメキシコ代表のディエゴ・モンテネグロ氏は、バナナ生産の重要性を踏まえれば、共同行動をとらなけ

ればすべての食物連鎖が危険にさらされる可能性があり、そのため、食品業界のすべての関係者が関与し

て管理の経験を交換することが不可欠であると述べた。 

同氏は、「地域のバナナ生産に影響を与えるこの災厄に協力して対処するために、さまざまな関係者間の

連携を促し交流とコミュニケーションの場を形成することが不可欠である」と述べた。 

ＴＲ４に対するグローバルアライアンスのガブリエル・ロドリゲス・マルケス事務局長は、フザリウム菌ＴＲ４の

世界的な状況を概説し、生産性を向上させる病害管理方法について零細な生産者を訓練することの重要性

を強調し、「食料生産における現代の遺伝科学の役割を受け入れ、すべての作物の生産性を向上させる病

害防除の方法について小規模農家を訓練し、農場のバイオセキュリティを改善すること（気候変動が病気の

蔓延を促進するため、これはすべての作物に不可欠）が重要である。」と述べた。 

エクアドルのバナナ輸出業者協会（AEBE）の理事長であるマリアネラ・ウビラ氏は、コロンビア及びペルーと

の国境での自由な人の移動を踏まえ、エクアドルでＴＲ４に汚染されるリスクが高いバナナ農園を保護する必

要性に言及した。同氏は、ＴＲ４と戦うための生産者を対象とした金融的支援の必要性を強調した。 

ソコヌスコ地域（メキシコ、チアパス州）のバナナ生産者農業協会の専門技術者であるロマン・オクタビオ・パ

チェコ・ゴメス氏は、グアテマラとの国境での自由な人の移動を踏まえ、その地域のバナナプランテーション

はＴＲ４に汚染されるリスクが高いと強調した。 

コロンビアのバナナ生産者協会（AUGURA）バナナ研究センター（CENIBANANO）のセバスティアン・サパ

タ所長は、コロンビアにおけるＴＲ４に関するバナナ農園の管理についてコメントし、コスタリカの全国バナナ

協会（CORBANA）の事務局長であるホルヘ・サウマ氏も、汚染のリスクが高いバナナ農園の現状について語

った。 
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１７３．台湾 中国のマンゴー輸入禁止に対し元々日韓にシフト済み 
Ｔｈｅ Ｎｅｗｓ Ｌｅｎｓ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ ２０２３年８月２５日 

中国が台湾からのマンゴーの輸入を突然禁止したことを受けて、陳
チェン

吉仲
ジ ージ ョ ン

農業大臣は本日マスコミの質問に

応え、中国向けの輸出量は台湾のマンゴー総生産量の０.０５％しか占めていないため、この禁止の台湾経

済への影響は限定的であると主張した。 

中国の台湾事務弁公室の朱
ジュー

鳳
フェン

蓮
リエン

スポークスマンは月曜日（８月２１日）、中国の税関が台湾から出荷された

マンゴーからカイガラムシの一種の害虫（citrus mealybugs）を検出し、これは中国の農業及び生態学的安全

保障に「深刻な脅威」をもたらしたと述べた。中国は台湾からのマンゴーの輸入を即座に停止した。 

この禁止は、中国の台湾に対する「果実外交」の第２弾だと広く見なされている。２０２１年には、中国は病害

虫の検出を理由にパイナップルの輸入を突然停止し、当時中国が台湾のパイナップル輸出市場の９０％近く

を占めていたため、台湾の農業部門は１５億ドルの深刻な損害を被った。 

今回のマンゴー輸入禁止について、陳吉仲農相は、台湾の年間のマンゴー生産量は１７万トンで、中国へ

の輸出量は年間約１千トンなので、台湾の年間総生産量の約０.０５％に当たると述べた。 

陳大臣はまた、台湾のマンゴーは主に国内消費用であり、「内需」向けの果実であることを強調し、このため

農業経済が中国の輸入禁止の影響を受けることはないと述べた。 

農業省の統計によると、マンゴーの輸出市場はすでに日本と韓国にシフトしており、台湾産マンゴーの輸

出価格は中国で販売されるものよりも大幅に高くなっている。中国向けの輸出価格はトン当たりわずか１,８２３

ドルであるのに対し、日本と韓国への輸出価格はトン当たりそれぞれ７,９３０ドルと６,１１４ドルである。これらの

価格は、中国への輸出価格の４倍及び３倍である。 

陳氏は、蔡英文総統が２０１６年に就任して以来、単一の市場に依存することに関連するリスクを軽減するた

め、農産物市場の多様化を推進してきたと述べた。今年８月２０日現在、台湾の対中輸出はさらに減少し、  

１０％を下回っている。現在、米国と日本が上位２つの市場であり、香港が第３位である。 

 

１７４．米国加州 収穫前のブドウの２０％に熱帯暴風雨ヒラリーの被害 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｒｏｔａｌ ２０２３年８月２８日 

カリフォルニア州の生食用ブドウの収穫は、８月２０日に同州に激しい悪天候をもたらした熱帯暴風雨ヒラリ

ーによって大きく損なわれた。嵐はバハカリフォルニア州（メキシコ）を縦断し、カリフォルニア州に向かう途中

でソノラ州（メキシコ）にも雨を降らせた。 

カリフォルニア州デラノ市のパンドルブラザーズ社のジョン・パンドル氏は８月２５日、カリフォルニア州の収

穫前のブドウの約２０％が被害を受けたと本サイト（FreshFruitPortal.com）に語った。カリフォルニア州の生食

用ブドウ全体の約２５〜３０％は収穫が完了している。したがって、残りの７０％のうち、２０％がヒラリーの被害

を受けた。 

被覆された収穫間近のブドウは、概して無傷であった。同氏は、晩生の品種及び果皮が厚い品種（赤と黒）

も「かなりうまく乗り切った」と報告している。最も被害を受けたのは有機栽培と白（緑）ぶどう品種であった。 

同氏は、重要なことはヒラリーが「出荷シーズン半ばの収穫物を奪う」ということだと付言する。すぐに２０％の

減収が現れ１１月中旬まで続く。その後の出荷量は、１１月下旬に収穫が終わるまで正常に戻る。同氏は、カ

リフォルニア州のブドウについて「作物保険の担当者らは、すでに請求額を予想している」と指摘する。 

他の気象情報によると、ヒラリーの記録的な雨はカリフォルニア州南部の一部で大きな被害を引き起こし、リ

バーサイド郡とサンバーナーディーノ郡では壊滅的な鉄砲水と土砂流が発生した。ロサンゼルス市の中心部

では、記録上８月で最も多い日降水量となる２.４８インチ（６３ミリ）を記録した。  
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１７５．米国 フロリダ州政府がカンキツグリーニング病の対策を承認 
ＦＲＵＩＴＮＥＴ ２０２３年８月２９日 

インバイオ社がオレンジのカンキツグリーニング病抑制技術を初登録 

バイオプラットフォーム企業のインバイオサイエンシズ（Invaio Sciences）社は、オレンジのカンキツグリーニ

ング病を抑制する柑橘類用薬剤溶液が、連邦殺虫剤・殺菌剤及び殺鼠剤法（FIFRA）の第２４条（ｃ）＊１に基づ

き、フロリダ州農業コミュニティサービス局（FDACS）の承認を得たと発表した。 

同社によると、ミカンキジラミによって拡散され、黄龍病
ホ ン ロ ン ビ ン

（HLB）としても知られ、２０年近くフロリダ州の生産者

の悩みの種であったカンキツグリーニング病を、その薬剤溶液は治療する。 

この治療では、同社のトレサイス（Ｔｒｅｃｉｓｅ）技術を用いてアルボルバイオティック（ＡｒｂｏｒＢｉｏｔｉｃ＊２）を注入

する。同社は、従来の薬剤注入治療とは異なり、この技術を用いた低侵襲システム＊３は樹木の維管束に直接

有効成分を送り込むため、必要な有効成分が９０％少なくて済むと説明している。 

同社の創業者兼ＣＥＯであるイグナシオ・マルティネス氏は、「弊社のトレサイス技術は、１５年以上にわたっ

て業界を荒廃させてきたカンキツグリーニング病との戦いに真のブレークスルーを提供する。これは、生産者、

作物、環境に利益をもたらす弊社の多くのテクノロジーの最初のものである」と述べた。 

この溶液の試験では、たった１回の施用で平均３０％の収量増加、糖度の向上、落果率の低下が示された

と同社は概要を説明している。 

５代目の柑橘類生産者であるネッド・ハンコック氏は、「インバイオ社が行っていることに本当に驚いている。

我々の業界が真に新しいテクノロジーを目にしたのは、私の人生でおそらくこれが初めてだ。これは、柑橘類

の管理方法に革命をもたらす可能性があると思う」と述べた。 

同社は、トレサイスシステムには生産者とこのシステムの利用者にとっていくつかの重要な利点があるとして

いる。それは、使用期限が収穫の１２０日前までなので従来の注入処理よりも６０日遅くまで利用できること、ド

リルで穴をあける必要がないため処置の選択肢がほとんどない若い果樹に適していること等である。 

また、有効成分を果樹の維管束に直接適用するため、より低い濃度で同等の有効性が得られ、誤用や残

留のリスクを減らし、労働者や環境への曝露のリスクを減らすと同社は指摘している。 

同社の米国担当営業責任者であるデイブ・ジェラード氏は、「弊社はトレサイスシステムを発売することを大

変嬉しく思っており、フロリダ州の柑橘類産業の将来について楽観的である。最初は若い未結果の果樹の処

置に焦点を当てることによって、結果樹齢に達した際に病状を最小限に抑えることができることを示し、改植

に対する不安を取り除きたいと考えている。これは最初のステップに過ぎない。弊社は、フロリダ州の柑橘類

生産者がカンキツグリーニング病が蔓延する前の収量を取り戻すのに役立つ、さらなる解決策を提供するた

めに取組んでいる」と述べた。 

執筆者： カール・コレン 
 

 

訳注 

＊１ 連邦殺虫剤・殺菌剤及び殺鼠剤法（FIFRA）の第２４条（ｃ）は、すでに連邦レベルで登録済みの農薬を、特定の地域にお

いて追加の目的のために登録することを認めています。 

＊２ ＡｒｂｏｒＢｉｏｔｉｃは、ファイトプラズマ等の治療に使用される水溶性で注入可能な抗生物質の商標です。 

＊３ 低侵襲システムは、体組織への損傷や干渉をできるだけ少なくした方法やアプローチを指します。 

 
この翻訳は、技術や取り組み等を紹介するためのものであり、特定の企業、技術、商品等を推奨するものではありません。 

（２０２４年３月に「黄龍病」の表記を修正しました。）  



79 

１７６．ニュージーランド 南島で赤肉キウイの栽培が可能に 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年８月２９日 

バイオセキュリティの取組により、南島の生産者に新しいキウイフルーツ栽培品種へのアクセスを解放 

赤肉系キウイフルーツに青信号 

つるを枯らすキウイフルーツかいよう病（Pseudomonas syringae pv. actinidae (略称Ｐｓａ)）が２０１０年にニュー

ジーランドの北島に侵入したことは、北島のキウイフルーツ産業に壊滅的な影響を及ぼし、損失は約１０億ド

ルと推定される。これを受けて、病気が発生している北島と南島の間でキウイフルーツの植物体の移動が制

限された。 

これらの規制は南島がＰｓａを回避するのに役立っているが、南島の果樹園は、北島で開発され、北島の生

産者にリリースされた新しいキウイフルーツ栽培品種にアクセスできないことを意味した。これには、ゼスプリ

と植物・食品研究所（政府機関）による共同育種事業の最新の品種であるルビーレッド（ＲｕｂｙＲｅｄ™）キウイフル

ーツが含まれる。 

この課題に応えて、同研究所の科学者らは業界と協力し、キウイフルーツの繁殖材料が両島を隔てるクック

海峡を渡るための安全な経路を編み出した。このプログラムは３つの段階： 実験室での組織培養、検疫ガラ

ス室施設、隔離圃場から成っている。感染リスクがないことを確認するため、植物は２年以上にわたって同研

究所リンカーン支所の閉鎖された環境で、専門家チームにより綿密に監視されている。 

このプログラムの結果、ゼスプリの最も新しく商品化された品種は、現在南島の生産者の手に渡っている。

同研究所ビジネスマネージャーのイベット・ジョーンズ氏によると、繁殖させた「Ｚｅｓ００８」ルビーレッド™はこれ

までにネルソン・タスマン地域の約１１ヘクタールに植えられており、そこでは生産者が今年初めて新品種の

収穫を行うと言う。（以下「 」は同氏の発言） 

「南島の北端にあるこれらの果樹園がこの新しい品種の栽培対象地の一つとなることは大変喜ばしいことで

あり、これは業界にとって重要な節目である。この経路は、現在開発中の将来のグリーンキウイフルーツ品種

など、将来的には他の品種にも使用されることを期待している。」 

Ｐｓａに感染していない素材の導入経路は、生産者に平等な機会をもたらすだけでなく、南島のモトゥエカと

クライドにあるキウイフルーツ育種センターの施設で実施されている科学的な取り組みもサポートする。このこ

とは、気候変動によって起こりうる生産適地の移動に関連して特に重要である。 

「我々は、気候が変化する中でキウイフルーツ生産の未来がどうなるかについて、一歩先を考えている。そ

のため、当研究所のキウイフルーツ育種プログラムは、（北島）北部のケリケリからセントラルオタゴ地域（南島南

部）のクライドにまで展開しており、対照的な環境条件下で作物がどのように育つかを見ることができる。」 
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１７７．イタリア リンゴのコンソーシアムがクラブ品種の収穫を開始 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年８月３０日 

Ｖｏｇコンソーシアムは、８月中旬に最初のロイヤルガラとスイータンゴを収穫し、２０２３年の出荷シーズンを

開始した。ボルツァーノ（北イタリア）に本拠を置き、４,６００人の会員を擁するこのコンソーシアムは、ヨーロッパ

を代表する生食用リンゴ生産組織の１つであり、豊富な水供給と昼夜の良好な温度差のおかげで、今年の収

穫物の品質は優れているとしている。 

ウォルター・パルダッチャーＣＥＯは、「今年もまた取引先に対して１２か月にわたり、誰もがそのニーズに合

った果実を見つけることができるだけの高品質なリンゴの大規模な品揃えを提供することを保証できる。現在

の課題は、会員のコミットメントと専門知識を完全に活かすために、市場の複雑さと生産コストの問題を乗り切

ることである」と述べている。 

市場の需要に関して、Ｖｏｇは最初の兆候は前向きであるとしている。クラウス・ヘルツル販売部長は、「作シ

ーズンとは対照的に、今年はすでにすべての主要市場で販売の余地が生じているようだ。ダイナミックで活

気のある需要があり、総合防除と有機栽培の両方とも受け入れる市場がある。」 

昨年は生産量が減少したが、Ｖｏｇはロイヤルガラの収穫量が従来の水準に戻ったとしている。ゴールデン

デリシャスの収穫量も平均的な水準であるが、グラニースミスとレッドデリシャスは、イタリアの他の品種と同様

にわずかに減少すると見られる。従来からの主要品種としては、このほかふじとブレーバーンがあり、これら

がコンソーシアムがこれまでに収穫した中で最大のシェアを占めている。（従来品種の英字表記は省略しました。） 

ピンクレディー（Pink Lady）、カンジ（Kanzi）、ジャズ（Jazz）、エンヴィ（envy）、イェロ（yello）などのよく確立さ

れたクラブ品種の生産量も安定している。コンソーシアムは、新しい品種のコズミッククリスプ（Cosmic Crisp）、

ギガ（Giga）、レッドポップ（RedPop）、ジョヤ（Joya）、クリムゾンスノー（Crimson Snow）、スイータンゴ

（SweeTango）では、昨年新植したものの生産量が増えることから大幅な増加を期待している。 

Ｖｏｇの栽培面積の１０％を占める有機栽培も安定しており、有機栽培品の品質に対する期待は非常に高い。 

取引先向けと店頭における消費者向けの取組みに重点を置いて、新シーズンに向けて革新的で多様な販

売キャンペーンを用意したとＶｏｇは説明している。 

販売部長のハンネス・タウバー氏によると、コンソーシアムが提供する幅広い品種とブランドは、消費者にと

って魅力的でカラフルな果物売り場を作り出すための鍵である。 

同氏は、「リンゴの種類が多いため、マーケティングはオーケストラのように機能する必要がある。各ブランド

には独自のアイデンティティがあり、特定のイメージで目標の客層にアプローチする。このため、年間計画を

導入した。これにより、重複を避け、適切なコンテキストと適切なタイミングで弊社のリンゴの異なるアイデンテ

ィティを強調できる。目標は、取引先の業者が消費者にアプローチし、売上を伸ばし、リンゴ部門を強化する

のをサポートすることである」と語った。 

最初に開始される販促キャンペーンの１つは「アルプスの娘」マリーン（Ｍａｒｌｅｎｅブランド）で、いくつかの古

典的な品種に付加価値を生み出すため、アロマホイール（香りの要素を示す円形チャート）、産地、味の概念を拡

大する。８月下旬には、「リンゴの中の夏」として提示されるスイータンゴのマーケティングを開始する。 

１０月には、エネルギーに焦点を絞った販促でカンジに、続いて五感とプレミアム品種としての位置づけを

テーマにしたエンヴィ、さらにグルメな品種のイェロにスポットライトを当てる。１１月には、最後に収穫されるピ

ンクレディーの販促が始まる。シーズンの後半には、冷蔵貯蔵に特に適したコズミッククリスプ、ギガ、レッドポ

ップの各品種に焦点を当てる。 

執筆者： マウラ・マクスウェル 
 
訳注： yｅｌｌｏ®は長野県で開発されたシナノゴールドの商標で、Ｖｏｇ等イタリアの２団体が県と独占的販売契約を結んでいます。  
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１７８．ＥＵの核果類事情（モモ、サクランボ） 
米国農務省ＧＡＩＮレポート ２０２３年８月３０日 

これは米国農務省海外農業局のマドリード事務所（スペイン）が作成した「核果類年次報告書」のエグゼクティブサマリーと図表

の一部を訳したものであり、米国政府の公式見解及びデータとは異なる場合があります。 

要約 

ＥＵにおけるモモとネクタリンの主要生産国は、スペイン、イタリア、ギリシャ及びフランスである。２０２３/２４

販売年度（以下「年度」）（２０２３年１月～１２月）では、ＥＵのモモとネクタリンの生産量は前年度比１２％増の 

３６０万トンと推定される。この増加は、主にＥＵの主要核果類生産国であるスペインで大幅な増収が見込ま

れるためである。しかし、２０２３年のスペインの核果類の収穫量は、非常に雨の少ない冬と春に続く深刻な干

ばつの下で、水の確保状況に依存している。ＥＵの栽培面積は、昨年の主にスペインとイタリアでの大幅な

減少に続いて、０.５％減の約１９万６千ヘクタールと予想される。 

サクランボに関しては、ＥＵの主な生産国はポーランド、スペイン、イタリア、ギリシャである。２０２３/２４年度

（４月～３月）におけるＥＵのサクランボ総生産量は、主要生産国での悪天候による減収が予想されることから、

２１％減の６５万７,４３５トンと予測される。なお、ＥＵのサクランボの総栽培面積は約１６万５千ヘクタールの横

ばいと見込まれる。 

ＥＵの核果類生産者（及び果実セクター全体）は、生産コストに直接影響を与える植物防疫、環境及び包装

に関するＥＵの規制と要件の大幅な増加を懸念している。さらに、農業投入資材コストの上昇と農業労働力

の不足は、ＥＵ全体で核果類生産者にとって依然として懸念事項となっている。 

ＥＵは、モモとネクタリンを自給自足しており、ほとんどが生鮮で消費される。２０２３/２４年度には、域内の供

給量が多いため、特に加工用の果実をはじめとして、ＥＵのモモとネクタリンの消費量が増加すると予想され

る。逆に、域内のサクランボ生産量の不足により、ＥＵのサクランボの消費量は減少すると予想される。欧州

青果物協会（Freshfel Europe）によると、ウクライナの紛争に起因する経済危機と高いインフレ率により購買力

が低下したため、生鮮果実の消費が圧迫されている。 

貿易に関しては、域内主要生産国からＥＵ域内への大量の核果類貿易が存在する。ＥＵ総体としては、ス

ペイン産のモモとネクタリンを主体とする純輸出者である。しかし、これらの品目に関するＥＵの貿易黒字は、

主にトルコからの輸入の増加により減少を続けている。スペインの収穫量の増加により、２０２３/２４年度のＥＵ

の輸出は増加すると予想される。逆に、ＥＵはサクランボの純輸入国であり、主にトルコから輸入している。  

２０２３/２４年度には、生産量の減少によりＥＵのサクランボ輸入量が増加する可能性がある。 

 

ＥＵのモモ・ネクタリンの生産需給統計 

モモ・ネクタリン（生鮮） 
販売年度の始まり 
欧州連合 

2021/2022 2022/2023 2023/2024 
2021 年 1 月 2022 年 1 月 2023 年 1 月 

農務省公式 今回推計値 農務省公式 今回推計値 農務省公式 今回推計値 
栽培面積（ヘクタール） 201,413 201,113 201,260 197,087  195,953 
収穫面積（ヘクタール） 182,843 185,436 186,315 182,341  181,434 
結果樹本数（千本）       
非結果樹本数（千本）       
果樹本数合計（千本）       
商業的生産量（トン） 2,848,533 2,878,094 3,091.066 3,220,959  3,617,061 
非商業的生産量（トン） 26,976 29,072 29,275 32,535  36,536 
生産量合計（トン） 2,875,509 2,907,166 3,120,341 3,253,494  3,653,597 
輸入量（トン） 42,890 42,911 47,000 41,002  40,000 
総供給量（トン） 2,918,399 2,950,077 3,167,341 3,294,496  3,693,597 
国内消費量（トン） 2,776,165 2,812,895 3,040,341 3,169,481  3,513,597 
輸出量（トン） 137,234 137,182 125,000 125,015  180,000 
市場からの隔離（トン） 5,000  2,000    
総仕向量（トン） 2,918,399 2,950,077 3,167,341 3,294,496  3,693,597 
出典: 海外農業局ＥＵ内関係事務所 注:「加工仕向量」は「国内消費量」に統合された。 
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図１ ＥＵのモモとネクタリンの栽培面積及び主要国の生産量 ２０２０～２０２３ 

 

 

 

出典: ＥＵのモモとネクタリンダッシュボード 

 

図５ ＥＵの生鮮モモ・ネクタリンの輸出先別輸出量（千トン） 

 
出典: Trade Data Monitor LLC.  
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イタリア ギリシャ フランス ＥＵ域内合計栽培面積 その他 

 

英国 スイス ウクライナ ノルウェー その他 

出典： 各加盟国の統計に基づき海外農業局ＥＵ内関係事務所が推計 

図４ ＥＵのモモ・ネクタリンの輸出入傾向 ２０１３～２０２２ (トン) 

 

合計輸出量 合計輸入量 傾向線（合計輸入量） 傾向線（合計輸出量） 

 2018/19    2019/20     2020/21    2021/22    2022/23     2022       2023 
                                                         1～6月    1～6月 
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ＥＵのサクランボ（オウトウ）の生産需給統計 

オウトウ（甘果、酸果） 
販売年度の始まり 
欧州連合 

2021/2022 2022/2023 2023/2024 
2021 年 4 月 2022 年 4 月 2023 年 4 月 

農務省公式 今回推計値 農務省公式 今回推計値 農務省公式 今回推計値 
栽培面積（ヘクタール） 164,340 165,085 164,324 165,381  165.286 
収穫面積（ヘクタール） 155,928 155,774 155,731 157,596  153.756 
結果樹本数（千本）       
非結果樹本数（千本）       
合計果樹本数（千本）       
商業的生産量（トン） 667,045 726,408 726,550 830,996  657,435 
非商業的生産量（トン）       
生産量合計（トン） 667,045 726,408 726,550 830,996  657,435 
輸入量（トン） 44,205 44,204 53,000 29,006  40.000 
総供給量（トン） 711,250 770,612 779,550 860,062  697,435 
国内消費量（トン） 691,979 751,341 764,550 843,662  682,435 
輸出量（トン） 19,271 19,271 15,000 16,400  15.000 
市場からの隔離（トン）       
総仕向量（トン） 711,250 770,612 779,550 860,062  697,435 
出典: 海外農業局ＥＵ内関係事務所 注:「加工仕向量」は「国内消費量」に統合された。 

 

図７ ＥＵのサクランボの栽培面積及び主要国の生産量 ２０２０～２０２３ 

 

 

図９ ＥＵの生鮮サクランボ（甘果・酸果）の輸出先別輸出量（千トン） 

 
 

出典： 各加盟国の統計に基づき海外農業局ＥＵ内関係事務所が推計 

出典: Trade Data Monitor LLC 
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１７９．世界の果実生産国トップ２０ 
Ｉｎｓｉｄｅｒ Ｍｏｎｋｅｙ ２０２３年８月３１日 

この記事では、世界の果実生産国トップ２０を紹介する。世界の果実の恵みに関して、中国、インド、ブラジ

ル、トルコなどの特定の国々は、まさに豊かな果物の園として際立っている。これらの国々は、独特の気候と

肥沃な土壌、農業の専門知識を活用して、果実生産の世界的リーダーとなった。ジューシーな柑橘類の木

立から広大なブドウ園や生い茂るバナナ農園、甘い香りのリンゴ園まで、これらの国々は国内需要を満たし、

世界の果実市場に大きく貢献している。 

世界の果実生産の概要 

近年、世界中の消費者からの新鮮で健康的な農産物に対する需要が高まっており、世界の果樹産業は大

幅な成長を遂げている。上位の果実生産国は、中国、インド、米国、ブラジル、スペイン等で、世界の果実の

うちのかなりの量を生産している。最近の財務統計によると、生鮮果実市場は２０２３年に６,７４５億ドルの売上

げを生み出し、２０２３年から２０２８年までの年成長率（複利計算）は６.７９％と予想される。 

一方、アボカド、パイナップル、マンゴーなどのエキゾチックな果実を生産する傾向が高まっており、業界の

成長に貢献している。業界全体の持続可能性にもかかわらず、果実栽培に農薬やその他の化学物質を使用

することについての懸念が提起されている。その結果、健康的で環境に配慮した農産物に対する需要の高

まりに対応するため、有機栽培で持続可能な農法を実践し始めた果実生産者も多い。そうすることで、生産

者は消費者の安全を確保するだけでなく、より持続可能で環境に優しい未来に貢献している。 

果樹農業における課題と機会 

果樹農業は、難しい課題と有望な機会が交錯する岐路に立っている。気候変動は重大な障害であり、干ば

つや洪水などの不安定な気象パターンが果実の生育と収量を危険にさらしている。変化する天候への対応

は、収穫物を守ろうとする生産者にとって最も重要である。 

別の試練は、有機栽培で持続可能な果実生産への要求の急増から生じる。環境に配慮した消費者層は、

農法をますます精査し、環境に優しい方法を支持している。しかし、従来農法の生産者が持続可能な技術を

取り入れるためにはより多くの手段が必要であり、移行は困難な場合がある。 

生鮮果実の分野では、市場規模は２０２４年の４.４％の力強い成長を反映して、２０２８年までに３,０３７億キロ

グラム（３億トン）に達する構えである。１人当たりの平均では、生鮮果実市場は２０２３年に３３.１４キログラムに

達すると予測される。 

これらの課題の中で、果樹農業にはさまざまな機会が存在する。消費者が斬新で魅力的な食味を求めるこ

とから、エキゾチックな果実や特産果実は人気が急上昇している。より多くのドラゴンフルーツ、キウイフルー

ツ、ザクロなどが、家庭に浸透するようになっている。 

さらに、果汁、スムージー、スナックなどの果実由来の製品に対する需要の高まりは、急成長する市場を生

み出している。食品メーカーや小売業者に一流の食材を供給できる果実生産者は、良い立場にある。最近

の財務予測によると、２０２１年に１,４１０億ドルと評価された世界の果汁市場は、健康志向の天然飲料への欲

求の高まりに牽引されて、２０２２年から２０２７年まで年４.３１％の成長が見込まれ、２０２７年までに１,８２０億ド

ルに達すると予想される。 

主要な果実企業： 主要な企業の概要とその影響 

果実の生産に関して、頭に浮かぶ企業がいくつかある。業界で最大手の企業の１つは、バナナ、パイナッ

プル、ベリー類など、さまざまな果実を生産するドール社（Dole plc）である。同社は２０２２年の純収益を９２億

ドルであると報告している。もう一つの主要企業は、バナナや他の熱帯果実で知られるチキータ（Chiquita）社

である。同社は２０２２年の純収益を３１億ドルと報告した。両社は世界市場で強力な存在感を示しており、そ

の事業において持続可能で倫理に即した慣行に取り組んでいる。 
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その他の注目すべき果実企業としては、フレッシュデルモンテ・プロデュース社（Fresh Del Monte Produce, 

Inc.）、サンメイド（Sun-Maid）社、サンキスト（Sunkist）社等がある。フレッシュデルモンテ・プロデュース社は、 

２０２２年に４４億ドルの純収益を報告した。 

ドール社、フレッシュデルモンテ・プロデュース社等は、消費者が信頼できる高品質の果実を生産すること

で評判を築いてきた。健康的なスナックを探している場合でも、お気に入りのレシピの材料を探している場合

でも、これらの主要果実企業がそれに対応している。 

市場力学と今後の動向 

果実市場は、時代の変化とともに進化し続けるダイナミックで変化の絶えない業界である。近年、有機栽培

及び地元産の農産物の需要が大幅に増加しており、有機果樹園と有機市場の数が増加し、２０２０年の有機

果実の販売額は１１％増加して総額１８２億ドルに達した。さらに、エキゾチックな果実の需要が急増している。

消費者が食べ物の選択にますます冒険的になり、ユニークでエキゾチックな味を求めるようになっているた

め、この傾向は今後も続くと予想される。 

テクノロジーも果実市場で重要な役割を果たしており、電子商取引プラットフォームの台頭により、消費者

は世界中でこれまで以上に簡単に果実を購入できるようになり、果実の世界市場が創出され、競争の激化と

価格の低下につながっている。 

将来に目を向けると、果実市場は、新技術の台頭と消費者の嗜好の変化に伴い、成長と変化を経験し続け

ると予想される。しかし、これらの変化に関係なく、確かなことが１つある - 果実は常に健康的でバランスの

取れた食事に不可欠である。 

方法論 

本稿では、世界の果実生産国を２０２０年の果実生産トン数に基づいてランク付けした。データはＦＡＯから

取得した。（文末の訳注を参照） 

（以下２０位から１位の順で記述） 

２０．南アフリカ 果実の総生産量： ７,４５６,６９９トン 

南アフリカは、柑橘類、ブドウ、リンゴ、ナシ、オレンジ、アボカド、マンゴー、パパイヤ、パイナップルなど、

多様で高品質の果実で知られる有数の果実生産国である。その温暖な気候と肥沃な土壌は、果実栽培に理

想的な条件を作り出している。この国の果実は味が良いだけでなく、栄養価も高い。南アフリカの活気に満ち

た果樹産業は大きな収益を生み出しており、２０２３年の生鮮果実市場の規模は２０億６千万ドルである。この

市場は、２０２３年から２０２８年の間に毎年５.７９％成長すると予測される。 

１９．エクアドル 果実の総生産量： ７,６３０,３７０トン 

エクアドルは、バナナ、マンゴー、パイナップル、パパイヤなど、さまざまな熱帯果実で知られる果実の主要

生産国の１つである。世界最大のバナナ輸出国として有名で、年間３億箱以上を出荷しており、その並外れ

た味と品質で知られている。エクアドルは、バナナに加えてマンゴー、パイナップル、パパイヤも世界中に輸

出しており、その甘さと栄養価で高く評価されている。２０２３年のエクアドルの生鮮果実市場の規模は１０億 

８千万ドルであり、２０２３年から２０２８年まで毎年１.７９％の割合で成長すると予想される。 

１８．フランス 果実の総生産量： ８,８８７,２２０トン 

フランスは、豊かな土壌、好ましい気候、高度な農業で知られる世界有数の果実生産国である。リンゴ、ナ

シ、サクランボ、モモ、アンズ、スモモ、ブドウ、イチゴ等は人気がある果実で、フランスはリンゴ生産でヨーロ

ッパ第２位、イチゴ生産で世界第５位にランクされる。この国の果樹産業は安全性と品質を重視しており、フラ

ンスの果実は世界中で非常に人気がある。２０２３年のフランスの生鮮果実市場の規模は１２５億３千万ドルと

評価され、２０２３年から２０２８年までの年間成長率は２.４３％と予想される。 
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１７．パキスタン 果実の総生産量： ９,８２５,５７３トン 

世界有数の果実生産国の１つであるパキスタンはその好ましい気候と肥沃な土地で知られ、マンゴー、オ

レンジ、バナナ、グアバなどの果実を産出する。世界第４位のマンゴー生産国であるパキスタンは、その並外

れた品質の果実で知られており、世界的な需要が高い。果樹産業は経済を後押しし、何百万人もの人々に

雇用を提供している。パキスタンの果樹産業はまた、病気を予防する栄養価の高い果実で健康を増進し、福

祉を向上させ、国内外の社会に利益をもたらしている。パキスタンの２０２３年の生鮮果実市場の規模は８５億

ドルと評価され、２０２３年から２０２８年までの年間成長率は７.３０％と予想される。 

１６．タイ 果実の総生産量： １０,０９８,１７５トン 

タイは一流の果実生産で有名である。ドリアン、マンゴー、ランブータン、ポメロ、リュウガンなど、甘くてジュ

ーシーな味わい、鮮やかな色、そして独特の形で知られるさまざまな果実を栽培している。果樹産業は経済

の重要な推進力であり、２０２３年には４６億ドル以上を生み出し、何百万人もの人々に雇用を提供している。

タイの果実は、その品質と鮮度によって世界的に高い需要があり、経済的利益を超えて、免疫システムを高

め、消化を助け、慢性疾患のリスクを減らすビタミン、ミネラル、抗酸化物質が豊富な健康的な食生活を促進

している。タイの果樹産業は、味、視覚的な魅力、健康上の利点を兼ね備えており、国内外の消費者にとっ

て最高の選択肢となっている。 

１５．コロンビア 果実の総生産量： １０,５２１,５４６トン 

コロンビアの果樹産業は、国の経済に大きく貢献してきた。この国の２０２３年の果実市場の売上げは３９億

ドルに達し、バナナ、パイナップル、アボカドなどを輸出した。果樹産業は多くの人々に雇用機会を提供し、

多くの小規模生産者は政府の支援プログラムの恩恵を受けている。健康的で持続可能な食品に対する需要

の高まりに伴い、コロンビアの果樹産業は世界市場での継続的な成長と成功の準備が整っている。 

１４．ベトナム 果実の総生産量： １０,６１６,５５９トン 

最も多く野菜を消費する国の１つでもあるベトナムは、果実生産の主要な世界的プレーヤーであり、その好

ましい気候と肥沃な土地を利用して、ドラゴンフルーツ、マンゴー、ドリアン、ポメロなどの需要の高い果実を

栽培している。これらの果実の並外れた品質は、高度な農業技術と厳格な品質基準のおかげである。この繁

栄した産業はベトナム経済を大幅に強化し、何百万人もの人々に雇用を提供し、かなりの外貨収入を生み出

している。ベトナムの果実と野菜の輸出は主に中国の旺盛な需要に牽引されており、驚くべきことに２０２３年

上半期には記録破りの２７億ドルに急増した。特に、ドリアンがベトナム最大の輸出果実であり、続いてドラゴ

ンフルーツが１月から５月までに前年比１０.７％の増の３億３１０万ドルを超える輸出収入を記録した。 

１３．ナイジェリア 果実の総生産量： １１,５２９,９２２トン 

世界有数の果実生産国であるナイジェリアは、マンゴー、パイナップル、オレンジ、バナナ、スイカなど、幅

広い種類の果実を誇っている。ナイジェリアの２０２３年の生鮮果実市場の規模は１６８億ドルと評価され、  

２０２３年から２０２８年までの間に毎年１１.５５％成長すると予想される。果樹産業は、何百万人もの人々に雇

用を提供し、輸出収入を生み出すことにより、ナイジェリアの経済に大きく貢献している。研究やインフラ改善

のための資金等、政府の支援は業界の成長を助けている。貯蔵や輸送などの課題にもかかわらず、ナイジェ

リアの献身的な生産者は、国内外に向けて高品質の果実を生産し続けており、ナイジェリアを世界の果実市

場の重要なプレーヤーとして位置付けている。 

１２．エジプト 果実の総生産量： １４,７３３,６１７トン 

世界の主要果実生産国の１つであるエジプトは、オレンジ、レモン、グレープフルーツなどの柑橘類や、マ

ンゴー、グアバ、イチジク、ザクロに焦点を当て、このリストの第１２位となっている。エジプトの生産者は、高品

質で健康的な作物を確保するために最新の技術を採用しており、有機農業への傾向が高まっている。果樹

産業は、その戦略的な位置がヨーロッパ、アジア、アフリカへの輸出を促進することで、国内消費と世界への

輸出の両方を通じてエジプトの経済に大きく貢献している。エジプトは、特に柑橘類の重要な輸出国であり、

２０２１年にはオレンジだけで７億ドル以上の輸出収入をもたらした。エジプトの２０２３年の生鮮果実市場の規

模は１４１億８千万ドルと評価され、２０２３年から２０２８年までに毎年１０.２７％成長すると予測される。 
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１１．フィリピン 果実の総生産量： １６,４８２,０６３トン 

フィリピンは世界有数の果実生産国であり、マンゴー、バナナ、ドリアン、ランゾネスなど、熱帯気候と肥沃な

土壌で育つ多様な果実で有名である。果実の栽培は多くの人々にとって重要な生計手段であり、この国の

豊富な果実を主要な食材とする料理も多い。特に、COVID-１９の発生以来、フィリピンの消費者は生鮮果実

をより受け入れており、世界からフィリピンへの果実の輸入は３６％増加し、２０２０年には合計６億９,５００万ド

ルとなった。フィリピンの２０２３年の果実とナッツの市場規模は５０億５千万ドルと評価され、２０２３年から２０２８

年までの間に毎年７.３２％成長すると予測される。 

１０．イタリア 果実の総生産量： １７,８２７,５１０トン 

理想的な気候と肥沃な土壌により、イタリアは世界トップクラスの果実生産国の１つであり、ブドウ、サクラン

ボ、リンゴ、ナシ、柑橘類など、多様な品目で有名である。プレミアム品質で知られるイタリアの果実は、その

並外れた風味、食感、鮮度により世界中で高く評価されている。果樹産業は経済の重要な推進力であり、特

に農村部で収入と雇用を提供し、多くの小規模生産者がそれに依存している。イタリアの果実生産は、環境

を保護し、農場の長期的な存続可能性を確保するために、持続可能な有機農法にも注力している。イタリア

の果実輸出は２０２３年に、国際市場での８％の成長を反映し、初めて１００億ユーロを超えた。 

９．イラン 果実の総生産量： １８,９６３,５９６トン 

イランは、リンゴ、ブドウ、ザクロ、サクランボなど、多様な品目を生産するトップクラスの果実生産国の１つで

ある。その果実生産は国内消費と国際輸出向けであり、経済に大きく貢献している。政府は、研究、インフラ

開発、農民支援を通じてこの産業を支援し、継続的な成長を確保している。その経済的重要性を超えて、果

実はイランの料理と文化遺産において文化的及び伝統的な価値を保持している。イランは２０２１年にインド、

パキスタン、中国、マレーシア、トルコを主な輸出先として、１億４,６００万ドル相当の熱帯果実を輸出した。イ

ランの２０２３年の生鮮果実市場の規模は４６億７千万ドルと評価され、２０２３年から２０２８年まで毎年８.７４％

成長すると予想される。 

８．スペイン 果実の総生産量： １９,４７１,０７０トン 

スペインは、オレンジ、レモン、ブドウ、モモなどの高品質の果実で知られ、肥沃な土地と好ましい気候によ

り繁栄している世界有数の果実生産国である。果樹産業は国民経済への主要な貢献者であり、雇用と重要

な輸出収入を提供している。スペインは、マンダリンの生産で世界第１位、スイカで同第２位、イチゴで同第３

位にランクされる。スペインの２０２３年の生鮮果実市場の規模は１１２億９千万ドルと評価され、２０２３年から 

２０２８年まで毎年２.２７％成長すると予測される。２０２２年の果実の輸出額は３％減少したものの８８億４,３００

万ユーロ（１,０５０万ドル）であり、野菜の輸出額は７％減少して５３０万トンとなった。 

７．インドネシア 果実の総生産量： ２２,７４３,９６５トン 

インドネシアは果実の生産に優れており、このリストの７番目に位置し、バナナ、パイナップル、マンゴー、

有名なドリアンなどの多様な果実を生産し、それらは広く輸出されている。果樹産業は多くの人々に雇用を提

供し、インドネシアの経済に大きく貢献している。インドネシアは２０２１年に８,０４０万ドルの熱帯果実を輸出し、

中国、香港、アラブ首長国連邦が主要な出荷先であった。インドネシアの２０２３年の生鮮果実市場の規模は

２０６億４千万ドルと評価され、２０２３年から２０２８年まで毎年７.６９％成長すると予想される。豊富な天然資源

と良好な気候により、インドネシアは今後何年にもわたってトップクラスの果実生産国であると見込まれる。 

６．米国 果実の総生産量： ２３,７４７,７６５トン 

米国は、北東部のリンゴからフロリダ州のオレンジ、ジョージア州のモモまで、さまざまな地域で栽培される

多様な果実で知られる重要な果実生産国である。好ましい気候、肥沃な土壌、そして高度な農法が、高品質

な果実の生産に貢献している。ベリー類やブドウなどの従来からの果実に加えて、米国はアボカドやパパイ

ヤなどのエキゾチックな果実の栽培にも優れている。持続可能性と革新は、米国の果実生産の将来にとって

重要な焦点である。米国の２０２２年の生鮮果実の輸出額は４１億ドルに達したが、これは２０２１年と比較して

８％の減であり、輸出量は前年比１３％減少した。 
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５．メキシコ 果実の総生産量： ２３,８３７,５６２トン 

メキシコは、世界のトップクラスの果実生産国の中で５番目にランクされる。アボカド、バナナ、マンゴー、パ

イナップルなどの主要な果実は、優れた風味と重要な栄養素を提供する。果樹産業はメキシコの経済に大き

く貢献し、雇用を提供し、収入を生み出している。大きな利益を生み出している注目すべき品目は、３５億ド

ルのアボカド、２４億ドルのトマト、１３億ドルのピーマン、８億６,２００万ドルの柑橘類、７億８,８００万ドルのイチ

ゴである。メキシコの２０２３年の生鮮果実市場の規模は１２２億５千万ドルと評価され、２０２３年から２０２８年ま

での間、毎年５.８０％成長すると予想される。 

４．トルコ 果実の総生産量： ２４,１５３,１２８トン 

トルコは、特にリンゴ、ブドウ、ナシ、サクランボ、アンズ及び有名なトルコ産イチジクなど、並外れた果実の

生産で有名である。その農法は、国内外で強く求められる高品質で栄養価の高い果実を産出する。トルコは

４月に、２億３,５７０万ドル相当の３２万６,０２０トンの生鮮果実と野菜を輸出し、上位品目はトマト、ピーマン、レ

モン等であった。主な輸出先はロシア５,８１０万ドル、ルーマニア３,５１０万ドル、ウクライナ１,９６０万ドルであっ

た。その良好な気候と肥沃な土壌により、トルコは最高水準の果実生産国としての地位を維持している。 

３．ブラジル 果実の総生産量： ３９,７５８,８４２トン 

ブラジルは、バナナ、マンゴー、パパイヤ、パイナップルなどの熱帯果実で有名な世界トップクラスの果実

生産国の１つであり、その好ましい気候と肥沃な土壌によって繁栄している。果樹産業はブラジルの経済を

支え、雇用とかなりの輸出収入を提供している。ブラジル産の果実は、その品質、風味、栄養によって国際市

場で高く評価されている。政府の最近の取り組みは、持続可能な果実生産、農薬の使用の削減、天然肥料

の利用促進に焦点を当てており、環境と果実の品質の両方に利益をもたらしている。２０２１年のブラジルの

果実輸出上位品目は、マンゴー、メロン、ブドウ、ナッツ類、クリ、レモン、ライム等であった。ブラジルの２０２３

年の生鮮果実市場の規模は９８億８千万ドルと評価され、２０２３年から２０２８年までの間に毎年５.７２％成長

すると予想される。 

２．インド 果実の総生産量： １０５,９７１,１２７トン 

インドは世界の主要果実生産国の中で２番目にランクされており、マンゴー、バナナ、グアバ、リンゴ、ブド

ウ、オレンジなどの多様な果実を誇っている。インドの有機果樹栽培は、健康上と環境上の利益に牽引され

て増加している。果樹産業は、インド経済に大きく貢献し、健康的な食事を推進し、何百万人もの人々に雇用

を提供している。２０２３会計年度には、生鮮果実の輸出は約８億６,３７０万ドルに達し、加工果実と果汁は９億

８００万ドル強と評価された。インドの生鮮果実市場の規模は１,０５１億ドルと評価され、２０２３年から２０２８年ま

での間に毎年８.３４％成長すると予測される。 

１．中国 果実の総生産量： ２４２,７９３,８２４トン 

中国は世界一の果実生産国であり、その多様な地形、好ましい気候、肥沃な土壌及び高度な農業により、

リンゴ、ナシ、モモ、オレンジ、ブドウなどの多くの果実の生産を誇っている。特に、２０２２年の中国の主要な

輸出果実は、生鮮リンゴ、生食用ブドウ、柑橘類、生鮮ナシ、グレープフルーツ等であった。中国の２０２３年

の生鮮果実市場の規模は９１１億ドルと評価され、２０２３年から２０２８年までの間に毎年８.３８％成長すると予

想される。 

 

 

（訳注） 

１．この記事で使用しているＦＡＯのデータは２０２１年更新のものであり、現在ＦＡＯの統計サイト（ＦＡＯＳＴＡＴ）に掲載されてい

る２０２０年のデータ（２０２２年更新）とは一致しません。 

２．ＦＡＯＳＴＡＴの「果実」には、果実的野菜であるメロン、イチゴ、スイカを含み、この記事で言及があるものの野菜に分類される

トマト、ピーマン及びナッツ類に分類されるクリ及びその他のナッツを含みません。 

３．この記事と同じデータ及び手法を用いた場合、日本は２,９２９,６９２トンで第４７位となります。 
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１８０．米国カリフォルニア州 生食用ブドウはハリケーンで２,５００万箱の損失 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年９月１日 

ニュースリリースによると、ハリケーンヒラリーは、カリフォルニア州で栽培されている９０品種の生食用ブドウ

のほとんどの収穫ピーク時に、ブドウ園に多くに風と雨をもたらした。さらに、その余波として多くの産地が嵐

の後で再び雨と高い湿度に見舞われたため、問題が悪化した。 

カリフォルニア州生食用ブドウ委員会のキャスリーン・ネイブ委員長はリリースで、「ハリケーンとその余波の

影響は壊滅的で悲痛である。控えめに言って、生産者と農業労働者のコミュニティはショックを受けている」と

述べた。（以下「 」は同氏の発言） 

リリースは、ハリケーンが襲った時までに収穫されていたものが約３０％で、残りの生食用ブドウの３５％  

（２,５００万箱）が失われたと推計されるとしている。 

「カリフォルニア州の改訂出荷予測は、１９ポンド（８.６ｋｇ）箱で７,１９０万箱である。出荷量が７,５００万箱を下

回ったのは１９９４年以来である。」 

ネイブ氏は、カリフォルニア州は９月１日以降に出荷量の６５％以上を出荷するのが通例であると指摘し、改

訂予測に基づいて、業界が出荷する予定のブドウはまだ４,５００万箱以上あると述べた。 

「小売店で消費者に接することは、委員会が行う仕事の重要な部分である。小売業者と連携してブドウを店

頭の棚に並べ、消費者に宣伝することは、出荷シーズンを通して続く仕事である。」 

ネイブ氏は、小売業者は嵐が引き起こした被害と、その結果として人件費がどれだけ上がるかわかっている

と述べた。 

「小売業者は、熟練労働者がいたとしても、残りの作物の多くを収穫するのに時間がかかることを理解して

おり、したがって、秋を通してブドウを小売店の棚に出せるようにするには、生産者に支払われる価格が収穫

するのに値するものでなければならないことをわかっている。」 

ネイブ氏は、業界は今後数週間にわたって状況の評価を継続し、必要に応じて最新情報を提供する予定

であり、委員会はシーズンを通して小売での販促活動と消費者への広告キャンペーンを継続すると述べた。 

 

（関連記事）米国 カリフォルニア州の生食用ブドウの半分が失われたと思う 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月４日 

先週、カリフォルニア州生食用ブドウ委員会は、ハリケーンヒラリーのために推定２,５００万箱のカリフォルニ

ア州産生食用ブドウが失われたと報告した。ハリケーンは、収穫期の最盛期の８月２０日日曜日に同州を襲っ

た。プリティレディ（Pretty Lady）ブドウ園のニック・ダルシッチ氏は、「これは控えめな見積もりだと思う。この辺

りで見たところ、少なくとも４千万箱の損失だと思うが、当初予想されていた９,６９０万箱の収穫量のうち５千万

箱になる可能性もある」と言う。（以下「 」は同氏の発言） 

同氏はさらに、産地全体が過度の降雨に見舞われたと述べた。「その日曜日は午前１０時から深夜まで雨

が降り、マリコパ地域等の主要なブドウ産地に大量の雨が降った。」 収穫期の最盛期に全部で２〜３インチ

の雨が降った。「少なくとも８００エーカー（３２０ヘクタール）は収穫ができない。」 

タイミングは最悪であった。「我々は早生品種と中生品種の間にいた。」 シュガードロップ、スグラオーネ、

フレームは早生品種であり、収穫は終了していた。しかし、嵐はクリッシー、グリーンエメラルド、スカーレットロ

イヤルなどの品種の収穫の直前に来た。「その結果、それらは大きな損失を被った。収穫間近だった品種で

は、裂果が多く見られる。晩生の品種では、多くのブドウが腐っており、収量は減少する。」（以下省略） 

執筆者: マリーケ・ヘムズ  
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１８１．米国 ハリケーン「イダリア」がオレンジ果汁価格を史上最高に押し上げ 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月４日 

８月３０日に米国に上陸したハリケーン「イダリア」は、フロリダ州のオレンジの出荷に懸念を引き起こした。こ

のハリケーンの影響は次第にオレンジ市場に現れ、さらにオレンジ果汁の価格に影響を与えている。濃縮オ

レンジ果汁の価格は８月３０日には前日に比べて上昇し、史上最高値の３.３４ドル/ポンドに達した。 

ハリケーン「イダリア」が上陸する前でさえ、フロリダ州の今季のオレンジ収穫量の見通しは、米国農務省の

最終推計値が１,５８５万箱としている前年度（２０２２/２３年度）の収穫量をわずかに上回りはするものの、下方修

正されていた。市場関係者の予測によると、２０２３/２４年度の出荷量は２千万〜２,５００万箱で、出荷量が現

在の予想の２倍だった２年前とはまったく対照的である。 

ハリケーン「イダリア」の影響は、すでに困難な状況をさらに悪化させると見られる。フロリダ州のオレンジは、

カンキツグリーニング病による衰弱と繰り返すハリケーンの襲来によって、確実に減少している。２０２２年９月

に襲ったハリケーン「イアン」の余波からの回復は途上であり、ハリケーン「イダリア」は生産者が直面する課題

をさらに増やすと見られる。 

フロリダ州産オレンジ果汁の製造量は、米国内のオレンジ果汁の総製造量の９０％を超えている。オレンジ

生産量減少の波及効果は果汁の製造量にも見られ、２０２２/２３年度のオレンジ果汁製造量は前年と比較し

て４６.５％減少し、過去５年平均を６１％下回った。市場関係者の見解によれば、果汁製造量のこの減少傾向

が次の２０２３/２４年度まで続く可能性があり、ハリケーン「イダリア」が状況を悪化させる可能性が高い。 

現在のオレンジ果汁価格の高騰は、ブラジルからの供給チャネルが縮小し、世界的な供給が逼迫している

ことも直接的な原因である。２０２２/２３年度の世界のオレンジ果汁の総製造量は１５０万トンで、９％減少した。 

詳細情報: mintecglobal.com 

 

１８２．フィリピン バナナ生産者はパナマ病のため他の作物に移行 
ＢｕｓｉｎｅｓｓＭｉｒｒｏｒ ２０２３年９月４日 

ダバオ市 – 北ダバオ州の農業局（ＰＡＧＲＯ）は、同州の広大なバナナ農場で生産者を悩ませているパナ

マ病が拡大を続けたため、小規模なバナナ生産者らは穀物生産に切り替えたと発表した。 

これは、北ダバオ州のコメとトウモロコシの面積をはじめとする地域の農作物の総作付面積に関する同局の

最近の調査で明らかになった。 

同局の上級農業官兼州トウモロコシ統括官のオマールＴ.アイコ氏は、数年前には７千ヘクタールであった

北ダバオ州のトウモロコシの作付面積は、現在１万ヘクタール以上に達していると述べた。 

同氏は、作物の転換は、フザリウム萎凋病、別名パナマ病の侵入によって引き起こされた「広範な荒廃」に

起因するとした。この病気は、バナナ農園に影響を与えたが、管理と予防措置に費用が掛かるため、小規模

なバナナ農場に悲惨な結果をもたらした。 

同氏は、農民は現在、ＰＡＧＲＯが提供する「地域の農業と生計のための取組」（Ｋａａｇａｐａｙ事業）の支援を

受けて、以前のバナナ農場にコメやトウモロコシを植えていると述べた。州政府は、バナナ農場を水田とトウ

モロコシ畑に再建するために２台のバックホウを購入し、遊休地や耕作放棄地の生産性を回復するためにハ

イブリッド種子と肥料を提供した。（一部省略） 

同局の上級農業官であるジェファーソン Ｏ セルビト氏は、同州ではコメについてもトウモロコシと同様に増

加が見られ、現在約１万９千ヘクタールある稲作農場は今後も増加すると予想されるとしつつ、「以前はコメを

作っていたがバナナ園に転換され、その後、フザリウム萎凋病のために稲作に戻っている」と述べた。 

執筆者： マヌエル・カヨン  

https://www.mintecglobal.com/top-stories/hurricane-idalia-pushes-us-orange-juice-prices-to-record-highs
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１８３．ペルー 北部の生食用ブドウ生産 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月４日 

輸出企業サフコ・ペルー社のベンジャミン・シロニス総括マネージャーは、過去数週間ペルーで最も繰り返

された「北部について何を知っているか?」との質問に答えるのは簡単ではないと言う。（以下「 」は同氏の発言） 

これは、今年の３月と４月の豪雨の影響と、エルニーニョによる気温上昇の影響が生食用ブドウの木に大き

な不確実性をもたらしており、この頻繁に繰り返される質問につながったためである。同氏は、ペルーの生食

用ブドウ生産者は、温暖な気候が生産量にどのように影響するかについて、様子見のアプローチを採用する

必要があると言う。 

「今年の出荷量については、イカ県（中南部）では予定どおり緑色の品種を中心に数量が増えるだろう。ペル

ー全体としては、北部のピウラ県とランバイエケ県からの出荷量について少し議論がある。今年の３月と４月

の異常な雨天のため、通常ならブドウの木が成熟する時期に土壌中の酸素不足や真菌病の圧力の上昇な

ど、ストレスの多い条件にさらされた。当時から、その条件が北部の２０１７/１８年度の出荷量を５０％減少させ

た２０１７年の同様の条件と同じ影響をもたらすかどうか疑問に思っていた。今回は、２０１７年から多くの教訓

を学んでおり、北部の品種分布についてまったく異なるシナリオになっていた。 

２週間前、ペルー生食用ブドウ協会（Ｐｒｏｖｉｄ）は、今シーズンの最初の出荷見通しを発表し、北部の出荷量

についてはたった５％の減少を予測した。私が『たった』と言うのは、具体的な情報はないものの我々が聞い

ていたのは２０％くらいだったからだ。」 

同氏は、この最初の見通しには批判があったようだと言う。「そのレポートが発表されてからわずか２日後に、

我々は新しい出荷見通しを出すように求められたためである。Ｐｒｏｖｉｄのレポートは、これまで最も正確な予測

の１つとされており、この最初のレポートでは、今シーズンの出荷見通しを７,２００万箱とした。 

次の更新を待つ必要があり、最も重要なこととして、エルニーニョ現象が今後数か月でどのように発達する

かを待つ必要がある。一般的に言えば、我々が予想できるのは、イカ県では出荷の時期が早く量が多くなり、

おそらくピウラ県の出荷量は少なくなることである。」 

同氏は、エルニーニョの温暖な気候はブドウの出荷を加速させるので、完全に悪いニュースではないと言う。

これは、イカ県では最大３０日早く発芽するためである。カリフォルニア州の出荷量が少ない場合、それは助

けになるだろう。 

「我々は、イカ県、そしてできればペルーというブランド名を、生食用ブドウ業界の最も信頼できる産地とし

て位置づける絶好のチャンスに直面している。非常に独善的な発言のように聞こえるかもしれないが、ペル

ーの生産者は、可能な限り最も正確なプロセスで果実を収穫、選別、梱包、出荷するために細心の注意を払

い、すべての関係者をできるだけ幸せにするべきだと考えている。今年の正確な数量はわからないが、ペル

ーの出荷量は将来的に８千万箱になると承知しており、それに取り組む必要がある。」 

自社生産が増加する予定 

「今年は、弊社が自社の畑だけから果実を輸出する最初の年になる。１０品種１７０万箱を管理し、正しい果

実を各市場の正しい取引先に正しいタイミングで送ることは簡単なことではない。過去２年間に行った一部の

品種の置き換えによって出荷量を増やしている。特に、アメリカと中国の市場で非常によく知られたブランドと

なったオータムクリスプ品種を増やしている。」 

執筆者: クレイトン・スワート 
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１８４．キウイフルーツが主要市場の果実人気ランキング７位に上昇 
ＡＳＩＡＦＲＵＩＴ ２０２３年９月４日 

ニュージーランドのキウイフルーツ販売事業者ゼスプリは、近年のキウイフルーツの人気の高まりを示す新

しいデータを歓迎している。調査会社のカンター（Kantar）は、２０１８年から２０２２年までのニュージーランドの

キウイフルーツ出荷シーズン中に、ゼスプリの１５の主要市場における果実の中でのキウイフルーツの人気を

追跡した。その間、キウイフルーツは平均ランク９位から７位に上昇した。 

その結果は、キウイフルーツがアジア全体でいかに好まれているかを浮き彫りにしており、中国では２０１８

年には５位であったが２０２１年と２０２２年にはナンバーワンの座を獲得した。また、日本でも２０１８年の５位か

ら上昇し、過去３年連続で人気のある果実第３位に選ばれた。 

キウイフルーツはまた、ベルギー、スペイン、ドイツ、イタリアで人気が高まり、オランダでも確固たる人気が

あり、ヨーロッパ全体でランクを上げた。ゼスプリの成長市場であるベトナムと米国でも、キウイフルーツは次

第に好まれる果実になってきており、それぞれ２０位から１２位、１６位から１５位に上昇した。 

ゼスプリの販売、革新、持続可能性部門の最高責任者であるジュン・シー氏は、世界中の消費者がキウイ

フルーツを選ぶことが増えるのは喜ばしいと言い、「生産者のために需要と価値を構築することを目的にブラ

ンドへの投資を行ってきた結果、主要市場でキウイフルーツの人気が高まっているのを目の当たりにするの

は本当にやりがいがある。Covid-１９のパンデミックの後、人々が消費する果実の量は回復しており、消費量

は今後５年間増加を続けると予想される」と述べた。 

同氏はさらに、「同時に、キウイフルーツは現在、世界の果実消費量の１％未満を占めるに過ぎない。これ

はゼスプリと生産者にとって大きなチャンスをもたらしており、市場全体で味の良いゼスプリキウイフルーツの

利点を強調し、需要を喚起するインパクトのある販売キャンペーンを実施していきたい。キウイフルーツが世

界中の果実消費の定番として台頭し続け、生産者とコミュニティに還元できる価値が最大化することを期待し

ている」と語った。 

執筆者： リアム・オキャラハン 

 

１８５．南アフリカ産レモン・オレンジの早期終了で供給は逼迫か 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月４日 

今後の輸出向け作物の出荷規模がさらに明らかになり、南アフリカからの柑橘類の輸出は、今年は大幅に

早く、地域によっては４〜５週間も早く終了する。バレンシア種の予想輸出量はさらに１００万箱削減され、当

初の見積もりを６００万箱下回る４,８４０万箱となった。 

ある輸出業者は、樹上の果実のサイズ分布は当初予想されていたものとは異なり、全体的な収穫量は予想

よりも少なかったとして、「ヘクタール当たりの収穫トン数が少なくなり、果実は大きい。これは、一部の地域を

除いて国内の大部分に当てはまるが、特に収穫量が少ない東ケープ州によく当てはまる」と述べた。 

南半球産の柑橘類から北半球産への切り替えの過程で、レモンとオレンジは不足する可能性がある。しか

し、今シーズンの良好な降雨を考えると、来年はおそらく様子が異なるだろう。 

消費の減速を踏まえると、出荷量の減少はむしろ良かったかもしれない。インフレ率と輸送コストの高さ等に

より南米産柑橘類の輸出が減少した結果として、ヨーロッパ市場での価格は高止まりしている。 

東ケープ州の柑橘類の輸出シーズンは１か月早く終了する。豊富な冬の雨が酸度を急速に低下させた西

ケープ州でも同様である。 

執筆者: キャロライズ・ヤンセン 
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１８６．ヨーロッパ カンキツグリーニング病媒介昆虫を初めて確認 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年９月５日 

当局は、キプロスでカンキツグリーニング病の最も致命的なアジア株を運ぶミカンキジラミの発見を確認 

２０２２年１月にイスラエルで検出されたのに続き、カンキツグリーニング病（ＨＬＢ）の致命的なアジア株を運

ぶミカンキジラミの存在がＥＵ域内で初めて確認された。キプロスでのこの昆虫の発見は、ヨーロッパ地中海

植物防疫機構（ＥＰＰＯ）によって確認された。地中海地域とＥＵは、世界の主要な柑橘類産地の中で唯一、こ

れまでのところカンキツグリーニング病を引き起こす細菌（Candida Liberibacter）が確認されていない。 

スペインの柑橘類の産業団体であるインターシトラス（Intercitrus）は、ヨーロッパが現在二重の脅威に直面

していると警告している。一方では、比較的穏やかなアフリカ型ＨＬＢ株の媒介昆虫（Trioza erythreae）がスペ

イン北部とポルトガルの大西洋岸のほぼ全域に分布することがすでに知られており、そして今や、柑橘類に

とって最も攻撃的で致命的な株を最も効率的に媒介するアジア型媒介昆虫のミカンキジラミが存在する。 

インターシトラスはＥＵに対し、発生源を調査し、根絶対策に対して資金を提供し監督するよう求めており、

「ミカンキジラミは検出がより難しいため、イベリア半島にすでに存在するアフリカ型の昆虫よりも心配である。

それはヨーロッパの気候によりよく適応し、より広い温度帯で生育する。スペインで最も広く使用されている 

Ｃａｒｒｉｚｏ台木でより容易に繁殖し、ＨＬＢの最も致命的な株を伝染させる。ミカンキジラミが侵入し、アフリカ型

の媒介昆虫と共存した場合、すでにフロリダ州とブラジルで柑橘類の農園を荒廃させているＨＬＢが、短時間

のうちにスペインで検出される可能性がある」としている。 

インターシトラスは、より耐性のある台木や品種を用いた生物学的防除方法の開発に関する研究を強化す

るよう求めるとともに、農場や国境でのより厳しい管理を望んでいる。 

執筆者： マウラ・マクスウェル 
 

１８７．エジプト 柑橘類の栽培面積が増加 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月６日 

エジプトの生産者、輸出業者及び関係当局は、次の柑橘類の季節に向けて積極的に準備を行っている。

専門家の情報によると、需要が高まる中、耕作面積は大幅に増加している。 

ジャナフレッシュ（Janafresh）社の事業開発責任者であるイブラヒム・ガダラ氏は本サイト（FreshPlaza）に対し、

「エジプトの柑橘類の栽培面積は一貫して年間約５％増加している。しかし、今年は例年よりも柑橘類への関

心が高いため、もっと増えると思う。栽培面積は非公式の数字で約１８万２千ヘクタールだが、今シーズンは 

２０万ヘクタールに達すると推定している」と述べた。（以下「 」は同氏の発言） 

「予想される出荷量は、栽培面積の増加と、現在の営農活動の改善により、４８０〜５００万トンに達することも

あり得る。昨シーズンの出荷量減少の問題は、生産者に営農の大幅な改善を促した。」 

「エジプトの輸出量に関しては、来シーズン２００万トンを超えると言っても過言ではない。これはいくつかの

要因によるものである。第１に、エジプト産の柑橘類は昨シーズン、より多くの市場に浸透した。第２に、今年

の南アフリカ産柑橘類のパフォーマンスの低さはエジプトが市場に食い込む余地を与えており、市場はエジ

プト産の出荷の開始を待っている。そして最後に、エジプトの食品安全当局は、より多くの輸出業者を支援す

るために多大な努力を払っており、輸出業者らは基準に完全に準拠するように厳格な監督下にある。」 

柑橘類の果実のサイズがどうなるかはまだわからない。「昨シーズン発生した小玉化の問題は、本当に奇

妙な現象であった。多くの人がそれを気候のためだとしており、地球温暖化が生産者にとって頭痛の種にな

っていることは我々の周辺では明らかである。開花期の気温の大きな変化は、樹上の果実の密度と大きさに

影響を与える。生産者と専門家は現在、これらの新しい条件に適応するため、灌漑と施肥方法の調整に懸命

に努力している。今年は適度なサイズの果実で、より良い出荷量が得られることを期待している。」（以下省略） 

執筆者: ユーネス・ベンサイド  
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１８８．インド 米国産リンゴの追加関税を撤廃 

The Spokesman-Review ２０２３年９月６日（９月１１日更新） 

米国とインドの間の貿易協定が水曜日（９月６日）に発効し、これはワシントン州が巨大なインド市場への主要

な輸出産地として復帰する呼び水となる。トランプ政権が課した鉄鋼とアルミニウムの輸入関税に対する報復

として、インドのナレンドラ・モディ首相が米国産のリンゴに２０％の追加関税を課す前は、ワシントン州は毎年

１億２千万ドル相当のリンゴをインドに輸出していた。ワシントン州のリンゴ生産者と輸出業者を代表する北西

部園芸協議会によると、インドはかつて同州のリンゴの２番目に大きな輸出市場であったが、追加関税発効

後の今シーズンの輸出額は９９％以上減少し、約７６万ドルとなった。（豆類の記述は省略） 

両国間の貿易における追加関税を撤回する合意は、バイデン大統領によって６月に発表されたが、水曜日

に正式に発効した。この進展はワシントン州の生産者にとって朗報ではあるが、ワシントン州果樹協会のスポ

ークスマンを務めるティム・コビス氏は、その利益はすぐには得られないだろうと話す。同氏は、「ワシントン州

の生産者は、一夜にして何百万個ものリンゴをインドに出荷することはできない。これは特効薬ではない。そ

れは長い回復の道のりになるだろうが、進歩ではある」と言い、ワシントン州のリンゴ生産者は、ピーク時には

毎年８００万箱以上のリンゴをインドに出荷していたと述べた。シアトルタイムズ紙によると、この量はインドの

市場シェアの５３％を占めていた。貿易障壁の下ではワシントン州のシェアは１％未満に減少していた。 

この合意は、上院代表団の一員として２月にインドを訪問した際にリンゴ関税の問題を直接モディ首相に提

起したマリア・キャントウェル米国上院議員が求めていたものである。同上院議員は声明の中で、この進展に

ついてこれ以上嬉しいことはないとし、「１０億人以上の人口を抱えるインドは世界最大の市場の１つであり、

ワシントン州の生産者にとって重要な成長機会を提供する。これらの報復関税を撤廃することで、リンゴ生産

者らはインドからの注文を受けることができ、早ければこの秋にも出荷することができる」と述べた。 

執筆者： トッド・スティーブンス 

 

１８９．エジプト ブドウはまだ輸出できる 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月７日 

エジプトの様々なブドウ会社のコンサルタントを務めるサレム・ゴニム氏は、エジプトの生食用ブドウはまだ

輸出可能であると保証する。ゴニム氏は、「一部の輸出業者はまだクリムゾン品種の出荷予定を提示している。

エジプト産のブドウが９月まで輸出されるのを見たのはこれが初めてだ」と言い、「このシーズンは素晴らしか

った。生産者と輸出業者の業績は際立っていた。ブドウは今年のエジプトの輸出農産物第４位となっており、

これまでに１３万５千トンを輸出し、輸出量はまだ増えている」と述べた。（以下「 」は同氏の発言） 

「輸出量の４８％は欧州市場向けであった。欧州の需要は、前シーズンに引き続き安定している。残りの半

分はロシア、東アジア諸国、アラブ諸国に輸出され、これらの国の需要は今年大幅に改善した。エジプト産の

ブドウにとって比較的新しい市場であるアフリカ諸国にもかなりの量が出荷された。全体として、輸出量は

我々の予想を上回った。」 同氏によると、この出荷シーズンは価格の面でも生産者と輸出業者の両方にとっ

て満足のいくものであった。「生産コストが全般的に増加しており、もし価格が悪ければまずいことになったの

で、価格が良いことに感謝している。」 すべての品種が市場で好調であったが、一部の品種は他よりも一層

順調であった。ゴニム氏によると、今年は白ブドウ品種が特に人気があった。 

「出荷シーズンの成功の背後にある要因の１つは、シーズンが通常よりもかなり早く始まったという事実であ

る。それは貴重な教訓である。始まりが早いほど良いシーズンとなる。また、最初は動きが遅いとしても、新し

い市場に浸透することは非常に重要である。輸出業者は、より多くの市場への供給のバランスを取り、取組み

を調整することで、得られるものが多い。」 

執筆者: ユーネス・ベンサイド  
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１９０．南アフリカ リンゴとナシが困難なシーズンにいくつかの朗報 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月７日 

西ケープ州はゆっくりと冬から脱している – 今週はさらに雪が降り、週末は再び雨が降ると予報されている

– しかし、果樹園の開花が始まるにつれて、生産者と花粉を運ぶ昆虫は気温の上昇を歓迎するだろう。 

コアフルーツ（CoreFruit）社の仁果類（リンゴ、ナシ等）の責任者であるトーマス・ムートン氏は、「春になっても

寒い年が数年続いているが、少なくともダムは満水だ」と言う。（以下「 」は同氏の発言） 

昨年１１月には、同社が販売する仁果類のほとんどが栽培されているセレス地域で、リンゴとナシが降雹の

被害を受けた。 

「リンゴとナシの生産者の大多数は、雹害のために今年は不作であった。降雹の強度と広がりは前例のな

いものであった。価格は平均で昨年よりも確実に良くなっているが、これは主に３つの理由によるものである： 

第１に南アフリカだけでなく南半球全体での供給の不調。第２に、海上貨物運賃が最大の構成要素である一

連のコストは、物流コストがピークに達した昨年よりは改善されている。そして第３の理由は為替レートである。」 

南アフリカの通貨であるランドは大幅に下落し、今日は１米ドル＝１９.２２ランドで取引されている。 

台湾市場の喪失は痛い 

量は少なくなっているが、同社はまだＣＡ貯蔵したリンゴとナシを梱包しており、それは一年中続く。 

「中国向けに出荷シーズンを通してナシを送るのは初めてであった。時には価格の良い時もあったが、新し

い市場であり、品種とサイズに関して消費者が求める要件について多くを学んだ。中国市場の追加は我々の

業界にとって非常に有益だが、それは特効薬ではない。品質が適切であり、適当な時期に市場に投入され

ていることを常に確認する必要がある。」 

同氏は、インドからの需要は高かったが（輸出できる供給量が少なかったため、常に需要を満たすことがで

きた訳ではない）、植物検疫上の理由で南アフリカ産のリンゴが台湾市場から締め出されたことは、特にふじ

品種で大きな損失であったと言う。 

リンゴは南アフリカで突出して最も多く消費される果実であり、１人当たりの消費量は４.８３ｋｇである。「消費

が増えることを願っているが、現実には果実は依然として贅沢品であり、我々の経験では、人々は困難な時

期には買い物かごに果実を入れない。」 

とはいえ、南アフリカ市場では主に供給が制約された結果として平均価格が高くなったため、悪くはなかっ

たと同氏は付け加える。 

「リンゴの価格が高いということは、農場の収益の向上を意味しており、それは良いことである。サプライチェ

ーンのコストは相変わらず非常に高い。今週のディーゼル燃料の価格上昇はその一例であり、特に計画停

電中の農作業、梱包、冷蔵のコストに大きな影響を与える。」 

執筆者: キャロライズ・ヤンセン 
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１９１．トルコ産ザクロは欧州の品薄で関心が高まる見込み 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月８日 

トルコの青果物輸出業者であるエバーフレッシュタリム（Everfresh Tarim）社のベヤジット・アフィヨン販売部

長は、「トルコ産ザクロの出荷シーズンの開始は順調だ。収穫が早いが、品質はかなり良く、ヨーロッパ市場

に受け入れられる品質を備えている。内部が赤に近く、外皮の色が赤いということ、外皮の欠陥がないこと、

それに花が壊れていないことは品質の高さを示している。今年、ヨーロッパの地中海沿岸諸国ではザクロの

出荷量が近年に比べて少なくなっている。このため、トルコ産ザクロへの関心が高まり、近年と比較して我々

にとってより良い年になると予想している」と述べた。（以下「 」は同氏の発言） 

同氏は、まだすべてのザクロが収穫されたわけではないが、輸出には十分な量があるようだと説明する。 

「トルコのザクロの収穫はメルスィン県から始まる。その後、イズミル、デニズリ、アンタルヤの各県での収穫が

続く。今年は出荷量が豊富だと言える。気象条件はこれまで良好で、果実はよく色付いている。さらに、意識

の高いトルコの生産者らに対し正当な評価を与えるべきである。品質の良い果実を得るためには、良い栽培

方法を実践する必要がある。」 

正しい方法で操業することが、同社がザクロのシーズン中に獲得した顧客を維持することにつながる。激し

い競争に対処するため、果実が可能な限り最高の品質であることを確保することが目標である。「今年は良い

ザクロのシーズンを期待している。悪い行いから良い結果を得ることはできない。高品質の果実を正しいやり

方で梱包することによって、市場でのトルコ産ザクロの地位を維持することを目指している。今シーズンのタ

ーゲット市場は、ヨーロッパ、アジア太平洋諸国及びカナダである。これらの市場では、スペイン、イタリア、ギ

リシャ、エジプト、中国など生産力の高い国と真正面から競合している。これを克服する最も重要な方法は、

適切な価格に見合った適切な品質の果実を提供することだけである。」 

執筆者: ニック・ピーターズ 

 

（関連記事）トルコ ザクロのシーズンが始まる 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年９月１４日 

「ネガティブな結果を避けるため、暑い天候に備えてチームと設備を用意した」 

トルコの青果物輸出業者イスレク（Islek）グループのザクロの出荷量は、前年比で着実に増加している。昨

年、同グループは約１５％の増加を予想していた。同グループの輸出アシスタントであるメフメト・ムトル氏は、

今シーズンはザクロの出荷量がさらに増加すると考えており、「今年は弊社のザクロの収穫量が３０％増えると

見込んでおり、これは総出荷量が約６千トンになることを意味する。今シーズンはザクロの需要が非常に高く

なると見られる。交渉の段階だが、ドイツ、オランダ、スウェーデンに新しい顧客がいる。また、従来の取引先

もより多くの量を求めている」と述べた。（以下「 」は同氏の発言） 

同氏は、国内外の競争に先んじるため、同グループは毎年ザクロの品質を向上させることに余念がないと

言う。「弊社はザクロの輸出に関してトルコの出荷業者と競っているが、これらの輸出市場ではスペイン、エジ

プト、ギリシャの出荷業者とも競争している。毎年、果実の品質を段階的に向上させている。今では、取引先

は弊社の品質を認識して贔屓にしてくれており、それが弊社のビジネスが成功している理由である。」 

トルコの天候は８月には灼熱の暑さが続いた。同氏は、暑くなることがわかっていたので、少なくとも部分的

には悪影響を回避することができたと述べた。「今年は非常に暑く、まだ暑い。先月は史上最高の気温を記

録した。しかし、天気予報で夏の間ずっと暑い天気が続くことがわかったので、我々はこの状況に備えてザク

ロ産地に人員と設備を用意し、否定的な結果を避けるよう取り組んだ。」 

「アンタルヤ県で開催されるインターフレッシュユーラシア展に出展する（詳細省略）。弊社は北欧や東アジア

にも市場を拡大し、総出荷量も増やしたいと考えている。弊社が正しい道を進んでいると信じている。」 

執筆者: ニック・ピーターズ  
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１９２．世界のアボカド市場 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月８日 

アボカドは相変わらず人気があるが、一部の市場の報告が示すように消費者が余計に金を払わなければ

ならない国もある。オランダでは、エルニーニョ現象がペルー産の輸出に与えた影響により入荷量が減少し、

冬場の輸入先への移行が一層難しくなっている。フランスではインフレとペルーでの減収により、高価格と消

費の減退に直面している一方、イタリアではアボカドのサイズの好みがヨーロッパの傾向に従うとともに、価格

が下落している。スペインでは、水不足と干ばつによりマラガ県で最大６０％の深刻な減収に直面しており、

輸入の増加を余儀なくされている。南アフリカはシーズン終了前の中国へのテスト輸出に期待しており、北米

ではアボカドの供給が良好で価格が手ごろになっている。最後に、ブラジルは輸出が大幅に増え、新興のア

ボカド輸出国として浮上しており、世界の果実市場に存在感を示す構えである。 

オランダ： エルニーニョ現象がペルー産の輸出量に影響 

ペルーから一時期大量の輸入があった後、エルニーニョ現象の影響により現在は同国からの出荷が減少

している。その結果、従来からの冬場の輸入先への移行が昨年よりも少し難しくなっている。しかし、輸入業

者らによると、消費者の購入が現在増加しているため、９月末からは堅調な価格の良好な市場が期待される。 

ドイツ： 夏の休暇にもかかわらず好調 

南ドイツのある卸売業者は、アボカド専門の国際企業から、ペルー産、メキシコ産、イスラエル産等のハスア

ボカドを調達している。夏の休暇にもかかわらず売上は安定した水準にある。全般的に、アボカドの需要と販

売は年間を通じて一定しており、価格の変動は限定的であった。この業者はまた、すぐに食べられる食品の

人気が高まっている傾向を指摘する。そのため、未熟なアボカドの売上は減少した。 

フランス： 価格は高く、消費は停滞 

現在、フランス市場にはケニア産と主にペルー産のアボカドがあり、徐々にシーズンの終わりに近づいてい

る。市場では、新学期の時期であるほか、インフレの影響による果実や野菜の高価格のため、今年の９月は

消費があまり活発ではない。すでに高かったアボカドの価格は、ペルーの不作によってさらに通常よりも高値

になった。スペイン産のアボカドはベーコン種とフエルテ種が１０月に入荷し、ハス種は１１月に入荷する。 

イタリア： アボカドのサイズでヨーロッパの傾向に従う 

８月にはかなりの量のアボカドのヨーロッパへの流入が記録された。６月から９月末までにイタリアに入荷す

るアボカドの大部分は、引き続きペルー産のハス種である。サイズ（入数）は１０/１２/１４/１６に集中している。

価格は、入荷量の増加と品質の問題により、昨年より約２５％低い傾向にある。平均販売価格は７ユーロ（サイ

ズ１０/１２）～８ユーロ（サイズ１４/１６/１８）である。常に大玉（１０/１２）を好んできたイタリア市場だが、現在は

ヨーロッパの一般的な傾向に従っている。 

ペルーからの入荷量は現在２０％少なく、出荷シーズンは９月末の早期終了が見込まれている。エルニー

ニョ現象と去る２月の甚大な洪水被害により、出荷量は深刻な影響を受けた。イスラエル産の出荷は遅く、ス

ペイン産は秋、特に晩秋は出荷量が少ない見込みで、モロッコ産とポルトガル産も同様と見込まれる。 

果皮が緑色のアボカドについては、入荷する品種は南アフリカ産（低品質）とケニア産（比較的良い品質）

のピンカートンである。南アフリカ産のライアン品種とペルー産のナバル品種も少量あるが、イタリアではほと

んど需要が無い。イスラエル産のエッティンガー品種はまもなく最初の入荷が見込まれている。 

スペイン： マラガ県で生産量が最大６０％減少 

アボカドの出荷シーズンは、スペイン南部で緑色の品種から始まろうとしている。水不足のため、スペインの

主産地であるマラガ県（アンダルシア州）では、アボカド出荷量の約６０％の劇的な減少が予想される。この大幅

な減少は、今シーズン大きな損失を引き起こす。グラナダ県（同）沿岸部のアボカドも干ばつのために壊滅的

な状況である。灌漑用の井戸は枯渇したものが多く、他の井戸も塩分濃度が過度に高くなっている。グラナ

ダ県では、アボカドの出荷量が７０％減少すると予想される。 
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アボカドの木の大部分は、黄色くなって枯れた葉をわずかに付けているだけである。果実は落果するか、

肥大が止まっている。収穫量が少ないので、アボカドの品質は高いようである。しかし、出荷量が非常に少な

いため、スペインの業者は今年は輸入を増やす必要がある。この状況と干ばつの結果として、多くの生産者

は利益を上げておらず、アボカドの栽培をやめる可能性がある。 

南アフリカ： 中国への輸出のゴーサイン待ち 

アボカドの出荷シーズンは終盤に差し掛かっており、中国向けテスト出荷の最終的なゴーサインが出た時

に十分な量が残っている輸出業者はごくわずかと見られる。第３５週（８月末）までに南アフリカの出荷量の  

９２％が輸出された。今年、南アフリカは４ｋｇ箱で１,８００万箱（７万２千トン）を輸出したと推定され、新植園地

の成園化により昨年を大幅に上回った。 

市場分析のＡＭＴ社によると、現在の国内市場の平均価格は１６.５０ランド（０.８ユーロ）/ｋｇであり、ヨハネス

ブルグの青果物市場では、４ｋｇ箱の平均価格は１９.４０ランド（０.９ユーロ）である（原文のまま）。 

業界は長年にわたり、南アフリカの出荷先が、ペルーの供給ピークによって圧迫される市場（欧州、英国及

び中東にもある程度）に限られていると感じていた。中国市場が南アフリカ産アボカドに開放されるというニュ

ースは、アボカド産業のほか、次に検討される核果類とブルーベリーの業界にとっても朗報であった。 

ニュージーランド： アジア市場に焦点 

ニュージーランドの今年のアボカドシーズンは、オーストラリア産の豊富な供給により、市場の価格が芳しく

ないと見込まれるため、見通しが厳しい。果実の品質はオーストラリアもニュージーランドも全体的に素晴らし

いようで、販売業者はアジア市場に注意を向けている。これらの市場では最近、品質の低い南米産が収益の

低下をもたらし大変頭の痛い問題となったため、高品質の果実に対する需要が大幅に増加している。 

北米： アボカドの価格が軟化 

地域別の供給量が変化しており、アボカドの供給は良好である。ある出荷業者は、「メキシコでは毎日収穫

しており、それは良いことである。供給は日に日によくなり、季節的な供給曲線も改善しており、サイズの分布

も良くなっている」という。（以下、北米の項で「 」はこの業者の発言） 

この業者は、カリフォルニア州の出荷シーズンはあと数週間を残すのみで、出荷量は先細りだと言う。「ペ

ルー産は９月一杯出荷されるが、出荷量が減り始めている。」 秋になると、１０月から１１月にはコロンビアから

の出荷の季節となる。 

需要は現在良好で、さまざまな祝日向けの需要の盛り上がりがある。たとえば、先週末はレイバーデー（労

働者の日、９月４日）の需要が良好であった。価格に関しては、夏の間高かった。「しかし、大玉の価格は控えめ

である。今後サイズ分布がもっと良くなり、売りやすいサイズが増えると思う。価格と供給のバランスが取れ、

品物の流れが安定するだろう。秋から冬にかけて供給が順調で、すべてが良好なようだ。」 

ブラジル： アボカドの輸出力は未知 

国際青果物協会（IFPA）のブラジル担当者は、８月末にブラジルで開催された会議の中で、ブラジルが世

界の果実市場で獲得できると期待される役割を明らかにし、「ブラジルの目標の１つは、輸出先と輸出品目の

両方において輸出を成長させることである。輸出先については、新しい市場を開かせる多くのオプションがあ

る。実際、ブラジルが輸出力を有するがまだ開拓されていない品目の１つがアボカドである。現在、これに取

組んでいる」と述べた。２０２３年の輸出額はこれを裏付けている。 

今年の上半期には、アボカドは輸出額で前年比１５３％、輸出量で１７５％増加し、レモンとライム、メロン、マ

ンゴー、果実缶詰、ブドウに次いで６番目に輸出されたブラジル産果実となった。同担当者は、「これらの数

字は重要であり、輸出が好調な時期は８月から１２月なので、上半期には輸出が最も少ない時期が含まれる

ことにも注意する必要がある」と述べ、今年下半期に再び大幅に増加することを予測した。 
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１９３．米国カリフォルニア州の核果類が終了へ モモとスモモは順調 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月１１日 

カリフォルニア州の核果類は、一部で終盤に差し掛かっている。プリマワオナ（Prima Wawona）社のマウリシ

オ・ヒメネスカストロ最高商務責任者は、「黄肉のネクタリンの収穫は９月中旬までに終了する。白肉のモモは

もう１週間あり、白肉のネクタリンは既に終了した。スモモの収穫は９月末まで、モモは１０月末まで続く」と言う。 

今シーズンは出荷のスタートが遅かったが、終了のタイミングは大部分で追いついた。しかし、シーズン中

に別の課題が発生した。それは先月のハリケーンヒラリーである。ヒメネスカストロ氏は、「ハリケーンは収量の

面で果実に影響を与えたが、幸いなことに晩生のモモの出荷計画は問題ない。なお、春には寒い天候もあり

果実の収量に影響を与えたため、業界としての出荷量は期待どおりではなかった」と言い、業界全体の出荷

量は約１５〜２０％減少し、また有機栽培は慣行栽培よりも大きな影響を受けたと述べた。 

今シーズンの価格設定は強含み 需要については、特に今年これまで南部の州と中部の産地からの果実が

不足していたため、堅調に推移している。ヒメネスカストロ氏は、「出回り量が少なく需要が高いため、昨年より

も高い価格を設定することができた」と述べ、シーズンの残りの期間を通じて価格が堅調に推移する可能性

が高いと指摘する。同氏はさらに、「我々は、価格を高く保つことを支援してくれるよう、主要な取引先と協議

している。その理由の１つは、生産者がより良い農場価格を獲得するのを助けることである」と話す。 

今後、同社のモモの販売は来月末まで順調と見られる。同氏は、「レイバーデー（労働者の日 今年は９月４日）

の後も、核果類の宣伝を行う良い機会はまだある。夏が終わってもモモは終わらないので、シーズンを延長

する絶好の機会である」と付言する。 

執筆者: アストリッド・ヴァン・デン・ブローク 

１９４．意見 欧州の包装規制は無用 - アジアは無頓着 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月１２日 

ＥＵ全体でプラスチック廃棄物の増加に対処する法律と政策を強化する中、ＩＬＩＰ社（イタリアの梱包資材会社）

の青果物包装輸出担当販売部長であるマウロ・スティパ氏は、欧州のそれはやり過ぎだと考えている。同氏

は香港で開催されたアジア果実展覧会（Asia Fruit Logistica）を訪問し、アジア太平洋地域の経済がいかに

驚くべき成長を示しているかを共有した。その上で同氏は、「大量のプラスチック！」について報告している。 

プラスチックの付加価値 同氏は「電子商取引の発達もあり、生産者は小売業者の価格に文句を言わない。

また、再生ポリエステル（RPET）の包装には付加価値があり、アジア市場では欧州の様に『悪魔扱い』される

ことはない。異常な天候に対処するため、アジアの消費者は青果物が（大陸間をも）輸送されることを必要とし

ている。国内の青果物だけでは、アジア諸国の巨大な需要を満たせない」と言う。（以下「 」は同氏の発言） 

「消費者は内容物を重視するため、パッケージに『執着』することはない。アジア果実会議（Asiafruit 

Congress）の中でニールセンＩＱアジア社（調査会社）が共有したように、購買行動は、競争力のある価格、衛生

と品質の保証、健康意識、そして最下位の事項として環境への配慮に依存する。これにより、再生プラスチッ

ク...またはリサイクルされないプラスチック包装に最適のシナリオとなっている。」 

プラスチックへの罰則による青果物セクターへの嫌がらせ 「これがアジア太平洋諸国の（成功した）ビジネ

スモデルであるとすれば、なぜＥＵの政治家はすでに苦しんでいるセクターに『嫌がらせ』を続けるのか?」と

スティパ氏は疑問を呈する。「欧州では、プラスチックに対する税金と制限が社会に課せられるが、アジアで

は汚染した個人を罰する。たとえば、シンガポールで喫煙すれば投獄される恐れがある。また、欧州がプラス

チックを禁止するとしても、アジア、アフリカ、南米では数百万トンが使用されており、欧州の業者の競争力が

低下して、これらのダイナミックで積極的な新興国を利することになる。」 

パゴダ（中国の果実小売り業者）などの優れたビジネスの信条は「今すぐ購入/今すぐ配達」だと同氏は例を挙

げる。「誤った認識や無用の制限を排除し始めなければ、我々の販売網はそのような巨人と競争したり、自ら

を防御したりすることはできない。」  
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１９５．南アフリカ 柑橘類の２０２３年ＥＵ向け輸出を終了 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年９月１２日 

南アフリカ柑橘類生産者協会（ＣＧＡ）と青果物輸出業者フォーラム（ＦＰＥＦ）は、南アフリカ産柑橘類の欧州

連合（ＥＵ）向け輸出は金曜日までしか受け入れないことを確認し、ＣＧＡは「西ケープ州と北ケープ州からの

輸出を除き、南アフリカから欧州に輸出されるオレンジの検査は９月１５日金曜日が最終日となる」と通知した

（以下「 」は同通知の内容）。「欧州における南アフリカ産柑橘類のシーズンは１０月１５日頃に自然と終わるので、

これは承認済みのオレンジが欧州に到着する時間的余裕を与えるものである。」 

「また、ＣＧＡとＦＰＥＦの発表により、北半球の産地は現在の好調な市況を活用することができる。南アフリカ

の柑橘類産業がこの時期に柑橘類の需要への対応を北半球の産地に引き継ぐのは、欧州の柑橘類生産国、

特にスペインとの、芽吹きつつある協力精神の現れである。」 通知によると、欧州を含む世界中の消費者は、

南アフリカ産の柑橘類に対して「異例の食欲」を示していた。「欧州域内の業界（ＥＵの生産者）は今年、消費

者のオレンジ需要を満たすことができなかった。」 

南アフリカの柑橘類業界は、柑橘類の輸入条件と黒星病についての論争が続く中、ＥＵにオリーブの枝 

（和解の象徴）を差し出すものであることを通知内で示唆した。他方、いまや明らかに品不足の、そしておそらく

消費者価格の上昇の責任を欧州の柑橘類生産者に負わせている。 

通知はまた、南アフリカの生産者を称賛した。「継続的な計画停電、異常な気象条件、港や鉄道の物流上

の制約など、２０２３年のシーズン中に生産者が直面した課題を踏まえ、ＣＧＡとＦＰＥＦは、生産者、輸出業者、

その他の業界関係者の継続的な取組みと１４万人の生活を支える業界への貢献に感謝したい。」 

ＣＧＡは、「地域の生産者が現在の経済的逆風に耐えられるよう、ＣＧＡとＦＰＥＦはこれまでと同様に、政府

や他の流通関係者との協力に引き続き取り組む」と結論付けている。 

なお、ＣＧＡは、シーズン開始時の予測輸出量が１億６,５００万箱であるのに対し、最新の予測が１億５,９００

万箱であることを確認した。わずかに増加したマンダリンを除いて、すべての品目で昨年を下回った。 

執筆者： フレッド・メインチェス 

 

（関連記事）南アフリカ 西ケープ州の柑橘類輸出は２週間早く終了 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月１８日 

業界の専門家やエコノミスト達は、西ケープ州の柑橘類の輸出シーズンが通常より２週間早く終わると予測

している。西ケープ州の農業担当行政評議員（州の大臣）であるアンドリカス・ヴァン・デル・ウェストハイゼン氏

によれば、収穫の時期は、花から果実が形成される時期から、樹上で果実が熟すまでの過程における様々

な要因よって決まる。 

ヴァン・デル・ウェストハイゼン氏の話： 「したがって、雨の多い冬の天候だけが原因であると言うのは気が進

まない。ほとんどの生産者が果樹園に必要な排水設備を確保しているので、最大の課題は冬の降水量が全

般的に多かったことではない。問題だったのは、洪水（２０２３年６月中旬）と、繰り返し発生した降雹を伴う嵐

で、直近の嵐は今週シトラスダル地域を襲った。柑橘類の果樹は通常、果実が形成される夏の間は灌漑され

るため、（灌漑ポンプが止まる）計画停電も収穫量に悪影響を及ぼす。」 

「今年は収穫シーズンが少し早く終わるだけでなく、収穫量も予想より約１０％少なくなると見られる。これに

より、投入費用が増加し続ける中で収入が減少するため、生産者は困難な状況に置かれることになる。通貨

（ランド）の安値は、輸出可能な果実にとっては少し助けになる。しかし、雹で損傷した果実は輸出できず、果

汁工場向けに出荷すれば大幅に低い価格で取引される。全体として、西ケープ州の多くの柑橘類生産者に

とって奇妙で困難な年であった。」 

出典: iol.co.za  

https://www.iol.co.za/weekend-argus/news/concerns-expressed-over-premature-end-to-western-cape-citrus-export-season-7866ae66-a38b-434e-9514-39d7940c3887
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１９６．英国 マンダリン品種の権利者が小売業者に警告 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年９月１２日 

受賞歴もあるナドルコット（Nadorcott）品種のマンダリンの知的財産権を有するナドルコットプロテクション社

（ＮＣＰ： Nadorcott Protection（モロッコの王室が所有））は、同社がタンゴ（Tango）及びタンゴールド（Tang Gold）

品種の「無許可販売」であると主張するものについて、英国の９つの主要な小売業者に通知したことを明らか

にした。ＮＣＰは、タンゴ/タンゴールド品種の「無許可販売」は、「ナドルコット品種を対象とする英国の植物育

成者権（ＵＫ ＰＢＲ）を侵害する」としている。 

ＮＣＰの代理人らは、タンゴ/タンゴールド品種の無許可販売が英国のアルディ、アズダ、コープ、リドル、マ

ークスアンドスペンサー、モリソンズ、セインズベリーズ、テスコ及びウェイトローズの店舗で行われていること

を特定したと述べている。伝えられるところによると、ＮＣＰは書簡で、「英国におけるタンゴ/タンゴールド品種

の無許可販売に関連する潜在的なリスク」について小売業者らに警告した。 

ＮＣＰによると、タンゴ/タンゴールド品種が「本質的に派生した品種」を構成するかどうかを確立するための

手続きが進行中である。同社は「この分類が、進行中のまたはさらなる手続きにおいて裁判所によって確定さ

れた場合、遡及的に適用される可能性があり、小売業者に大きな影響を与えることとなる」と警告した。 

ＥＵの植物品種庁（ＣＰＶＯ）は、ナドルコット品種とタンゴ/タンゴールド品種の間には２つだけ違いがあるこ

とを確認した。ＮＣＰは、これらの調査結果に照らして、タンゴ/タンゴールド品種を、保護されたナドルコット品

種からの従属的で「本質的に派生した品種」であると見なすと結論付けた。 

同社のモハメド・ベンビガ氏は、「弊社は欧州市場でのタンゴ品種の発売以来、タンゴ/タンゴールド品種は

保護されたナドルコット品種の本質的に派生した品種として分類されるべきであるとの明確な立場をとってい

る。我々は引き続き、ナドルコット品種の独占的権利を強力に保護するために必要なあらゆる措置を講じると

ともに、ＮＣＰの独占的知的財産の不正利用を防ぐための措置を講じる」と語った。 

執筆者： トム・ジョイス 

 

１９７．南アフリカ産柑橘類 ＥＵで黒星病の検出が３倍に 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月１２日 

バレンシア州（スペイン）の農業者連盟（La Unió Llauradora）は、今年南アフリカからＥＵに輸入された柑橘類

の有害生物の検出件数が前年の３倍になったと非難した。検出件数（輸入拒否件数）は、２０２２年１月から  

８月までの１２件から、今年の同時期には３７件に増加した。（以下「 」は同連盟の声明） 

「今年の８月の検出件数は実に酷いものであった。南アフリカ産からの検出が１１件、欧州連合と南部アフリ

カ諸国の協定に含まれるジンバブエ産からの検出が４件であった。すべての不合格は、恐ろしい柑橘類の黒

星病を引き起こす真菌（Phyllosctita citricarpa）によるものであることに留意する必要がある。」 

「南アフリカ産柑橘類で病気の検出率が高いことは、同国の防疫システムの不具合を浮き彫りにしている。

したがって、果実がこの種の検疫害虫のいない地域の産物であるという保証はなく、収穫後の管理が適切に

行なわれているという保証もない。」 

「この状況とそれに伴うリスクを考慮して、当連盟は、根絶できない害虫がＥＵに侵入する前に、出荷物の植

物防疫上の安全性を保証できない南アフリカなど第三国からの輸入を自動的に停止するよう要求する。さら

に、検出リストの上位に書かれているのは常に同じ国々である。この点で、直近の輸入シーズンに常に検出

されたのは黒星病菌とフォールスコドリングモス（Thaumatotibia leucotreta（蛾の一種））であり、これらの病害虫

が付着した果実がＥＵに侵入してヨーロッパの柑橘類の栽培に影響を与えるのを防ぐ必要があることは注目

に値する。当連盟はまた、フォールスモスの侵入を防ぎ、ヨーロッパの柑橘類栽培にまだ存在しない病気を

制御する対策を強化するために、低温処理をマンダリンに拡大することを主張する。」（以下省略）  
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１９８．エジプト 知的財産権侵害にＤＮＡ検査で対抗 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年９月１５日 

エジプト当局は、ブドウ品種の違法栽培問題は発生源で解決するのが最善と考え、最新のＤＮＡ分析装置

に投資して無作為にサンプルを採取 

エジプトの関係機関は、「繰り返される違反」に対抗して、保護されたブドウ品種の違法な出荷を産地で防

ぐため、ＤＮＡを用いると発表した。 

植物防疫中央管理局のエルサイド・アッバス局長によると、先月、イタリアの税関当局は、グラパ（Grapa）社

が権利を有するアーリースイート品種の違法に栽培されたブドウのコンテナ２つを差し止めた。知的に保護さ

れた品種を含むエジプトからの荷が当局によって止められたのは、これがおそらく４回目であった。 

品種の所有者が権利侵害を疑う場合、ＤＮＡサンプルは検査のためヨーロッパの公的研究機関に送られる。 

アッバス局長は声明で、「権利侵害の場合、貨物は破棄される。これは、輸出業者、梱包業者にとって大き

な損失であるだけでなく、それらの業者と特許取得済みの品種を違法に栽培している生産者の間の問題を

意味する」と述べた。（以下、特筆した場合を除き、「 」は同局長の声明での発言） 

伝えられるところによると、エジプトは、特に同国が植物の新品種の保護に関する国際条約（ＵＰＯＶ条約）

に参加して以来、そのような行為を根源的に停止するための抜本的な措置を講じている。 

エジプトの農業大臣は、農場と梱包施設が当局によって承認され、輸出するための認証コードを取得する

ことを義務付ける規則（２０２１年省令第３８７号）を発出した。 

エジプトの植物防疫中央管理局も、生食用ブドウの輸出手順を規制する規則を発出した。 

「保護された品種をライセンスなしに扱った生産者や梱包施設は、認証コードの有効性を失い、したがって

輸出が禁止されるリスクがある。エジプトの裁判所は昨年、エジプト北部の農場で地方当局によって伐根され

た９千本のブドウの木の破壊を命じた。」 

エジプト植物防疫当局の責任者であるアフメド・エル・アッタール博士は、「エジプトは権利侵害と戦うため

に非常に厳重な措置を講じている」と述べた。 

当局は、新しく建設した施設に最新のＤＮＡ分析装置を設置し、違法なブドウ品種が疑われる農場や梱包

施設をランダムにチェックしている。 

アッバス局長の話 「予防措置として残留農薬をチェックするのと同様に、ＤＮＡの侵害もチェックする。海

外で止められ、お金を失い、業界全体の評判を台無しにするよりも、エジプト国内で違反者を止める方が良

い。これはまた、一部の小さな種苗業者が植物材料を違法に入手して生産者に販売し、生産者が後で品種

の育成者から訴えられたり、違法な果実を販売する商業上の問題を起こしたりするリスクを防ぐものである。」 

「エジプトの法律はイノベーションを奨励し、研究への外国投資を引き付け、品種育成者を保護する。これ

らのステップは、多くの品種育成者がエジプトへの投資を増やし、品質と生産性を向上させ、最終的には我

が国の輸出部門と小規模生産者の助けとなる新しい品種を導入することを推進してきた。ライセンスを有する

生産者らは、市場を台無しにする違法で安価な果実から彼らを保護するこれらの取組みを歓迎している。」 

執筆者： トム・ジョイス 
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１９９．世界のバナナ市場 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月１５日 

今年は世界市場全体でバナナに関して困難な季節であったが、一部の国では見通しが上向きになってい

る。オランダのバナナ市場は控えめな夏の後、価格の上昇と安定した供給により回復している。一方ドイツで

は需要が弱いと言われ、時折供給過剰により値下げが必要なものの、安定した販売を維持している。イタリア

では極端な低価格で、特に最小限の利益に苦しむバナナ熟成業者に影響を及ぼしている。一方、スペイン

では火山の噴火の後でバナナ生産のバランスを回復し、価格が安定して、国内生産が増加している。 

南アフリカでは、天候関連の課題によりバナナの供給が少なく、価格が大幅に上昇している。インドでは、

降雨量の不足と品質の問題が、今後のバナナの出荷量と出回り量に不確実性を投げかけている。一方、中

国では台風被害による国内生産への影響と輸入先の移行が生じており、北米はバナナの供給量の増加に

備えているが、小売業者が変化する市場の動向に適応するのにつれて価格低下の圧力が高まっている。世

界有数のバナナ輸出国であるエクアドルは、出荷量の変動、輸送運賃の低下及び米国への有機バナナの

輸出の増加に牽引されて、輸出が増加している。さらに、同国のバナナ産業は麻薬取引に関連する保安上

の脅威に取り組んでおり、世界的な輸出国の地位を守るための保安対策に多額の投資を行っている。 

オランダ： 市場は控えめな夏のセールの後に持ち直し 

やや控えめな夏のセールの後、バナナ市場は現在持ち直している。オランダのある輸入業者は、「熟した

バナナの日々の取引価格は、現在１４〜１７ユーロの水準に上昇している。しかし、悪い時期もあった」と言う。

今のところ、パナマ運河での遅延はバナナの供給にほとんど影響を与えていない。この業者は、「現在、エク

アドルは出荷量が少ない。ほとんどのバナナはコスタリカ、コロンビア、グアテマラなど大西洋側の国から来て

いるので問題ない。しかし、現在、大型の船舶を運河の前で長く待たせるという話もあり、この脅威は市場に

影響している」と言う。小売業者への安定した販売に加えて、外食産業はバナナの成長市場である。 

ドイツ： 強い需要はない 

ドイツ市場でのバナナの需要は最近特に強いということはない。引き合いは、何の努力もせず簡単に対応

することができた。ほとんどの場合、取引業者が少ない需要に供給を合わせたため、安定した販売状況をも

たらした。時として供給が多すぎ、在庫の増加を避けるためには値下げが必要であった。これは主に、２番手、

３番手のブランドに関係した話であったが、ミュンヘン市場ではすべての商品が影響を受けた。全般的な価

格は依然として昨年の水準をわずかに上回っている。 

イタリア： 熟成業者の利益なし 

最大規模の熟成施設の１つを有するイタリア北部の業者によると、イタリアのバナナ市場では価格が非常に

低い。収益の出る価格は少なくとも１３〜１６ユーロ/箱であるが、ここ数週間のブランドのないバナナの平均

価格は９～１２ユーロ/箱の間で変動している。これではコストが収益を上回るため、現在バナナ熟成業者は

利益が出ず、大きな問題となっている。来週の学校の新学期に伴い、消費が増加し、価格が上がることが期

待されている。現在のイタリアの天候は役に立たない： 気温は３０～３４℃で、消費者はバナナよりもスイカ、

メロン、モモ等の果実を買う傾向にある。 

スペイン： バナナ市場のバランスが回復 

ラ・パルマ島では、２０２１年の火山の噴火で影響を受けたバナナの生産力が回復した。カナリア諸島の出

荷量は２０２２年に１５％減少した。昨年は、このセクターの価格については本当に異例であった。火山噴火に

よって供給量が不足して価格が上昇し、輸入バナナがスペインで市場シェアを獲得することを許した。しかし、

２０２３年には、最初の数か月間の輸入バナナの価格上昇と国内のバナナ生産の増加により、再び国産バナ

ナと輸入バナナのバランスが取れている。 

南アフリカ： 供給量は依然としてひどく低く、価格は１２０％高い 

熱帯サイクロン「フレディ」（モザンビークと南アフリカ北東部で２月と３月の５週間にわたって活発であった記

録的な熱帯暴風雨）と２か月前の降霜の結果として、ある業者はバナナの供給量は依然として「ひどく少ない」
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と言い、経済的不調のため需要は依然として弱いままである。バナナの供給量は前年比でほぼ５０％少なく、

逆に価格はヨハネスブルグの青果物市場で１１.６０ランド（０.６ユーロ）/ｋｇと１２０％高くなっている。地方のあ

る業者は、町の市場で２級品の中型のバナナが１８ｋｇ箱当たり約１８０ランド（９.５ユーロ）を得ていると言い、

「来週は数量が回復するはずだが、おそらく大量のバナナが一度に出て市場を圧倒するだろう」と述べた。 

インド： 雨不足で不確実に 

インドのバナナは、主要産地であるマハラシュトラ州の雨不足により、今後厳しく不確実な時期に向かって

いる。祝日の時期が近づいているため、消費の増加により価格はすでに上昇し始めているほか、中東とペル

シャ湾岸諸国からの需要の増加により圧力が高まっている。これは、今シーズン栽培面積が４０％増加したに

もかかわらず起こっている。品質上の問題と重量不足が高品質品の輸出量を大幅に制限しているため、引き

続き商品の確保が難しい。要約すると、今後数か月の見通しは、品質と数量確保の面でかなり厳しい。 

中国： 台風が国内生産を襲った 

中国国内では広東省、広西チワン族自治区及び四川省でバナナを生産している。７月には台風４号   

（Ｔａｌｉｍ）が広東省に上陸し、バナナ園は大きな被害を受けた。 

中国のバナナ輸入は世界の輸入の１０％を占めている。新興輸出国のベトナムとカンボジアからの供給が

急速に増加しており、両国からの輸入量は合わせて前年比１３％増の約８０万トンとなっている。フィリピンから

の供給量は減少した。中国のエクアドルからの輸入は、高い輸送費と東南アジア産バナナとの価格差が急

激に開いていることから、パンデミックの発生以来減少している。一方、９０％が中国向けであるカンボジアの

輸出は、２０２３年上半期に前年比で２５％近く急落した。カンボジアの気象条件がこの衰退を引き起こし、低

価格のため生産者は他の作物の栽培に移行した。 

北米： 価格圧力が待ち構える 

バナナの供給が増加している。現在、バナナはエクアドル、コスタリカ、ホンジュラス、グアテマラ、メキシコ

から来ており、すべての地域でエルニーニョ現象により生産量がわずかに増えている。同時に、需要は旺盛

である。ただし、出回り量が多いためバナナの市場価格は低い。また、多くの小売業者は契約のシーズンに

向かっている。ある出荷業者は、「ＥＵがバナナに導入している残留農薬テストを考えると、欧州に販売してい

る多くの出荷業者は米国またはアジアの市場に出荷することを余儀なくされるだろう」と言う。 

それは価格に下方圧力をかける可能性がある。しかし、生産者と出荷業者もコストの増加と戦い続けている。

この業者は、「現在、中米のバナナ生産者は、人件費の大幅な上昇とドル安に直面している。ほとんどのバ

ナナ生産国において、ドルの切り下げは、１０〜１５％の所得の減少を意味する」と言う。ただし、ホンジュラス

やグアテマラなどの一部のバナナ生産国は、通貨を米ドルに固定させており、同じ価格でバナナを提供し続

けることが有利な立場にある。 

エクアドル： ２０２３年の最初の７か月間の輸出量が６.９９％増加 

２０２３年１～７月のエクアドルのバナナ輸出量は２億２,０１７万箱で、２０２２年の同時期より６.９９％増加した。 

ある販売・輸出業者は次のように説明する。「輸出の増加は３つの要因によるものである。冬により多くのバ

ナナを出荷するエクアドルとは異なり、グアテマラ、コスタリカ、コロンビアなど米国へのバナナの主要供給国

は、冬のバナナ出荷量が少ないため、最初の要因は出荷のダイナミクスである。実際、２０２３年の前半には、

２０２２年の前半と比較して輸出可能な出荷量が約９.５％増加した。」 

「第２に、輸送運賃の引き下げである。一部の仕向先で２倍、３倍に増加した（ＥＵ、米国、ロシアなどの世界

市場で高インフレを引き起こした）前年とは異なり、すでに通常の水準にある。ただし、ロシアへの運賃は依

然として高い。以上により、バナナの輸入コストが削減された。」 

「最後に、エクアドルが輸出する有機バナナの大部分は米国向けであり、それがこの国へのバナナの輸出

が増加している理由である。」 

（一部省略・要約しました。）  
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２００．ブラジル オレンジ出荷量予測の初の更新 
ｃｉｔｒｕｓｉｎｄｕｓｔｒｙ.ｎｅｔ ２０２３年９月１５日 

柑橘類保護基金（Fundecitrus）は９月１１日に、サンパウロ州とミナスジェライス州西南西部の柑橘類地帯に

関する２０２３-２４年度のオレンジ出荷量予測の最初の更新を発表し、５月の当初予測である３億９３４万箱が

再確認された。 

品種別の内訳では、ハムリン（Hamlin）、ウェスティン（Westin）、ルビ（Rubi）の各品種の予測は３.５％増加し

て５,８０９万箱となった。その他の早生品種は１.６％増加して１,８５１万箱となった。ペラリオ（Pera Rio）の予測

は２.３％減少して９,６６８万箱となり、バレンシア（Valencia）種とバレンシアフォーリャムルチャ（Valencia Folha 

Murcha）種は１億５２３万箱で変わらなかった。ナタール（Natal）品種は３,０８３万箱で変わらなかった。 

果実のサイズと落果率 

すべての品種を考慮すると、平均の果実サイズは５月の予測と同じで、４０.８ｋｇ入りの箱を埋めるのに必要

な果実数は２４７個である。これは、オレンジ１個で１６５グラム（５.８２オンス）に相当し、過去１０年間の平均で

ある１６３グラム（５.７５オンス）をわずかに上回っている。果実の落下率の予測は、すべての品種を考慮して平

均２１％に維持された。 

季節的な降水量 

出荷量予測が発表される前の２０２３年１月～４月は非常に頻繁に降雨があり、柑橘類地帯では平均７１０ミリ

メートルというかなりの量に達した。この量は、１９９１年～２０２０年の期間の気象学的平均を６％上回った。し

かし、乾季の到来とともに５月～８月の降水量は少なくなり、累積１０３ミリメートルで平均を３６ミリメートル下回

った。この降水量は、この期間の平均を２６％下回っている。２０２３年これまでの総降水量は８１３ミリメートル

に達し、気象学的平均との差はわずか０.３５％であった。 

昨シーズンよりペースの早い収穫 

８月中旬までの収穫量は予測生産量の３７％に達し、昨年のこの時期までに収穫された３０％よりも速いペ

ースを示している。予測更新の全文はこちら。次回の予測更新は１２月１１日を予定している。 

出典: Fundecitrus 

 

２０１．トルコ １～８月の青果物輸出額は２０億ドル超 
Ｈｕｒｒｉｙｅｔ Ｄａｉｌｙ Ｎｅｗｓ ２０２３年９月１９日 

イスタンブール トルコの１月～８月の生鮮果実・野菜の輸出量は、前年比で１６％増加し、２０億ドルを超え

た。エーゲ海地方生鮮果実・野菜輸出業者協会のハイレッティン・ウチャック会長は、「これは、過去のいかな

る８か月間の輸出量よりも多い」と述べた。 

ウチャック会長によると、今年の最初の８か月間のトマトの輸出額は３億５,１００万ドルで、すべての農産物の

中で最も多く、年間ベースで３４％増加した。同期間の海外市場へのタンジェリンの出荷額は前年同期比  

３６％増の２億２,９００万ドル、サクランボの輸出額は６０％増の２億１,４００万ドルであった。このうち同協会の会

員の輸出額は２億ドルを占めたと同会長は述べた。 

同会長は、ロシアへの出荷額は２０２３年の最初の８か月で５億８,８００万ドルに達し、トルコの生産者にとっ

て最大の市場であったと付け加えた。ドイツへの輸出は前年比４２％増加し、１億７千万ドルから２億４,１００万

ドルとなり、同国は２番目に大きな輸出市場となっている。ルーマニアへの生鮮果実・野菜の出荷額も、２０２２

年１月～８月の１億３,６００万ドルから２０２３年の同じ期間の１億９,６００万ドルに増加した。 

トルコの生鮮果実・野菜の生産者は、２０２６年の輸出額目標を５０億ドルに設定していると同会長は述べて

いる。１月～８月のトルコの総輸出額は２０２２年の同時期と比較して０.４％減の１,６５０億ドルであった。この期

間中に農業部門の輸出額は４.９％増加して２２５億ドルとなり、国の全輸出額の４.９％を占めた。  

https://www.fundecitrus.com.br/pdf/pes_relatorios/0923_Orange_Crop_Forecast_Update.pdf


106 

２０２．世界の核果類事情と市場動向（モモ、サクランボ） 
米国農務省海外農業局 ２０２３年９月１９日 

米国のモモ・ネクタリンの生産量は、少なくとも１９８２/８３年度以来の最低水準に落ち込む 

２０２３/２４年度の米国のモモとネクタリンの生産量は、５７万４千トンに減少すると予測される。過去５年間、

生産量はかなり安定しており、６５万～７１万トンの範囲にあったが、２０２３/２４年度には上位生産州の気象災

害により、この範囲を下回る。カリフォルニア州では、かなりの雨量と低い気温がモモの開花を遅延・延長させ

たため生産量が減少すると予想され、サウスカロライナ州とジョージア州では、３月の早い開花に続く寒波に

より生産量が減少すると予想される。 

 

米国のモモ/ネクタリン生産量は数十年で最低 

 

２０２３/２４年度は、２０１１/１２年度に始まった下降傾向が続くと予想される。生産量は２０１３/１４年度に数十

年ぶりに１００万トンを下回り、その後もそれが続いている。米国の生産量は２０１３/１４年度から２０２２/２３年度

の間に３０％以上減少し、数量では３０万トン減少して６５万トンとなった。すべての生産州で生産量が減少し

ているが、最も顕著な減少はカリフォルニア州で見られ、この期間にモモとネクタリンを合わせた生産量は２０

万トン減少した。米国農務省農業統計局（ＮＡＳＳ）によると、カリフォルニア州は米国の生産量の平均８０％を

占め、加工用のモモのほぼ１００％を占めている。加工用のモモの需要の減少は、粘核種を中心にモモの生

産量の減少を後押しした。ほぼ加工専用に使用される粘核種の生産量は４３％急落した。さらに、２０２２/２３

年度のカリフォルニア州のネクタリンの生産量は、降雨、降雹及び氷点下に近い気温による作物被害のため、  

１９７０年代初頭以降初めて１０万トンを下回った。 

悪天候により、米国のモモとネクタリンの生産量は数十年で最低の水準に押し下げられ、需要の減退はす

でに減少している数量をさらに悪化させた。米国の生産量は短期的には６０万トン超に回復する可能性が高

いが、長期的な減少傾向を抑制できるかどうかは不透明である。 

生鮮モモ・ネクタリン ２０２３/２４年度の予測 

世界の生産量は、良好な生育条件が中国と欧州連合（ＥＵ）の生産量を押し上げるため、８２万７千トン増の 

２,５００万トンと予測される。輸出量は、スペインの供給量の回復によりＥＵの輸出量が増加するため、６万２千

トン増の８７万４千トンと予測される。イラクとカザフスタンへの出荷の増加により、輸入量は２万１千トン増の８５

万２千トンと予想される。 

中国の生産量は、南部の省の良好な生育条件による増収が、低温と降雪による北部の省の開花不良に起因

する減収を上回るため、５０万トン増の１,７５０万トンと予測される。収量の増加が栽培面積の引き続きの減少

米国の生産量 

百
万
ト
ン
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に拮抗すると見込まれる。しかし、収益の低下は、生産者が栽培面積を減らすか、サクランボなどのより収益

性の高い作物に転換することを後押ししている。農地として定義された土地（政府の規則で定義される）に果

樹園を有する生産者も、穀物、綿花、油糧種子、砂糖、野菜、飼料作物の面積を増やすために果樹園を伐

根することが奨励または義務付けられている。輸出量は、ベトナムへの出荷の増加がキルギスタンへの出荷

の減少をほぼ相殺するため、６万トンのほぼ横ばいで推移すると予測される。 

ＥＵの生産量は、悪天候によるイタ

リア、ブルガリア、ハンガリー、ポー

ランドでの損失を相殺する以上に

スペインが昨年の寒さ、降霜、降雨

の被害から力強く回復し、全体で

は４０万１千トン増の３７０万トンと予

測される。供給量の増加により、輸

出は３６％増加して１７万トンとなり、

３年連続の減少から回復すると予

想される。輸入量は、トルコからの

持続的な供給により４万トンの横ば

いと予測される。 

トルコの生産量は、良好な生育条

件により過去最高であった昨年に

近い水準が保たれ、１００万トンを

維持すると予想される。モモの栽培面積は過去１０年間ほとんど変わっていないが、果樹園がより高品質で

生産性の高い品種に転換されたため、収穫量は緩やかな増加を続けている。一方、国内外の消費者需要に

牽引されて、ネクタリンの栽培面積と生産量の割合が増大している。ロシア、イラク及びＥＵをはじめとする海

外市場により多くの量が仕向けられるため、国内の消費量はわずかに縮小すると予想される。輸出量は１万 

１千トン増の２１万５千トンで、４年連続の増加となる。 

米国の生産量は７万６千トン減の５７万４千トンで、少なくとも４０年ぶりの低水準と見込まれる。カリフォルニア、

サウスカロライナ、ジョージアの３大生産州ではすべて気象災害が発生し、サウスカロライナ州とジョージア州

では２年連続で破壊的な寒波に襲われた。米国農務省農業統計局は業界を調査し、２０２３年８月の作物生

産レポートの中で米国のモモの生産量に関する予測を発表した。輸出量は供給量の減少により１万１千トン

減の５万トンとなる見込みである。一方、輸入量は、メキシコからの出荷量の増加が販売年度（１～１２月）初め

のチリからの出荷量の減少を相殺するため、全体では３万２千トンの横ばいと予想される。国内供給量の減

少と国内産のオフシーズンにおける南半球産の需要の停滞により、消費量は５５万６千トンに減少すると予測

される。 

チリの生産量は、冬の降雨量が生産量を維持し、モモの栽培面積の減少がネクタリンの新植園地の成園化

によって相殺されるため、１６万４千トンの横ばいと予想される。安定した生産に伴い、輸出量は横ばいの  

１０万５千トンと見込まれる。 

ロシアの輸入量は、トルコからの持続的な出荷により、３１万５千トンとほぼ横ばいで推移すると予想される。ロ

シアは依然として世界一の輸入国であり、世界の輸入量の４０％近くを占めている。 

 

生鮮サクランボ ２０２３/２４年度の予測 

世界の生産量は、ＥＵでの悪天候による減少が、チリ、中国、トルコ、米国での増加を大部分相殺し、全体で

はわずかに１１万４千トン増の４８０万トンと予測される。輸出量は、米国とトルコからの出荷量の回復により１０

万トン以上増加し、史上最高の７７万３千トンに達すると見込まれる。輸入量は、生産量の増加が主要な輸入

国の消費者需要の増加を支えるため、１０万２千トン増の７３万トンと予測される。 
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トルコの生産量は、好ましい降雨が収量を押し上げ、高収量品種の新植園地が成園化するため、約７万トン

増の９０万トンと予想される。輸出量は、生産量の増加により１万７千トン増の７万５千トンに急増すると予測さ

れる。ＥＵの需要の増加により、ロシア向けの出荷量の一部がＥＵ向けに移行し、ＥＵへの出荷量が増加する

と予想される。 

中国の生産量は、山東省、四川省、

遼寧省の良好な生育条件により  

８万トン増の７６万トンと予測され

る。最大の生産省である山東省で

は、昨年の高温と干ばつから回復

し、生産量が反発すると予想され

る。栽培面積は、特に北西部と南

西部の省で拡大を続けており、雨

よけ栽培などサクランボの品質を

向上させるための投資が続いてい

る。輸入量は、継続する強い需要

をチリからの出荷量の増加と米国

での供給量の回復が支え、３万２

千トン増の４１万トンと予測される。 

チリの生産量は、新植された果樹の成木化が続いているため、３万１千トン増の５０万２千トンと見込まれる。

供給量の増加と中国の旺盛な需要の継続により、輸出量も２万５千トン増の４４万トンと、近年に比べて緩やか

なペースではあるものの再び増加すると予想される。中国はチリの総輸出量の平均９０％を占めている。しか

し、チリは輸出市場の多様化に努めているため、米国など他の市場への出荷量も増加している。 

ＥＵの生産量は、域内のほとんどの生産国で開花期と着果期の降霜と大雨により生産量が減少したため、  

２０％以上に相当する１７万４千トン減の６５万７千トンと予測される。供給量の減少が輸出拡大の意欲を削ぎ、

また貿易は主にＥＵ域内にとどまるため、輸出量は横ばいの１万５千トンと予測される。 

米国の生産量は、カリフォルニア、

オレゴン、ワシントンの各州の甘果

オウトウが昨年の天候被害による

不作から回復して１０万トン以上力

強く反発し、４２万１千トンと予測さ

れる。一方、酸果オウトウは、ミシガ

ン州の春の低温と降霜のために減

少すると予想されており、米国の総

生産量の強力な回復を妨げてい

る。輸出量は、供給量の増加がそ

の回復を促進し、８万２千トンとほ

ぼ倍増するとともに、大部分の輸出

先で増加するものと予想される。も

しこれが実現すれば、米国はトルコ

を凌駕し、再び北半球最大の輸出

国となる。輸入量は増加傾向が続き、チリからの出荷量の増加により３万トンに達すると予想される。 

ロシアの輸入量は、トルコからの出荷量の減少をアゼルバイジャンとウズベキスタンからの出荷量の増加が

上回るため、２年連続の減少の後で増加に転じ、２万トン増の１２万トンと予測される。  
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モモ及びネクタリン（生鮮） 主要国の生産需給統計  サクランボ（甘果及び酸果、生鮮） 主要国の生産需給統計 

(千トン)  (千トン) 

 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 2022/23 
2023/24 
9月予測 

  2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 2022/23 
2023/24 
9月予測 

生産量        生産量       

中国 13,500 15,800 15,000 16,000 17,000 17,500  トルコ 824 846 914 874 833 900 

ＥＵ 3,881 4,066 3,224 2,907 3,253 3,654  中国 340 450 520 630 680 760 

トルコ 789 830 890 892 1,008 1,000  ＥＵ 835 738 653 726 831 657 

イラン 611 591 650 687 687 687  チリ 206 256 386 392 471 502 

米国 687 709 687 707 650 574  米国 441 422 352 419 317 421 

メキシコ 161 159 173 217 217 217  ロシア 279 292 306 332 332 332 

ブラジル 220 183 202 199 199 199  ウズベキスタン 229 241 256 287 287 287 

ウズベキスタン 162 189 184 193 193 193  イラン 214 253 284 279 279 279 

南アフリカ 152 158 175 181 181 181  ウクライナ 303 236 238 256 256 256 

アルゼンチン 226 198 101 168 168 168  セルビア 147 114 181 171 171 171 

その他 690 661 619 623 623 634  その他 254 237 247 229 231 236 

 合 計 21,080 23,545 21,906 22,775 24,180 25,007   合 計 4,071 4,086 4,336 4,594 4,687 4,801 

国内消費量        国内消費量       

中国 13,458 15,706 14,959 15,989 16,981 17,480  中国 520 680 856 948 1,058 1,170 

ＥＵ 3,652 3,801 3,058 2,813 3,169 3,524  トルコ 749 766 827 803 775 825 

トルコ 663 725 727 722 804 785  ＥＵ 851 770 688 751 844 682 

イラン 596 557 550 621 637 632  ロシア 372 378 417 440 432 452 

米国 656 675 657 657 621 556  米国 366 347 298 363 302 369 

ロシア 264 231 324 292 361 358  ウクライナ 300 233 239 257 257 256 

メキシコ 192 190 195 257 245 242  イラン 212 238 257 259 265 249 

ブラジル 241 196 214 210 212 219  ウズベキスタン 201 224 224 226 261 247 

アルゼンチン 222 196 96 166 165 166  セルビア 133 98 164 159 157 161 

南アフリカ 136 138 145 151 154 152  チリ 26 27 33 36 56 62 

その他 914 1,057 959 862 849 871  その他 320 291 303 313 251 284 

 合 計 20,993 23,470 21,886 22,739 24,199 24,984   合 計 4,048 4,052 4,304 4,555 4,656 4,758 

輸入量        輸入量       

ロシア 228 194 286 250 317 315  中国 180 230 336 319 378 410 

イラク 40 82 76 59 53 70  ロシア 93 85 111 108 100 120 

英国 74 93 63 57 64 70  ＥＵ 43 50 53 44 29 40 

中国 22 27 37 33 45 40  カナダ 28 28 26 32 19 30 

ＥＵ 27 24 39 43 41 40  米国 12 10 13 21 27 30 

サウジアラビア 34 38 49 39 36 40  韓国 19 15 17 19 11 20 

カザフスタン 48 58 53 32 24 35  カザフスタン 25 8 18 29 9 15 

米国 38 36 31 33 32 32  台湾 12 12 13 14 12 15 

カナダ 37 39 41 41 36 30  英国 15 13 14 16 14 15 

スイス 29 31 29 28 29 30  イラク 14 15 12 10 9 10 

その他 189 248 221 174 154 150  その他 25 24 24 25 21 25 

 合 計 765 870 926 789 831 852   合 計 466 491 634 637 628 730 

輸出量        輸出量       

トルコ 127 105 163 170 204 215  チリ 180 229 353 356 415 440 

ＥＵ 227 259 180 137 125 170  米国 87 84 67 77 42 82 

チリ 97 102 99 112 104 105  トルコ 75 81 88 71 58 75 

ウズベキスタン 54 56 86 56 77 70  ウズベキスタン 28 17 32 61 26 40 

中国 63 121 78 45 63 60  アゼルバイジャン 24 27 31 20 29 35 

イラン 16 35 100 67 50 55  イラン 2 16 27 20 13 30 

ヨルダン 50 70 54 59 42 50  ＥＵ 27 18 15 19 16 15 

米国 69 71 61 83 61 50  モルドバ 14 7 10 8 13 15 

南アフリカ 18 21 32 31 28 30  カナダ 13 9 7 10 12 10 

アゼルバイジャン 9 8 8 23 27 25  セルビア 16 17 18 12 14 10 

その他 92 64 61 43 31 44  その他 24 19 18 22 20 21 

 合 計 821 914 921 825 812 874   合 計 488 524 664 675 659 773 

販売年度は、北半球諸国では第１年次の１月に始まり、南半球諸国では 
第１年次の１１月に始まる。 

 
販売年度は、北半球諸国では第１年次の４月に始まり、南半球諸国では
第１年次の１１月に始まる。サクランボには、甘果オウトウと酸果オウトウ

を含む。 
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２０３．ペルー 日本向けにブドウを初出荷 
ＡＳＩＡＦＲＵＩＴ ２０２３年９月２０日 

日本はペルー産ブドウのアクセスを許可した５３番目の国に 

ペルーは、もっとも新しくこのアンデスの国にアクセスを認める市場となった日本に向けて、初めて生食用

ブドウを出荷した。２千箱に相当する１６.４トンの荷は、ピウラ県で栽培されたブドウである。 

ペルー産の生食用ブドウは現在、世界の５３の市場にアクセスでき、さらにいくつかの国との交渉が進行中

である。 

輸入国で規制されている病害虫がないことを確認して証明するため、検査官はランダムな検査を実施した。

さらに、病害虫のリスク軽減策として適切な低温処理が行なわれたことが検証され、内容物の完全性を保証

する独自のコード付きセキュリティシールも貼られた。 

ペルー産のブドウは、日ペルー経済連携協定と環太平洋パートナーシップに関する包括的及び先進的な

協定（CPTPP）に基づき、日本への無税のアクセスを享受している。 

執筆者： マウラ・マクスウェル 

 

（関連記事）ペルー ブドウ輸出業者は日本市場に期待 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年９月１４日 

ペルーの生食用ブドウ産業は、今年早くに日本市場へのアクセスを獲得して以来、初めて完全な輸出シー

ズンを迎えることを歓迎している。エルペドレガルペルー（El Pedregal Peru）社のアンドレ・ファトーレ営業部長

は「今年４月（正確には３月２２日）からペルーに開放されたばかりの日本への輸出を開始する」と話した。 

同社は、２つの家族が所有する２７年の歴史を持つ家族経営の会社であり、中国とアジアへの輸出の長年

の実績を持つ。同社は主に生食用ブドウを輸出しており、アボカドも扱っているとファトーレ氏は言う。同氏は

アジア果実展覧会２０２３（Asia Fruit Logistica、９月６日～８日、香港）でのペルーのカントリーパビリオンへの出典で

忙しかった。 

ファトーレ氏は、「当社の主な市場はヨーロッパ、米国、アジアである。アジアでは、オータムクリスプ品種で

売り上げを大きく伸ばしている。それはアジアで最も人気のある緑色の品種である。弊社は、アジア市場で

『レッドドラゴン』というブランドを２５年間持っており、これはアジアで最も人気のあるブランドの１つである。最

初はレッドグローブ品種の赤ブドウを中心にしていたが、今では緑色のブドウを主力品種として、他の品種と

ともにブランドを展開している」と説明する。（以下「 」は同氏の発言） 

通常、生食用ブドウの収穫期は１０月に始まると言う。「弊社はペルーの２つの地域で収穫している。北のピ

ウラ県から始まり、南のイカ県に移動する。収穫は３月まで続く。アジア市場では４月まで出回る。」 

ファトーレ氏によると、過去２５年間、同社にとってアジアで重要なことは、１つの独占販売代理店と取引し、

そこを通じて中国の広州市場に果実を送ることであった。「我々は彼らと家族のような非常に長い関係を持っ

ている。アジアの他の地域としては、韓国に出荷している。過去には、ベトナム、インドネシア、台湾でレッドド

ラゴンブランドのレッドグローブ品種が非常に有名であったため、それらの市場に多く輸出していた。現在、

弊社はそれらの国でオータムクリスプ（AutumnCrisp）ブランドの下でブランド開発を行っている。また、韓国に

特化したホワイトタイガー（White Tiger）という新しいブランドも開発している。」 

ペルーの気温が高いことやその他の要因にもかかわらず、ファトーレ氏は、２０２３-２４年のシーズンに、大

量のブドウを収穫して中国やその他のアジア市場に輸出することを目指していると言う。同氏は「中国には概

ね３０万箱の出荷を目指しており、目標は約１４０コンテナである。約４０〜５０コンテナが韓国、日本、ベトナム

に送られるだろう」と予測している。 

執筆者： クレイトン・スワート 
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２０４．オーストラリア ブドウの栽培に最適な天候が期待される 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月２０日 

この数年の予測不能で雨の多い天候パターンは世界中のブドウ生産者にとって厳しいものであり、オースト

ラリアの生産者もその例外ではなかったが、今年は良い年が期待されている。オーストラリアのブドウの収穫

は１０月下旬にクイーンズランド州で始まり、輸出シーズンの最盛期は１２月または１月に始まる。 

オーストラリア生食用ブドウ協会のジェフ・スコット会長は、「過去３年間、オーストラリアと世界中で、確かに

天候が良くなかった。オーストラリアでは、雨が多く、湿度も高く、これはオーストラリアの主産地では珍しいこ

とであり、ブドウの成熟と色付きに影響し、甘さに影響することもあった。酸もなかったので味は良かったが、

少し物足りないものであった」と述べた。（以下「 」は同会長の発言） 

しかし、今シーズンについては、冬の夜が非常に寒く、日中は完璧な日差しがあって最適な天候であるた

め、同会長は楽観的である。「春の天候は完璧であった。既に発芽しており、夜は涼しく昼間は暑いブドウの

栽培に最適な天候を期待している。収穫量を予測するのは時期尚早であるが、多くの人が発芽が非常に均

一であると言っており、これはすべての品種を通じて良い作柄となる優れた兆候である。」 

オーストラリアは世界中の市場にアクセスを有しているが、日本向けの追加品種のアクセスと、米国向けの

プロトコルの改善を獲得しようとしている。同会長は、「政府間で協議を行っており、今後数年のうちにこれら

の市場の改善が得られることを望んでいる」と結論付けた。 

執筆者: ニコラ・マクレガー 

 

２０５．南アフリカ産オレンジ ＥＵ市場で関税に負けないほどの需要 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月２０日 

南アフリカ気象局は月曜日（１８日）、２つ並んだ寒冷前線が大潮と重なり南アフリカの沿岸部に大きな影響を

与えたと発表した。ある船会社の情報筋は、同社では巨大な波が「大問題」であったとして、「先週末、テーブ

ル湾では６〜７メートルのうねりがあったので、船は外洋のうねりから守られているセントヘレナの入り江に移

動した」と言い、一方、寒冷前線自体は大きな問題ではなかったと付け加えた。（次の項で「 」は同人の発言） 

今日ケープタウン港の外にいない船は免税期限に間に合わない 

タイミングは微妙である: １０月（１６日）から１１月３０日までに欧州連合（ＥＵ）に到着する南アフリカ産のオレ

ンジには４.３％の関税が適用される。「うねりの影響で、弊社はＥＵ向けオレンジの輸送スケジュールを変更

せざるを得なかった。１０月１４日までに到着しなければならないので、通常は９月２７日か２８日に出航する。

これだとまだ１週間あるが、悪天候のため港の混雑が激しくなっている。ケープタウン港外の船舶の待ち時間

が４〜５日なので、すでに週の大部分を失ったことになり、その後も非冷蔵貨物（電子機器、自動車部品など）

を船から降ろす必要がある。」 

混雑を避けるため、一部の船はケープタウン港をスキップしている。「このため、今日ケープタウン港の外に

いない船は予定通りに停泊できず、関税免除の期日に間に合う航海ができない。弊社の船は時間どおりに

運航できると確信している。」 では、欧州のバイヤー達は心配しているのか? そんなことは全くない。 

バイヤーは関税を気にしない 

ある輸出業者は、「欧州の市場はオレンジを中心に過熱している」と観察しており、「南アフリカ産オレンジに

対する関税が下がってきているので、多くの輸入業者は関税がかかっても積み込みを続けるよう弊社に言っ

てきた。しかし、オレンジはあまり残っていない」と話す。市場が過熱しているため船の遅延の影響は小さい。 

（１０～１１月の）南アフリカ産オレンジに対するＥＵの関税は段階的に廃止され、来年は２.８８％、最終年は  

１.４４％となり、２０２６年に完全に撤廃される。１２月からの関税は１６％で維持される。（一部省略しました。） 

執筆者: キャロライズ・ヤンセン  
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２０６．世界の青果物生産者の収益性にコスト上昇が打撃 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年９月２０日 

国際的に取引される農産物の６０％近くが損益分岐点の価格または生産コスト以下で販売されている。これ

は、青果物グローバル連合（Global Coalition of Fresh Produce）が発表した供給事業者に対する新しい調査

の結論である。この連合には、国際青果物協会（the International Fresh Produce Association）、カナダ農産物

マーケティング協会（the Canadian Produce Marketing Association）など、世界の農産物協会が含まれている。 

生産者のコストと価格に関する１２ページの出版物は、同連合が２０２３年上半期に実施した調査に基づい

ている。供給事業者への質問は、過去２年間及び２０２４年の見通しについて、果実と野菜の世界のサプライ

チェーンにおけるコスト上昇の影響について尋ねた。 

報告書によると、調査回答者（１６５件）には、南北アメリカ、欧州、アフリカ、オセアニアの果実・野菜の生産

者、出荷業者、梱包業者、卸売業者、流通業者、その他のサプライチェーン関係者が含まれる。 

報告書は、「新鮮果実・野菜の供給事業者は、事業を行う地域に関係なく、コロナ禍の最中及びその後に

前例のないコストの増加を経験した。肥料、建設資材、燃料、輸送サービス及び電気のコストが最も増加した。

ほとんどの事業者は販売価格を上げることができたが、その上昇は生産・運営コストの上昇を補うのに十分で

はなく、世界の事業者の約５７％が損失を出して、または損益分岐点で販売している」としている。 

調査によると、コストの上昇の影響は今後何年にわたると見られており、調査対象者の８０％が事業への投

資を延期またはキャンセルしていると述べた。 

米国では、過去２年間で生産コストと運営コストが大幅に増加し、すべての費目の平均で２４％増加したこと

に回答者全員が同意した。報告書は「人件費の上昇が、最も差し迫った課題の１つとして挙げられている」と

している。 

米国で調査対象となったほぼすべての人が販売価格が上昇したと報告したが、６０％は販売価格の上昇が

生産コスト及び運営コストの上昇に追いついていないと述べ、コストの上昇に合わせて販売価格を上げること

ができたのは、米国の回答者の５分の１だけであった。 

調査によると、米国の供給事業者がコストの上昇に合わせて価格を上げることができなかった最も顕著な理

由は、輸入農産物からの競争圧力である。報告書は「これは、コストの上昇に合わせて価格を上げることを拒

否する小売業者に対する供給事業者の交渉力の欠如と相まっている」としている。 

回答者が挙げた値上げできないもう１つの理由は、果実や野菜に対する消費者の需要への悪影響だと報

告書は記している。 

米国の事業者の１４％はほとんどの販売が赤字であるとし、半数の事業者はほぼ損益分岐点で売っており、

利益を上げて売ることが多いとしているのは３６％である。米国の回答者の４分の３は、生産コストと運営コスト

の上昇が、資本投資と設備投資を中心に、革新と拡張などあらゆる種類の投資に影響を与えたと述べた。 

報告書は「事業者は、現在のビジネス環境を考慮すると投資に消極的である。ある野菜生産者は、コストの

上昇が生産能力と生産量の劇的な減少につながり、１つ以上の生産施設の閉鎖につながる可能性があると

指摘した」としている。回答者の８３％は、コストの上昇が戦略的及び運営上の選択に影響を与えたと回答し、

そうした影響はないと述べたのはわずか１７％であった。 

報告書によると、米国の全事業者の半数は、梱包費用と海上貨物運賃を中心に、生産コストと運営コストが

２０２３年末までに下がると考えている。残りの半数は、コストが上昇し続け（全体として最大１０％）、特に人件

費、光熱費、原材料のコストが上昇すると考えている。 

執筆者： トム・カースト 
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２０７．ニュージーランド ２０２３年最後のゼスプリキウイが出航 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年９月２２日 

約７８２トンのゼスプリサンゴールドと３,６２１トンのゼスプリグリーンキウイフルーツが、ゼスプリのキウイフル

ーツ出荷シーズンの最終便であるディスカバリーベイ号で（タウランガ港を）出発し、１０月初旬に東京に到着す

る予定である。ニュースリリースによると、東京の後、貨物は日本の神戸、その後韓国に向かう。 

ゼスプリの最高執行責任者（COO）であるジェイソン・ティ・ブレイク氏は、今シーズンの収穫量が少ない中、

５０か国以上の取引先に果実を届けるため、業界全体で大きな努力がなされたとして、「ニュージーランドで

は、生育条件が悪いために収量が大幅に減少し、非常に困難な年であった」とリリースで述べている。（以下

「 」はリリースでの同氏の発言） 

リリースによると、ゼスプリはニュージーランドから今シーズンのキウイフルーツを出荷するため、北ヨーロッ

パに４隻、地中海に８隻、北米西海岸に２隻、アジアに３７隻の計５１隻の船舶（非コンテナ船）をチャーターした。

リリースはまた、今シーズン最後の残りの２,５４０トンのキウイフルーツを運ぶコンテナも、今後数週間で輸送さ

れる予定であるとしている。 

「収穫量の減少が生産者に大きな圧力をかけているが、業界はサプライチェーンを通じて、また市場にお

いて、価値を最大化することに焦点を合わせてきた。これは、果実の品質を改善するというコミットメントを意

味するものであり、品質は昨年よりも大幅に改善され、２０２１年に見られたものに近い。今シーズンは強気の

価格設定も実施しており、１箱当たりの売り上げはシーズン初めの想定の上限に張り付いている。」 

同氏はまた、ゼスプリは２０２２年シーズンと比較して約８週間早く出荷を終了するが、これはシーズン後半

における品質維持のための生産者の負担を回避するための戦略的決定であったと述べた。 

ニュージーランド産の２０２４年シーズンを見据えて 

同氏はまた、来年の計画を策定中であると言い、強い消費者需要を満たすため相当多くの果実があること

が期待されるとした。 

「２０２４年シーズンの計画は、ニュージーランド・キウイフルーツ生産者協会のメンバー、流通関係者、ゼス

プリの幹部で構成される業界諮問委員会が主導している。その一環として、品質をさらに向上させ、来シーズ

ンに予想される量の増加に対応するためにどのような変更を加える必要があるかを検討している。」 

初期の兆候は、ニュージーランドが２０２４年にゼスプリグリーンとゼスプリサンゴールドキウイフルーツの両

方について良好な成長を遂げることを示唆しており、過去２シーズンの課題から立ち直ることが予想されると

同氏は述べた。 

「しかし、第一次産業として、我々は依然として気象関連の課題にさらされている。我々は、高品質の果実

を生産することから、それを最適な形で市場に投入し、そこでできるだけ多くの価値を得ることまで、サプライ

チェーン全体をうまく機能させることに重点を置いている。これは、我々の契約生産者とコミュニティに対し、

より多くの価値を確実に提供できるようにするために重要である。」 

いずれにしても、業界はニュージーランド産のシーズンを順調に終え、ニュージーランドのシーズンオフの

間は北半球の供給に移行することを見届けたいと同氏は言う。 
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２０８．オーストラリア 柑橘類シーズンの締めくくりは良好 
ＰＲＯＤＵＣＥ ＰＬＵＳ ２０２３年９月２２日 

課題がないわけではないが、２０２３年シーズンのオーストラリアの柑橘類産業には改善の兆しが見られた。

オーストラリア柑橘類協会（Citrus Australia）のネイサン・ハンコック会長は、今シーズンのこれまでを２０２２年

と比較し、果実の品質が向上し、その点で収穫の終盤は特に好調であると述べた。（以下「 」は同会長の発言） 

「今シーズンの早生品種は、寒くて雨の多い春と暑くない夏のために、果実の成熟に少し苦労したが、中生

及び晩生の品種は味が良かった。２０２２年シーズンに比べて質は向上した。」 同氏は、今シーズンは小玉

で量が多い「表年」であったと述べ、「ほとんどの産地で、２０２２年の春は気温が十分上がらず、雨が多く、こ

れらが着果に影響し、その結果として果実のサイズにも影響を与えた」と説明した。 

「出始めのネーブルは、自然と生育期間が短く、涼しく雨の多い状態と相まって、特に小さかった。シーズン

半ばには果実の量が多いにもかかわらず果実のサイズが全体的に改善したが、シーズン後半は果実の量が

少なくなった。今年のバレンシアの収穫量は少なく、春から夏までの天候が暖かくなればサイズが大きくなる

可能性があるが、そうならない限り小さな果実サイズが予想される。」 

オーストラリア南東部の生産者は、２シーズン連続で「浮皮」の問題に直面しているが、その影響は１２か月

前ほど深刻ではない。「浮皮は今年の果実にも見られたが、特に深刻であった２０２２年シーズンよりもこれを

管理する方法が大幅に改善した。全体的に、今シーズンの果実の外観は非常に良かった。」 

全国で拡大を続けているマンダリンの生産は、異なる様相を見せた。市場は出始めの果実の供給量の増

加に対応するのに時間がかかった。「クイーンズランド州の最北部やエメラルド地区（同州中部）などの地域で、

初めて大幅な収量の増加が見られた。これは、オーストラリア産のマンダリンがシーズンの早い段階でより多

く出荷できるようになったことを意味する。」 

マンダリンの出始めの出荷量が増えたため、今シーズンは輸出が早く始まった。これにより、生産者はシー

ズンの初めに国内市場以外の選択肢を得ることができた。「マンダリンは引き続き力強い。今後のシーズンで

も生産量が増え続けることが予想され、輸出市場の拡大は今後の業界の戦略の重要な部分となる。」 

輸出の見通しが改善 

世界的なサプライチェーンの混乱が改善するにつれて、貿易の状況も改善した。中国は、輸出量と輸出額

の点で、２０２３年のオーストラリア産柑橘類の最大の輸出市場であった。ハンコック氏は将来を見据え、中国

は引き続き業界の基本的な輸出市場となるだろうと述べた。「外交関係が改善し、中国がパンデミック後の経

済回復に取り組むのにつれて、今後数年間、中国でのさらなる成長が見られると予想している。」 

日本は以前から、オーストラリアの柑橘類、特にオレンジに強い需要がある。また、韓国とベトナムはこのセ

クターの重要な成長市場として浮上している。「チリからの供給が不足していることから、韓国にはレモンの新

興市場が存在し、またオーストラリア産レモンの関税は毎年低下している。今年は、初めて１万トン以上の柑

橘類が韓国に輸出された。この出荷は、さまざまな技術的障壁に対して取り組んだ結果得られたものであり、

我々は少しずつそれらの障壁を打ち破っている。」 

オーストラリアの輸出業者は、今年発効したインドとの新たな協力協定の活用で出遅れている。オーストラリ

アとインドの経済協力貿易協定の下で、オーストラリア産のオレンジとマンダリンの関税は３０％から１５％に引

き下げられた。「これまでのところ、インドへの輸出量に実際の改善は見られない。当協会は、オーストラリア

の輸出業者に対し、インドの輸入業者に関税割当について周知し、関連する書類を提供するように注意を促

した。」 

全体として、ハンコック氏は、業界は前向きな方向に進んでいると述べた。「現段階では、昨年よりもはるか

に良いシーズンだったと言っても過言ではない。シーズン終盤に良質の果実があるので、昨シーズンの結果

に比べてかなり改善すると予測している。」 
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コスト面の課題 

オーストラリアの柑橘類セクターが直面している最大の課題の１つは、パンデミックの発生以来大幅に上昇

した生産コストと輸送コストである。農業投入資材の価格は２０２１/２２年度に大幅に急騰し、生産者にとって

は今年ほとんど改善しなかった。 

ハンコック氏は、「コストの上昇には、ディーゼル燃料、肥料、設備、エネルギーの価格が含まれるが、多く

の生産者や梱包業者はパレットの調達が困難であると感じている」と説明する。収穫労働力の不足はある程

度解消されたが、柑橘類の収穫コストはパンデミック前よりも大幅に高くなっている。「これは、最低賃金と労

働単価に関する園芸雇用規則の変更によるものである。労働者不足も人件費を上昇させている。」 

執筆者： リアム・オキャラハン 

 

２０９．インドの小売部門はどのような果実を輸入したいのか? 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月２２日 

３千の小売店に供給する果実・野菜輸入業者へのインタビュー 

インドは世界で最も人口の多い国である。その人口は１４億２,８００万人と推定されており、中国より約３００万

人多い。消費者には明らかにさまざまなタイプがあり、その中には特に海外産の特定の水準の品質の果実

や野菜を好み、驚くべき購買力を持つ数億人が含まれている。 

これらのダイナミクスを理解するため、レンツォ・ピラッチーニ代表が率いるマクフルト（Macfrut イタリアの青果

物見本市）の代表団は最近、リライアンスグループ（Reliance Group）のサウラブ・ライナ輸入部長と面会した。 

多くの分野で事業を展開し、同じ名前のスーパーマーケットを所有する産業グループであるリライアンスの

本社はニュームンバイにあり、合計３万人の従業員がいる。 

グループの売上高は１千億ドルで、主な活動は石油精製所の建設であるが、インド全土に広がる３千店舗

のスーパーマーケットとショッピングモールは２５０億ドルの売上高を生み出している。 

中規模のスーパーマーケットからハイパーマーケットまで、さまざまな種類の店舗がある。グループの平均

輸入量は、イタリア産のリンゴとキウイ３５〜４０箱（訳注： 英文の誤りで３５～４０コンテナと思われます）である。 

「インドの収穫が終わるとイタリアのブドウの輸入にも関心がある。インドでのブドウの収穫は１月から４月に

行われる」とピラッチーニ氏は言う。 

同氏は、「インドでは現代的な小売業の市場シェアはまだ１０％であるため、すべてのスーパーマーケットチ

ェーンについて見通しは良好である。１４億人以上の人口があり、その数は印象的である。スーパーマーケッ

トから小さな店までさまざまな種類の店舗があり、品質は３つのレベルに分けられている」と話す。 

欧州産のリンゴは輸入価格に５０％の輸入税がかかり、キウイには３３％の輸入関税がかかる。ブルーベリ

ーにも３３％の輸入税がかかる。 

同氏は、「地元の作物と競合する従来品種の赤いリンゴの関税を維持し（インドのリンゴはすべてレッドデリ

シャスのような赤い品種で構成されている）、クラブ品種やゴールデン系などの他の品種の関税を下げること

も一案だろう」と提案する。 

インドではリンゴは非常に一般的であり、スーパーマーケットには幅広い品揃えがある。価格はルピーで表

示されている（１ルピー = ０.０１１ユーロ）。ロイヤルガラの価格はキロ当たり３.９５ユーロである。 
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２１０．トルコ 高地のリンゴは熱波から守られた 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月２２日 

トルコの熱波は一部のリンゴ産地でかなりの問題を引き起こしたが、トルコの果実輸出業者デミルフレッシュ

フルーツ（Demir Fresh Fruits）社のオーナーであるアルパー・ケリム氏は、同社の果樹園は標高が高いため、

多くの問題を免れたとして次のように述べた。「トルコ産リンゴの今シーズンの生育期間はかなり順調であった

ものの、気候変動により最適とは言えず、いくつかの課題をもたらしたが、対処できないものではなかった。

弊社の果樹園は主に標高が高い地域にあるので、最近の高温の影響をそれほど受けていない。しかし、ご

想像のとおり、トルコの一部の地域はそのような幸運に恵まれていなかった。特にウスパルタ県ではいくつか

の大きな問題がある。したがって、品質に妥協できないバイヤーは、この地域で栽培されたリンゴを避けた方

がよいだろう」と語った。（以下「 」は同氏の発言） 

ギリシャとポーランドの生産量は昨年よりかなり少ないが、ケリム氏はヨーロッパ市場への供給に大きくシフト

することはないだろうと考えている。「ヨーロッパ大陸では供給上の問題が見られるが、トルコ産のリンゴはヨー

ロッパではそれほど人気がない。したがって、トルコ産がヨーロッパの品不足を埋めることができるとは考えに

くく、そのため、ヨーロッパ市場は弊社の第１のターゲットではない。とはいえ、今年もヨーロッパでチャンスを

得られる可能性は間違いなくあるだろう。」 

インドでもまた、国内の供給量の減少が予想されるため、ケリム氏はこれまでで最高の季節になる可能性が

あると考えている。「今年のインドのリンゴの生産量がかなり少ないという事実は、トルコ産が品不足を埋める

大きなチャンスをもたらす。トルコはインドで１番のリンゴの輸入先になっていると自信を持って言える。弊社

の「ＤｅＢａ」ブランドは、変わらぬ品質の高さで大きな需要がある。リンゴの価格はブランドによって異なる。品

質の良さを示す優良ブランドを持っているなら、市場で強い需要があるだろう。ヨーロッパとインドの両方で生

産量が少なくなっているため、価格は確かに昨年より少し高くなると予想している。」 同氏は、「これらすべて

が組み合わさって、トルコのリンゴにとってこれまでで最高の年になる可能性がある」と結論付けている。 

執筆者: ニック・ピーターズ 

 

２１１．ベトナム 果実・野菜の輸出額が史上最高 
Ｒｅｔａｉｌ News Ａｓｉａ ２０２３年９月２２日 

ベトナム果実野菜協会（Vinafruit）は税関データを引用し、今年の第１～第３四半期の果実と野菜の輸出額

は推定４１億米ドルで、２０２２年の通年よりも２４％多いと発表した。同協会は、ドリアン、バナナ、ドラゴンフル

ーツが増加の主要品目であり、輸出額１０億ドルの大台に乗ったドリアンがリードしていると説明する。 

中国は突出して最大の輸入国であり、今年の最初の８か月でベトナムから２３億ドル相当の果実と野菜を輸

入した。これは前年比１３４％の増加であり、総輸出額の６４％を占めている。これに次ぐ３大輸入国は、米国

（１億６,８００万ドル、同期間に６％減）、韓国（１億４,８００万ドル、１８％増）、日本（１億２,３００万ドル、６％増）で

ある。 

ドリアンの輸出は今年２０倍に増加した。タイやフィリピンの品種とは異なり、ベトナムのドリアンはいわゆるオ

フシーズンでも収穫することができ、その結果、高い輸出価格を獲得できる。 

中国はまた、ベトナムからバナナとジャックフルーツを高い価格で輸入しており、公式の割り当てを通じて生

鮮ココナッツを輸入することを検討している。 

米国は最近、ベトナムからの殻付きココナッツの輸入を許可した。 

農業農村開発省によると、ベトナムはより多くの品目をより多くの市場へ輸出することを計画している。それ

は、米国、オーストラリア向けのパッションフルーツ、日本、韓国、オーストラリア、インド向けのグレープフル

ーツ、インド向けのドリアン、中国向けの柑橘類、ココナッツ、ドリアン等である。  
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２１２．世界の生食用ブドウ 輸出は減るも人気は上昇 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月２５日 

輸出は減少したが、生食用ブドウの人気は依然として高まっている 

ラボバンク（オランダの金融機関）の最近のレポートによると、世界の生食用ブドウの輸出量は前シーズンと比

較して減少したが、成長軌道にとどまっているようである。供給国は、効率の向上に努めながら、さまざまな課

題に取り組んでいる。緑の種無し品種が人気を集めており、需要が高まっている。 

ブドウは引き続き世界的に取引される主要な果実の１つ 

２０２２/２３年度シーズンの世界的な輸出量が５％減少したものの、多くの国が需要を満たし、効率を高める

ように生産を調整している。ラボバンクの青果物担当シニアアナリストであるゴンザロ・サリナス氏は、「世界の

生食用ブドウの輸出シーズンとしては、前年度（２０２１/２２年度）に次いで史上２番目に輸出量が多い。過去

１０年間に見られた輸出の増加傾向は、今後数年間続くと予想される」と述べている。 

さまざまな地域の主要輸出国が直面する課題の中で、天候の不規則性は重要なものである。チリでは、過

去１０年にわたって収量の低い園地の大規模な伐根やその他の収益性向上の取り組みを行い、輸出が１８％

減少した。一方、ペルーは昨シーズン、２０２３年初頭の政治的抗議活動によって引き起こされた物流の混乱

にもかかわらず、６０万トン近くを輸出し、最大の輸出国に浮上した。 

 

主要な輸出先市場で価格が上昇 

主要な輸出先市場での価格の上昇は、小売環境を変え、緑色の種無し品種の人気が高まっている。「一部

の市場ではブドウがやや入手しにくくなっているが、管理された成長が見込まれる」とサリナス氏は言う。 

将来の品種の分布は赤よりも緑に傾く 

将来の生食用ブドウ品種の分布は赤よりも緑に傾いている。収量が高く、収穫量当たりのコストが低く、品質

が改善された権利関係の有る品種は、今後のシーズンに供給の最前線にあり、生産者と小売業者の両方に

利益をもたらすと見られる。 

  

世界の生食用ブドウ輸出量 ２０１３/１４～２０２２/２３ 

百
万
ト
ン

 

注： 北半球の国では、グラフはシーズン中の 1年目に取得されたデータを表す。 
2022/23年度は暫定値 

出典： Trade Map、米国農務省、欧州統計局、ODEPA、Senasa、Rabobank 2023 
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２１３．南アフリカ 柑橘類種苗の規制強化で品質向上へ 
Ｆａｒｍｅｒｓ Ｗｅｅｋｌｙ ２０２３年９月２５日 

増殖に関するより厳しい法案が提出され、南アフリカの柑橘類産業は品質向上に向けた後押しを得ることと

なる。業界で２０年にわたる協議プロセスを経てきた柑橘類改善スキーム（ＣＩＳ）がまもなく制定される。 

トコ・ディディザ農業・土地改革・農村開発大臣は７月末に、ＣＩＳに関する通達の内容を承認した。その後、

最終決定と公布の前に、書面によるパブリックコメントを得るために政府の官報に掲載されている。 

柑橘類研究所（ＣＲＩ）は、このスキームから生じる果樹の増殖におけるバイオセキュリティと品質管理の強化

を歓迎している。 

ＣＲＩのスキーム管理者であるポール・フォーリー氏は、このスキームにより、純正な柑橘類の素材から作ら

れ、有害な病原体を含まない最高品質の苗木を栽培者に確実に供給することができ、最終的には南部アフ

リカ諸国の柑橘類産業の収益性が高まると述べた。 

このスキームでは、柑橘類の苗木を繁殖・販売する種苗業者の苗園で、より厳格な手順が必要になる。この

スキームが実施されれば、苗園は監査を受け、認証を得る必要がある。認証は、エキビョウキン（疫病菌）及

びセンチュウ（線虫）がいないと認定された苗園で苗木が栽培されること等のスキーム基準に準拠しているこ

とを保証する。 

フォーリー氏は、このスキームは、バイオセキュリティとトレーサビリティの向上など、業界に複数のメリットを

もたらすとしつつ、「しかし、苗園で生産される接ぎ木の割合が減る可能性があるなど、不利な点があることも

認識している。苗園の能力が限られていることも懸念事項である」と述べた。 

一方、柑橘類業界の基準を高める南アフリカの取り組みは世界的に認められてきている。最近、バイオゴ

ールド（Biogold）グループのマネージングディレクターであるヴィレシュ・ランブラン氏が、「国際栄養繁殖性

花き・果樹育成者権者団体（ＣＩＯＰＯＲＡ）」の理事会メンバーに任命され、アフリカ大陸から初めてこの立場

でこの機関に参加することとなった。これは、アフリカの視点を議論の場にもたらし、世界レベルで南部アフリ

カの育種家の利益を促進するのに役立つ。 

ランブラン氏は、栽培者にとって植物の新しい栽培品種は重要な戦略的及び競争上の優位性をもたらすも

のだとして、「したがって、新しい品種の導入、保護、商業化は非常に重要である。私はこの業界の課題と現

状を非常に現実的に理解しており、ＣＩＯＰＯＲＡでの立場を利用して、イノベーションを促進し、世界中の植

物育種家の権利を保護する知的財産保護システムを形成することを目指す」と述べた。 

執筆者： リンディ・ボータ 
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２１４．韓国 リンゴとナシは出荷量が少ない見込み 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月２６日 

秋夕（チュソク）の祭が木曜日から土曜日まで開催される 

毎年秋になると、韓国人は２つの特定の果実、リンゴとナシの価格動向に特に注意を払う。これらの２つの

果実は韓国の典型的な秋の果実であるが、人々が価格に特に敏感である理由は他にもある。 

秋夕
チ ュ ソ ク

（旧暦の中秋節）の祭の昔ながらの伝統は、先祖を称えるために食べ物で一杯の食卓を準備することで

ある。リンゴとナシはこの儀式用の食卓の定番である。また、これらの果実は秋夕の祝日の贈答品としても用

いられる。 

ただし、秋夕の日付は毎年異なり、９月下旬から１０月上旬の間で太陰暦によって決まる*ため、課題が生じ

る。今年のリンゴの価格は昨年の同時期よりも約５０％高く、祭の気分に少し水を差している。 

情報筋は、９月のリンゴの卸売価格を前年比最大１６０.６％高い１０ｋｇ当たり平均７万４千ウォン（５５.７２ドル）

と予測している。今年のリンゴの総生産量は前年比で２１％減少し、４４万９千トンを下回ると見られている。 

ナシもまた、４月の開花期に予想よりも低い気温に見舞われた。ナシの生産量は前年比２０％減少し、２０万

トンを下回ると予測されている。秋夕シーズンの流通量は、前年比８％減の約４万４千トンと予測されている。 

出典： asianews.network     ＊： 今年は週末及び他の祝日と合わせて９月２８日～１０月３日の６連休 

 

2１５．米国カリフォルニア州 柑橘類のアザミウマ被害 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年９月２７日 

業界団体によると、カリフォルニア州の柑橘類生産者は、前例のない降雨と果樹園でのアザミウマの爆発

的発生により、今シーズン、重大な病虫害の問題に直面した。 

ニュースリリースによると、カリフォルニア州柑橘類組合（ＣＣＭ）の病害虫タスクフォースからの報告では、

一部の生産者の園地で各区画の８０％もの果実の表面に傷が生じており、これは主にネーブルに影響を及

ぼしているが、マンダリン、レモン及びその他の柑橘類にも様々な程度の影響を与えている。 

ＣＣＭのケイシー・クリーマー会長はリリースで、「柑橘類の生産者にとって非常に困難な害虫の季節であっ

た。業界は、この前例のないアザミウマの発生を抑制するために最善を尽くした。生産者は対策のコストを負

担すると同時に、害虫の影響が市場での収益の減少をもたらすという現実にも直面している」と述べている。 

リリースによると、同協会のマーケティング委員会はネーブルの３０％にアザミウマによる傷があり、出荷量

はアザミウマのために前シーズンに比べて８％～１５％少なくなると推定しており、またマンダリンとレモンの出

荷量も前シーズンと比較して５％減少すると推定している。 

アザミウマによる見た目の悪さは、果実の内部の品質、味、食感に影響しない。リリースは、消費者は、（傷を

気にしなければ）カリフォルニア州産の柑橘類で日頃慣れ親しんでいるのと同じ素晴らしい食体験を期待でき、

果実の量は十分にあるとしている。リリースはまた、外部の傷や損傷が最小限のファンシーフルーツは、今シ

ーズンはプレミアム商品であるとしている。 

クリーマー会長はリリースで、「これらの課題があるものの、当協会の生産者らは今シーズンの樹上の果実

の品質について楽観的である。十分以上の降雨で貯水池は満杯であり、３年間の極端な干ばつ後、果樹園

は活力を取り戻した」と述べている。 

（２０２４年５月に「柑橘類組合」の表記を修正しました。） 

  

https://asianews.network/golden-apples-why-fruit-prices-are-a-national-issue-in-early-autumn/
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２１６．統計ハンドブックがアジアの果実貿易の変化を強調 
ＡＳＩＡＦＲＵＩＴ ２０２３年９月２７日 

アジア果実会議（Asiafruit Congress）統計ハンドブック２０２３がアジアの１２の市場の主要な傾向について

専門家による分析を提供 

輸出元が市場の需要に追いつくのに苦労しており、主要な輸出国からの出荷量の減少を背景に、２０２２年

のアジアの生鮮果実の総輸入量は減少した。これは、アジア果実会議統計ハンドブック２０２３で強調されて

いるアジアの青果物貿易の主要な傾向の１つである。 

アジアフルーツマガジンが発行するアジアの生鮮果実・野菜の貿易に関するこの年次統計ガイドは、２０２３

年９月６日〜８日に香港で開催されたアジア果実会議とアジア果実展覧会（Asia Fruit Logistica）で発表され

た。同ハンドブックの分析によると、アジア市場は２０２２年にすべての原産国から前年比６％減となる１,４９０

万トンの生鮮果実を輸入した。 

アジア域内相互の貿易は約８％減少して１,０２０万トンとなり、アジアの総輸入量のほぼ７０％を占めた。アジ

ア域内の貿易は、気候の温暖な東南アジア市場における温帯果実の需要と、北アジア市場におけるバナナ、

リュウガン、ドラゴンフルーツなどの熱帯果実の需要によって推進されている。 

中国は、アジア最大の生鮮果実の輸出入国であり、引き続き貿易状況全体に大きな影響を与えている。  

２０２２年の輸入量は微増の約５８０万トンで、主に熱帯果実と自国のシーズンオフにおける南半球産温帯果

実で構成されていた。中国の輸出は前年比８％減の約３００万トンで、リンゴとナシの輸出量が著しく減少した。 

世界的に見たアジアへの果実供給に関しては、一部の地域からの輸入は増加し、他の地域からは減少し

た。 

南部アフリカ諸国からの貿易は、インド、中国、東南アジア向けの柑橘類とブドウの出荷の増加に牽引され

て、７％増の８１万６８９トンとなった。中東及び北アフリカ地域からアジアへの輸入は２１％増加し、これは特に

インド向けを中心にエジプト産柑橘類とトルコ及びイランからの出荷の増に支えられたものであった。 

南米からアジアへの輸出量は１００万トン強で安定しており、これには中国とその他の市場向けのチリ産サク

ランボの輸出量約４０万トン含まれている。オーストラリアとニュージーランドからの輸入は、主にキウイフルー

ツ、リンゴ、柑橘類、ブドウで構成され、３％減の９８万２,３５２トンであった。 

米国とカナダからの輸入は、サクランボ、柑橘類、核果類における悪天候と物流の課題を反映して、１９％

減の６０万５,９６３トンとなった。同様に、中国が東南アジアの供給国からより多くのバナナを輸入したため、中

米産のバナナは１７％以上減少した。 

東南アジアの主要市場では、中国からのリンゴとナシの出荷量が減少したことを反映して、輸入量が減少し

た。タイによる果実輸入は６０万１,４５９トンで横ばいであったが、インドネシアは６％減の６６万６,００１トン、フィ

リピンは３０％減の３４万８,８６０トンとなった。 

ベトナムの輸入量は２％増の１２２万トンとなり、そのうちリンゴの輸入量は南アフリカとニュージーランドから

の輸入の力強い成長に牽引されて１６％増加した。ベトナムの生鮮果実の輸出量も２％増加して１２６万トンと

なり、中でもバナナの輸出が３８％増加し、そのほとんどが中国向けであった。 

インドの生鮮果実の輸入量は、２０２１年に倍増した後、９％減少して６５万６,１２７トンとなり、これは２０２０年

以前のレベルを大きく上回っている。 

アジア果実会議統計ハンドブックの無料デジタル版は Asiafruit app から入手できる。 

執筆者： ジョン・ヘイ、ウェイン・プラウズ 

  

https://desktop.asiafruitmagazine.com/full_page_image/asiafruit-congress-statistics-handbook-cover/content.html
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２１７．ペルー 高温が生食用ブドウの量と品質の両方に影響 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月２７日 

平年よりも暑いペルーの天候がブルーベリーの生育と輸出を遅らせているが、生食用ブドウの収穫では逆

のことが起こっており、収穫はほぼ１か月早くなっている。生食用ブドウの専門家であるオスカー・サルガド氏

は、ペルー北部ピウラ県の早生種の産地について次のように報告している。「現在、ピウラ県は難しい状況に

ある。誰もが事前に予想された収穫量や昨シーズンの収穫量と比較して２５〜３０％の減少について語って

おり、生食用ブドウ生産者協会（Ｐｒｏｖｉｄ）の予測はそのことについてあまり明確ではない。今、誰もが自分の

農場で実際に起こっていることを認めたがらない。」（以下「 」は同氏の発言） 

同氏は、欧州産と南半球産の出荷の切り替えが重要であると言う。「出荷を早め、品切れや不確実な入荷

の可能性について取引先に知らせるためには、ＥＵ（スペイン及びイタリア）産と域外産の間の切り替えが、こ

れまで以上に鍵となっている。ピウラ県では米国向けに出荷しており、英国向けも少しあるが、ＥＵ向けと中

南米諸国向けにはほとんど出荷していない。」 

暑さがペルー産生食用ブドウの収穫を加速 

「４千ヘクタール近くの農場や生産会社からの２０２３-２４年度の予想輸出量は８００万箱（８.２ｋｇ/箱）であっ

たが、本日は輸出量がわずか６００万箱であると発表された。実際のところは年末近く（第５１週）に公表される。

量と質の両方に影響を与える深刻な問題があり、一部の問題は他よりも深刻であると言えよう。ＥＵにおける

潜在的な着荷状態の問題や５～７つの成分の農薬残留基準の問題もある。白（緑）ブドウの種無し栽培品種

の中ではスイートグローブとオータムクリスプが、最も影響を受ける。」 

「赤ブドウの種無し品種の中では、スイートセレブレーションが影響を受け、黒ブドウ品種の中ではセーブ

ルが影響を受ける。この地域に残っている数少ない今のところ“まあまあ”の古い品種であるスグラオーネとク

リムゾンの出回り量は非常に限られている。最低気温が過去の平均より３〜４度高く、すべての生産サイクル

と病害虫の発生サイクルを促進しているため、植物の生物季節学的な状態は非常に複雑である。現在及び

今後３〜４週間以内に収穫されるスイートグローブは、粒の直径が２１〜２３ｍｍで、房の重さが２００ないしは 

３００ｇ〜５５０ｇである。オータムクリスプの粒は最大で２３～２６ｍｍ（昨シーズンは２８～３１ｍｍ）、房は６００ｇ～

７００ｇであり、このためこれまでのところ中国向けのブドウはない。一般的に、園地の状況は遅く（第４９〜５２

週の収穫）なるほどかなりよくなる傾向がある。」 

同氏は、一部の品種は通常の収穫時期より２０〜２５日早く進んでいると言い、「この状況では、サイクルが

短くなる。つまり、粒の直径が小さくなり、同じ大きさでも前のシーズンと比較して軽くなり（原文のまま。詳細は間

違いを含むため省略）、粒径に多くの不規則性が生じる。簡単に言えば、粒の直径がより小さく、重さがより軽い

ことが見込まれる」と結論付けている。 

執筆者: クレイトン・スワート 
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２１８．米国 果実とナッツ類の生産見通し（主要果実抜粋） 
米国農務省経済調査局 ２０２３年９月２８日 

この報告書では、米国の計量単位が使用されています。メートル法の単位への換算率は次のとおりです。 

１ポンド＝約４５３.６グラム（１億ポンド＝約４万５千トン）、１米トン（ショートトン）＝約９０７ｋｇ（１万米トン＝約９千トン）、 

１エーカー＝約０.４ヘクタール、１ガロン＝３.７８５リットル（１億ガロン＝約３８万キロリットル） 

非柑橘果実の見通し 

＜リンゴ＞ 米国の生産量は持ち直し 

２０２３/２４年度（８月～７月）の米国のリンゴの総生産量は、前年比１.５％増の９９億ポンドと予測される。最

大の生産州であるワシントン州の生産量は前年比９％増の６７億ポンドと予測される（図２）。ワシントン州の  

２０２３/２４年度産のリンゴは、昨シーズンのような春の低温の影響を受けなかったが、現在の予想生産量は 

２０１９〜２１年の時期よりもまだ少ない。ワシントン州果樹協会は、果実の品質は優れているとしており、また

有機リンゴが今シーズンの同州の生産量の１５.７％占めると推定している。農務省農業統計局のミシガン州

の生産量予測は、過去最高であった昨年を１５％下回るが、２０１９〜２１年の平均を２４％上回っている。ニュ

ーヨーク州では、暖冬による耐寒性の低下と５月中旬の開花中の低温により、予測生産量は昨年と比較して

１９％減少した。農業統計局の予測が現実になった場合、２０２３年のニューヨーク州のリンゴ生産量は２０１２

年以来の最低となる。低温の影響は州内で不均一であったが、コーネル大学は一部のリンゴ生産者は収穫

量の９５％を失ったと報告している。農業統計局は９月時点で、ニューヨーク州のリンゴの３０％の品質が非常

に悪い、または悪いと報告しており、果実の品質も懸念材料となる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農務省経済調査局は、２０２３/２４年度の生鮮市場向けのリンゴの供給量が昨年の６４億ポンドから約２.５％

増加すると推定している。加工仕向量は、ワシントン州の増加がニューヨーク州とミシガン州の減少に匹敵す

るため、昨年とほぼ同じになると予想される。昨シーズン、ワシントン州は加工用リンゴの４２％を占め、ニュー

ヨーク州とミシガン州は合わせて４３％を占めた。 

２０２２/２３年度の生鮮リンゴの輸出は減少： ２０１２/１３年度以降の平均で、米国の生鮮市場向けリンゴの

約２５％が輸出された。２０２２/２３年度の米国の輸出量は、前年度比で１５％減少し、５か年平均を２６％下回

った（図３）。有機リンゴは２０２２/２３年度の生鮮リンゴの輸出量１３億５千万ポンドの１４％を占めた。メキシコ

は米国の有機リンゴ輸出量の７９％を占め、引き続き生鮮有機リンゴの最大の輸出先であった。 

米国通商代表部は２０２３年６月、インドが２０１８年６月に米国のリンゴに課した報復関税を撤廃すると発表し

た。インドは２０１７/１８年度には米国の生鮮リンゴ輸出額の１６％を占め、メキシコに次ぐ第２の市場であった

が、２０２２/２３年度までにインド向けの輸出額は合計１４０万ドル未満となり、市場シェアでは第３０位の市場と

図２ ２０２３年のワシントン州のリンゴ生産量は増加 

百万ポンド 
平均 

ｆ = 予測値 

注： リンゴ生産量の推計の対象は商業生産を行う果樹園のみ。商業生産を行う果樹園は結果樹本数 100本以上の園地と定義される。 
   その他の州には、カリフォルニア州、バージニア州及びオレゴン州が含まれる。 
出典： 農務省農業統計局「非柑橘果実及びナッツ類の概要 2022」及び「作物生産見通し（2023年 8月）」に基づき農務省経済調査局が作成 

その他の州 ペンシルベニア州 ニューヨーク州 ミシガン州 ワシントン州 
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なった。複数の業界誌は秋の米国産リンゴの収穫に先立って追加関税が撤廃されることを歓迎しているが、

米国の生鮮リンゴ輸出は、トルコ、イタリア、イラン等、現在のインド向け有力輸出国と競争する必要がある。 

 

＜ブドウ＞ ２０２３年の米国の生産量は増加する見込み 

農務省農業統計局の２０２３年８月中旬の予測では、２０２３年の米国のブドウ生産量は１２５億７千万ポンド

で、２０２２年の１１８億５千万ポンドから６％増加するとされていた。しかし、８月の予測はハリケーンヒラリーが

カリフォルニア州に上陸する前に発表されたものである。この嵐による甚大な被害の報告を踏まえると、実際

の生産量は農業統計局の８月の予測を下回るものと予想される。 

カリフォルニア州は、米国のブドウ総生産量の約９４％を占め、突出して最大のブドウ生産州である。醸造

用のブドウ（７６億ポンド）が、カリフォルニア州のブドウ総生産量の６０％以上を占め、約２０％が生食用（２３億

ポンド）で、残り（１９億４千万ポンド）が干しブドウ用である。８月中旬の予測では、カリフォルニア州の２０２３年

のブドウ生産量は１１８億４千万ポンドで、２０２２年の１１０億２千万ポンドから７.４％増加するものと見込まれる。

２０２３年の生産量の増加は、前年比１２.４％増加すると予想される醸造用ブドウの増加に帰することができ、

この増加は干しブドウ用の生産量の減少を上回るものである。 

ワシントン州のブドウ生産はカリフォルニア州に次いで第２位である。２０２３年のワシントン州のブドウ生産

量は、２０２２年の８億２,５００万ポンドから１１.５％減となる７億３千万ポンドと予測される。 

醸造用のブドウがワシントン州のブドウ総生産量の５８％を占め、残りの４２％は果汁の製造に使用される。

ワシントン州では、近年、ブドウの栽培面積が減少しており、２０２０年の７万６千エーカーから２０２２年には  

７万２千エーカーに減少した。 

ハリケーンヒラリーが生食用ブドウの収穫量に対する業界の期待を弱める： 農務省農業統計局の２０２３年

８月のブドウ生産量予測は、２０２３年８月下旬にハリケーンヒラリーがカリフォルニア州に上陸する前に発表さ

れた。ハリケーンヒラリーは、生食用ブドウの収穫の最盛期にブドウ園に影響を与えた。生産者らは、この嵐

の風雨でブドウが裂果したり落下したりし、また過剰な水分によりカビが発生したと報告している。カリフォル

ニア州生食用ブドウ委員会は、ハリケーンがカリフォルニア州に上陸した時点で収穫が済んでいたのは生食

用ブドウの３０％だけであったと報告した。ハリケーンの後、同委員会は、未収穫の生食用ブドウの３５％が失

われると推定しており、カリフォルニア州の生食用ブドウの生産量は３０年近くで最低になる可能性がある。 

８月から１１月にかけて、カリフォルニア州は国内向け生食用ブドウの主要な供給源である（図５）。ハリケー

ンヒラリーの被害による損失は、冬になってペルーとチリからの輸入量が増加するまで、価格に上昇圧力を与

える可能性がある。 

図３ ２０２２/２３年度の生鮮リンゴ輸出量は５か年平均を下回る 

百万ポンド 

５か年平均 

８月     ９月     １０月    １１月   １２月    1月     ２月     ３月     ４月     ５月     ６月     ７月 

出典： 米国商務省センサス局のデータを使用して農務省経済調査局が作成 
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２０２２/２３年度の生鮮ブドウ輸入量は記録を更新： 輸入された生鮮ブドウは過去３シーズンの平均で国内

供給量の５５％を占め、２０年前の４６％から増加した。２０２２/２３年度には、生鮮ブドウの輸入量は史上最高

の１６億４千万ポンドに達した。ペルーはチリを追い抜き、米国にとって最大の生鮮ブドウの輸入先となった。

ペルー産のブドウは現在、輸入の３６.５％を占めており、チリ産の３４.７％をわずかに上回っている。ペルー

は、生食用ブドウの主要産地であるイカ県の気象条件が良好であり、２０２３/２４年度の生産量の増加が見込

まれる。ペルーとチリの両国にとって、米国市場は生食用ブドウの最大の輸出市場である。 

カリフォルニア州のブドウ栽培面積の６０％以上が醸造用である。カリフォルニア州の２０２３年の醸造用ブド

ウ生産量は、干ばつに見舞われた昨年に比べて１２％増となる７６億ポンドと予測される。醸造用ブドウは年

の後半（８月～１０月）に収穫され、ハリケーンヒラリーの悪影響は見込まれていない。 

２０２２年の醸造用ブドウの品種別破砕量は、カベルネ・ソーヴィニヨンがシャルドネを上回り、最も多かった

（図６）。両品種の破砕量は２０２１年よりも少ないが、カベルネ・ソーヴィニヨンは、約５６万７千米トンですべて

の品種の破砕量の１５.４％を占めた。赤ワイン用品種は、２０２２年に破砕されたブドウの中で最大のシェアを

占め、１米トン当たりの平均価格は、白ワイン用品種の６８９ドルに対し１,１８５ドルであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 生食用ブドウは季節によりカリフォルニア州産から輸入ものに移行 

カリフォルニア州 チリ ペルー メキシコ その他の輸入先 
百万ポンド 

１０月 １１月 １２月 ９月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 

出典： 農務省農業流通局「市場ニュース」の入出荷データを使用して農務省経済調査局が作成 

カベルネ・ 
ソーヴィニヨン 

シャルドネ 

その他、生食用・ 
干しブドウ用品種 

白ワイン用の 
その他の品種 

２８％ 

赤ワイン用 
のその他の 
品種 ２９％ 

ジンファンデル 

出典： 農務省農業統計局太平洋地域事務所「２０２２作物年度ブドウ破砕に関する報告書」 

図６ ２０２２年のカリフォルニア州のブドウ品種別破砕量でカベルネ・ソーヴィニヨンが
シャルドネを上回る 



125 

＜モモ＞ それほど桃色ではない状況 ２０２３年の米国の生産量は減少 

２０２３年のモモの生産量は前年比１３％減の５４万３,５００米トンと予想される。モモの生産量が最も多いカリ

フォルニア州では、離核種のモモの生産量は前年比２％減の２６万米トンと予測される（図７）。離核種のモモ

の平均約７０％が生鮮市場に出荷されるが、粘核種のモモはほぼ加工専用に栽培される。 

カリフォルニア州では、春に雨が多く涼しかったため開花が遅れ、低温時間は過去１０年間で最長となった。

２番目にモモの生産量が多いサウスカロライナ州とジョージア州では、春の低温が２年連続で収量に悪影響

を及ぼし、前シーズンと比較して生産量が減少した（それぞれ６６％及び７８％減少）。カリフォルニア州と南東

部の生産量の減少を埋め合わせることはできないものの、農業統計局が調査した州の中で、コロラド州   

（１７％増）、ニュージャージー州（７８％増）、ペンシルベニア州（１１％増）及びワシントン州（３％増）の４州で

モモの生産が増加すると予想される。 

国内生産の減少と価格の上昇は、米国の生鮮モモの輸出を弱めた。２０２３年の年初から７月までの輸出量

（生鮮モモ・ネクタリンの合計）は、昨年の同時期と比較して３９％減少した。主にチリ産である年初来のモモと

ネクタリンの輸入量は０.３％減少した。農務省海外農業局は、チリでのモモの栽培面積の減少は、ネクタリン

の新植園地の成園化による供給増で埋め合わせされていると報告している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農務省農業統計局の予測では、主に加工用であるカリフォルニア州の粘核種のモモの生産量は１８万５千

米トンで、２０２２年に比べて１１％減少する。カリフォルニア州食品製造業者連盟は、粘核種のモモの収量は

前年に比べて増加するものの、結果面積は減少するものと予想している。粘核種モモ業界の協同交渉団体

である缶詰用粘核種モモ協会は２０２３年６月、２０２３年の加工業者との基本価格協定を２０２２年より米トン当

たり３２ドル高い６３５ドルで承認したと報告した。 

＜サクランボ＞ ２０２３年の甘果オウトウは西海岸での回復で増加の予測 

２０２３年６月の農務省農業統計局の予測では米国の甘果オウトウの収穫量は３７万１千米トン(７億４,２００万

ポンド)で、前年比６０％増加する。これが実現すれば、２０２３年の米国の甘果オウトウの生産量は２０１７年以

来最多となり、前年比では２００９年以来最大の増加となる（図９）。調査した３州すべてで生産量が増加したと

推定される - ワシントン州（６６％増）、カリフォルニア州（４５％増）、オレゴン州（５９％増）。ワシントン州とオレ

ゴン州は、シーズン中ほぼ理想的な生育条件であった。カリフォルニア州では生産量は増加したが、春の涼

しく雨の多い天候により生育と収穫が遅れた。カリフォルニア州の甘果オウトウの平均約８０％は、６月にワシ

ントン州とオレゴン州の出荷が増加する前の４月と５月に出荷され、市場に入荷する。農務省農業流通局の

出荷データによると、２０２３年のカリフォルニア州中部産の甘果オウトウのうち、４月と５月に出荷されたのは 

３５％で、６月の北西部からの出荷と重複した甘果オウトウの割合が通常よりも高かった。 

ｆ = 予測値 
注： その他の州には、コロラド州、ミシガン州、ニュージャージー州、ペンシルベニア州及びワシントン州が含まれる。 

出典： 農務省農業統計局「非柑橘果樹及びナッツ類の概要(各年)」及び「作物生産見通し（2023年 8月）」に基づき農務省経済調査局が作成 

図７ 米国の２０２３年のモモ生産量は減少 

千米トン 

カリフォルニア州粘核種 カリフォルニア州離核種 サウスカロライナ州 ジョージア州 その他 
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２０２３年の甘果オウトウの輸出は昨シーズンより早い： 過去５年間の平均では、米国は年間の生鮮甘果オ

ウトウの輸出量の約９２％を５月から７月の間に輸出した。２０２３年シーズンは、生産量の増加に後押しされ、

５月から７月までの米国の生鮮甘果オウトウの輸出量は合計１億６,５７０万ポンドで、前年同期の２倍以上とな

った。２０２３年１月から７月の間に、米国は昨年の同時期より２８％多い２,９１０万ポンドの生鮮甘果オウトウを

輸入した。 

２０２２年は生産量が少ないこともあり、５月から７月の生鮮甘果オウトウの輸出量は、２００２年以来最低の  

７,７２０万ポンドであった。 

 

柑橘類の見通し 

＜柑橘類全般＞ 米国の合計生産量は新たな低水準に 

農務省農業統計局の２０２２/２３年度柑橘類シーズンの最終推計値によると、米国の柑橘類の生産量は  

４９０万米トンで、２０２１/２２年度より１２％少ない（図１２）。これは、米国の柑橘類の総生産量として、少なくとも

５０年間で最も少ないことを意味する。この歴史的に少ない生産量は、主にフロリダ州のオレンジ生産量の減

少によるものである。フロリダ州では２００４/０５年度以降、柑橘類の栽培面積と収量が長期的に減少している。 

図１２ ２０２２/２３年度の柑橘類の総生産量は減少し、生鮮市場向けの出荷が記録的なシェアに 

 
ｆ = 予測値 

出典： 農務省農業統計局「柑橘類の概要(各年)」に基づき農務省経済調査局が作成 

 

図９ 米国の甘果オウトウ： 上位３州１で２０２３年の生産量が回復 

千米トン 

ｆ = 予測値 
１： 生産量に含まれる州は、カリフォルニア州、オレゴン州及びワシントン州である。 

出典： 農務省農業統計局「非柑橘果実及びナッツ類の概要(各年)」及び「作物生産見通し（2023年 8月）」に基づき農務省経済調査局が作成 

千米トン 

生鮮 加工 
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フロリダ州のオレンジ、グレープフルーツ、タンジェリンの生産量の減少は、柑橘類の果樹が栄養素を処理

する能力を妨げ、果実の成熟を妨害し、果樹の寿命を縮める細菌性病害であるカンキツグリーニング病、別

名黄龍病
ホ ン ロ ン ビ ン

（ＨＬＢ）に起因するとされることが多い。ハリケーンイルマ（２０１７年９月）や最近ではハリケーンイア

ン（２０２２年９月）などの厳しい気象災害も、前年比の減少に大きく影響していると見られる。 

総生産量は、シーズン開始時（２０２２年１０月）の農務省農業統計局の予測を約８％下回った。フロリダ州の

バレンシアオレンジとカリフォルニア州のネーブルオレンジ及びタンジェリンの収穫量が予想を下回ったこと

が、この差の大部分を占めている。しかし、テキサス州のグレープフルーツとバレンシアオレンジ、カリフォル

ニア州とアリゾナ州のレモンなど、いくつかの品目が予想を上回った。テキサス州のオレンジとグレープフル

ーツの生産量が昨シーズンに比べて増加したことは、同州の柑橘類に関して励みになるが、グレープフルー

ツの生産量は、まだ冬の嵐ウリ（２０１９/２０年度）の前の水準に戻っていない。 

表３ 柑橘類の出荷量 ２０２０/２１年度～２０２２/２３年度 1  

品目及び州 
出荷量 出荷量 

2020/21 2021/22 2022/23ｆ 2020/21 2021/22 2022/23ｆ 

オレンジ： 
早生/中生及びネーブル種 
カリフォルニア州  
フロリダ州 3  
テキサス 
合計 4  

バレンシア種 
カリフォルニア州 
フロリダ州 
テキサス州 
合計  

オレンジ合計  
 
グレープフルーツ： 

カリフォルニア州 
フロリダ州 
テキサス州 

グレープフルーツ合計 
 
タンジェリン及びマンダリン： 

カリフォルニア州 
フロリダ州 4  

タンジェリン/マンダリン合計 
 
レモン： 

アリゾナ州 
カリフォルニア州 

レモン合計  
 
柑橘類合計 5  

---- 
 

41,300 
22,700 
1,000 

65,000 
 

7,700 
30,250 

50 
38,000 

103,000 
 
 

4,200 
4,100 
2,400 

10,700 
 
 

28,800 
890 

29,690 
 
 

750 
21,400 
22,150 

 
165,540 

1,000 箱 2 
 

31,500 
18,250 

170 
49,920 

 
7,600 

22,950 
30 

30,580 
80,500 

 
 

4,100 
3,330 
1,700 
9,130 

 
 

17,500 
750 

18,250 
 
 

1,250 
25,200 
26,450 

 
134,330 

---- 
 

36,500 
6,150 

570 
43,220 

 
6,700 
9,650 

560 
16,910 
60,130 

 
 

4,000 
1,810 
2,250 
8,060 

 
 

23,700 
480 

24,180 
 
 

1,400 
26,500 
27,900 

 
120,270 

---- 
 

1,652 
1,022 

43 
2,717 

 
308 

1,361 
2 

1,671 
4,388 

 
 

168 
174 
96 

438 
 
 

1,152 
42 

1,194 
 
 

30 
856 
886 

 
6,906 

1,000 米トン 
 

1,260 
821 

7 
2,088 

 
304 

1,033 
1 

1,338 
3,426 

 
 

164 
142 
68 

374 
 
 

700 
36 

736 
 
 

50 
1,008 
1,058 

 
5,593 

---- 
 

1,460 
277 
24 

1,761 
 

268 
434 
24 

726 
2,487 

 
 

160 
77 
90 

327 
 
 

948 
23 

971 
 
 

56 
1,060 
1,116 

 
4,901 

f =予測値 
１ 作物年度は、表示された１年めの開花で始まり、翌年の収穫の完了で終わる。 

２ １箱当たりの正味重量（ポンド） 

   オレンジ： カリフォルニア州（CA）-80（2010/11作物年度以前は 75）、フロリダ州（FL）-90、テキサス州（TX）-85； 

   グレープフルーツ： CA-80（2010/11作物年度以前は 67）、FL-85、TX-80；  レモン： 80（2010/11作物年度以前は 76）; 

   タンジェリン及びマンダリン： CA-80（2010/11作物年度以前は 75）、FL-95 
３ テンプルを含む。2016/17年度から、テンプルはフロリダ州のタンジェリン及びマンダリンに含まれる。 
４ 2016/17年以降、タンジェロはフロリダ州のタンジェリン及びマンダリンに含まれる。 
５ 端数処理のため、合計が内訳を足し合わせたものと一致しないことがある。 
出典： 米国農務省農業統計局「柑橘類の概要 2023」（2023年 8月）のデータに基づき農務省経済調査局が作成 
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カリフォルニア州は依然として国内最大の柑橘類生産州であり、米国の生鮮市場向け生産量の約９２％を

占めている。２０２２/２３年度には生鮮市場における米国産柑橘類の量とシェアの両方が顕著に増加した。こ

れは主に、前年度に比べてカリフォルニア州のネーブルオレンジ、タンジェリン、レモンの収穫量が多かった

ためである（表３）。対照的に、加工用の柑橘類は史上最低の１８０万米トン（前年度比３４％減）であった。 

ハリケーンイアンは２０２２年９月下旬にフロリダ州南西部に上陸し、その後北東に進む進路を取り同州の主

要な柑橘類産地の多くを通過した。 

ハリケーンは一般にフロリダ州の農業にとって長年の課題となっている。強風は柑橘類の果樹を傷つけ、花

や未熟な果実、熟した果実に損傷を与える可能性がある。花や果実のこの損傷は収量の減少につながる。

さらに、ハリケーンがもたらす大雨による洪水は、果樹を倒し、収穫を阻害する可能性がある。フロリダ州の 

２０２２/２３年度の柑橘類総生産量は８１万１千米トンで、前シーズンに比べて６０％減少した。前年比の減少

のうちどれだけがハリケーンイアンによる被害に直接起因しているかは不明であるが、実際の出荷量はシー

ズン開始時の予測を下回った。ハリケーンイアンによる損失をまだ考慮していない２０２２年１０月の当初の予

測では、フロリダ州の生産量は約１４０万米トンと推定されていた。したがって、前のシーズンと比べた２０２２/

２３年度のハリケーンイアンに起因する損失は、州の生産量の４２％にも上る可能性がある。テキサス州は今

シーズン、より多くの栽培面積が成園化したため、バレンシアオレンジの収穫量が同州らしくないほど多かっ

た。一方、テキサス州の早生と中生のオレンジの収穫量は２万４千米トンで、過去１０年間で２番目に少なかっ

た。アリゾナ州では、結果面積が減少傾向にあるにもかかわらず、レモンの生産量が昨シーズンに比べて  

１２％増加した。 

２０２２/２３年度の米国の柑橘類生産額は減少： ２０２２/２３年度の米国の柑橘類生産額は２６億ドルと評価

された。この生産額は、前年度（２０２１/２２年度）の値を１３.５％下回っており、インフレ調整後の実質の価値

では１６％減少した。この実質価値の低下率は、前年度（-１７％）と比較してわずかに小さい（図１３）。 

図１３ ２０２２/２３年度の米国の柑橘類生産額はさらに低下 

 

2023年は予測値 

出典： 農務省経済調査局、農務省農業統計局「柑橘類の概要」 

 

米国産柑橘類の２０２２/２３年度の生鮮市場向け出荷量は増加： 米国産柑橘類の２０２２/２３年度の生鮮市

場向け出荷量は３００万米トンに達し、前シーズンから１０％増加した。品目別では、オレンジ（２％増）、グレー

プフルーツ（５％増）、レモン（８％増）及びタンジェリン（２９％増）が増加した。米国でのオレンジの販売年度

は、前年の１１月に始まり、当年の１０月まで続く。ネーブル種やその他の早生/中生の品種の収穫は晩秋に

始まり、通常は春先まで続く。一方、バレンシア種の収穫は春に始まり、秋まで続く。米国の生鮮市場向け柑

橘類出荷量の半分弱を占める生鮮オレンジは、２０２２/２３年度にはカリフォルニア州とテキサス州でのネー

ブル種と早生/中生品種の増加により、前シーズンより多い１４４万米トンとなった。 

１０億米ドル フロリダ州 

カリフォルニア州 

テキサス州 

アリゾナ州 

実質生産額（2010年米ドルベース） 
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＜オレンジ＞ 供給量の増加に伴い生産者価格は低下 

１１月から７月までの生鮮オレンジの１箱当たり平均樹上相当価格は、２０２１/２２年度の２５.９１ドルから   

２０２２/２３年度には２０.５２ドルと約２１％下落した。農務省農業流通局の消費地市場価格データによると、今

シーズンは卸売価格も下落しており、１１月から６月までの平均最高価格は、昨シーズンの同時期の１ポンド

当たり０.８５ドルに対して、１ポンド当たり０.８１ドルであった。オレンジの出荷は、中生の収穫が終わる前の  

１月から３月にかけてピークに達した（図１４）。 

図１４ ２０２２/２３年度はオレンジの出荷量が増加し、卸売価格は下落 

 

 
１ 米国内のフロリダ州、カリフォルニア州、テキサス州から調達した商品の出荷量 
２ 海外から調達した商品の出荷量 

３ １ポンド当たりの平均最低価格と最高価格は、パッケージ当たりの公表されている価格を重量（ポンド）で割って算出した。ニューヨーク市 
卸売市場の価格を用いた。週ごとのポンド当たり卸売価格は、当該商品（オレンジ）について報告されたすべての品種とパッケージ形態の
単純平均である。１パッケージの重量は２０〜６００ポンドである。 

注： 農務省農業流通局のカリフォルニア州産柑橘類のトラック出荷に関する移動データは、３か月間の週当たり平均出荷量を表しており、実 
際の週ごとの出荷量の変化を反映したものではない。 

出典： 農務省農業流通局の市場価格データに基づき経済調査局が作成 

２０２２/２３年度（１１月～７月）の米国の生鮮オレンジ輸入量は、前年同期に比べて９％減少した。昨シーズ

ン（２０２１/２２年度）は、国内生産量が従来に比べて非常に少なく、メキシコ（米国の生鮮市場への外国産オ

レンジの主要供給国）の生産が増加したことから、生鮮市場向けオレンジの輸入に関して記録的な年であっ

た。現在のところ、２０２２/２３年度の輸入量は、過去３年間の水準である４億７,５００万ポンドに近づいている。

メキシコは今シーズン、生鮮市場向け外国産オレンジの５２％を占める最大の供給国であり、チリ（２４％）と南

アフリカ（１２％）がそれに続いている。南アフリカは今シーズン収穫量が多く、このことが米国市場へのオレン

ジ供給国の中で第３位に復帰した理由を説明している。 

オレンジの輸出は２０２２/２３年度これまでに１％減少しており、２０１０年以来の最低水準に達すると予想さ

れる。米国産オレンジの最大の輸出市場であるカナダへの輸出は今シーズン１３％増加したが、一方、韓国

への輸出は１５％減少し、香港と日本への輸出はそれぞれ２％減少した。これら４か国を合わせると、米国の

生鮮市場向けオレンジ輸出全体の３分の２を占めている。 

 

＜タンジェリン＞ ２０２２/２３年度の米国の出荷量が回復 

生鮮市場向けの米国産タンジェリン、マンダリン、クレメンタイン及びタンジェロ（これらは集合的にタンジェリ

ングループを構成する）の２０２２/２３年度の生産量は、９７万１千米トンに達し、前のシーズンから３２％増加し

た。米国のタンジェリン出荷量の９５％はカリフォルニア州で栽培されており、生産はサンホアキンバレー地域

に集中している。米国の出荷は通常、冬の終わりから春の初め（１月～３月）にピークに達する。農務省農業

流通局の出荷データによると、収穫のピーク時に８億２,３００万ポンドのタンジェリンが出荷され、前年同期に

比べて８％増加した（図１８）。２０２２/２３年度シーズンにカリフォルニア州セントラルバレー地域で激しい洪水

によって引き起こされた収穫の遅れを考慮すると、このタンジェリンの出荷量の増加は注目に値する。 

百万ポンド 米ドル/ポンド３ 
米国産品出荷量１（左軸） 

輸入品出荷量２（左軸） 

最低価格（右軸） 

最高価格（右軸） 
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図１８ ２０２２/２３年度ピークシーズンのタンジェリン出荷量が増加 

 
 
１ 米国内のフロリダ州、カリフォルニア州、テキサス州から調達した商品の出荷量 

２ 海外から調達した商品の出荷量 
３ １ポンド当たりの平均最低価格と最高価格は、パッケージ当たりの公表されている価格を重量（ポンド）で割って算出した。ニューヨーク市 
卸売市場の価格を用いた。週ごとのポンド当たり卸売価格は、当該商品（タンジェリン）について報告されたすべての品種とパッケージ形 

態の単純平均である。１パッケージの重量は５〜１００ポンドである。 
注： 農務省農業流通局のカリフォルニア州産柑橘類のトラック出荷に関する移動データは、３か月間の週当たり平均出荷量を表しており、実 
際の週ごとの出荷量の変化を反映したものではない。 

出典： 農務省農業流通局の市場価格データに基づき経済調査局が作成 

２０２２/２３年度のピーク月の出荷量の増加にもかかわらず、農務省農業流通局の「市場ニュース」によると

今年の卸売価格は上昇し、２０２１年１１月から２０２２年６月までの平均最高価格が１ポンド当たり１.２０ドルであ

ったのに対し、２０２２年から２０２３年にかけての同時期には１.２６ドルであった。ただし、収穫のピーク期間 

（１月～３月）だけを取り出して見ると、１ポンド当たりの最低卸売価格は前年の１.１５ドルに対し１.１３ドルに下

落した。２０２１/２２年度と比較して２０２２/２３年度の価格が下がったこの期間は、商品の供給量の増加が市

場均衡価格の低下に対応することを示唆する基本的な経済理論と一致している。 

タンジェリンは、多くの食料品店で一年中購入できる人気の高い柑橘類である。国内生産量は米国で消費

されるタンジェリンの約６０％を占めるに過ぎず、国内の出荷量が減少する７月から１０月の間は輸入が特に

重要である。ただし、タンジェリンは一年中輸入されており、米国産タンジェリンの出荷のピーク時（１月～３月）

でも少量が輸入されている。国内生産量の増加もあり、２０２２/２３年度の生鮮タンジェリンの輸入量は過去最

高であった昨年に比べて２５％減少した。米国によるタンジェリンの輸入は、今年度の終わり（２０２３年１０月末）

までに８億ポンドに達すると予想される。米国市場向け外国産タンジェリンの最大の供給国であるチリは、輸

入量の３２％を占めている。モロッコは米国向けの２番目に大きな供給国で輸入量の２９％を占め、ペルーは

１８％で３番目である。 

２０２２/２３年度の生鮮タンジェリンの輸出量は、前の年度（２０２１/２２年度）に比べて７２％増加し、１０月末

の年度の終わりまでに１億１,３００万ポンドに達すると推定される。米国産タンジェリンの３大輸出市場（カナダ、

メキシコ、日本）は、米国の輸出量の８２％を占める。この輸出量の多さは、通常カナダ向けタンジェリンの最

大の供給者であるＥＵとモロッコでの生産量の減少に呼応したものである可能性がある。今シーズン（２０２２/

２３年度）の米国のタンジェリン生産量は昨年度（２０２１/２２年度）に比べて３２％急増したが、輸出が増加した

ため米国民１人当たりの流通量は１８％しか増加しなかった。２０２２/２３年度の生鮮タンジェリンの米国民１人

当たりの流通量は６.２４ポンドと推定される。 

＜オレンジ果汁＞ ２０２２/２３年度の製造量は新たな最低水準に 

農務省農業統計局の２０２２/２３年度の当初予測では、フロリダ州のバレンシアオレンジ生産量はすでに歴

史的な低水準の１,７００万箱、すなわち７６万５千米トンと推定されていた。ハリケーンイアンによる損失を考慮

して生産量は下方修正され、最終収穫量は９６０万箱（４３万４千米トン）となり、当初の予測より４３％減少した。

フロリダ州で栽培されたバレンシアオレンジの９６％が加工用に出荷されるため、国産オレンジ果汁の製造量

百万ポンド 
米国産品出荷量１（左軸） 

輸入品出荷量２（左軸） 
最低価格（右軸） 
最高価格（右軸） 

米ドル/ポンド３ 
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は昨シーズンに比べて５０％減少し、少なくとも５０年間で最低の水準（１億１,１８０万ガロン）となった。 

従来はフロリダ州産のオレンジは、米国で加工用に出荷されるオレンジの約８５％を占めていた。しかし、フ

ロリダ州の加工用オレンジのシェアは今シーズン６０％に減少し、残りの４０％はカリフォルニア州とテキサス

州が占めた。米国のオレンジ果汁輸入量は今シーズン３０％増加して５億７,４００万ガロン（ストレート果汁換

算（ＳＳＥ））となり、国内の製造量がハリケーンイルマの影響を受けた２０１７/１８年度に見られたのとほぼ同じ

水準の急増となった。ブラジルとメキシコが依然として米国市場へのオレンジ果汁の最大の供給国であり、そ

れぞれ輸入量の７３％及び１９％を占めている。輸入品が国内の流通量に占めるシェアは増え続けており、 

２０２２/２３年度に米国の消費者が入手できるオレンジ果汁の推定８２％を占めている。 

オレンジ果汁は一般的に冷凍濃縮オレンジ果汁（ＦＣＯＪ）と非冷凍濃縮果汁（ＮＦＣ）の２つのカテゴリのい

ずれかに分類される。従来フロリダ州では、オレンジのほとんどはＦＣＯＪに加工されてきた。しかし、それは今

世紀の始め頃に変わり始めた。２００４/０５年度までに、フロリダ州で製造されたオレンジ果汁のほとんどは 

ＮＦＣ用の品種となった。一方、輸入品はＮＦＣとＦＣＯＪにもっと均等に分かれるが、どちらも１９９０年代後半か

ら減少してきている。 

米国のオレンジ果汁輸出は、今シーズン（２０２２/２３年度）史上最低の３,１６０万ガロンとなり、２０２１/２２年

度の水準を約２５％下回った。カナダ、ドミニカ共和国及びメキシコが、２０２２/２３年度の米国産オレンジ果汁

の主要輸入国であった。今シーズン製造量が５０％減少したにもかかわらず、国内の１人当たりのオレンジ果

汁流通量は昨シーズンより約６％少ない２.０９ガロンであった。減少率が比較的小さいのは、輸入量の増加と

冷凍品の在庫の販売によるものである。期末在庫量は１億７,２７０万ガロンと予想されており、これは従来に比

べて少なかった昨年の期末在庫量を２０％下回っている。 

＜今後の見通し＞ ２０２３/２４年度の米国の柑橘類生産量は２０２２/２３年度の水準を上回る可能性 

農務省農業統計局は、米国の２０２３/２４年度の全柑橘類生産量の最初の予測を２０２３年１０月に公表する

予定である。一方、カリフォルニア州政府の食料農業局が農務省農業統計局太平洋地域事務所と合同で  

９月１２日に公表した２０２３/２４年度カリフォルニア州ネーブルオレンジ客観的測定レポートによると、早期の

予測として、カリフォルニア州のネーブルオレンジの生産量は７,４００万箱（４０ポンド/箱）で、これは直近年に

比べて１％の増加となる。この予測出荷量の増加は、主に昨年に比べて果実のサイズが大きいためである。

ただし、果樹１本当たりの果実数は、２０２３年の３５１に対して２０２４年は３３５に減少すると予測されている。 

フロリダ州におけるオレンジとグレープフルーツの２０２３/２４年度シーズン最初の成熟度テストの結果は、 

９月１２日に農務省農業統計局によって公表された。サンプリングされた果実は、ネーブル種を含む早生オレ

ンジ、中生オレンジ（主にバレンシア種）、赤と白の種なしグレープフルーツ等であった。その結果によると、 

２０２３/２４年度産のすべての種類のオレンジで、昨シーズンの同時期と比較して、原料果実１箱当たりの原

料果汁と固形物が多くなっている。ここで原料果汁とは、パルプやその他の固形物が除去される前の未調製

の果汁のことである。赤肉のグレープフルーツでは原料果汁と固形分が２０２２/２３年度をわずかに上回った

が、白肉のグレープフルーツでは下回った。 

黄龍病
ホ ン ロ ン ビ ン

（ＨＬＢ）としても知られるカンキツグリーニング病は、生産コストを押し上げ、収量を減らし、結果面積

を減らすため、フロリダ州の生産者にとって引き続き脅威となっている。フロリダ州では、今シーズンの総結果

面積がさらに１２％減少して２９万８,４００エーカーとなった。他の柑橘類生産州では、カンキツグリーニング病

はそれほど蔓延していないが、生産者が予防策として農薬の散布を増やし、より厳格な輸送手順を採用する

ために生産コストが高くなる可能性がある。カリフォルニア州では２０２２/２３年度のタンジェリンとレモンの結

果面積の増加がオレンジの栽培面積の継続的な減少を上回り、柑橘類の総結果面積が昨シーズンよりもわ

ずかに増加した（１％の約３分の１に当たる９００エーカーの増）。テキサス州では、グレープフルーツとオレン

ジの栽培面積が共に減少し、総栽培面積が９％減少した。アリゾナ州では、レモン（同州の主要柑橘類）の栽

培面積が４％減少した。フロリダ州とテキサス州の柑橘類栽培面積の長期的な減少傾向と長引くカンキツグリ

ーニング病の問題にもかかわらず、ハリケーンイアンのような厳しい気象災害が無ければ、２０２３/２４年度の

柑橘類の総生産量は２０２２/２３年度の水準を超える可能性がある。    （２０２４年３月に「黄龍病」の表記を修正）  
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２１９．スペイン カキのブランドが２５周年 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月２８日 

カキ・ペルシモン（Kaki Persimon®）は、このブランドの２５周年となる２０２３年の出荷シーズンを開始する。こ

れは、バレンシア州リベラ・デル・シュケル（Ribera del Xúquer）地域の原産地呼称保護（ＰＤＯ）*ラベルを付し

て販売されるロホ・ブリランテ（Rojo Brillante）品種のカキである。近年の傾向に従い栽培面積は今年もわず

かに減少するが、昨シーズンよりも安定した出荷が見込まれる。（＊：地理的表示保護制度（PGI）とは別の制度） 

リベラ・シュケルのカキＰＤＯ規制委員会のシリロ・アルナンデス委員長は、「一部の地域では何がしかの出

来事も起きているが、過去２シーズンのような浮き沈みのない収穫を期待している。通常のシーズンの出荷量

である約１１万トンの販売を見込んでいる」と述べた。（以下「 」は同委員長の発言） 

「『通常の出荷シーズン』について語る場合、それは数年前に想定されていた出荷量よりも少ないことを覚

えておく必要がある。当時は、（カキ全体で）現在よりはるかに多い５０万〜６０万トンの最大潜在生産量をどうに

か達成していた。近年、カキの栽培面積が減少しているため、今後数年間の生産量予測は少ない。」 

同氏によると、規制委員会に登録されている面積は、生産量の少ない年があったことと、とりわけ収益性の

欠如の結果として、近年わずかに減少している。「登録抹消された面積の大部分が個人生産者のものである

ことは重要である。これは、実質的に協同組合が耕作する面積が安定していることを意味し、協同組合の取

組が収益性の確保に有効であることを示している。また、全国レベルでも生産性と収益性の低い園地の面積

が大幅に減少しており、ひいては出荷量の減少につながっていることは興味深い。」 

カキ・ペルシモンの出荷量は１９９７年の約４千トンから２０１９年には１２万トン超に 

同氏はカキ・ペルシモンの歴史を概説した。「規制委員会は、複数の協同組合と一部の小規模事業者の要

請により１９９８年に設立された。彼らは、そのサイズと品質で際立っていたユニークな品種ロホ・ブリランテの

可能性にすでに気付き始めていた。２００１年には、欧州委員会から原産地呼称保護を与えられ、このような

認定を受けた世界で唯一のカキとなった。」 

「カキのブームは過去１５年の間に起こったと言えるだろう。この時期、栽培面積は指数関数的に拡大し、カ

キの予想収穫量は６０万トンに急増したが、その後の現実は異なる。いずれにせよ、９０年代後半にカキ・ペ

ルシモンが導入された際には、このブランドに関する知識がまだ非常に浅いにもかかわらず、毎シーズン新

しい消費者と市場を獲得した。」 

その後、１９９７年に４千トン強であった原産地呼称制度の下での出荷量は、過去最高であった２０１９年には

１２万トンを超えた。「年次統計は、一部の例外を除いて、栽培面積の増加と並行して出荷量が毎年着実に増

加したことを明確に示している。」 

商品不足の年が季節商品に必要な商品と消費者の関係確立を困難に 

「過去２年は、大幅な減収により出荷予測にかなりの打撃を与えたため、今年は通常に戻って消費者を取り

戻すことが重要である。このような季節商品はこうした状況に敏感であり、まだ多くの消費者に知られていな

い商品についてはなおさらである。大幅に減収する年には、商品と消費者の関係を確立することが難しい。」 

「しかし、理論的には、近年既に見られたように、高価格で量が少ないことは通常の出荷量で低価格なのと

同様に良くないことであり、適正な価格も必要である。特にこのセクターが原材料価格に苦しんでいる現在の

状況ではそうである。我々の目標は、会員の生産者の生き残りを後押しするため生産者にとっての収益性を

確実に維持するとともに、すべてが保証された質の高い食品への消費者のアクセスを確保することである。」 

２５周年に当たり生産者には相応しい認識を持ってもらいたい 

規制委員会は２５周年を祝うに当たり、原産地呼称が象徴するすべてのことを強調したいとしている。「当委

員会は、生産者がその活動に相応しい認識を持つための取組、またそれが関係する土地とその『食の自律

性』への取組を強調したい。とりわけ、高品質の地元産品の供給を保証することを目指す。消費者が原産地

呼称の背景を理解することは、生産者が自らの仕事の有用性を認識し、それを誇りに思うことと同様に重要で

ある。したがって、この原産地呼称の中核を担う協同組合をはじめとするあらゆるレベルで、生産者の仕事を

認識することを目的とした取り組みを行うこととしている。」  
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２２０．世界のリンゴ市場 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年９月２９日 

オランダ： エルスター品種の販売が順調に開始 オランダのある果実業者は、エルスター品種のリンゴの出

荷シーズンが順調に始まったとして、「現在、オランダのスーパーは皆利益を上げていると思う。それは主に

このリンゴの味と棚持ちの良さによるものである。今年のエルスターは大変品質が良い。良いエルスターを選

別すると６５〜７０セントになるが、これは昨年より３０％高い。昨年の平均価格３５〜４０セントであり、この価格

では生産できない。今の順調な売れ行きを見ると、シーズン後半には価格がさらに上がると思う」と話す。 

ベルギー： 国内産は品質と量の点で問題が多い 今シーズンのベルギー産のナシは順調であったが、リン

ゴは問題が多い。ベルギーのある業者は、「昨年のリンゴ作が平凡であったためベルギーでは多くの生産者

がリンゴを伐根することを決定し、市場への入荷量が減少した。さらに、生育期間中に雨が多く、黒星病が蔓

延して難しい状況であった。早生品種のリンゴはよく売れたが、この２つの要因によりジョナゴールドは再び

難しい状況になる恐れがある。有機リンゴも同様だ。また、黒星病のために加工用が多くなる。出荷期間は 

６月まで続かないだろう。価格は昨年より良いが、弊社はシーズン最後までは出荷できないだろう」と言う。 

ドイツ： 記録的な２０２２年の後、２０２３年は通常の収穫 ラインラント地方のエルスターとガラの収穫量は、

豊作であった昨年と比較してわずかに少なくなる。ある生産者は、「今年の収穫量が減ることはおかしなこと

ではない。昨年の収穫量が多かったので、今年は普通になるだけだ」と言う。他の産地でも収量が減る。ドイ

ツ北部のアルテスランド地域（果樹地帯）では、昨年より１３％少ない２９万９千トンの収穫が見込まれている。 

オーストリア： 不安定な出荷量が輸出機会を制限 オーストリアのシュタイアーマルク州では、リンゴの収穫

が本格化している。ある輸出業者は、多くの生産者は霜害により深刻な問題を抱えていると強調し、「近年は

深刻な天候問題、特に霜害に対処しなければならないことが多く、出荷量が極端で不安定である。このような

不安定な状況下で新しい輸出市場を開拓することは困難であり、場合によっては不可能だ」と述べた。 

スイス： トゥールガウ州とヴァレー州が引き続き最大の産地 スイスのリンゴは品種によって８月から１０月に

収穫される。貯蔵性が良いため、一年中出荷できる。２０２２年のスイスのリンゴ栽培面積は約３,７００ヘクター

ルであった。トゥールガウ州とヴァレー州が最大の産地である。ガラ品種はスイス産のリンゴの中で明らかに

ナンバーワンであり、ゴールデンデリシャスとブレーバーンがそれに続く。 

フランス： 有望な販売年 ２０２２年の出荷シーズンは生産コストの上昇と悪天候により困難であったが、今年

は果樹園の大きな気象災害を免れた。全国リンゴ・ナシ協会は、「２０２３年の収穫は良いものになりそうであり、

量と質の両方の点で消費者を満足させるはずである」としている。今年は合計１５０万トンのリンゴが収穫され

ると予想されており、これは２０２２年に比べて１２％、過去３年間の平均に比べて１０％（１２万トン）多い。収穫

量は近年よりも多いが、潜在的な最大生産量には達しておらず、量に関してはまだ平年並みである。販売面

では今年は持ち越し在庫が無く、需要が強いことから良い価格が維持できると見られる。 

イタリア： 今シーズンの国内産に楽観的な期待 南チロルのあるコンソーシアムは順調な出荷開始を見込ん

でいる。出荷量は１０％増と見られ、品質も良い。有機栽培品の増加が見込まれ、クラブ品種も増えている。 

国内市場は活況を呈しており、輸出業者からの引き合いも強いほか、スペインやドイツとの取引も活発であ

る。アジア市場では、イタリア産のリンゴが大きな存在感を示しており、昨シーズンは６万３千トン以上が極東

に輸出された。ほとんどがインド向けであったが、シンガポールと香港にも輸出された。イタリア産リンゴの品

質と多様性により、台湾、タイ、ベトナムなど他のアジア諸国も次第に重要な市場となってきている。 

スペイン： 荒天にもかかわらず増収の予測 スペインの主要産地であるカタルーニャ州の今年のリンゴ収穫

予測は２６万６,１１０トンで、過去５年間の平均に近く（-１％）、昨年より２２％多い。現在までに、同州リェイダ県

では雹を伴う嵐が何度かあり、５月７日には約２８２ヘクタールの８０〜１００％で被害が発生し、６月１３日には

約２５０ヘクタールの７０〜１００％で被害が発生した。６月２９日には一部の地域で強風と豪雨の被害があり、

施設の損壊（防雹ネットの破損等）や枝の折損が見られたが、出荷量にはほとんど影響がなかった。全国的

にはガラとゴールデン系品種の収量増と、小玉化するものの高品質が期待される。 
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ギリシャ： 異常な天候で供給量が最大６０％減少 ギリシャのリンゴ生産量は通常よりも少ないと予想される。

ギリシャのリンゴ生産量の約２０〜３０％を占めるラリッサ地域では、年間８万トンのリンゴが生産されおり、リン

ゴの果樹本数は９０万本を超えている。収穫は、ガラやオザークゴールドなどの早生品種から始まり、ジェロミ

ン、レッドベロックス、スカーレット、スーパーチーフ、レッドカップなどの果皮の赤い品種に移行し、最後にふ

じやグラニースミスなどの晩生品種に変わる。グラニースミスはこの地域で最も増加しており、年間生産量の

約４０％を占めている。今年は大規模な嵐の影響があったが、この何年も気象災害が発生している。今年は

悪天候により出荷量が６０％減少し、供給量が少ないと見られることから、すでに引き合いが強くなっている。 

ポーランド： 生産量は少ないものの品質は良い ポーランドのリンゴの生産量は減少すると予想されている

が、あるリンゴ輸出業者は今年のリンゴの品質に満足しており、「ポーランドでは、リンゴの総収穫量は前シー

ズンと比較して約１１％少ないものの、輸出向けで最も人気のある品種の収穫量は変わらないようだ」と言う。

この輸出業者は、ポーランドの巨大な国内市場とヨーロッパ市場の両方に力を入れ、後者では特に中欧及

び東欧諸国に注目する。リンゴはさらにインドと南米にも輸出される。成長の面では、この業者は欧州内の取

引先やタイ、マレーシア、インドネシアなどの新しいアジア市場への出荷を増やしたいと望んでいる。 

トルコ： 出荷シーズンの開幕は有望だが、熱波による被害は未だ不明 トルコのリンゴシーズンの開幕はこ

れまでのところ有望であり、生産者と輸入業者は様々な市場で高い期待を表明している。輸出業者らは、高

品質の果実を大量に輸出する準備ができている。新シーズンは、今年特に人気があると予想されるガラ品種

で８月末頃に始まった。カラマン/ニーデの両県では新植された園地からの出荷も開始された。ガラは、特に

インドで予想以上に大きな需要がある。全体として、トルコの２０２３年のリンゴのシーズンは、品質と量の両面

で成功が見込まれている。しかし、今年の夏の熱波は、日焼け、水ストレス、果実の落下、果実の品質の低下

など、多くの問題を引き起こす可能性がある。熱波の影響の程度は、熱波の強度と期間、熱波のタイミング、

リンゴの果樹の回復力など、様々な要因に依存する。 

インド： 輸入リンゴの人気が次第に高まる インドの消費者の間では、様々な産地の様々なリンゴが人気を

博している。ある輸入業者によると、最も人気のある輸入リンゴの原産地は、イタリア、ポーランド、トルコ、セ

ルビア等である。これらの国々は、様々な市場へのリンゴの主要な供給者としての地位を確立している。品種

では、イタリア産のリンゴ、特にガラ、レッドデリシャス、エプリなどの品種は、その品質と風味で際立っている

ことが多い。ジョナゴールドやアイダレッドなどポーランド産のリンゴも高く評価されている。ガラ、レッドデリシ

ャス、グラニースミスなどのトルコ産のリンゴは、その食感と甘さで注目に値する。一方、ガラ、ピンクレディー、

スタークデリシャスなどのセルビア産のリンゴも人気を博している。これらの産地と品種は、輸入市場における

多様なリンゴの提供に貢献している。 

北米： ２０２３年はリンゴの豊作が見込まれる 米国最大のリンゴ産地であるワシントン州では、今シーズン

の増収を歓迎している。昨年の収穫量は１億箱前後であったが、今年は１億２,７００万箱～１億３千万箱の総

生産量を予想している。収穫開始は遅かったが、果実は極端な風や気温が原因で生じる擦り傷や変色がな

く、きれいに見える。ミシガン州では今年も豊作（昨年の記録的な収穫量の約９０％）であり、ペンシルベニア

州では予想どおり豊作に近づいている。北東部は、米国のリンゴ生産で約１０〜１５％のシェアがあるが、ニュ

ーヨーク州のリンゴの生産量は悪天候により約２０％の減少が予想される。カナダのブリティッシュコロンビア

州では収穫量が今年は約１５％減少するという初期の兆候があるが、オンタリオ州では前年並みである。 

アルゼンチン： 近隣諸国への出荷が輸出を後押し アルゼンチン果実生産者会議所（ＣＡＦＩ）の月次果実

統計によると、２０２３年１月から８月までのデータで、リオネグロ州とネウケン州からのリンゴの輸出量は５万  

１,０５６トンで２０２２年の同時期と比較して２８％増加した。この期間のアルゼンチン産リンゴの主な輸出先国を

見ると、同じ大陸の国々への販売がこの大幅な成長を牽引していることが推測できる。ブラジルは最大の輸

出先であり、前年比４４％増で全体の３１％を占める１万５,８２４トンを輸入した。ボリビアが７,７３８トン（+１０％）

でこれに続き、パラグアイは１５１％増の６,９５４トンで３位であった。エクアドルの成長はさらに顕著であり、  

４０７％増加して第１０位の輸出先となった。一方、ロシアへの輸出は３６％減少し、欧州各地の市場でもフラン

スが３４％、ノルウェーが４２％、オランダが６％、イタリアが１００％減少した。 
（一部省略・要約しました。）  
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２２１．北半球のゼスプリキウイは増収の見込み 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年１０月２日 

キウイフルーツ販売事業者のゼスプリはサンゴールドの拡大に牽引された北半球の記録的な収穫量を期待 

北半球のゼスプリキウイフルーツの収穫量は、前年の販売量を上回ると見られ、これは主要市場へ周年供

給し、ブランドの存在感と店舗の棚を維持し、ニュージーランドと国外の生産者の収入を支援する同社の取り

組みを支えるものとなる。 

ゼスプリの北半球担当執行役員であるニック・カートン氏は、北半球の販売計画はちょうど実行に移ったとこ

ろで、ゼスプリは約２,９００万箱、すなわち１０万トン強のキウイフルーツをフランス、イタリア、ギリシャ、韓国、

日本の果樹園から出荷し、販売する予定であると述べた。昨シーズンは２,４００万箱、８万８千トンを出荷した。 

同氏は、「今シーズンの収穫量はこれまでで最大で、ニュージーランド産の果実から北半球産に移行する

に当たって、一層高品質で味の良いキウイフルーツを消費者に提供したい」と述べた。（以下「 」は同氏の発言） 

「販売量の増加は、我々の現在の成長段階を反映しており、年間を通じたブランドへの投資と、供給に先立

っての需要の構築によって可能となった。」 

ゼスプリは、プレミアムなゼスプリキウイフルーツを周年供給するという究極の目標に向けて世界供給戦略

に取り組んでおり、そこで重要な役割を果たす北半球のイタリア、フランス、ギリシャ、日本、韓国の産地で、

合わせて約１,５００の契約生産者及び供給事業者と２０年以上にわたってパートナーシップを結んでいる。 

今シーズンのグリーンキウイの販売量は昨年と同程度と予想される一方、サンゴールドキウイフルーツは栽

培条件の改善、収量の増加及び新しい園地からの出荷を反映して２５％増加すると予測される。 

同氏は、昨年ヨーロッパとアジアの両方の生産者が直面した課題を踏まえると、今シーズンの好調な収穫

は一層喜ばしいものだと述べた。同氏はまた、昨シーズンの総括の後、その問題点に対処し、生産者の収益

を向上させる収穫量に焦点を当てるため、ゼスプリは北半球のすべての地域で行動計画を開始したと述べ

た。それは、果樹園とサプライチェーンにおける改善や、生産者にとって最良の結果を達成するために販売

チームと緊密に協力することなどであった。 

「昨年はヨーロッパとアジアの生産者にとって特に厳しい年であった。極端な暑さと異常な天候が続き、果

実のサイズ、収量、品質に影響を与えた。」 

「今年、果樹園が回復し、弊社が顧客に提供することができる高品質の果実を生産者が出荷し、これが生

産者の収益向上の一助となることを目の当たりにするのは素晴らしいことである。」 

「弊社の北半球からの供給事業は拡大を続け、２０３０年までに出荷量が倍増することが期待されている。そ

れにより、産地の産業にしっかりと収益をもたらし、成長する我々のコミュニティに積極的に貢献する。」 

執筆者： リアム・オキャラハン 

 

  

https://www.fruitnet.com/eurofruit/zespri-set-for-big-northern-hemisphere-harvest/256285.article
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２２２．南アフリカ 生食用ブドウ輸出は１２％増加して回復の見込み 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｒｏｔａｌ ２０２３年１０月２日 

南アフリカ生食用ブドウ産業協会（ＳＡＴＩ）は９月２９日、２０２３-２４年度シーズンに関する第１回推計の中で、

生食用ブドウの輸出量が増加すると発表した。同協会は、２０２３-２４年度の輸出検査数量が、２０２２-２３年度

の検査実績と比較して約１２％増加すると予想している。 

これは、過去３年間の平均と一致する数量である。同協会は、全国の推定検査数量は７,３００万箱と予想さ

れ、推定値の上限は約７,５２０万箱、下限は約７,０８０万箱であるとしている。一箱は、４.５キログラム（９.９ポン

ド）である。 

前のシーズンに季節外れの気象パターンで減収したオレンジ川流域の検査数量は、中期的な平均値に近

い数量に戻ると予想される。すなわち、昨シーズンの検査数量１,６４０万箱に対し、今シーズンは約２,１１０万

箱と予想される。 

北部地域では、昨シーズンの輸出検査数量５６０万箱に対し、約５９０万箱を見込んでいる。 

前シーズンに気象パターンの影響が少なかったベルク川とヘックス川の流域では、予想される数量は過去

に見られたものとかなり近い。ベルク川流域では、昨シーズンの輸出検査数量１,９００万箱に対して１,９１０万

箱と推定され、ヘックス川流域では、昨シーズンの輸出検査数量２,１２０万箱に対して、２,３５０万箱と予想さ

れる。 

オリファンツ川流域では、前シーズンの輸出検査数量３００万箱に対して、３４０万箱と見込まれている。 

昨冬は、休眠サイクルにおいて有利な低温が特徴であった。同協会はまた、昨シーズンの収穫期には、気

象パターンの変化に起因する季節外れの降雨が複数の地域で見られたとしている。 

２０２３-２４年度シーズンの初期の兆候は、新しい品種の出荷が始まることに支えられて、各地域で十分な

量が生産されることを示している。 

南アフリカの生食用ブドウ産業における品種の統一により、生産者らが世界の市場動向に合わせ、求めら

れる品種を市場に供給できるようになった。最新のブドウに関する悉皆調査を踏まえると、一部の地域で種無

し白ブドウの増加傾向が続くものと予想される。 

生産者らは、農場内とコールドチェーンの両方において、引き続き品質を重視しており、世界中の小売業

者にとって好ましい輸出国としての南アフリカの地位を維持することに努めていると同協会は説明する。 

出荷量の最初の見通しは、複数の要因に基づく合理的な推計を示している。数値は必要に応じて改訂さ

れることがある。 

 

  

https://www.freshfruitportal.com/news/2023/10/02/south-african-table-grape-exports-to-rise-12/
https://www.freshfruitportal.com/news/2023/10/02/south-african-table-grape-exports-to-rise-12/
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２２３．トルコ リンゴの出荷シーズンが有望なスタート 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月２日 

トルコのリンゴ輸出業者フレッシュアップル（The Fresh Apple）社の共同創業者兼輸出マネージャーである

オーカン・イーマンジャー氏は、様々な市場で生産者と輸入業者の期待を高く、これまでのところ今シーズン

は有望であると言い、「多くの輸出業者が、輸出市場に高品質の果実を大量に届ける準備ができている。新

しいシーズンは、今年特に人気が高いと予想されるガラ品種で８月末頃に始まった。カラマン/ニーデ両県で

は新しい果樹園からの出荷も開始された。ガラの需要は、特にインドで予想していたよりも高い。全体として、

トルコの２０２３年のリンゴシーズンは質、量ともに有望である」と述べた。（以下「 」は同氏の発言） 

有望なスタートにもかかわらず、同氏はシーズンの成功を祝うのはまだ早いと感じている。「まだシーズンの

序盤であり、最終結果に影響を与える可能性のあるいくつかの要因があることに注意が必要である。気象条

件は依然として影響を及ぼす可能性があり、価格の上昇と国際市場に適した品質の出荷量の減少も同様で

ある。さらに、世界的な経済状況もトルコ産リンゴの需要に影響を与える可能性がある。全体として、２０２３年

のトルコ産リンゴのシーズン開始はこれまでのところ非常に前向きであり、楽観的になる理由もあるが、今年

の残りの期間については、いくつかのネガティブな要因に十分注意する必要があると考えている。」 

イーマンジャー氏は、今年の夏にトルコの果樹園を悩ませた熱波のため、いくつかの問題が後から明らか

になる可能性があると説明する。「２０２３年の夏にトルコに影響を与えた熱波は、明らかにリンゴの出荷シー

ズンに悪影響を及ぼす可能性がある。熱波は、日焼け、水ストレス、果実の落下、果実の品質の低下など、リ

ンゴに多くの品質問題を引き起こす可能性がある。熱波がリンゴの出荷シーズンに与える影響の程度は、熱

波の強度と期間、熱波のタイミング、リンゴの木の回復力など、多くの要因によって異なる。」 

同氏は、トルコの様々なリンゴ産地で異なる結果が生じると予想している。「熱波はリンゴの出荷シーズンに

も間接的な影響を与える可能性がある。例えば、熱波は水不足につながり、生産者が果樹園を灌漑すること

を困難にした可能性がある。さらに、熱波は肥料や労働力などのコストの上昇につながった可能性もある。影

響の程度はまだ不明であり、多くの要因に依存することになる。今シーズン、ガラ品種が特に人気があると予

想されるカラマン/ニーデ両県では、熱波により未成熟果の落果や小玉化が起きた。主要産地であるウスパ

ルタ県では、熱波により日焼けや果実の品質低下が発生した。全体として、熱波のため、２０２３年には輸出

市場に適した品質の果実の収量が低下すると予想している。」 

今シーズンはインドのリンゴ生産量が通常よりも少ないため、トルコ産リンゴの需要は早い段階での同氏の

予想よりも高くなっている。「その主な理由は、現在最大の市場となっているインドで国産リンゴの収量が少な

いことである。昨年は１２月から活発に取り組んだが、今年は９月に始まった。高い需要には多くの利点がある

が、欠点もある。将来を考えさせる問題の１つは、高い需要の興奮で輸出したいと思うものの輸出品質や輸

出プロセスの詳細を知らない新規参入者が国際市場で『トルコ産リンゴ』の評判を損なう可能性である。」 

トルコ産リンゴの価格も昨シーズンより高くなる可能性がある。同氏は、これには複数の理由があると述べて

いる。「高い需要、限られた品質、前年より高いインフレ率、さらに総コストに占める国内コストと包装コストの

割合の増加により、リンゴの価格は前シーズンと比較して高くなるだろう。さらに、生産者らは、トルコリラの価

値がシーズン中に外貨に対してさらに低下すると予測し、シーズン初めのリンゴの価格を本来あるべき水準

よりも高くした。特に輸出市場に適した品質のリンゴの量が減るにつれて、価格はシーズン中に上昇する。ま

た、昨年と異なり、サイズが小さく色が薄いリンゴは、シーズンが進むにつれて値が上がると思う。」 

イーマンジャー氏は、「総じて興味深いシーズンが待っていると言える。我々にとって有益なチャンスが多く

あることがわかる。しかし、輸出に適した品質の果実を見つけることが困難であり、これが最大の課題の１つで

ある。大小の市場参加者の数の増加も、シーズンに悪影響を与える要因の１つとなる可能性がある。率直に

言って、今シーズンは多くの新規顧客を求めない。弊社の現在の目標は、既存の取引先の要求を満たすこ

とである。可能であれば、マレーシア、シンガポール、及び一部のアフリカ諸国の新しいパートナーを獲得す

ることが、今シーズンの二次的な計画である」と結論付けた。 

執筆者: ニック・ピーターズ 

https://www.freshplaza.com/asia/article/9562303/promising-start-to-turkish-apple-season/
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２２４．世界のオレンジ果汁不足が価格を史上最高に押し上げ 
Ｍｉｎｔｅｃ ２０２３年１０月２日 

ブラジル果汁協会（CitrusBR）の最新のレポートによると、２０２３年６月３０日の時点で、ブラジルのオレンジ

果汁の在庫量は８万５千トンで前年より４０％少ない。この数字は、次のシーズンへの安定した移行に必要と

考えられる「技術的最小値」である２０万トンを大幅に下回っている。市場関係者らは、果汁の在庫が少ないこ

とで世界の貿易が制限されるため、シーズンを通してサプライチェーンの混乱につながる可能性が高いと指

摘した。 

欧州のスーパーマーケットは、中期的な需要を満たすことに焦点を当てた大規模な契約を結んでいる。し

かし、レポートによると、ブラジルの主要な生産者は広範な長期契約を結ぶことに慎重であり、１０月中旬頃に

さらなる交渉が行われると予想されている。 

レポートは、ヨーロッパの一部のスーパーマーケットでは、１００％オレンジ果汁が不足しているとしている。

市場関係者によると、価格の上昇と世界市場での果汁の入手の難しさから、オレンジ果汁に対するヨーロッ

パの需要が２０％減少する可能性がある。 

特にブラジルとメキシコにおける供給動向は、今後数か月注意深く監視されることになろう。市場関係者ら

は、次の四半期も高値が続く可能性が高いことを示唆しているが、価格が一定の「均衡点」に達すれば需要

が維持できなくなるだろうとしつつ、それがどの水準であるかは不明であるとしている。直近のＭｉｎｔｅｃベンチ

マーク価格は、ブラジル産濃縮オレンジ果汁［Ｍｉｎｔｅｃコード:４Q０４］の９月の出荷価格（FOB）が前年に比べ

て１０７.１％高い４,３７０ドル/トンで、１９９７年に始まって以来の最高水準であった。 

執筆者： ハリー・キャンベル 

 

（関連記事）ブラジル 猛暑で柑橘類生産者に警告 
サンパウロ大学農学部経済研究センター（Ｃｅｐｅａ） ２０２３年１０月３日 

サンパウロ州では９月の後半は非常に気温が高かった。この激しい暑さは、今シーズン（２０２３/２４年度）と

次のシーズン（２０２４/２５年度）の両方でオレンジに損傷を与える可能性があることを柑橘類の生産者に警告

するものであった。 

Ｃｅｐｅａ（サンパウロ大学農学部経済研究センター）の協力生産者らによると、現在収穫中である２０２３/２４

年度のオレンジでは、最大の問題は萎れであった。水分を失うことによって果実が軽くなるため、（生産者にと

っては）品質と収入の両方が低下する。一方、加工業者にとっては、歩留りとブリックスの向上により、果実の

質はわずかに向上する。 

一方、来シーズン（２０２４/２５年度）については、９月からの暑さの影響はまだ不明であるが、生産者は例年

よりも幼果の落果が多くなる可能性を懸念している。その場合、果樹当たりの果実の数が減る可能性がある。 

また、多くの果樹園がカンキツグリーニング病の影響を受けているという事実は状況を悪化させる。柑橘類

保護基金（Ｆｕｎｄｅｃｉｔｒｕｓ）の調査によると、柑橘類ベルト（サンパウロ州及びミナスジェライス州の三角地帯）の

樹木の３８.０６％が今年この病気の症状を示しており、２０２２年より５６％増加し、６年連続でカンキツグリーニ

ング病の発生率が増加している。 

 

  

https://www.mintecglobal.com/top-stories/orange-juice-shortages-continue-to-push-prices-to-record-highs
https://www.cepea.esalq.usp.br/en/brazilian-agribusiness-news/intense-heat-warns-citrus-growers-in-brazil.aspx
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２２５．米国 カリフォルニア州産生食用ブドウはハリケーンのためアジアで苦戦 
Ｔｈｅ Ｇｒａｐｅ Ｒｅｐｏｒｔｅｒ ２０２３年１０月３日 

通常は出荷がピークに達する８月にハリケーンヒラリーがカリフォルニア州を襲ったため、同州の生食用ブ

ドウ生産者にとっては難しいシーズンとなった。 

米国農務省の全国販売レポートによると、９月２９日の時点でブドウの販促活動を行っている店舗は昨年よ

り５５％少なく、同じ週に種なしブドウの販促を実施している店舗は前年比で５６％少なかった。 

さらに、種なしブドウの１ポンドあたりの価格は前年比で３９％上昇した。 

国際的な輸入業者らは２,５００万箱減ったと感じており、特に数量の減少と港に到着した時点での果実の品

質を保証することの難しさを経験している一部のアジアのクライアントにはそう感じられた。ただし、例外もある。 

アジア市場からの様々な反応 

カリフォルニア州生食用ブドウ委員会の市場情報レポートによると、香港の卸売市場では中秋節（９月末）の

ためにカリフォルニア州産ブドウの供給量が大幅に増加した。３色すべてのブドウが入手できる。同レポート

は、緑色のブドウは品質が良くサイズが大きいとしている。 

一方日本では、果実は海上及び航空輸送で市場に入荷しているものの、輸入業者らはハリケーンヒラリー

がカリフォルニア州のブドウの供給に影響を与えることを懸念している。２つの輸入業者は、多くのサプライヤ

ーが海上輸送貨物を提供していないと指摘した。 

輸入業者らは、入荷量が昨年の同時期よりも２５％から５０％少ないと報告している。これに影響しているの

が、カリフォルニア州産の食用ブドウの高価格と、市場に入荷する果実の品質に関する懸念である。 

輸入業者数社は、供給が安定して価格が下がらない限り、販促の機会は限られるだろうと指摘している。 

日本円の対ドル安も、カリフォルニア州産生食用ブドウなど輸入果実の価格上昇を後押ししている。 

同様に、韓国では、貨物の到着は続いているものの、輸入業者らは品質と価格がハリケーンヒラリーによっ

て影響を受けたと報告している。このハリケーンによる供給量の減少により、果皮の破損、腐敗、裂果、小果

柄の損傷などの品質問題が報告されているにもかかわらず、ＦＯＢ価格は１箱当たり少なくとも１０ドル上昇し

たと報告されている。 

輸入業者らは、この種の欠陥に対する許容度が非常に低く、海上輸送の機会を制限し、困難な価格をさら

に悪化させている。これらの要因はシーズンに水を差しており、入荷量は前年より約４０〜４５％減少したと報

告されている。 

シンガポールに到着する生食用ブドウも品質が悪く、リスクを軽減し、できるだけ早くブドウを入手するため、

多くの輸入業者は航空輸送に絞るようになった。輸入業者は在庫不足は予想していないが、価格の上昇を

予想している。 

ベトナムでは、輸入業者らはハリケーンヒラリー以来、カリフォルニア州のブドウを海上輸送で輸入すること

が困難であると報告している。多くの出荷業者は、海上コンテナで発送した場合は品質を保証できないと述

べた。 

傾向としては、カリフォルニア州の気象現象がブドウの供給業者に影響を与えたため、輸入業者は航空貨

物に頼っているようである。 

台湾とマレーシアのほとんどの輸入業者は、主に空路で受け取ったブドウの品質について、満足している

と言う。 

  

https://www.freshfruitportal.com/news/2023/10/03/california-table-grapes-struggle-in-asia-due-to-hurricane-hilary/
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２２６．トルコ 目標はザクロの輸出を２倍に 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月３日 

トルコの生鮮食品輸出業者エレン社のコスクン・エレン販売部長は、トルコのザクロ生産量は増加しており、

輸出を倍増する時だと言う（以下「 」は同氏の発言）。「今年は平均またはそれ以上の作柄を予想している。準備

は出来ており、収穫はすぐに始まる。今年の２大目標は、海外での販売量の倍増と、欧州の小売チェーンと

の事業の確保である。暑さの問題もあるが、正しく操業すれば、それらの問題は軽減できる。」 

エレン社がザクロを栽培している地域では出荷量の増加が見られるが、減少が見込まれている地域もある。

「トルコの主要ザクロ産地に対する多様な期待を考えると、実際の生産量はやや難しい状況だ。例えば、弊

社があるメルシン県では、地方自治体や業界団体からザクロも柑橘類もかなり多いと言われているのに対し、

生産量トップのアンタルヤ県では、日焼けや開花の遅延の問題を心配する声が出ている。後者の地域の減

少が前者の増加を上回り、２０２３-２４年度シーズンの全体的な出荷量はやや少なくなると予想している。」 

トルコは、恐ろしい地震と熱波の両方への対処を迫られた。前者は現在の状況に影響を与えないが、エレ

ン氏は熱波がザクロに影響を与えたことを認めている。「熱波は、アンタルヤ県などいくつかの産地ですでに

生産量の減少と品質の問題を引き起こしている。しかし、他の地域では状況はまだ良好である。地震が農業

部門に与えた影響は、現時点ではほとんどない。物流面でも耕作面でも、地震による悪影響はない。」 

ザクロのサイズに関しては、一部の地域では昨年とほぼ同じであるが、他の地域では小さくなるとエレン氏

は説明する。「メルシン県では昨年よりも小さくなると予想される。大部分は１果実当たり３５０～４５０ｇと予想さ

れる。もちろん、５５０ｇ以上や３５０ｇ未満の果実もあるが、大部分はこの範囲にあると思われる。アンタルヤ県

に関しては、サイズは昨年と同様で大部分は１果実当たり約３８０ｇ〜５５０ｇ以上であると予想される。」 

今後についてエレン氏は、多くの変数があってどこに向かっているのかを見るのは難しいと述べている。

「価格を決定する可能性のある要因が複数あるため、今年は予測が難しい。トルコ産の量の減少、熱波が品

質に与える影響、及び競合国における問題を考慮すると、平均的に見てトルコ産ザクロの需要が増えそうで

ある。その結果、昨年に比べて価格が上昇する可能性がある。」          執筆者: ニック・ピーターズ 

 

（関連記事）トルコ 今年はザクロの需要が非常に高い 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月４日 

アラナール社の販売コーディネーターであるイギット・ギョキギット氏は、トルコの天候はザクロの出荷量を減

らしそうだ言う（以下「 」は同氏の発言）。「トルコでは今週ザクロの出荷シーズンが始まる。最初の果実は９月下

旬から１０月上旬に国の西部地域で収穫される。その後、１０月中旬に、国の南部と東部の地域で収穫される。

今年は天候の影響で総収穫量は少なくなると予想される。これにより、樹上のザクロは大玉及び中玉が多く

なる。したがって、今年は昨シーズンと比較して果実のサイズは大きくなるが、収穫量は少なくなる。」 

同氏は、トルコの国は広いので、品質と色は地域によって異なると説明する。「ザクロが収穫される地域によ

って色も異なる。トルコの一部の地域では、本当に素晴らしい真っ赤な色の果実があるが、これは他のすべ

ての地域に当てはまるわけではない。春には、開花中の降雨がザクロに悪影響を及ぼした。同様のことは、

国内の他の様々な果実にも見られる。結果的に、トルコの今年はザクロの収穫量が少なくなる。」 

トルコのザクロシーズンの結果を変える可能性のある要因はまだあると同氏は言う。「収穫の直前に雨が降

ると - これは現時点ではありそうなことだが - 果実の品質にも影響を及ぼす。したがって、１級品のザクロ

が少なくなる可能性がある。今年は需要が非常に高い。ここ数年で最多のザクロを輸出する予定である。今

年の主な市場はヨーロッパ、北米、アジア太平洋地域になると考えている。」 

コストの増加は、トルコのザクロの価格も上昇させるだろう、と同氏は言う。「ザクロの価格を見ると、今年は量

の減少とコストの増加により、高くなると予想している。ザクロの価格は昨年も、それまでと比較して上昇した。

今年の価格は昨年よりもさらに高くなると思う。」        執筆者: ニック・ピーターズ （一部省略しました。）  

https://www.freshplaza.com/asia/article/9562866/our-goal-is-to-double-our-pomegranate-volumes-overseas/
https://www.freshplaza.com/asia/article/9562894/demand-for-pomegranates-is-very-high-this-year/
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２２７．ペルー産ブドウ 減収と米国の強い需要で欧州では高値 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月３日 

オランダ企業ファン・デル・ランス・インターナショナル社のタイス・ターウィント販売部長は最近、同社と取引

のあるペルーの果実販売業者を訪問した。同氏はエルニーニョが生産にかなりの影響を与えるのを目の当

たりにし、「これによって様々な農産物の入手が困難になる」と述べた。（以下「 」は同氏の発言） 

輸入業者らの現地視察では、北部のピウラ県も訪れた。「この地域のマンゴー栽培は特に大きな打撃を受

けた。タンボグランデ地域では、生産者の収量は５０〜６０％も低下している。早生ブドウ（種有りと種無しの両

方）も３０％減少すると予想される。ブドウの輸出は暑さのために早く始まった。訪問中、いくつかの品種が小

さいことに気づいた。」 

「今シーズンはペルー産のブドウに対する北半球の需要が全般的にその供給を上回るだろう。これは特に、

ハリケーンヒラリーが米国カリフォルニア州のブドウに甚大な被害を与えたことで、北米市場がペルー産のブ

ドウを求めているためである。彼らは気前よくお金を払うつもりであり、また、主に梱包が容易な８.２ｋｇのパッ

ケージを輸入しているので、輸出業者は箱詰めに煩わされる必要はない。」 

「欧州市場では域内産の種なしブドウがまだ市場に出回っているが、１０月下旬までになくなるだろう。例え

ば、ギリシャ産はすでに品質の問題が出てきている。ブラジル産は通常最初に入荷する海外産のブドウであ

る。しかし、それらも価格が高く、さらに輸入関税を追加する必要がある。ペルー産も同様の一般的な傾向が

見られる。つまり、近年市場に多く出回っているが、価格が高く入手が難しい。」 

ペルーでは晩生のアボカドの出荷量も今年はかなり少なくなっている。２０２４年産の興津早生ミカンも量が

十分でないようである。「不思議なことに、この品種の果樹にはほとんど実がない。」 同社はまた、ペルー全

土からザクロを輸入している。「例年は１月に収穫を始めるが、今年は早ければ１２月２０日に南部でザクロの

収穫が始まる見込みである。早期のスタートは販売面で興味深いものになる可能性があるが、それはまだ推

測である」と同氏は結論付けている。 

 

（関連記事）ペルー ２０２３年前半のブドウ出荷量は９％増加 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｏｒｔａｌ ２０２３年１０月５日 

ペルーの生食用ブドウ産業は、２０２３年の最初の２つの四半期に前年比９％の成長を記録し、農業開発灌

漑省（ＭＩＤＡＧＲＩ）は、ペルーが引き続き世界最大のブドウ輸出国の座に留まると予想している。 

同セクターが経験した最近の気候の問題に関してＭＩＤＡＧＲＩは、弱いエルニーニョ現象が発生した場合、

２０２３年の出荷量は横ばいか、または最初の６か月の出荷量が１０％多かったため、前年と比較してさらに増

加する可能性が高いと報告した。 

しかし、エルニーニョ現象が中程度であるか、または異常な天候をもたらす場合、２０２３年後半から２０２４年

初頭の出荷量は、過剰な水分によって増殖する病害虫の影響を受ける可能性がある。 

米国は２０２２年にペルーの総輸出量の４７％を輸入し、その後もペルー産ブドウの最大の輸出先であると

予想されている。 

ペルーは４月の公式データで、以前の南米最大のブドウ輸出国であるチリを４万トン、７％の差で上回り、第

２位に転落させた。 

それ以来、ペルーのブドウ部門は指数関数的な成長を示し続けている。米国への輸出は近年増加傾向を

示しており、２０２２年に報告された輸出額は、輸出が開始された２０１２年の９倍に相当する。 

 

  

https://www.freshplaza.com/asia/article/9564656/peru-s-low-grape-production-along-with-strong-us-demand-makes-for-high-prices-on-the-european-market/
https://www.freshfruitportal.com/news/2023/10/05/peruvian-grape-volume-up-9/
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２２８．海上コンテナ輸送のスケジュール信頼性は引き続き横ばい 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月６日 

調査会社のシーインテリジェンス社は、グローバルライナーパフォーマンス（ＧＬＰ）レポートの第１４５号を発

行し、２０２３年８月までのスケジュール信頼性の数値（定時到着遵守率）を発表した。レポート本体は大変包

括的であり、３４の異なる貿易航路と６０以上の運送事業者に関する定時到着遵守率をカバーしているため、

このプレスリリースでは、レポートの中の世界的な要点のみをカバーする。 

 

２０２３年８月の世界の定時到着遵守率は、前月比０.９ポイント下って６３.２％となった。５月の上昇を除けば、

定時到着遵守率は２０２３年３月以降上下２ポイント以内で推移している。前年比では、１７.０ポイント上昇した。 

遅延到着船舶の平均遅延日数は、前月比０.０７日増加して４.６７日となった。前月比での増加にもかかわら

ず、遅延到着船舶の平均遅延日数は、昨年の同時期よりも１.２３日改善している。 

 

世界の定時到着遵守率の推移 

１月  ２月  ３月  ４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月 １０月 １１月 １２月 

世界の遅延到着船舶の平均遅延日数 
日 

１月  ２月  ３月  ４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月 １０月 １１月 １２月 

2019 
2018 
 
2023 

2022 

 
2020 
 

2021 

2021 
 
 
 
2020 
2022 

2023 
2019 
2018 

https://www.freshplaza.com/asia/article/9565945/schedule-reliability-continues-to-stay-within-a-narrow-range/
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ＭＳＣは２０２３年８月の定時到着遵守率

が７０.９％で、トップ１４社の中で最も信頼

できる運送事業者であった。マースクとハ

ンブルクスードが７０.０％で、僅差でそれに

続いた。ＣＭＡ ＣＧＭは、定時到着遵守

率が６０％〜７０％の唯一の事業者であっ

た。残りの事業者のうち８つは、定時到着

遵守率が５０％〜６０％で、ＨＭＭとＹａｎｇ 

Ｍｉｎｇは５０％未満であった。後者は    

４７.３％と最も信頼性が低い。２０２３年８月

に前月比で上昇したのは上位１４社のうち

３社のみで、ＯＯＣＬは２.８ポイントの最大

の増加を記録した。前年比では、１４社す

べてが２桁の改善を示し、ＭＳＣは２６.８ポ

イントの最大の改善を記録した。 

 

 

 

 

 

（関連記事）海上コンテナ運賃総合指数はコロナ禍前を下回る 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月６日 

世界のコンテナインデックス - １０月５日 

ドリューリー社の世界コンテナ指数は今週、１.１％減少して４０フィートコンテナ当たり１,３８９.５ドルとなった。 

 

今週の世界コンテナ運賃指数（WCI）の総合指数は１.１％下落して１,３８９.５ドルとなり、昨年の同じ週と比

較して６２.３％下落した。この最新の指数は、２０１９年（パンデミック前）の平均である１,４２０ドルを２％下回っ

ている。年初来の平均総合指数は４０フィートコンテナ当たり１,７３８ドルで、１０年間の平均である２,６７８ドルよ

り９４０ドル低くなっている。  

輸送事業者別の定時到着遵守率 
（２０２３年８月及び前年同月） 

ドリューリー社世界コンテナ運賃指数（WCI） ２０２３年１０月５日（米ドル/４０フィートコンテナ） 

   2023
年

9
月

29
日

 

2023
年

9
月

6
日

 

2023
年

8
月

14
日

 

2023
年

7
月

22
日

 

2023
年

6
月

29
日

 

2023
年

6
月

5
日

 

2023
年

5
月

13
日

 

2023
年

4
月

20
日

 

2023
年

3
月

28
日

 

2023
年

3
月

5
日

 

2023
年

2
月

10
日

 

2023
年

1
月

18
日

 

2022
年

12
月

25
日

 

2022
年

12
月

2
日

 

2022
年

11
月

9
日

 

2022
年

10
月

17
日

 

https://www.freshplaza.com/asia/article/9565944/drewry-s-world-container-index-decreased-to-1-389-per-40ft-container/
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２２９．研究成果 ブドウの消費は高齢者の目の健康に役立つ 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月６日 

最近のヒトを対象とした無作為化比較試験によると、ブドウを１６週間摂取すると、高齢者の目の健康に関係

する主要なマーカーが改善された。科学雑誌「食品と機能」（Food & Function）に掲載されたこの研究では、

ブドウの定期的な摂取が黄斑色素の蓄積やその他の目の健康のバイオマーカーに与える影響を調べた。こ

れはこのテーマに関するヒトを対象とした初めての研究であり、その結果はブドウを消費することが網膜の構

造と機能を保護することを明らかにした以前の予備研究を補強するものであった。 

科学は、高齢者で眼の疾患や視力障害のリスクが高いことを示している。眼の疾患の主な危険因子には、

１）酸化ストレス及び２）高いレベルの眼の終末糖化産物（ＡＧＥｓ）等がある。ＡＧＥｓは、網膜の血管に損傷を

与え、細胞の機能を損ない、酸化ストレスを引き起こすことにより、多くの眼疾患の一因となる可能性がある。

食事由来の抗酸化物質は、酸化ストレスを軽減し、ＡＧＥｓの形成を抑制することができ、黄斑色素の光学的

濃度（ＭＰＯＤ）の改善など、網膜に有益な効果をもたらす可能性がある。ブドウは抗酸化物質や他のポリフェ

ノールの天然の供給源である。 

この新しい研究では、３４人の被験者がブドウ（１日当たり１.５カップ相当）またはプラセボのいずれかを   

１６週間摂取した。ブドウを食べた人は、プラセボを摂取した人と比較して、ＭＰＯＤ、血漿抗酸化能、及び総

フェノール含有量の有意な増加を示した。ブドウを消費しなかった人では、皮膚で測定した有害なＡＧＥｓの

有意な増加が見られた。 

キム・ジュンユン博士は、「我々の研究は、ブドウの消費が人間の目の健康に有益な影響を与えることを初

めて示したものであり、特に高齢者人口が増加する中、非常に興味深い。ブドウは簡単に入手できる果実で

あり、研究によると１日当たりわずか１.５カップの通常の量で有益な影響を与えることができる」と述べている。 
 
出典： カリフォルニア州生食用ブドウ委員会 

 

２３０．ポーランド ロシアは「並行輸入」で今もリンゴの主要市場 
ＥａｓｔＦｒｕｉｔ ２０２３年１０月６日 

本サイト（ＥａｓｔＦｒｕｉｔ）のアナリストによると、ポーランドの生産者は侵略国の消費者にリンゴを供給し続け、

かなりの金を稼いでいる。同時に、侵略者から自国とヨーロッパを守っているウクライナからの食料輸入の禁

止を、彼らは定期的に要求している。 

ポーランドや他のＥＵ諸国からロシアへのリンゴの輸入が禁止されているにもかかわらず、我々の推計では

２０２３年上半期に５～７万トンのポーランド産生鮮リンゴがロシアで売り先を見つけたと見られる。では、なぜ

輸入禁止を回避できるのか? それはカザフスタンとベラルーシが、ポーランドの生産者と貿易業者を支援し

ているからである。ロシアと同じユーラシア経済連合のメンバーであるこれらの国々へのリンゴの輸出は禁止

されておらず、彼らはＥＵからの輸入を禁止されていない。カザフスタンとベラルーシの業者は、ポーランド産

のリンゴをロシア市場に再輸出するためにこの機会を積極的に利用している。リンゴの原産地に関する文書

がすり替えられるため、これはカザフスタンやベラルーシでも合法ではないが、すべての国の規制当局がこ

の動きに目をつぶっている。さらに、ロシアはリンゴを食べたいので「グレーな輸入」を強く奨励している。 

ポーランドの業者がリンゴの実際の行先を知らない場合、「並行輸入」と呼ぶことができるかも知れない。し

かし、これはそうではない – 我々の情報によると、業者はリンゴがロシア向けであることを完全に知っている

が、金を稼ぐために目をつぶっている。さらに、彼らはこの事実を隠蔽するためにできる限りのことをしている。 

ポーランドの対外貿易統計の公式データによると、２０２３年上半期に４万３,２００トンの生鮮リンゴがカザフス

タンに、２万６,５００トンがベラルーシに輸出された。つまり、これらの国々への合計輸出量は約７万トンで、こ

の期間中にポーランドから輸出された全リンゴの１５％以上に達した。ポーランド産リンゴの他の主要輸入国

はルーマニア（４万７,８００トン）、エジプト（３万６,７００トン）、インド（２万５,３００トン）であり、ポーランドのリンゴ

生産者の収入は、依然としてロシア市場への供給に大きく依存していると結論付けることができる。（一部要約）  

https://www.freshplaza.com/asia/article/9565908/grape-consumption-benefits-eye-health-in-human-study-of-older-adults/
http://www.grapesfromcalifornia.com/
https://east-fruit.com/en/news/russia-remains-the-main-market-for-polish-apples-thanks-to-parallel-imports/
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２３１．ペルー 今シーズンのブドウ輸出は７,２００万箱で横ばいの見込み 
Ｔｈｅ Ｇｒａｐｅ Ｒｅｐｏｒｔｅｒ ２０２３年１０月９日 

ペルーでは数週間前に２０２３-２４年度の出荷シーズンが始まった。大きな関心事は、同国が世界最大の

生食用ブドウ輸出国の地位を維持するかどうかである。ペルー生食用ブドウ生産者協会（Ｐｒｏｖｉｄ）事務局長

のアレハンドロ・カブレラ氏は、本サイト（FreshFruitPortal.com）に対し、生食用ブドウは他の作物と同様に気

象条件の影響を受けていると語り、状況が大きく変わる可能性があるため、出荷数量は週ごとに分析されるこ

とを強調した。同氏によると、８月と９月の数値は１０月下旬に更新される。（以下「 」は同氏の発言） 

今シーズンのペルーの生食用ブドウの予想はどうか? 「８月に園地の果実で最初の予測を行い、この最初

の予測を９月に再調整して約７,２００万箱という予想数量が得られた。これは、２０２２-２３年度シーズンと非常

によく似た数字だ。昨シーズンの７,１４０万箱と比べて実質的にゼロ成長となる。これは生産者が８月と９月に

受け取った情報による現在の状況であることを強調したい。不安定なシーズンであり、週ごとの気象条件によ

り変化する可能性がある。もちろん、エルニーニョも影響を及ぼすかもしれない。」 

「したがって、シーズンを通して通常よりも頻繁に予測の更新を行うという約束に従い、１０月に再び調整及

び修正を行う。分かっていることの１つは、エルニーニョ現象が起こっていなかったらペルーの出荷量はもっ

とずっと多かったはずで、つまり通常のシーズンと比較して減少するということだ。だからこそ、我々は細心の

注意を払い、常に数字を更新し、明確なメッセージを出さなければならない。おそらく、シーズンが進むにつ

れて、数字は下向きに調整されるだろう。」 

最も出荷量が多い地域はどこか? ２０２３年８月～９月のデータを２０２２年と比較すると、ペルーの北部で減

少し、南部で増加していることを示している。産地は、北部のピウラ、ランバイエケ、トルヒージョの各県・地域

と南部のリマ、イカ、アレキパの各県である。「ペルーの出荷量は過去３シーズンには年平均１２.７％成長し、

昨シーズンは１０％、２シーズン前は１３％、３シーズン前は１５％の成長であった。地域別に比較すると、北部

地域は過去３シーズンで平均年２０％増加し、南部地域は１１％しか成長していない。初期の予測では、北部

の出荷量が近年よりも少なくなるため、今シーズンはこの傾向が当てはまらないと予想できる。」 

輸出されている主な品種は何か、またどの市場向けか? 「現在、従来からの品種はペルーの生食用ブドウ

の３０％を占めている。これらは、気象の状況によって非常に急激な減収するため、エルニーニョ現象の影響

を最も受けやすいブドウである。」 一方、７０％が権利関係のある（ライセンスされた）品種であり、天候の影響

はすべてのブドウ品種で見られるものの、権利関係のある品種への影響は従来の品種と同じではないと同

氏は付言する。従来からの品種の生産者の中には、３０％から５０％の範囲の減収を予想する人もいる。 

これまでのところ、主な市場はどこか? 第３８週（９月中下旬）現在、最大の出荷先は米国で２０％を占め、２位

はコロンビアで１５％、メキシコも１５％、オランダが１３％、その他の国が３８％である。 

ペルーは世界最大の生食用ブドウ生産国でいられるか? 「チリの最初の予測を待って、両国の量がどのよう

になるかを確認する必要があると思う。チリの予測と当協会の予測の更新を少し待ちたいと思う。」 

価格をどのように見ているか? 「米国等の市場では、ハリケーンヒラリーのために例年よりも果実が少ないこ

とを頭に入れておく必要がある。カリフォルニア州生食用ブドウ委員会は、ハリケーンによる損失は約２,５００

万箱であり、残りの生産量の最大５０％が影響を受けると予測した。そのため、利用可能な供給量が少なく果

実の入手が難しくなり、一方で需要が一定であれば、通常は価格の変動が見られる。」 

「米国産の量が少ないことに加えて、チリ産がどうなるかをわからない中、ペルー産が考えられていたよりも

入手しにくくなれば、価格の面で影響を与える可能性がある。つまり、価格の変動の仕方が従来とは異なる

可能性がある。」 

 

  

https://www.freshfruitportal.com/news/2023/10/09/peruvian-grapes-to-reach-72-million-boxes/
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２３２．米国 使用済み再生プラスチックから作った初のリンゴ包装容器 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年１０月９日 

ワシントン州ヤキマ郡を拠点とする栽培・出荷業者のスーパーフレッシュグロワーズ社は、使用済み再生  

（ＰＣＲ）プラスチックから作ったリンゴと洋ナシの小売り用フルーツバッグを導入した。 

使用済み再生プラスチックは、ペットボトル、大型の牛乳ボトル、その他のプラスチックバッグなど、人々が

毎日リサイクルするものから作られている。ニュースリリースによると、同社の新しいＰＣＲパッケージは、米国

内の複数のリサイクルセンターから供給され、継続的にリサイクルでき、ＳＧＳグローバルサービス認証を取得

し、ＦＤＡ（米国食品医薬品局）の食品接触材規則に適合している。 

リリースは、この取り組みは、環境負荷を減らし、資源を節約するための同社による数多くの取り組みの１つ

であるとし、また、これらのバッグの調達コストは、１００％新品の素材から製造したプラスチックで作られたバッ

グと同等であるとしている。 

同社の持続可能性と包装の責任者であるタイラー・ワインベンダー氏はリリースで、「このＰＣＲバッグは、弊

社が数年前に考え出したアイデアであった。再生プラスチック樹脂を利用してそれに新しい命を吹き込むこと

ができる解決方法を求めていた。より多くの製品がＰＣＲを利用すれば、それはリサイクルの流れのための市

場を生み出し、需要を促進し、リサイクル率を高めるのに役立つ」と述べている。 

リリースは、このプロジェクトは、同社のリサイクルに向けた最後の隙間の１つを埋めたとしている。 

同氏は、「困難はあったが、地元の印刷業者が弊社のコンセプトに同意し、その実現を助けてくれた」と言

い、「弊社はすでに箱やパルプトレイに段ボールを再生したものを使用し、サクランボとベリー類のクラムシェ

ルパッケージにＰＥＴを使用しているため、ＰＣＲバッグは弊社の持続可能な包装の目標にうまく合っている」

と語った。 

ワインベンダー氏は、持続可能な包装の選択肢は広範であり、場合によっては誤解が生じる可能性がある

と述べ、企業は持続可能性の目標を推進するテクノロジーに確実に投資するよう用心深く警戒する必要があ

ると付け加えた。 

「最近、リンゴ用の新しい紙製パッケージのオプションをいくつか目にしたが、最終的には、単層のフィルム

製バッグよりも多くのエネルギーと水を必要とし、二酸化炭素排出量が多いことがわかった。さらに、地元の印

刷業者と提携することで、輸送に関連する排出量を最小限に抑えることができる。弊社のバッグの約３分の２

はここワシントン州中部で作られており、このことを本当に誇りに思っている」と同氏は述べた。 

同社のＰＣＲバッグは、店頭の回収箱など、既存のビニール袋やプラスチックフィルムのリサイクルの流れを

通じて再利用できる。リリースによると、包装資材の品揃えにＰＣＲバッグが追加されることで、同社はパッケー

ジの持続可能性と二酸化炭素排出量の削減が継続的に進むことを期待している。 

 

  

https://www.thepacker.com/news/sustainability/leveling-apple-and-pear-packaging
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２３３．米国 ワシントン州のリンゴは増収で好機を提供する 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月１０日 

ワシントン州ではリンゴの出荷の最盛期である。従来から１０月は収穫量の多い月であり、ワシントンフルー

ツグロワーズ社では今年はひときわ多い。同社は最近、ギルバート果樹園とのパートナーシップを開始し、同

果樹園の果実の独占販売業者となった。同社のダン・デイビス氏は、「弊社は現在、ヤキマバレー地域で大

手の果実関係企業の１つであり、ヤキマ地域の経済の重要な柱である」と言う。デイビス氏は最近、事業開発

部長として同社に入社した。同社はすでにマウントアダムズフルーツ社、ロシュフルーツ社及びワシントンフ

ルーツアンドプロデュース社の販売営業部門を代表している。主要なリンゴの梱包施設は、すべて互いに  

１１マイル（約１８ｋｍ）以内にある。（以下「 」は同氏の発言） 

有機栽培 

このパートナーシップにより、有機栽培リンゴと慣行栽培リンゴの両方の魅力的な品種の組み合わせが実

現する。「有機栽培品は弊社の主要品種の約２５％を占めている。」 同社は有機栽培のハニークリスプ品種

と同コズミッククリスプ品種に重点を置いているが、有機栽培のシェアが高い他の品種は、ガラ、ふじ、グラニ

ースミス等である。「全体として、弊社は州の有機リンゴ出荷量のほぼ２０％を占めている。」 

コズミッククリスプと他の品種 

パートナーシップは、ワシントンフルーツグロワーズ社の有機栽培品のシェアを拡大しただけではない。「品

種に関しては、コズミッククリスプで重要なシェアを獲得している。」 それはまだ新しく、増加中の品種である

が、早い時期に植栽された多くの果樹は成木化している。出荷量に加えて、品質が何年にもわたって非常に

安定している。同社は、コズミッククリスプの周年供給を行っている。「これは、弊社が大規模な生産者である

だけでなく、コズミッククリスプが非常に貯蔵性に優れたリンゴであることによっても推進されている。また、数

シーズンを経て、生産者らがこの品種の貯蔵に習熟したことも助けになっている。」 

デイビス氏は、今年の太平洋岸北西部のリンゴの作柄について非常に楽観的である。「食味は素晴らしい。

こんなに良い果実を育てたのは数年ぶりである。近年一部の作物が減収しており、他の品目よりもリンゴを売

り込む良い機会だ。」 ここまでは天気も良かった。「昼間の最高気温と夜間の最低気温の差が大きく、これは

リンゴが着色するために重要である。」 

量的にも昨年より多く、堅調な作柄である。「収穫期間の中間点に近づいており、収穫量が当初の予想ほど

には多くない可能性があるという兆しもみられる。」 これは、一部の品種のサイズが小さく、出荷量が当初の

見通しよりも約５〜１０％少ないことに起因している。デイビス氏は、主にガラやハニークリスプなどの早生品

種について語った。同時に、今後どのように展開するかを語るのはまだ早い。 

輸出 

ワシントンフルーツグロワーズ社のリンゴ販売の大部分は輸出志向である。「収穫量が少ないため、近年は

輸出市場が十分活用できていない。今年の収穫量の多さは、インドの追加関税が撤廃されたことと相まって、

輸出市場をさらに探求する機会となる。弊社は、品種に応じて世界中の出荷先に適切な量を輸出することを

目指している。台湾ではふじが好まれる傾向があり、ベトナムではガラの評判がよい。また、メキシコと中米諸

国も主要な輸出先である。 

同社は来週、１０月２０日と２１日にカリフォルニア州アナハイム市で開催される国際青果物協会（ＩＦＰＡ）の

世界青果物花き展に出展する。デイビス氏は、「弊社はこのイベントを心待ちにしており、取引先や潜在的な

顧客に弊社の最新の状況をお伝えすることを楽しみにしている」と締めくくった。 

執筆者: マリーケ・ヘムズ 

 

  

https://www.freshplaza.com/asia/article/9566870/larger-washington-apple-crop-offers-opportunities/
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２３４．米国 カリフォルニア州のカンキツグリーニング病検疫地域を拡大・設定 
米国農務省動植物検疫局通知 DA-2023-19 ２０２３年１０月１０日（１３日送信） 

件名: ＡＰＨＩＳがカリフォルニア州のカンキツグリーニング病検疫地域を拡大・設定 

宛先: 州、部族及び海外領土の農業規制当局担当官 

以下は直ちに発効する。米国農務省動植物検疫局（ＡＰＨＩＳ）は、カリフォルニア州食品農業局（ＣＤＦＡ）と

協力して、同州のＨＬＢ（黄龍病
ホ ン ロ ン ビ ン

： Candidatus Liberibacter asiaticus によって引き起こされるカンキツグリーニ

ング病）の検疫地域を拡大する。ＡＰＨＩＳは、同州のロサンゼルス、オレンジ、リバーサイド、サンバーナーデ

ィーノ、サンディエゴの各郡の一部を通知ＤＡ-２０２２-２１の検疫地域に追加する。ＡＰＨＩＳはさらに、カリフォ

ルニア州ベンチュラ郡の一部にも検疫地域を設定する。ＡＰＨＩＳは、同州での定期的な調査の中で、複数の

場所で収集された植物組織のサンプルからＨＬＢが検出されたためにこの措置を講じるものである。 

ＡＰＨＩＳは、カリフォルニア州の検疫地域からの規制対象物の州間移動に安全措置を適用している。これら

の措置は、ＣＤＦＡが定める州内の検疫と並行して実施される。このことは、米国内の非感染地域へのＨＬＢ

の拡散を防ぐために必要である。 

カリフォルニア州の検疫地域の特定の変更についてはこの文書に添付されており、ＡＰＨＩＳカンキツグリー

ニング病ウェブサイトにも掲載されている。ＡＰＨＩＳは、おってこの変更通知を連邦官報に掲載する。 

添付資料: カンキツグリーニング病及びミカンキジラミの検疫地域     （２０２４年３月に「黄龍病」の表記を修正） 

 

２３５．米国 フロリダ大学がカンキツグリーニング病抵抗性品種を発表 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｒｏｔａｌ ２０２３年１０月１１日 

ＨＬＢとしても知られるカンキツグリーニング病は、フロリダ州の柑橘類部門にとって常に頭痛の種である。し

かし、フロリダ大学食品農業科学研究所（ＵＦ/ＩＦＡＳ）の柑橘類研究教育センター（ＣＲＥＣ）が発表した新し

い穂木品種はこれを変える可能性がある。 

ＣＲＥＣは、生産性の改善に向けて取り組んできており、その育種プログラムは２０２３年に３つの新しい穂木

品種を発表した。同センターはＵＦ/ＩＦＡＳのキャンパス外試験場の中で最も古く、かつ最大であり、柑橘類と

いう１つの品目に完全に特化している。 

現在１８５９として知られているスイートオレンジ類似の交雑種は、ＨＬＢに２０年以上暴露された後、この病気

に対する高い耐性のおかげで今年、開発用に選択された。１８５９の果実はスイートオレンジに似ており、  

１１月中旬に成熟し始め、１月下旬まで樹上にしっかりと保持される。この間に、果肉と果皮の色が大幅に改

善し、最終的に非常に濃いオレンジ色になる。 

その他の品種 

ＣＲＥＣはまた、種が無く、かつ果皮油の量が多いため、二重の目的で可能性のあるユーレカ種のレモンを

発表した。このレモン品種は、フロリダ州のほか南米で大規模にテストされた。他のユーレカ種とは異なり、こ

の選別された穂木はヒリュウ台木（カラタチ台木の一種）で栽培されたため、ユーレカ種によく見られるカラタ

チ台木との相性の悪さの影響を受けないようである。 

また、現在ＲＥＳ １９-５６として知られている、早生で、種無しで、皮をむきやすいマンダリンの交雑種も発表

された。この選別された穂木は自然にコンパクトに育ち、他家受粉なしで、早い時期に毎年結果する。独特

の着果特性があり果実が房状になることも多い。被覆条件下で柑橘類を育てる際に、そのコンパクトな生育

特性により剪定の必要性を最小限に抑える利点がある。その独特の樹形と着果特性により、プールサイドや

テラスで鉢植えの観賞用柑橘類として育てることができるため、フロリダ州の多くの家庭園芸家にとって貴重

な品種となる可能性も示唆されている。  

https://content.govdelivery.com/accounts/USDAAPHIS/bulletins/375b416#:~:text=APHIS%20is%20adding%20portions%20of%20Los%20Angeles%2C%20Orange%2C,quarantine%20in%20a%20portion%20of%20Ventura%20County%2C%20California.
http://www.aphis.usda.gov/plant-health/citrus-greening
http://www.aphis.usda.gov/plant-health/citrus-greening
https://www.aphis.usda.gov/plant_health/plant_pest_info/citrus/citrus-downloads/spro/da-2023-19.pdf
https://www.freshfruitportal.com/news/2023/10/11/university-of-florida-releases-citrus-greening-solutions/
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２３６．世界のリーファー貿易は柑橘類等で最高の成長 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月１１日 

第１５回世界低温物流会合（Cool Logistic Global）が今週、イタリアの港町ジェノヴァで開催されている。  

（以下、リーファー貿易に関わる主な発言のみ抜粋） 

ドリューリー社のマーティン・ディクソン氏は、ロンドンからビデオリンクで会議に参加し、リーファー（冷凍・冷

蔵）輸送市場の見通しについて語った。同氏は、世界のリーファー貨物の輸送量は激動の２０２１年の後、  

２０２２年に０.７％減少したが、２０２３年は回復を示しており、引き続き増加が予測されると述べた。２０２２年に

はすべてのリーファー貨物の推定８８％がコンテナで運ばれたと見られ、これは２０２７年までに９１％に増加

すると予想される。リーファー船の増加率は２０２２年に１.７％に減速し、２０２１年をピークとして２０２３年にはさ

らに低下するものの、２０２４年からは４.２％に回復すると予測される。同氏はまた、２０２７年までにリーファー

コンテナの８７％が「スマート」（リーファー貨物の位置や状態をリアルタイムで追跡できるコンテナ）になると述べた。リー

ファーコンテナの運賃は２０２２年第３四半期にピークに達し、現在は予想よりも迅速に正常化されているが、

ベンチマークレートはパンデミック前の水準を引き続きかなり上回ると見られる。 

アクセンチュア・ストラテジー&コンサルティング社のマイケル・ルーテン氏は、リーファー市場の動向につ

いて、２０２３年上半期には下向きで、これは北米市場の減少によるものかもしれないが、柑橘類とタマネギは

好調で、一方ドラゴンフルーツは劇的に減少したと述べた。同氏は、従来の成長率を下回る傾向にあると言

っても、リーファー貿易はコンテナ化された海上貿易全体のわずか６％を占めるに過ぎないことを覚えておく

ことが重要だと述べた。 

タマネギ、柑橘類、ジャガイモの世界的なリーファー貿易は２０２３年に最も高い成長を示し、タマネギ   

＋３５％、柑橘類＋２６％、ジャガイモ＋１０％を記録したが、ドラゴンフルーツは-４４％で最大の減少を示した。 

インドとエジプトからの輸出は活況を呈しており、これらの品目に牽引されてそれぞれ６３％及び３３％増加

した。インドはタマネギを４６％多く輸出し、エジプトは柑橘類で＋５４％、ジャガイモで＋４８％、タマネギでは

大躍進の＋１７５％の輸出量であった。 

コンテナ・トレード・スタティスティクス（ＣＴＳ）社のナイジェル・プーシーＣＥＯは、リーファー指数は依然とし

てパンデミック前の数値を２５％上回っていると述べた。中南米の貿易は増加しているが、北米と欧州の貿易

は横ばいであった。サハラ以南のアフリカとヨーロッパとの間の貿易は２０２２年をピークに減少している。 

世界全体のリーファー貿易量は、２０１９年～２０２３年の期間に概ね横ばいであったが、これは地域別の需

要の変化を覆い隠しており、北米とヨーロッパが縮小する中でアジアの輸入の伸びが拡大している。世界のリ

ーファー価格指数は、最高であった２０２２年第３四半期の総合指数に対して７０％に下がっている。 

シェイプ社のケリー・ホブソン氏は明日、持続可能性が我々に、個人として、そして企業としてどのような影

響を与えるかについて話すこととなっている。持続可能であるためには変革の段階があり、企業は環境への

影響を減らすために意識的な決定を下さなければならない。 

データマー社のアンドリュー・ロリマーＣＥＯは、パンデミック後の南米では、主に船舶の容量を超過したた

めに貨物の輸送コストが高騰し、従来型（非冷蔵）の船の使用につながったが、今年はそれは起こっていない

と述べた。 

南米諸国（アルゼンチン、ブラジル、チリ、パラグアイ、ウルグアイ）から３５万３,９４８ＴＥＵ（２０フィート換算のコ

ンテナ数）の果実が輸出され、その５７％がヨーロッパ向けである。 

最大の新しい傾向の１つは、ブラジル産アボカドの輸出量であり、２０２２年から２６６.５％増加して１千ＴＥＵ

となった。主な輸出先はヨーロッパである。チリのサクランボも今年は記録的な量になると見られる。 

執筆者: ニコラ・マクレガー  

https://www.freshplaza.com/asia/article/9566923/global-reefer-trade-of-onions-citrus-fruit-and-potatoes-registered-the-highest-growth-in-2023/
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２３７．南アフリカ 西ケープ州の洪水の影響がより明らかに 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年１０月１２日 

業界団体は西ケープ州の果樹産地の活動が最近の洪水によりひどく混乱していることを確認 

南アフリカ西ケープ州の果樹産地における洪水による実際の被害と混乱がようやく明らかになってきており、

果樹業界団体のホートグロ（Ｈｏｒｔｇｒｏ）は、一定の地域の生産者及び果樹コミュニティを支援するため、西ケ

ープ州政府と危機に関する協議を行っているとしている。 

当初、業界のリーダー達は洪水の被害を軽視していたが、これは実際の評価を行うことが難しかったため

でもある。 

ホートグロは声明で「南アフリカの落葉果樹産業は、特にエルギン、グラボウ、ヴィーブーム、ヴィリアスドー

プの各地域（頭文字をとってＥＧＶＶ地域）及びクラインカルーとフランシュフックの両地域の一部など主要産

地において、最近の洪水の影響で動揺している」としている。 

ＥＧＶＶ地域だけでも生産物とインフラの損害は４億〜５億ランドであると推定されている。この地域は、南ア

フリカの主要なリンゴ、ナシ、核果類（モモ・スモモ等）産地の１つである。（１ランド＝約８円） 

ホートグロは、被害を受けた生産者とつながるために西ケープ州政府が携帯電話アプリを立ち上げたとし

ている。 

同団体は、「グラボウ地域の２６の生産者から収集された予備的なデータは、洪水被害が合計１億６千万ラ

ンドに達したことを示した。これには、エルギン、ヴィリアスドープ、ヴィーブームの各地域は含まれていない。

インフラの損傷は、電力網、果樹園、防雹ネット等の構造物、建物、機械、灌漑システムと関連設備、灌漑用

水路に関して報告された。流された道路や橋についても同様である」と説明した。 

９月末の長い週末（祝日による９月２３～２５日の３連休）の洪水が十分ではなかったかのように、先週の風雨はさ

らなる被害をもたらした。ホートグロは、「多くの農道や橋が完全に流された」と確認した。ホートグロのアント

ン・ラーベ事務局長は、表土と多くの果樹園が失われたと述べた。 

ＥＧＶＶ地域の出荷シーズンが本格的に始まっているが、防除計画、受粉作業及び軽油などの重要な資材

の供給が妨げられ混乱している。 

ラーベ事務局長は、「非常に重要なことは、生産者が労働者を農場に連れて行くことができ、数週間後に収

穫が始まるモモやスモモの生産者が果実を市場に届けることができる程度に、主要なアクセス道路と橋を修

復することである。ＥＧＶＶ地域には、輸出市場向けのリンゴやナシで満杯の梱包施設も多数あり、港に運ぶ

必要がある。灌漑用水路、送水管及びポンプの修理と交換は、出荷シーズンを乗り切るために重要である。

電気と携帯電話はまだ完全には復旧しておらず、物流と支援活動をさらに難しくしている」と説明した。 

ＥＧＶＶのスポークスマンであるグラウディ・スコグ氏は、この地域の人道的ニーズは多大であり、コミュニティ

は食料と飲料水を必要としていると述べた。 

ホートグロはすでに援助団体「ギフト・オブ・ザ・ギバーズ」に２５万ランドを寄付した。ギフト・オブ・ザ・ギバー

ズは、それぞれの地域で食料パックやその他の緊急物資を配布する。ホートグロはまた、救援活動に協力す

るよう人々に訴えた。 

執筆者： フレッド・メインチェス 

  

https://www.fruitnet.com/eurofruit/western-cape-flood-impact-becomes-clearer/256485.article
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２３８．米国リンゴ協会 ２０２３–２４年度産リンゴの推定出荷量 
Ｇｏｏｄ Ｆｒｕｉｔ Ｇｒｏｗｅｒ ２０２３年１０月１２日 

（これは、Ｇｏｏｄ Ｆｒｕｉｔ Ｇｒｏｗｅｒの記事「Apples continue winning fruit fights」の後半部分です。） 

米国リンゴ協会（ＵＳＡｐｐｌｅ）は、米国の生産者が２０２３年に前年比４.１％増の２億５,６００万ブッシェルのリン

ゴを出荷すると推定している。（ここでは１ブッシェル＝４２ポンド（約１９ｋｇ）） 

西部では、ワシントン州の推定値は１億５,９５０万ブッシェルで、昨年に比べて９％増加する。カリフォルニア

州の推定値は４８０万ブッシェルで、同１４％増加する。オレゴン州の推定値は３００万ブッシェルで、昨年に比

べて８％減少する。 

東部では、ミシガン州は昨年の記録的な収穫からわずか１％減の３,２００万ブッシェルを出荷する。ニューヨ

ーク州は２,８００万ブッシェルを出荷し、昨年に比べ１３％減少する。ペンシルベニア州は１,０８０万ブッシェル

で前年比９％増と推定される。バージニア州は１％減の４４０万ブッシェルを出荷する。残りの州は、昨年から

１％増加して合計１,３９０万ブッシェルを出荷すると見られる。 

２０２３–２４年度産リンゴの推定出荷量（米国リンゴ協会） 

国際的な推計 

米国リンゴ協会は、中国の２０２３年の出荷量は２０億ブッシェルで、２０２２年に比べて３％増加すると推定し

ている。 

急速に出荷量を増やしているトルコは、２０２３年に前年比２％増の２億４,１００万ブッシェルを出荷すると見

られる。 

欧州の出荷量は６億１,２００万ブッシェルと推定され、前年比３％減少する。そのうち、ポーランドが２億１千

万ブッシェル（昨年比１１％減）で最も多く、イタリアが１億１千万ブッシェル（２０２２年と同じ）、フランスが７,９００

万ブッシェル（８％増）、ドイツが５千万ブッシェル（１１％減）でそれに続く。 

南米では、チリは６,３００万ブッシェル（前年比１％減）を出荷すると見られる。ブラジルは６千万ブッシェル

（１５％増）、アルゼンチンは２,８００万ブッシェル（９％増）を出荷すると見られる。 

北米ではメキシコが４,２００万ブッシェル（前年比１％減）、カナダが１,９００万ブッシェル（５％減）を出荷する。 

執筆者： マット・ミルコビッチ  

ワシントン州 

ミシガン州 

ニューヨーク州 

ペンシルベニア州 

カリフォルニア州 

バージニア州 

オレゴン州 

その他の州 

米国計 

百万ブッシェル 

百万ブッシェル 
（１ブッシェル 42ポンド） 

百万ブッシェル 

百万ブッシェル 

百万ブッシェル 

百万ブッシェル 

百万ブッシェル 

百万ブッシェル 

百万ブッシェル 

https://www.goodfruit.com/apples-continue-winning-fruit-fights/
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２３９．中国 安徽省碭山県の繁栄するナシ産業 
人民日報オンライン ２０２３年１０月１３日 

中国東部安徽省の碭
ダ ン

山
シャン

県は、「世界のナシの都」として浮上している。 

最近のデータによると、２０２２年末の時点で、碭山県のナシ栽培面積は４０万ムー（２６,６６６ヘクタール）を

超えている。このうち、２５万ムーの土地では「酥
ス ー

梨
リ ー

」と呼ばれるナシが栽培され、６万本以上のナシの樹が樹

齢１００年以上を迎えている。（１５ムー＝１ヘクタール） 

碭山県は、平坦な地形、柔らかい土壌、明確な季節、降雨と暑さの同時性、豊富な日差しに加えて、すべ

ての主要な基準を満たす環境により、酥梨の栽培に最適な条件を提供している。同県の党書記である唐
タ ン

明
ミ ン

氏は、「碭山は高品質な酥梨の生産で有名である。ここで育ったナシは、形が美しく、さっぱりとしてサクサク

した食感と口の中でとろけるような味わいがあり、糖度が高い」と述べた。 

１９５０年代後半、碭山県は砂防プロジェクトに着手した。砂質の土壌にナシを植えることの利点を認識し、

県はかつての黄河の跡に沿って園芸農場と果樹園を開発した。その結果、酥梨の栽培はうまく行き、碭山県

全体に拡大した。１９６０年代から１９７０年代にかけて、碭山県での酥梨の栽培は大幅な成長を遂げ、生態学

的利益と経済的利益のバランスをとる能力を示した。この間に、ナシの栽培面積は５０万ムーの大台に達した。 

碭山県良
リャン

梨
リ ー

郷良梨鎮出身のウェイ・ズンペン氏は、４０年以上にわたってナシの栽培に取り組んできた。同

氏の土地の２０ムーでナシを栽培し、一家は主な収入源としてナシに依存しており、ナシの収穫から年間  

１０万元（１万３,７０９ドル）の収入を得ている。（１元＝約２０円） 

良梨郷は、碭山酥梨の発祥の地として認識されている。現在、良梨鎮の土地の９０％がこの品種のナシの

栽培に取り組んでいる。 

今日、碭山県は１００万ムー近い連続した果樹園を誇り、年間９１万トンの酥梨を生産している。碭山県の酥

梨のブランド価値は１９０億元で、関連業界全体の総生産額は１１０億元に達する。同県は、生産、貯蔵、缶詰

加工、コールドチェーン物流、販売及びサービスをカバーする包括的な果樹産業チェーンを発展させた。 

４億３,２００万元の多額の投資が、碭山県に酥梨の産業クラスターを設立するために投入された。この取組

みには、１万７,１８３平方メートルの床面積を持つ標準化された工場の建設、５,３００平方メートルに及ぶ既存

の工場の改修、１０の新しい出荷ラインの設置、３つの既存の出荷ラインの改良、及び１４万７,５００立方メート

ルの容積を持つ果実冷蔵貯蔵施設の設置が含まれる。 

碭山県は、２,３１６ムーの面積をカバーし、１１８万立方メートルの貯蔵能力を持つ国営低温物流拠点を設

置した。この施設は、コールドチェーン物流部門の成長に大きく貢献し、第一次、第二次及び第三次産業の

統合を促進した。また、農村開発を推進し、農民の収入を増やす上で極めて重要な役割を果たしてきた。 

これらの努力の結果、碭山県は全国でも屈指の果実加工地帯として台頭してきた。２０２２年には、同県は

特にナシのペーストの製造等により、６億３千万元もの生産額を達成した。 

碭山県は、３,１００を超える電子商取引企業と６万を超えるオンラインストア及びマイクロビジネスを誇り、電

子商取引の物流及び関連セクターで１５万人以上を雇用している。 

同県は毎年、４５万トン以上の果実と野菜の缶詰、果汁及び飲料を製造している。これらの商品は、日本、

米国、カナダ、欧州連合などに向けて輸出され、年間売上高は３０億元を超えている。 

碭山県は濃縮ナシ果汁とナシ果肉の主要な輸出元であり、ネスレやペプシコなどの多国籍食品企業に供

給している。これらの製品は世界市場で約２０％のシェアを占め、同県の年間輸出額は５千万ドルに達する。 

ウェブ編集: ホンギュ、ドゥ・ミンミン 

  

http://en.people.cn/n3/2023/1013/c90000-20083130.html
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２４０．米国 フロリダ州の２０２３-２４年度産柑橘類は増加の予測 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年１０月１３日 

米国農務省（ＵＳＤＡ）は、２０２３/２４年度柑橘類シーズンの第１回出荷量予測を公表し、フロリダ州ではす

べての品目で数量が増加する。 

同州のオレンジ総出荷量は、ハリケーンイアンとニコルの影響を大きく受けた２０２２/２３年度に梱包された 

１,５８５万箱から２,０５０万箱に増加すると予測される。農務省によると、バレンシア種以外のオレンジは６１５万

箱から７５０箱に増加し、バレンシア種は昨年の９７０万箱から１,３００万箱に急増するものと見込まれる。 

グレープフルーツは、１８１万箱から１９０万箱にわずかに増加し、これは白肉系の品種１６５万箱と赤肉系の

品種２５万箱で構成されると見込まれる。 

農務省は、タンジェリンとタンジェロの出荷量が今シーズンの４８万箱から５０万箱に増加すると予想している。 

執筆者： カール・コレン 

（関連記事）米国 柑橘類第１回出荷量予測 
米国農務省農業統計局（２０２３年１０月１２日） 
フロリダ州農業消費者サービス局との共同発表 

柑橘類の種類別出荷量及び予測出荷量 – 州別及び米国計 

種類及び州 
出荷量 1 予測出荷量 1 

2020-2021 2021-2022 2022-2023 2023-2024 

 (1,000 箱) (1,000 箱) (1,000 箱) (1,000 箱) 
バレンシア種以外のオレンジ 2 

フロリダ州 
 

22,700 
 

18,250 
 

6,150 
 

7,500 
カリフォルニア州 41,300 31,500 36,500 37,000 
テキサス州 1,000 170 570 450 
米国計 65,000 49,920 43,220 44,950 
バレンシア種のオレンジ 

フロリダ州 
 

30,250 
 

22,950 
 

9,650 
 

13,000 
カリフォルニア州 7,700 7.600 6,700 7,500 
テキサス州 50 30 560 350 
米国計 38,000 30,580 16,910 20,850 
オレンジ合計 

フロリダ州 
 

52,950 
 

41,200 
 

15,800 
 

20,500 
カリフォルニア州 49,000 39,100 43,200 44,500 
テキサス州 1,050 200 1,130 800 
米国計 103,000 80,500 60,130 65,800 
グレープフルーツ 

フロリダ州合計 
 

4,100 
 

3,330 
 

1,810 
 

1,900 
赤肉系 3,480 2,830 1,560 1,650 
白肉系 3 620 500 250 250 

カリフォルニア州 4 4,200 4,100 4,000 3,500 
テキサス州 2,400 1,700 2,250 2,200 
米国計 10,700 9,130 8,060 7,600 
レモン 

アリゾナ州 
 

750 
 

1,250 
 

1,400 
 

1,500 
カリフォルニア州 21,400 25,200 26,500 23,000 
米国計 22,150 26,450 27,900 24,500 

タンジェリン及びマンダリン 5 
フロリダ州 

 
890 

 
750 

 
480 

 
500 

カリフォルニア州 28,800 17,500 23,700 23,000 
米国計 29,690 18,250 24,180 23,500  

 
1 １箱当たりの正味重量（ポンド） オレンジ: カリフォルニア州 80、フロリダ州 90、テキサス州 85。グレープフルー
ツ： カリフォルニア州及びテキサス州 80、フロリダ州 85。レモン： 80。タンジェリン及びマンダリン： カリフォルニア
州 80、フロリダ州 95。 
2 フロリダ州では非バレンシアの早生品種（ネーブル種を含む）及び中生品種。カリフォルニア州ではネーブル種
及びその他の品種。テキサス州では早生品種及び中生品種。 
3 種有りグレープフルーツを含む。 
4 カリフォルニア州ではポメロを含む。 5タンジェロを含む。 

https://www.fruitnet.com/main-navigation/usda-reveals-initial-florida-citrus-forecast/256504.article
https://www.nass.usda.gov/Statistics_by_State/Florida/Publications/Citrus/Citrus_Forecast/2023-24/cit1023.pdf
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２４１．世界のパイナップル市場 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月１３日 

世界のパイナップル市場は最近変動が激しく、主要輸出国であるコスタリカの出荷量の減少が他の市場に

影響を与えている。オランダでは、コスタリカでのパイナップルの栽培面積の減少により価格が上昇し、大規

模な生産者達に利益をもたらした。イタリアでは、需要が低い中、夏の果実と秋の果実が入荷し、「奇妙」な市

場となっている。一方、スペインではパイナップルの輸入が増加し、特に「その他」（乾燥と生鮮以外）のパイナッ

プルが著しく増加した。北米では、コスタリカからのパイナップルの供給は安定しているが、需要は弱いかも

知れない。コスタリカ自体では、クリスマスに間に合うように生産が回復している。パナマではパイナップルの

需要が高まっており、一方エクアドルの出荷量は最近の落ち込みの後、徐々に増加している。 

 
オランダ： コスタリカでの栽培面積減少で価格が上昇 

全般的に、コスタリカからは大量のパイナップルは入手できない。オランダのある輸入業者は「近年の低価

格のために、多くの（小規模な）生産者が姿を消し、したがって栽培面積が少なくなっている」と言う。残って

いる大規模な生産者は、通常の量を栽培している。これにより、市場では価格が改善している。一般的な大き

さのサイズ５とサイズ６の販売価格は約１２ユーロ、（それより小さい）サイズ７は１１.５０ユーロ、サイズ８は９.５０ユ

ーロ程度、サイズ９は９ユーロ、サイズ１０は８.５０ユーロである。収穫のタイミングの関係で、クリスマス期間中

には当然もう少し出荷量が期待されるが、それ以外の時期外れのものはない。色の濃い種類のパイナップル

は現在、サイズ５/６/７/８で１２.５０～１５ユーロで販売されている。」 

ドイツ： 「地味」なパイナップル市場 

パイナップル市場は現在、「地味」だと言える。ある卸売業者は、「目立った販売圧力はなく、船便で入荷し

た商品の販売は順調に進んでいる。ただ時々品質が少し良くない。主にコスタリカ産の「高品質品」が提供さ

れているが、エクアドル産の標準的な商品もある。後者の売値はいくらか安い」と言う。 

他のエキゾチックな産品と同様に、パイナップルは特に寒い季節によく売れる。この業者は「通常１１月末か

ら需要が増加する傾向にあり、特にサイズ６とサイズ７は卸売市場で好まれる。一方、わずかに小さいもの（サ

イズ８）は、食品小売業者に特に適している」と言う。主要品種ではＭＤ２が依然として突出しているが、クリス

マスシーズン中は、スイートカイエン（原文のまま）品種のチラシも好評である。 

イタリア： 現在「奇妙な」パイナップル市場 

現在、パイナップルにとってはあまり良い時期ではない。北イタリアのある有力卸売業者によると、最高品質

のパイナップルは現在（第４１週の初め（１０月９日））１.３０〜１.４０ユーロ/ｋｇで販売されている。これらはそれほ

ど高い数字ではないが、市場は奇妙である。天候の影響でまだまだ夏の果実が多いが、リンゴやナシなど秋

の果実も入荷している。パイナップルの需要は低い。 

市場に出回っているパイナップルの種類は、グリーンパイナップル、畑で熟したパイナップル、空輸された

パイナップルであるが、ほとんどは船で輸送されたグリーンパイナップルである。パイナップルの小売販売額

https://www.freshplaza.com/asia/article/9567455/global-market-overview-pineapples/
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の約７０％は小売業者によるものだが、（小売業者の中でも）いわゆる八百屋の多くは売れ残りの在庫を抱えて

お金を失うことを恐れてパイナップルを扱わない。 

ＧｆＫ消費者パネルによると、イタリアでパイナップルを購入する家庭は約８００万世帯である。流通量が変わ

らない中での価格の上昇は、このインフレの時にパイナップルの販売を支える上で役立っていない。 

フランス： パイナップル価格が上昇 

フランスのパイナップルの市況は現在上昇傾向にある。今週の平均価格は３.６０ユーロ/ｋｇで、先週記録さ

れた３.５０ユーロ/ｋｇより少しだけ高くなっている。この上昇は、需要のわずかな増加によるものである。全体と

して、２０２３年の前半６か月で、販売量は前年同期と比較して５％増加した。エキゾチックな果実への欲求の

高まりに伴ってパイナップルの需要が伸び続けるはずであり、したがってフランスでのパイナップル販売の見

通しは前向きである。 

スペイン： 輸入が増加 

税務庁関税・物品税局の最新データを参照した詳細な分析によると、１月～７月のスペインのパイナップル

輸入は、２０２２年の同時期と比較して、量で１１.４％、金額で９.９％の増加したことが明らかとなった。 

今年の最初の７か月に、２０２２年の同時期の８万８,９５０トンに対して９万９,０６０トンが輸入され、輸入額は昨

年の７,４４９万ユーロに対して８,１８７万ユーロであった。 

さまざまな関税分類について見ると、「乾燥パイナップル」の輸入は著しく減少しており、２０２２年１月～７月

の３２３.９８トンに対し今年は１６０.５８トンとなった。「生鮮パイナップル」の輸入量は２％のわずかな減少となっ

たが、輸入量の大部分を占める「その他」のカテゴリは１４.５％増の約８万４千トンとなった。 

北米： コスタリカからの供給が安定した水準に戻る 

パイナップルの供給は現在安定している。ある出荷業者は、市場への入荷量は多いが、価格設定は良好

で、積極的で、販促可能なものとなっていると報告している。一部はメキシコ産だが、大部分はコスタリカ産で

ある。 

昨年のこの時期と比べて、供給と価格は比較的似ている。需要はやや少ないが、それは消費者が財布の

ひもをいくらか引き締めて、何に金を使うべきか見極めているからかも知れない。 

この供給量の水準は、現時点では昨年と似ているように見えるかも知れないが、状況は数か月前とすら異

なっている。価格は、夏の半ばから終わりにかけて２０ドル台後半であったが、現在は１０ドル代前半に戻って

いる。この高値は、主にその時期のコスタリカからの供給不足によるものであった。今後の価格については、

安定するようである。 

コスタリカ： クリスマスに間に合うように生産が回復 

ある生産者によると、通常大きな供給不足が生じる自然の開花期の後、この国では減少していた出荷量が

回復している。業界全体で出荷量が全般的に減少した。出荷量の回復はクリスマスシーズンに間に合うだろ

うと当地の生産者らは言う。彼らは、ヨーロッパの需要は現時点では高くなく、供給量も多くないと話す。価格

も予想されたほど高くはないが、安定している。 

パナマ： パイナップルの需要が高まる 

パナマは、他の主要供給国から米国とヨーロッパへの供給量が減少しているため、１１月末から２月にかけ

ての出荷期間を活用するよう準備している。パナマの生産者らは、複数の最大級の輸出国で現在の需要を

満たすのに十分な供給量がないため、現在（パナマ産）パイナップルの需要が増加していると言う。彼らは、パ

イナップルの需要が１１月末から２月にかけてピークに達すると予想している。 

エクアドル： 出荷量が再び増加 

パイナップルの出荷量は、ここ数週間の減少の後、再び増加し始めている。また、主要市場での需要も減

少しており、生産が上向き始めているため、今月末には需要が改善することを期待している。  
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２４２．米国カリフォルニア州 生食用ブドウは終了へ 柑橘類は少ない 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月１６日 

カリフォルニア州では、その出荷シーズンが終わりに近づいている果実もあれば、出荷がまだ続く果実や

出荷が始まろうとしている果実もある。マウンテンビューフルーツセールス社のクリスタ・ベックステッド氏は、

「弊社では柑橘類の出荷シーズンに向けて準備が進んでいる」と話す（以下「 」は同氏の発言）。同社は、クレメ

ンタイン、ページマンダリン、タンゴマンダリン及びマーコットを市場に出荷する。最初に出荷されるクレメンタ

インは、昨年より約２週間遅く１１月に収穫される。「天気は夏の間ずっと良かったが、今シーズンはアザミウマ

による被害が非常に多かった。」 この昆虫は開花期に花の中に入り、発育中の柔らかい果実に傷をつける。

「前向きに見ればアザミウマの被害を受けた果実はほとんど落果したが、裏を返せば全体的な収穫量は約２

０％減少した。」 生産量が少ないため果実のサイズは大きく、同氏は順調な出荷を期待している。 

クレメンタインは、１１月から１月中旬まで出荷する予定である。少し遅れて１２月中旬から２月までページマ

ンダリンが、１月下旬から４月までタンゴマンダリンがこれに続く。ソフト柑橘類の出荷シーズンの最後はマー

コットで、３月中旬から５月まで出荷される。「収穫の開始は昨年より２週間遅れる見込みだが、終了は例年よ

り２週間早い５月１日頃を見込んでいる。」（一部省略） 

生食用ブドウは３５％減少 

カリフォルニア州の柑橘類の出荷シーズンは１１月上旬に始まるが、生食用ブドウはその頃に収穫が終了

すると予想されており、店頭では１１月中旬または下旬まで入手できるはずである。「ハリケーンヒラリーによる

雨と湿度の影響で、生食用ブドウは難しいシーズンであった。業界全体の出荷量は、昨年の９,７５０万箱から

少なくとも３５％減少すると予測される。」 品質は良好であるが、被害の出た果実を特定し、房をきれいにする

必要があるため、園地での箱詰めは通常よりもはるかに時間がかかる。「良好な完成品を得るには、いつもよ

り時間がかかっている。」 

生食用ブドウの需要は、国内外で良好である。「特に緑色の種無し品種のスイートグローブは、すべての輸

出市場で素晴らしい需要が見られた。」 この品種は、同社のプレミアム生食用ブドウ限定である「エステート

ヴィニャーズ」ブランドの下で梱包されている。この品種は、メキシコ、香港、台湾、マレーシア、韓国、日本、

シンガポールに出荷された。（以下省略） 

２４３．ベトナム 果実・野菜の輸出は５５億米ドル超の予測 
ベトナム国営通信社（ＶＮＡ） ２０２３年１０月１６日 

ハノイ（VNA）–２０２３年の果実と野菜の輸出は新記録を達成し、５５億米ドル超を獲得するものと予測される。

農業農村開発省によると、ベトナムは今年これまでの９か月間に前年比７２％近くの急増となる４２億米ドルの

果実と野菜の輸出を記録し、２０１８年に達成した３８億１千万米ドルの記録を更新した。一方、ベトナム野菜

果実協会（VINAFRUIT）は、同じ９か月の輸入量を０.１％減の約１４億６千万米ドルと推定した。 

ベトナム産果実・野菜の最大の輸入国は、中国、米国、韓国、日本、オランダである。米国への輸出のみが

わずかに減少したが、他の国への輸出は大幅に増加した。中国への輸出は２２億６千万米ドルを超え、前年

比１３４％増加した。前年比ではオランダ（５０％増）、韓国（１８％）、日本（６％）がこれに続いた。統計によると、

ベトナム産果実・野菜の輸入額は首位の中国が約６４％を占め、米国、韓国、日本、オランダがそれに続いた。 

特に、ドリアンの輸出は引き続き力強い伸びを達成した。１月～８月の期間に１２億８千万米ドル以上を輸出

し、前年同期から７００％増加した。この急増は、公式チャネルを通じた中国への輸出によるもので、中国はこ

の期間中に生鮮ものを中心に約１１億５千万米ドルのドリアンを輸入した。これにより、ドリアンは今年１０月に

１５億米ドルの目標を達成すると予想されている。 

さらに、ジャックフルーツ、マンゴー、ライチ、スイカ、ポメロ、リュウガンなども輸出額を順調に伸ばした。ドラ

ゴンフルーツの輸出は、中国と米国への輸出の急落によりわずかに減少して約４億５千万米ドルとなった。し

かし、中国では通常年末までこの果実の需要が高いため、同協会は輸出の回復を期待している。（以下省略）  

https://www.freshplaza.com/europe/article/9568281/more-concise-california-citrus-season-expected/
https://en.vietnamplus.vn/fruit-vegetable-exports-predicted-to-top-55-billion-usd/269674.vnp
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２４４．エジプト ヨーロッパのオレンジ減収はエジプトにとっての好機 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月１６日 

エジプト産柑橘類の出荷シーズンが近づいており、キャピタルアグロ社の社長兼副会長であるモハメド・ワ

フェイ氏は、前向きな見通しを持っている（以下「 」は同氏の発言）。「弊社のこのオレンジシーズンの見通しは楽

観的である。ヨーロッパでは、雨の少ない天候で減少した域内供給に代わるものとして、エジプト産オレンジ

の需要が高まっている。スペインとイタリアでの約３０％に及ぶオレンジ出荷量の大幅な減少は、その不足分

を埋める機会を我々に提供している。今年は弊社のオレンジ取扱量の増加が予想され、３万トンに達するも

のと期待している」と述べた。 

同氏によると、今年予想される販売量の増加には、それに寄与する特定の理由がある。「第一に、エジプト

産オレンジの品質の高さは国際市場で好評を得ており、エジプト産への需要が高まっている。この肯定的な

評判は、輸出量の増加をもたらした。さらに、スペインとイタリアでのオレンジ出荷量の減少は、供給ギャップ

を埋め、需要を満たすための市場機会を生み出した。」 

今シーズン、同社の主たる目標は、様々な市場への輸出量を増やすことであると同氏は説明する。「北米、

アジア、中東などの主要地域での存在感を高めることを目指している。さらに、各市場の特定の需要を満た

すために、商品の多様化に注力している。柑橘類・生鮮果実業界は、販売戦略と成長傾向の変化を目の当

たりにしている。有機栽培や持続可能な栽培方法で生産された果実に対する需要の高まりが観察されている。

その結果、我々は持続可能な栽培方法に投資し、この傾向に応えるために関連する認証を取得している。さ

らに、デジタルマーケティングと電子商取引プラットフォームは、消費者に直接働きかける上でますます重要

な役割を果たしている。」 

ワフェイ氏は、キャピタルアグロ社は今シーズン、様々な新しいブランドを導入し、同社の品揃えに追加す

ると述べている。「これからのオレンジシーズンには、いくつかのエキサイティングな進展が計画されている。

５つの新しいブランドを導入し、様々な市場向けに品揃えを合計１２ブランドに拡大する。この戦略的な動き

により、提示する商品を多様化し、様々な取引先の好みに応えることができ、最終的には市場での存在感を

高めることができる。さらに、カスタマーサービスへの取り組みは、顧客関係管理（ＣＲＭ）・追跡システムの実

装に反映されている。このツールにより、取引先とのやり取りを管理し、注文を追跡し、問い合わせや懸念に

迅速に対処できるようになり、取引先に円滑な商取引を提供することができる。」 

「弊社は、グローバルＧＡＰ、ＳＭＥＴＡ監査、ＳＥＤＥＸ、ＧＲＡＳＰ、ＩＳＯなどの品質認証を取得していること

に誇りを持っている。これらの認証は、農業生産工程管理、社会的責任、品質管理システムなどの分野にお

ける国際基準への準拠を証明するものである。ブランドの品揃えを拡大し、ＣＲＭ・追跡システムを通じてカス

タマーサービスを優先し、品質認証を維持することにより、弊社は次のオレンジシーズンへの備えができてい

る。弊社は、取引先の期待に応え、高品質のオレンジを提供し、柑橘類業界での地位をさらに固めることに

引き続き取り組んでいる。」 

執筆者：  ニック・ピーターズ 

 

  

https://www.freshplaza.com/asia/article/9568339/decrease-in-european-orange-production-presents-opportunity-for-us/
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２４５．世界のブドウ市場の現状 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月１７日 

バンガードインターナショナル社は、主要な産地での一連の予期しない気象現象により、世界のブドウ市場

は現在大きく変容していると報告している。これらの出来事は、一部の地域での顕著な減収につながり、それ

は全体的な供給に影響し、その結果市場価格に影響を与えた。ペルー北部、米国カリフォルニア州、チリ及

び南アフリカの出荷シーズンと、それらが世界のブドウ市場に与えた影響を振り返りながら、ブドウ市場の状

況について見ていく。 

カリフォルニア州: 主要なブドウ産地である米国カリフォルニア州は、総収穫量が５０％減という驚異的な減収

に直面する可能性がある。この大幅な減少は、季節外れの暑さ、山火事、熱帯低気圧ヒラリーがもたらした気

象条件など、複数の要因の組み合わせに起因している。これらの有害な出来事の影響は壊滅的であり、この

地域がすでに直面していた問題を悪化させた。その結果としてのカリフォルニア州のブドウ生産量の４０〜 

５０％の減少は、世界市場全体で感じられたドミノ現象の最初の１つとなった。 

チリ: チリは嵐を比較的うまく乗り越えたようで、ブドウは総じて問題ないように見える。多少の雨は降っていた

が、作物への影響は最小限に留まると予想されている。チリは世界のブドウ輸出において極めて重要な役割

を果たしているため、これは市場にとって前向きなニュースである。ただし、気象パターンの変化が続いてい

るため、状況を注意深く監視することが依然として重要である。 

南アフリカ: 南アフリカのブドウ市場では現在良好な収穫量が見込まれており、望ましい状況にある。幸いな

ことに、豪雨がこの地域の生産に大きな影響を与えることはないと見込まれる。この南アフリカの供給の安定

性は、他の主要産地が直面する課題とは良い意味で対照的である。 

ペルー北部: 世界のブドウ市場の重要なプレーヤーであるペルー北部は、収穫量が２０〜２５％減少する大

幅な後退に直面した。大雨、洪水等のシーズン初期の悪天候は、ブドウの出荷にとって不利な条件を生み

出した。これにより、出荷量の減少とカビの問題が発生し、スイートグローブ品種の品質に影響を及ぼした。

その結果、９００万箱以上の大幅な減収となり、世界のブドウ供給の重荷となっている。 

エルニーニョ現象とラニーニャ現象の頻度の高まりは、世界中でブドウ生産に間違いなく影響を及ぼしてい

る。これらの気候現象は、生育条件の予測を難しくし、生産者と出荷先が収量を正確に予測することを困難

にし、その結果として需要が供給を大幅に上回ることとなる。 

 

（関連記事）ペルー産ブドウは出荷は早いが量は少ない見込み 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月１７日 

ブラジルとペルーの新しいブドウシーズンが少し前に始まり、最初の荷がヨーロッパ市場に到着している。

輸入業者のコルネ・ファン・デ・クルンデルト氏は、「ペルー産のブドウが昨年より２〜３週間も早いことは特に

注目に値する。統計によると、（ヨーロッパへの）ブドウの輸入量が多いことが示されているが、それはシーズン

全体には当てはまらないだろう。全体的に、また特にペルー産については大幅な減少が見込まれる」と言う。 

このことは主にペルーの北部を特に激しく襲ったエルニーニョ現象に関係している。同氏は、「ペルー産の

ブドウに対する米国からの需要も非常に高い。ハリケーンヒラリーがカリフォルニア州のブドウにかなりの被害

を与えたため、ペルー産ブドウの需要が大幅に増えている。したがって、ペルーの生産者らはより有利な立

場におり、価格は１０箱（５００ｇ/箱）当たり１９～２１ユーロとなっている」と話す。 

「ヨーロッパ産のブドウの価格も堅調だが、一部の例外を除いて品質はかなり低い。収穫は早く終わり、今

後数週間で売り手市場になるはずである。それは通常種無し白ブドウから始まり、赤ブドウが続く。一方、ナミ

ビアと南アフリカのブドウシーズンの見通しは素晴らしいようだ。今後しばらくの間にまだ多くのことが起こる可

能性があるが、これらの国の収穫量と品質の見通しは有望である」と同氏は結論付ける。 

  

https://www.freshplaza.com/asia/article/9567888/the-state-of-the-global-grape-market/
https://www.freshplaza.com/asia/article/9568520/despite-early-peruvian-imported-grape-start-we-expect-lower-overall-volumes/
https://www.freshplaza.com/asia/article/9568520/despite-early-peruvian-imported-grape-start-we-expect-lower-overall-volumes/
https://www.freshplaza.com/asia/article/9568520/despite-early-peruvian-imported-grape-start-we-expect-lower-overall-volumes/
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２４６．米国 フェアトレード・アメリカがバナナの最低価格を引き上げ 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年１０月１７日 

時として、値上げは歓迎すべきニュースとなりうる。ニュースリリースによると、フェアトレード認証の実施機関

であるフェアトレード・アメリカは最近、生産コストの高騰に追い付くため１６のバナナ生産国でフェアトレード

最低価格を見直した。このフェアトレード・インターナショナルの米国部門は、バナナの最低価格を引き上げ

ただけでなく、フェアトレード生活賃金格差対応を導入した。これは、企業が生活賃金格差の解消に向けて

有意義な行動をとれるように設計されたツールである。 

フェアトレード・アメリカのアマンダ・アーチラ事務局長はリリースで、「気候変動、労働者の権利、生活賃金

は、米国の消費者にとってこれまで以上に最優先の事項である。サプライチェーン全体を通じて意味のある

変化をもたらす時である。バナナ生産者の差し迫ったニーズに対応する公正な価格に継続的に焦点を当て

ることで、今後何年にもわたって持続するバナナ産業を創出できると楽観視している」と述べている。 

リリースによると、これらの価格の見直しは、生産者、取引業者、小売業者など１６５を超える利害関係者との

協議と生産コスト調査に基づいて行われた。フェアトレード・インターナショナルのバナナ担当上級アドバイザ

ーであるシルビア・カンポス氏はリリースで、「価格は、生産者と労働者にとってより公正な取引条件を形成す

る上で重要な役割を果たす。スーパーマーケットのレジでバナナに支払われた価格は、サプライチェーンを

遡り、バナナを栽培する労働者や農家に波及効果をもたらす。特にこれらの生産者は彼らの制御の及ばな

いコストの増大に直面しており、ことわざにあるように価格がすべてである」と述べている。 

リリースによると、この根本的な見直しは、生活賃金と回復力のあるバナナサプライチェーンの両方を達成

可能にするように設計されており、ツールキットは、青果物の購入者と小売業者が今日のダイナミックな市場

で農場労働者とバナナ生産をより適切にサポートできるようにすることを目的としている。フェアトレード最低

価格指数、生活賃金参考価格ガイド、フェアトレード生活賃金格差ツールの３つが更新された。 

バナナの生産コストの上昇に追いつく カンポス氏はリリースで、「バナナの生産コストは主要な部分が大幅

に変化していることがわかった。例えば、全生産コストの約半分を占める賃金は１５％近く上昇した。フェアト

レードはこれらの変化を継続的に監視し、現場のバナナ生産者の現実を反映するように価格を調整する」と

述べている。１９９６年以来、フェアトレードの最低価格とプレミアム価格のモデルは、バナナ生産者のセーフ

ティネットとして機能してきた。リリースによると、フェアトレードのプレミアム価格だけでも、２０１５年以来２億  

５,９００万ドル以上の資金をバナナ生産者にもたらした。 

エクアドルのバナナ輸出業者協会の事務局長であり、バナナ組合連合会のコーディネーターであるホセ・

アントニオ・イダルゴ氏はリリースで、「このフェアトレードのメカニズムは、バナナ産業の持続可能性と公平性

を確保する上での重要な前進を反映している。それには、公正な労働基準、環境的持続可能性、社会的責

任などの重要な要素が含まれる。この包括的なアプローチは、バナナ生産の複雑な性質を認識し、生産者

が社会的・環境的持続可能性を達成しながら財政的義務を果たせるようにするものだ」と話す。 

影響を追跡するためのツール フェアトレードはその価格ツールに加えて、商業的パートナーに対し一連の

技術情報とともに報告・監視ツールのパッケージも提供している。リリースは、これらのツールは、より公正な

価格の支払いが、労働者が生活賃金を稼ぐのにどれだけ役立ち、農家や大規模農場の所有者が農場での

持続可能な農法に支出するのをどれだけ支援するかを測定・視覚化するように設計されているとしている。 

エクイフルーツ社（カナダ）のキム・チャッカル営業販売部長はリリースで、「弊社では、創業当初から１００％

フェアトレードブランドの約束をしてきた。バナナのサプライチェーン内の公平性を確保するためには、我々

がルールを設定したり、自身の進捗状況を評価したりしない枠組みの中で運用することが重要である。フェア

トレード基準は明確であり、最低価格は持続可能な生産のコストを反映するように毎年見直される。小売業者

が慣れ親しんでいる価格設定は、バナナ農家にとって持続が不可能なほど低いものである。フェアトレード

の枠組みは、当社のビジネスモデルの透明性とトレーサビリティに自信を与えてくれる」と述べた。 

執筆者： クリスティン・リー・ロア  

https://www.thepacker.com/news/social-responsibility/backed-calls-producers-fairtrade-america-ups-its-banana-price-minimums
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２４７．オーストラリア 夏果実の出荷量は大幅に増加する見込み 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月１８日 

サマーフルーツオーストラリア（核果類生産者の団体）は良い出荷シーズンを期待している。開花と結実は全般

的に非常に良く、高品質の夏果実に最適な暖かい春と暑い夏が見込まれる。 

同団体の貿易開発部長であるシャーロット・ブラント氏は、「出荷量は常に気象条件に依存する。収量に悪

影響を与える雹を伴う嵐やその他の悪天候がなければ、出荷量は昨シーズンと比較して大幅に増加し、  

１２万トン以上に戻る」と述べている。（以下「 」は同氏の発言） 

 

モモ、ネクタリン、スモモ、アンズは、中国、シンガポール、香港等の市場に輸出される主要な夏果実である。 

ホートイノベーション社の統計ハンドブック２０２１-２２によると、昨シーズン（２０２２年６月まで）のオーストラリ

アの夏果実の総出荷量は１１万６,４３２トン（出荷額３億３,８９０万豪ドル）で、このうち１５％が７,９６０万豪ドルで

輸出され、６６％が国内の生鮮市場に出荷され（卸売販売額３億１,４００万豪ドル＊）、残りの１９％が加工用に

仕向けられた。（＊：上記統計ハンドブックによるとこの金額には輸入品を含む。２０２２年６月末現在１豪ドル＝約９３円） 

モモとネクタリンは最近ベトナムへの市場アクセスを獲得し、２０２１-２２年度（昨年度）が最初のフルシーズ

ンの貿易であった。ベトナムはオーストラリアの夏果実の重要な市場になると期待されている。 

生鮮モモ・ネクタリンの国際貿易 

「できるだけ多くの輸出市場へのアクセスを望んでいる。現在、韓国、日本、米国、ニュージーランドなどの

市場にアクセスできない。」 

ホートイノベーション社の統計ハンドブック２０２１-２２の数値によると、昨シーズンのモモとネクタリンの総出

荷量は８万１,１８６トンで、出荷額は２億４,４２０万豪ドルであった。この数量の１４％（５,２００万豪ドル相当）が

輸出され、７１％が国内の生鮮市場に出荷され、１６％が加工された。モモとネクタリンの大部分（７６％）はビク

トリア州で栽培されている。 

一般的に、オーストラリア人は農業生産者を支援し、国内産の果実を購入することを好む。つまり、オースト

ラリア産の果実が市場に出回っている１０月から４月までの期間中は輸入がない。 

ニールセンホームスキャン調査のデータによると、「国内産のシーズン中、夏果実の価格が前年比で上昇し

たため販売量は減少した。対照的に、輸入シーズン中は、単位重量当たりの平均価格が低かったため、一

部の月で販売量が増加した。過去１２か月間では、価格の上昇、販促活動の減少及び一部での品質上の問

題により、オーストラリア市場での消費量は前年と比較して減少した。」 

モモ、アンズ、ネクタリン、スモモの生産量は非常に異なる。オーストラリアの生産者は複数の州に分散して

おり、出荷シーズンを１１月から４月上旬まで延長するために様々な品種を栽培している。 

執筆者： ニコラ・マクレガー 

  

生鮮夏果実の貿易量                               生鮮モモ・ネクタリンの貿易量 
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https://www.freshplaza.com/asia/article/9568466/australian-summer-fruit-volumes-should-increase-significantly-on-last-year/
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２４８．スペイン 今年のカキは収穫が遅く大玉が不足 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月１８日 

スペインの主要なカキ産地であるバレンシア州では、例年よりも暖かい天候の影響で、ロホ・ブリランテ品種

の収穫が通常よりゆっくりと進んでおり、小玉と中玉が多くなっている。需要は高く、価格は収益の出る水準を

維持している。 

フルタスインマ社のマネージャーであるインマ・トレグロッサ氏は、「今年のカキの出荷シーズンは、果実の

成熟の遅れと出荷開始時の大玉の不足により、非常にゆっくりと進行している。気象条件、特に過剰な暑さに

よって悪影響を受けており、果実の着色が遅れ、コナカイガラムシやコナジラミなどの害虫の蔓延を促してい

る」と言う。（以下「 」は同氏の発言） 

生産量は最初の見通しでの予想を下回っているが、悪天候のために出荷量の７０％以上が失われた前シ

ーズンよりはかなり多くなっている。「雹と害虫により、予想した収穫量のうち約２５％が失われた。害虫による

被害は続いており、今後数週間で状況がどのようになるかを見守っている。しかし、今のところ、今年のカキ

は、外観、果肉とも非常に品質が良いようだ。」 

「昨年のこの時期よりも多くのカキがあるが、通常の出荷量があった他の年と比較すると、市場はまだ比較

的空いている。これも大玉が少ないためである。弊社は、卸売市場への供給に特化しており、そこでは通常、

大玉が求められる。マンダリンでも似たようなことが起こっている。」 

このバレンシア州の会社のマネージャーによると、需要は高く、現在の価格は高い生産コストをカバーして

利益を上げるのに十分である。「昨年は非常に困難だったので、今年は出荷シーズンを通して価格がこのま

まであることを願っている。いずれにしても、少なくとも１１月の第１週を過ぎるまでは多くのカキは期待できな

い。カキは寒い季節の商品であるため、気温が下がれば需要が高まると見られる。」 

同社は、年間約５千トンのカキを出荷・販売している。それらは主に国内の伝統的な市場で販売され、ドイ

ツ、イタリア、フランス、ベルギー、ハンガリー、ポルトガルなどのヨーロッパ諸国、及びカナダ、ブラジル、ヨル

ダン、ドバイ、シンガポール、香港などの非ＥＵ諸国にも出荷される。 

 

（関連記事）スペイン カキは不良果が多くかなりの減収 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月１８日 

ラ・ウニオ（バレンシア州の農畜産業者団体）のカキ栽培組合長であるシモ・マドラマニー氏は、「今シーズンは不

良果が多く、ほとんどの場合５０％を超えている。したがって、我々の出荷見通しは、昨シーズンよりもはるか

に量が少なく２５万トンに達することはほとんどないだろうというものだ」と述べた。（以下「 」は同氏の発言） 

「天候の悪さには、害虫の発生率と数の増加が含まれ、生産者は実際に収穫される量の５０％または６０％

を超える損失を想定することもよくある。カキに関して気候変動はますます重要になっており、特定の地域で

は渋味果の問題が数多く起きている。この意味で、当団体は気候変動によりよく適応した新品種の研究を提

案している。また、発生したすべての損害を現在の保険制度でカバーすることを提案している。」 

（今年始まった中国への輸出について省略） 

同氏は、このセクターの将来と新しい市場の開放に伴うカキの可能性は、２つの異なる視点から取り組む必

要があると考えている。「一方で、生産者は出荷シーズンごとに大きな課題に直面している。我々はますます

多くの農業上の困難に直面しており、この作物を生産することがますます困難になっている。収益性は年々

低下しており、わずかばかりの価格の上昇はコストの増大と不良果の増加を補うものではない。他方プラス面

としては、中国市場のような新しい国際市場の開放は需要を増加させ、ヨーロッパ市場の混雑を緩和し、これ

は通常の条件下では価格の上昇につながるはずである。この価格の上昇が、いつものように農食サプライチ

ェーンの中間段階に利益をもたらすだけでなく、生産者に利益をもたらすことを願っている。」  

https://www.freshplaza.com/asia/article/9568599/the-kaki-campaign-is-progressing-very-slowly-this-year-and-there-is-a-shortage-of-large-sizes/
https://www.freshplaza.com/asia/article/9568964/we-ll-hardly-reach-250-000-tons/
https://www.freshplaza.com/asia/article/9568520/despite-early-peruvian-imported-grape-start-we-expect-lower-overall-volumes/
https://www.freshplaza.com/asia/article/9568520/despite-early-peruvian-imported-grape-start-we-expect-lower-overall-volumes/


162 

２４９．ＥＵのリンゴとナシの出荷量見込みが下方修正 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｒｏｔａｌ ２０２３年１０月１９日 

世界リンゴ・ナシ協会（ＷＡＰＡ）は、８月の収穫量予測の修正を発表し、両作物でさらに減少が見込まれる。 

リンゴの収穫はあと何週間か続くが、最初の地域別調整に基づいて、ＷＡＰＡは２０２３年のＥＵのリンゴ出荷

量が１,１００万トン弱に落ち着くと推定している。これは当初の予測より約４％低い。 

ナシは、イタリア、スペイン、ベルギー、オランダの予測のさらなる減少により、２０２１年よりもさらに低い出荷

量となる。最終的なナシの出荷量は約１７２万トンで、当初の予測を約６％下回ると予想される。（原文のまま） 

当初の見積もりは、収穫が始まろうとしている毎年８月のプログノスフルーツ会議で発表される。作柄は   

１０月下旬まで自然や気候要因の影響を受け、出荷量と品質にプラスまたはマイナスの影響を与える可能性

がある。ＷＡＰＡはリリースで、従来からこうした予測の調整はわずかな率の変動であったとしている。 

プログノスフルーツ会議における各国協会ネットワークの予測からの最初の見直しは、当初の見通しの発

表後数週間で気候変動関連の条件が出荷量に悪影響を及ぼしたことを示している。気象被害は、ＥＵ域内

各地での干ばつ、洪水、降雹、夜温の上昇、及び病虫害リスクの増加等であった。そのほか、一部の産地で

は降雨や夜温の低さがそれぞれ果実の肥大と着色にプラスの影響を与えた。 

８月３日に発表されたＥＵ産リンゴの最初の出荷見通しは、前年比３.３％減の合計１,１４１万６８１トンであっ

た。ナシに関しては、ＥＵの収穫量は昨年と比較して１２.９％減の合計１７４万５,６３２トンと推定されていた。 

 

２５０．ペルー産生食用ブドウは米国・中南米で高い需要 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月１９日 

ペルーの生食用ブドウ業界は、中南米・米国市場での在庫水準が低いため、その市場からの初期の需要

が高いと見ている。フェグリサック社社長のアレハンドロ・カルバハル氏は、「弊社ではすでに、種有り品種と

赤ブドウ品種の収穫を始めている。米国市場からの需要が高まっている」と話す。（以下「 」は同氏の発言） 

同社はペルーのピウラ県にあり、この冬、多くの生産者の生食用ブドウ園が大雨と洪水に見舞われた。幸

いなことに、同社のブドウ園は洪水に襲われなかったが、それでも大きな問題を防ぐために適切な管理を実

行しなければならなかった。「今シーズンは、中南米諸国の好調な市場に加えて、米国からの需要の増加に

より順調に始まった。弊社に影響を与えるマイナス要因としては、年初の降雨の結果として出荷量が減少した

ことで、出荷が最も早いペルーの北部と中央部で３０％の減少が予想される。」 

同氏は、ブドウ園を設置した時の計画が局地的な洪水を回避するのに大いに役立ったが、慎重な管理を

行う必要があったと説明した。「弊社の園地では、当時洪水は発生していない。水たまりの水は、ブドウの灌

漑には使わず、計画に従い排水路によって毎日貯水池 - 低地にあり土質が重い - に排水された。これは、

この追加工事がない砂質土壌の区画とは異なる。園地の過剰な水分は好ましくないため、確実に排水して果

樹を洪水から守り、また衛生面でもカビ病 - 繁殖に適したこの地域では一般的 - が発生していない。」 

今シーズンこの後で収穫する他の栽培品種はアリソン、クリムゾン等であり、白ブドウでは、オータムクリスプ、

スイートグローブ等である。同社の主要な輸出市場は主に中国、韓国、ベトナム、台湾等のアジア市場であり、

ヨーロッパも別の主要市場である。 

同氏は最後に、ピウラ県とイカ県の両方で品質の問題があると述べた。「今日のペルーの状況は、北部地

域で少なくとも３０％収穫量が少ない。イカ県（南部）では、当初から１５％の減少が見込まれており、全般的に

品質と状態の問題があり、それがペルーの問題の一部である。」 

執筆者：  クレイトン・スワート 

  

https://www.freshfruitportal.com/news/2023/10/19/wapa-revises-northern-hemisphere-apple-and-pear-forecast/
https://www.freshplaza.com/asia/article/9569013/peru-table-grapes-see-greater-early-demand-from-us-and-latam-markets/
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２５１．トルコ 春の大雨でザクロの出荷量が減少 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月１９日 

トルコの果実輸出業者アクスン社のマネージングパートナーであるエスラ・ソイレン氏は、昨年はザクロ不足

に対処したが、今年の収穫についても同様の状況に直面しているようだとして、「今シーズン、一部の地域で

は、昨年と同じように最大３０％のザクロ不足が見られる。４月の開花期に雨が多く、１回目と２回目の開花がこ

の雨の影響を受けた。アンタルヤ県はその代表的な例である。また、同県はトルコ最大の産地であるため、こ

れらの問題はザクロの入手のしやすさと価格の両方に影響を及ぼした」と説明する。（以下「 」は同氏の発言） 

まだシーズンの始めの時期であるが、今年はこの時期としてはすでに需要が通常よりも高いと同氏は言う。

「現在、市場ではザクロがかなり不足している。これは、出荷シーズンのこの早い時期に非常に高い需要があ

ることを意味する。大抵の場合、トルコ産のザクロはスペイン産が少し減速する時期に市場に出回る。それは

通常１２月中旬頃である。しかし、今年はザクロの出荷シーズンが始まって以来、すべての取引先に定期的

に配送している。」 

トルコの経済的要因により、今年のザクロの価格は上昇した。同氏は、すべてのコストの増加を考えると、こ

の増加は避けがたいと強調する。「今シーズン、ザクロの価格は確かに高くなっている。ただし、この増加を

説明する理由はいくつかある。まず、我々はより高い生産コストに対処している。その上、トルコでは、インフ

レ率が１００％を超えている。これは、人件費、国内輸送費、燃料費等すべてのコストが２倍以上になったこと

を意味する。これは、購入者としての話である。輸出業者としては、ザクロを自社の施設に保管する必要があ

り、果実を保管する袋の価格と電気代もインフレにより２倍以上になった。これらを念頭に置いておくと、ザク

ロの価格が高いことは非常に理にかなっている。」 

ヒジャズ（Ｈｉｃａｚ）品種はトルコで栽培されている主要品種である。売れ行きが好調で、ソイレン氏は今年は

興味深いザクロの出荷シーズンを期待している。「トルコの主な品種はヒジャズで、酸味、糖度、味の組み合

わせが大変良い。我々輸出業者は、この伝統的な品種を維持していることを非常に喜んでおり、生産者も同

様である。ワンダフル品種や早い時期のワンダフル品種の出荷もあるが、市場シェアの９５％は、最も売れて

いるヒジャズ品種だと思う。今シーズンの見通しとしては、高い需要とより高い価格によって興味深いものにな

るはずだ。」 

アクスン社は選果と貯蔵の両方で業務を改善するため、多額の投資を行っているとソイレン氏は言う。「弊

社では、新しい投資として２本目のザクロ用梱包ラインを設置したところである。これはザクロの規格を揃える

上で大いに役立つ。弊社は、同じ品質基準で、シーズンを通して１つの特定のサイズを取引先に提供するこ

とができ、これが弊社の強みであると思う。弊社のもう一つの大きな強みは、新しいザクロ用冷蔵室への投資

である。現在、弊社では自社の梱包施設に最大７千トンを保管することができ、他の多くの業者とは異なり、

商品を保管するために他社を必要としない。これは、最初から最後までの完全なトレーサビリティと管理を意

味する。」 

執筆者： ニック・ピーターズ 

 

  

https://www.freshplaza.com/asia/article/9569647/heavy-spring-rains-led-to-lower-production-of-turkish-pomegranates/
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２５２．世界のオレンジ市場 

ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月２０日 

世界のオレンジの出荷が南半球から北半球に移るにつれて、多くの国の市場で高い価格が目立っている。

オランダでは、価格の高い南アフリカ産のシーズンからスペイン産オレンジへの移行が価格設定に影響を与

えた。ドイツでは南アフリカ産とオーストラリア産のオレンジの価格が高止まりしており、フランスでは気象条件

が出荷に影響を与えているためエジプト産オレンジが広まっている。 

イタリアでは南アフリカ産オレンジの出荷に関する問題から品不足となっており、北半球産ではネーブル種

が不足している。スペイン産柑橘類の出荷は干ばつの影響を大きく受け、収量が減少し価格が高騰している。

エジプトは欧州や他の地域での域内/国内供給の減少を埋める輸出の増加に注目している。 

南アフリカでは価格が前年に比べて２倍になり、北米では、安定した需要と高い品質がフロリダ州の柑橘類

シーズンを特徴づけており、カリフォルニア州は有望な収穫に向けて準備を進めている。 

オランダ： 高価な南アフリカ産のシーズンの後にスペイン産が入荷 

南アフリカ産は今年、生食用オレンジの価格水準が安定していたが、市場では搾汁用オレンジが大幅に不

足していたため価格が高くなり、販売に影響を与えた。一方、最初のスペイン産ナベリーナ品種（ネーブル種）

が出荷されている。オランダのある輸入業者は、「当社に出荷している業者は、サイズのバランスが良いと言

う。価格に関しては、現時点では南アフリカ産が唯一参考となる。スペイン産に、今の南アフリカ産の１８～２０

ユーロという高い価格をつけることはできない。市場の状態が変わらなければ、スペイン産オレンジの価格水

準は１５〜１６ユーロ程度になる可能性が高い」と予想している。 

ベルギー：  スペイン産の収量の低下が販売に悪影響を与える可能性 

ベルギーのある業者は、「先週の気温の低下によりベルギーのオレンジ需要は少し増え始めている。弊社

はまだ最後の南アフリカ産オレンジを扱っているが、ここ数週間は関心がそう高くないにもかかわらず、価格

は高めである。悪天候の中で人々がビタミンを取ろうとオレンジを多く買っているため需要が高まり始めてい

るが、価格水準がどうなるかはまだわからない。供給量は豊富であったが、弊社は今スペイン産に切り替えて

いるところである。こちらは干ばつと水不足に関する問題が続いているため、いくらか量が少なくなると予想さ

れる。それによっても価格が高くなる可能性があり、最終的にはこの時期の販売に良いことはない」と話す。 

ドイツ：  オレンジの価格は依然として高い 

ドイツ市場では、ミッドナイト、ネーブル、バレンシアといった南アフリカ産のブロンドオレンジ（白肉系）が引き

続き最も多く、注目を集めてかなり高い価格を維持した。目新しいのはオーストラリア産のブラッドオレンジ（赤

肉系）で、サイズ８が１５ｋｇ箱当たり５０～５２ユーロであった。南アフリカ産のタロッコオレンジは１ｋｇ当たり２.３５

ユーロで販売された。さらに、スペインとイタリアから最初の荷が到着した。ある直輸入業者は、通常はかなり

安いイタリア産の搾汁用オレンジでさえ、現在はかなり高いと報告している。 

フランス：  エジプト産が広まる 

現在フランス市場では、南アフリカ産のネーブル種が終わりに近づいている。フランス市場では通常スペイ

ン産が主であるが、今年は気象条件が出荷に大きな影響を与え、品質にも影響が出ている。このため、今年

はエジプトにチャンスがあり、フランスと欧州への出荷を増やすと見られる。これまでのところ、気温が高いた

めに需要は低かったが、寒い季節の到来とともに需要がわずかに増え始めている。 

イタリア：  深刻な小玉の不足が価格を押し上げる 

国内産がオフシーズンのイタリアに輸入される柑橘類に関しては、出荷シーズンの開始以来、ある大規模

多国籍企業のマネージャーによって、出荷に関するいくつかの重要なポイントが指摘されている。特に南ア

フリカ産のオレンジに関しては、今シーズンは小玉果（搾汁用）の深刻な不足が特徴である。これがカンキツ

黒点病（ＣＢＳ）の問題と相まって、１ｋｇ当たりの価格がかなり高くなっている。実際、これがオレンジ不足の主

な理由である。ほとんどの輸入業者は、一部の注文をキャンセルしなければならなかった。 

北半球の柑橘類出荷シーズンの予測は、スペイン産ネーブル種の大幅な不足を示しており、１０月と１１月

https://www.freshplaza.com/asia/article/9569457/global-market-overview-oranges/
https://www.freshplaza.com/asia/article/9568520/despite-early-peruvian-imported-grape-start-we-expect-lower-overall-volumes/
https://www.freshplaza.com/asia/article/9568520/despite-early-peruvian-imported-grape-start-we-expect-lower-overall-volumes/
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の価格に大きな影響を与えると見られる。しかし、現在のところ、イタリア産の予測は、前年と同様の安定した

状況を示している。南イタリアのある輸入業者は「世界的には、オレンジは約４０％減少すると予想されている。

海外産柑橘類の現在の高値は、少なくともエジプト産 - 通常欧州市場に大量に流入する - の入荷までは

この傾向が続くことを示唆している」と述べた。 

スペイン： 出荷量の減少と高い価格 

農水食品省によると、スペインの２０２３-２４年度の柑橘類の収穫量は５８０万トンに満たないと予想され、前

年度と同程度だが、過去５年平均より約１５％少ない。オレンジは、今シーズンも出荷量が最も多い柑橘類で、

全体の４５.９％を占めるが、平均よりほぼ６ポイント少ない可能性がある。オレンジの出荷量はすでに減少が

見られた前年を８.２％下回る２６４万３千トンで、過去５年間の平均より約２４％（-８３万２千トン）少ない。 

スペインで干ばつの影響を最も受けている柑橘類産地は、全国のオレンジの大部分を生産しているアンダ

ルシア州である。スペインの主要産地の１つである同州グアダルキビルバレー地域のオレンジ収穫量は、前

年度に比べて２０％減少し、潜在的生産可能量である過去の平均を約５０％下回ると見られる。 

この低い収量は、主に水不足、開花期と着果期の異常に高い気温、及びその後の段階で一部の地域で灌

漑制限をもたらした熱波によるものである。果樹園の大部分は、必要な水の１５％未満しか得ることができな

かった。アンダルシア州のオレンジにとっては前例のない劇的な状況であり、全般的に小玉が多くなる。 

このような供給量の低さが予測されたため、オレンジの供給をできるだけ早く確保したいと考えた梱包出荷

業者らによる園地での買い付けは、通常よりも大幅に早く開始され、多くの投機的な動きが見られた。このた

め、オレンジの価格は昨年に比べてもかなり高くなっている。（以下省略） 

エジプト： 輸出業者は主要地域での存在感を高めることを目指している 

オレンジの出荷シーズンへの期待は楽観的である。欧州の雨の少ない気象条件により、域内供給の減少

分に代わるエジプト産オレンジの需要が増加している。特にスペインとイタリアでのオレンジの約３０％の大幅

な減少は、エジプトが不足分を埋める機会を提供する。エジプトの輸出業者らは、欧州の次に、北米、アジア、

中東など主要地域での存在感を高めることを目指している。柑橘類産業は、販売戦略と成長傾向の変化を

目の当たりにしており、エジプトの輸出業者らは有機オレンジの需要の高まりに注目している。 

南アフリカ：  価格は昨年のこの時期の２倍 

今シーズン最後の南アフリカ産オレンジがケープ地方で収穫・梱包された。晩生オレンジのミッドナイト品種

が史上初めて１００万箱以上送られた米国では、最後の船が今月末に到着する。 

柑橘類の総輸出量の見通しは１億６,４４０万箱（１５ｋｇ/箱）で、２０２２年の輸出量１億６,４８０万箱をわずかに

下回る。そのうち、７,５００万箱がオレンジ（ネーブル種とバレンシア種）であり、欧州向けが２,５５０万箱で、依

然として最大の輸出先である。 

ＥＵは南アフリカ産オレンジの３分の１以上を購入しているが、大雨の後にはカンキツ黒点病とフォールスコ

ドリングモス（害虫）の問題があり、輸出業者らは南アフリカ産オレンジの２番目に大きな輸出先である中東  

（１,３５０万箱）やアジアなど他の市場向けに果実を転用した。 

国内市場では、オレンジは昨年同期の２倍以上の７.２３ランド（０.３８ユーロ）/ｋｇで取引されている。 

北米：  シーズン開始に向けて国内産オレンジの価格が上昇 

フロリダ州産のオレンジは着実に出荷されており、これまでのところ２０２２年よりも穏やかなシーズンのようだ。

昨シーズンはフロリダ州にとって特別で、２つのハリケーンと低温により出荷量が減少した。今年、晩春から初

夏にかけてフロリダ州中部ではかなり乾燥していたため、２０２３年産果実のサイズはわずかに小さくなった。

出荷は９月中旬にフロリダ州産果汁用オレンジで始まり、今週はネーブル種に移行した。品質は良好である。

今年１〜２週間早く始まった出荷シーズンは、６月まで続く。 

需要に関しては安定して果実の供給に一致しており、現在の価格は昨年と同程度か、またはわずかに高

いようである。 

米国内の反対側のカリフォルニア州では、収穫の開始が少し遅れるようで、１１月１日から１０日の間に始ま

るものと見られる。サイズは通常よりも良いと予想されるが、総出荷量は同程度のようだ。２０２３-２４年度のカリ

フォルニア州産ネーブルオレンジの当初の出荷量予測は前年度比１％増の７,４００万箱である。 
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２５３．オーストラリアの落葉果実事情（生食用ブドウ） 
米国農務省ＧＡＩＮレポート ２０２３年１０月２０日 

これは米国農務省海外農業局キャンベラ事務所（オーストラリア）が作成した「生鮮落葉果実年次報告書」を訳したものであり、

米国政府の公式見解及びデータとは異なる場合があります。 

要約 

オーストラリアの２０２３/２４年度の生食用ブドウ生産量は、２０２２/２３年度の推定２１万トンから、史上最高の

２２万トンに増加すると予測される。この増加は主に、今シーズンこれまでの良好な生育条件と、収穫の終わり

まで同様の生育条件が続くと予想される結果である。また、これらの条件により、２０２３/２４年度には高品質

の生食用ブドウが生産され、輸出市場に適した生産物の供給が増えることが期待される。生産量の増加と品

質の向上により、２０２３/２４年度の輸出量は史上３番目に多い１４万トンと予測される。 

中国は依然としてオーストラリアの生食用ブドウの主要な輸出先である。一方、オーストラリアは中国向けの

供給国として上位３位以内の地位を維持するものと予想される。予測される史上最高の生産量により、２０２３/

２４年度の国内消費量は５％増加すると予想される。しかし、生産量に占める消費量の割合は、過去１０年間

の大まかな傾向に沿って減少するものと予想される。 

生食用ブドウの概要 

オーストラリアの生食用ブドウの大半は、ビクトリア州北部のサンレイシア地域とマレーバレー地域で栽培さ

れており、出荷量の約７８％を占めている（図１参照）。これに加えて、ニューサウスウェールズ州南部のリベリ

ーナ地方の２つの地域が出荷量の約１０％を占めている。これらの地域の主な特徴は、温帯気候であり、排

水の良い砂壌土で、年間降雨量が約３００ミリと少なく、そのほとんどが基本的に収穫期間の１１月～５月では

なく、５月から１０月に降ることである。冬は穏やかであるが、樹体が必要とする十分な寒冷期間がある。これら

の地域は、ブドウの樹体の水需要を満たすため、灌漑に大きく依存している。これらの条件は発芽を促して

潜在的収穫量を高め、春から秋までの降雨量の少なさと暖かい気温は降霜、過湿及び降雹のリスクを最小

限に抑え、よく管理された点滴灌漑及び施肥計画と相まって作物の生育を最適化する。 

他の重要な産地はこれらよりも北のクイーンズランド州、北部準州及び西オーストラリア州にあり、早く暖かく

なり出荷時期が前倒しになるが、冬が暖かいため低温期間が短く、最適な産地とは言えない。しかし、これら

の地域の生食用ブドウは、ビクトリア州の主要産地よりも早く成熟するため、主に国内市場向けの出荷期間の

延長に貢献している。これらの地域では出荷量が相対的に少ないため、主に国内市場向けに、米国産ブド

ウの輸入が減少し始め、かつ国内の南部の主要産地の収穫が始まる前の時期に出荷している。 

オーストラリアの生食用ブドウの出荷は、１０月に北部準州のティートリー地域及びクイーンズランド州のエメ

ラルド地域で始まり、西オーストラリア州のカーナーボン地域では１１月上旬に始まる。さらに南の地域が徐々

に収穫を開始するにつれて出荷量が増加し、最も南部のリベリーナ、マレーバレー、サンレイシアの各地域

で大規模な出荷が始まる２月～３月に最盛期となる。これらの地域は、国内では最も遅く毎年５月頃に出荷を

終了する。また、クイーンズランド州最北部のマリーバ地域や西オーストラリア州のブルーム地域からも非常

に少量の出荷があり、輸入品と競合する６月下旬から７月にかけて収穫が始まる。これらの地域は、産地とし

てはまだ未成熟な段階にあり、現時点では果実の品質は安定していない。 

オーストラリアの生食用ブドウ産業にとって重要で前向きなことは、生産者が面積を拡大しており、権利関

係のある輸出志向の新品種に特化してきたことである。品種の選択は、中国などのアジア市場からの強い需

要を背景にしている。中国の消費者は、次第にレッドグローブなどの種有り品種から離れて種無し品種に目

を向けており、新しい品種や食味を試すことにも関心を持っている。 

  

https://apps.fas.usda.gov/newgainapi/api/Report/DownloadReportByFileName?fileName=Fresh%20Deciduous%20Fruit%20Annual_Canberra_Australia_AS2023-0019.pdf
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出典: オーストラリア生食用ブドウ協会/Horticulture Innovation Australia 

生食用ブドウ業界は、コロナ禍の前には毎年約２０％ずつの栽培面積の増加があったと推定している。近

年新植されたブドウ園では現在本格的な出荷が始まっており、生食用ブドウの総出荷量を引き続き押し上げ

るものと見込まれている。しかし、２０２０/２１年度及び２０２１/２２年度には、主にコロナ禍関連の収穫労働力

不足と特に主要産地における平均以上の春の降雨によって出荷量が減少した（図２参照）。これらの困難な

年には植栽が減少したと報告されているが、労働力確保状況の回復と生育条件の改善に伴い、全体的な植

栽は生食用ブドウの生産の改善を達成するのに適した状況にある。コロナ禍以前の生産水準への回復の兆

候は、２０２２/２３年度シーズンに明らかに見られた。２０２３/２４年度以降は、季節的な生育条件にもよるが、

生産量のさらなる増加が予想される。 

図２ オーストラリアの生食用ブドウの生産動向 

 
出典: Horticulture Innovation Australia 並びに当事務所の推計（ｅ）及び予測（ｆ） 
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図１ オーストラリアの生食用ブドウ産地 
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生産 

オーストラリアの生食用ブドウの生産量は、２０２２/２３年度シーズンに推定２１万トンに改善した後、２０２３/ 

２４年度には２２万トンに増加すると予測される。実現すれば、コロナ禍による労働力不足と通常よりも多い降

雨により生産量の伸びが止まる直前であった２０１９/２０年度の２１万４,７００トンを超える史上最高水準の生産

量となる。今シーズンは、現在の春先までの乾燥した状態と、晩春及び夏の通常よりも乾燥した状態の予報

により、また灌漑用水が十分に利用可能であることから、生産者は樹体をより良く管理でき、病気の発生リスク

が抑制される。これらの好条件により、高品質な果実で記録的な生産量を達成できる見込みがある。 

まだ非常に初期の段階ではあるが、２０２３/２４年度のシーズンが有望なスタートを切っており、２０２３年９月

初旬には特にビクトリア州とニューサウスウェールズ州南部の主要産地で、望ましい生育条件により旺盛な発

芽が見られたことが報告されている。この好条件に続いて非常に良好な房が形成され、有望な収穫量の可

能性が示された。一方、平均をかなり上回る降水量があった過去３シーズンとは異なり、今シーズンはエルニ

ーニョ現象（通常よりも暖かく、降雨が少ない）が宣言されている。オーストラリア気象庁は、２０２３年１１月から

２０２４年１月の期間に平年よりも乾燥した状態になるとの予報を出しており（図３参照）、主に十分な灌漑用水

が利用できる場合にはこれは生産者に好都合である。通常よりも乾燥するとの予報が続く場合は、真菌類の

蔓延、過度の土壌水分、及び収穫に関連する問題のリスクが軽減する。特に春の過度の降雨が近年一部の

主要産地で問題となったこととは対照的に、生産者は果実の肥大と品質をよりよく制御できるようになる。 

 

 

 

現在の乾燥状態と今後数か月の平均以下の降雨の予測にもかかわらず、生食用ブドウ生産者は、水利権

と臨時の水取引市場を通じて比較的低コストで十分な水を利用できる。オーストラリア東部の州で平均を大き

く上回る降雨量があった過去３年間には、２０１７年から２０１９年の複数年に及ぶ干ばつに見舞われた貯水池

の水が補充され、２０２２/２３年度の灌漑シーズンの末期でさえ、貯水ダムはほぼ満水であった。 
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出典: オーストラリア気象庁及び当事務所 

 
 

図３ オーストラリアの降雨予測 ２０２３年１１月〜２０２４年１月 
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生食用ブドウの主産地であるマレーバレー、サンレイシア及びリバーランド各地域の主な灌漑用水源は、

地域の南東にあるダートマスダムとヒュームダムである。２０２３/２４年度シーズンの開始からかなり後の２０２３

年１０月初旬の時点で、これら２つの灌漑用貯水施設の貯水率は９９％及び９４％であった。リベリーナ地域が

水を得ている、地域の東にあるブロワーダムとバリンジャックダムでは、同じ時期の貯水率が８５％及び９４％

であった。この高い貯水率により、生食用ブドウ生産者は、灌漑用水とそのコストが制限要因にならないことを

確信して現在のシーズンに臨むことができ、次の２０２４/２５年度シーズンに関してもかなりの程度の自信を持

つことができる。 

２０２２/２３年度の推計生産量に関しては、当事務所は２０万トンから２１万トンに修正した。このわずかな修

正は、特に果実肥大期である早春の十分な降雨と穏やかな気温の影響で今シーズンが予想よりも良かった

ためである。この状況により通常以上の病虫害が懸念されたが、それは２０２２/２３年度にはうまく管理された。 

消費 

当事務所は、生食用ブドウ消費量が２０２２/２３年度の推定値８万５,８００トンから、２０２３/２４年には９万トン

に増加すると予測する。２０２３/２４年度の生食用ブドウ生産量の増加が見込まれており、その一部は国内の

供給量と消費量の増加に貢献すると予想される。 

国内産の生食用ブドウは主に１２月から５月まで市場に出回り、ほぼ米国産のみの輸入ブドウは７月から１１

月まで出回る。 

年月の経過とともに生産量が増加するのにつれて、国内消費は増加傾向を示しているが、生産量に占める

国内消費量の割合は減少している（図表４参照）。国内消費量に影響を与える主な要因は、国内市場と比較

して輸出市場で獲得できる価格差の程度、及び年ごとの果実の全体的な品質の変動である。一般的に、生

産量が多いシーズンは、全体的に作物の品質も高くなる。生食用ブドウの品質が高いほど、輸出に適した果

実の割合が高くなり、国内供給が制限される傾向がある。２０２３/２４年度については、生産条件が改善され、

生産量と品質が前年よりも高くなると予想される。消費量は５％増加すると予測されるが、生産量に占める消

費量の割合は１％減少すると予想される。 

図４ オーストラリアの生食用ブドウ消費動向 

 
出典: 当事務所 
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７％増加する。実現すれば、複数年にわたり平均を大きく上回る降雨が生産量と品質に影響を与えたコロナ

禍直前の２年間に続く、史上３番目に多い輸出量となる。２０２３/２４年度の予測輸出量の前年度からの増加

は、主に予測生産量の増加によるものである。 
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オーストラリアは生食用ブドウを主にアジア諸国に輸出している。過去１０年で、輸出量は２０１０/１１年度の

２万９,９００トンからピークであった２０１９/２０年度の１５万２,５００トンに増加したが、その後はコロナ禍による労

働力不足と異常に雨の多い春の気象条件のために減少した。この状況は生産量と品質に影響を及ぼし、輸

出品質の生食用ブドウの供給がより強く制限された。これらの主要な問題は両方とも２０２２/２３年度にも存在

したが、その程度ははるかに小さく、輸出量が回復した。前述のように、今シーズンの気象条件は通常よりも

乾燥すると予想されており、これは生食用ブドウの生産量と品質の回復の前兆である。これにより、輸出品質

の生食用ブドウ生産量がさらに増加し、２０２３/２４年度の輸出を後押しすることが期待される。 

図５ オーストラリアの生鮮生食用ブドウの主要輸出先 

 
出典: オーストラリア統計局 

図６ 中国の生鮮ブドウ主要輸入先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: オーストラリア統計局 

中国の生鮮ブドウの輸入先 2018/19～2022/23年度 （各年度 10月～7月） 
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中国は長年にわたりオーストラリアの生食用ブドウの主要な輸出先であり、通常は総輸出量の３分の１以上

を占めている。インドネシアもまた、ベトナム、フィリピン、タイ、日本、香港等他の一連の国々とともに、この数

年主要な出荷先となっている。この輸出先のグループは、一貫して生食用ブドウ輸出全体の８０〜８５％を占

めている（図５参照）。 

中国の生食用ブドウ輸入の約４分の１はオーストラリアからであり、他の２つの主要な輸入先はチリとペルー

である。これら３か国は、中国の生食用ブドウ輸入量の９０％以上を供給している（図６参照）。オーストラリア

の輸出業者にとっての主な利点は、中国に到着するまでの輸送時間が南米諸国からは約３５日かかるのに

対し、１８〜２０日であるということである。前述のように、近年、オーストラリアの生食用ブドウ生産者は、ブドウ

の新植を輸出市場で人気の高い権利関係の有る品種に集中させてきた。南米の輸出国よりも主要市場から

近いことを踏まえ、これらの要因がオーストラリアの生食用ブドウ輸出業者を支えている。 

生食用ブドウは冷蔵で非常によく貯蔵できる青果物であり、コストの高い航空貨物ではなく、冷蔵輸送コン

テナによる海上輸送が可能である。過去１０年間の冷蔵低温輸送の物流と温度監視の改善により、海上輸送

される輸出貨物の割合は近年、８３％から約９５％に増加した（図７参照）。航空貨物による少量の輸出は、主

にシーズン初期のプレミアム市場向けのブドウである。 

図７ 生食用ブドウの輸送方法別輸出傾向 

 
 

オーストラリアの輸入量は、下方修正された２０２２/２３年度の推計値である７千トンから、２０２３/２４年度に

は１万トンに増加すると予想される。オーストラリアによる生食用ブドウの輸入はほぼすべて米国からであり、

そのほとんどはカリフォルニア州からのものである。カリフォルニア州では今シーズン生産量が増加するが、

それにもかかわらず、２０２２/２３年度のオーストラリアの輸入は通常よりも少ないと推定される。初期の報告で

は、供給や出荷の問題は示されていないが、今シーズンはオーストラリアの小売部門からの需要が軟調にな

っているようである。 

輸入はほぼ全量がオーストラリア産の出荷が無い７月から１１月の間に米国から行なわれる（図８を参照）。

したがって、米国から輸入したブドウについては、国内供給や他の輸入先からの生食用ブドウとの競争圧力

はない。 
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図８ オーストラリアのブドウ輸出入の季節性（５カ年平均） 

 

 

 

オーストラリアの生食用ブドウの生産需給統計 

生食用ブドウ（生鮮） 

販売年度の始まり 

オーストラリア 

2021/2022  2022/2023  2023/2024  
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農務省公式 今回推計値 農務省公式 今回推計値 農務省公式 今回推計値 

商業的生産量 196,000 196,000 200,000 210,000 0 220,000 

非商業的生産量 0 0 0 0 0 0 

生産量合計 196,000 196,000 200,000 210,000 0 220,000 

輸入量 10,000 10,000 15,000 7,000 0 10,000 

総供給量 206,000 206,000 215,000 217,000 0 230,000 

生鮮国内消費量 96,800 96,800 85,000 85,800 0 90,000 

輸出量 109,200 109,200 130,000 131,200 0 140,000 

市場からの隔離 0 0 0 0 0 0 

総仕向量 206,000 206,000 215,000 217,000 0 230,000 

単位： ヘクタール、トン 
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２５４．ペルー産ブドウが初めて日本に到着 新市場の幕開け 
ペルー国営通信社（ａｎｄｉｎａ） ２０２３年１０月２０日 

ロベルト・セミナリオ駐日ペルー大使は金曜日（２０日）、最初の試験輸入として６０コンテナを取得する予定の

フレッシュデルモンテジャパン社が輸入したペルー産ブドウの最初の荷を出迎えた。 

この荷は、ペルー産ブドウへの日本市場の開放を具現化するものであり、外務省、農業開発省(農業検疫

局 - Ｓｅｎａｓａ)及び外国貿易観光省による共同作業の成果である。 

１億２,５００万人の消費者で構成される日本市場は現在、ペルーの果実輸出で最も成功した品目の１つで

あるブドウについて、２６品種に開放されている。 

ペルーの２０２２年のブドウ輸出額は、５３の海外市場向けに１３億６,２００万米ドルで、前年比８.９％増加した。 

地域的には、これはペルーの主要なブドウ輸出地域であるイカ、ピウラ、ランバイエケ及びラリベルタの各

県に特に利益をもたらすものである。 

重要なこととして、ペルー産の生鮮ブドウは、日・ペルー経済連携協定（季節別）及び環太平洋パートナー

シップに関する包括的及び先進的な協定（ＣＰＴＰＰ）に基づき、日本への無関税アクセスを享受している。 

 

２５５．オーストラリア 日本へのマンゴー輸出に期待 
オーストラリア農業省 ２０２３年１０月２４日 

アルバニージー政権は農業部門で大きな貿易成果を上げ続けており、日本のレストランや小売業者がより

多くのオーストラリア産マンゴーを「いらっしゃいませ」と歓迎する準備が整いつつある。オーストラリア産マン

ゴーの日本への輸出に対する品種制限の撤廃により、オーストラリアのマンゴー産業は市場アクセスの拡大

を獲得する。これまで日本への輸出が認められていたマンゴーは５品種のみであったが、今後はオーストラリ

ア産の全品種が輸出可能となる。 

このエキサイティングなチャンスは、これから始まるマンゴーの出荷シーズンと完全に一致しており、オース

トラリアのマンゴー生産者と輸出業者はすぐに利益を得ることができる。マレー・ワット農水林業大臣は、この

成果は、オーストラリア産青果物の市場アクセスと貿易機会の拡大に対するアルバニージー政権の献身と取

組みの結果であると述べた。 

ワット大臣は、「オーストラリア産マンゴーはジューシーで味が良く、世界中で人気がある」と述べ、「日本は、

成長の可能性とプレミアムな価格帯を提供し、これはオーストラリア農業の将来に対する我々のビジョンと完

全に一致していることから、オーストラリアの園芸にとって優先度の高い市場である。しかし、この成果の意義

はマンゴーだけにとどまらない」と語った。（以下「 」は同大臣の発言） 

「品種制限の撤廃は、他の品目にも変化をもたらし、さらなる市場アクセスの拡大とオーストラリアの園芸部

門の強化への道を開く可能性がある。これは、英国、インド、東南アジア諸国における最近の市場アクセスの

成果を基礎として、農産物輸出のパイを引き続き拡大するために探求するもう一つの道である。」 

オーストラリアのマンゴー業界は、日本を長期的な成長の可能性を有する市場であると捉えている。 

日本はオーストラリアにとって２番目に大きな農林水産物の輸出市場であり、２０２２-２３年度の輸出額は前

年度比４％増の６５億豪ドル（約６,２００億円）であった。 

この新しい取り決めの下での最初のマンゴーの輸出は今シーズン開始され、オーストラリアの対日農産物

貿易にとって、重要な節目となる。 

 

  

https://andina.pe/agencia/noticia-peruvian-grapes-arrive-in-japan-for-first-time-opening-of-new-market-959804.aspx
https://minister.agriculture.gov.au/watt/media-releases/mangoes-expanded-market-access-japan
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２５６．米国カリフォルニア州 ２０２３-２４年度産ネーブルは廉価品が増える 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年１０月２３日 

カリフォルニア州柑橘類組合の会長兼ＣＥＯであるケイシー・クリーマー氏は、カリフォルニア州の柑橘類産

地では昨年大量の雨が降ったことが歓迎されたが、マイナス面はアザミウマの個体数の増加によって引き起

こされた果皮の損傷であると述べている。 

同氏は、アザミウマによる果皮の傷は、この２０２３-２４年度の柑橘類生産を特徴づける話題の１つであると

述べた。アザミウマの個体数は特に大雨が降った地域で増加したと言い、「こんなにひどいことは今までなか

った。一部の地域では本当に制御できなかった」と述べた（以下「 」は同氏の発言）。その結果、生鮮柑橘類の出

荷量が特にネーブル種で減るものと予想される。 

カリフォルニア州の２０２３-２４年度のネーブル種の出荷量は概ね昨シーズンに匹敵する。２０２３-２４年度の

ネーブル種の推定出荷量は７,４００万箱と、昨シーズンの７,３００万箱からわずかに増加した。しかし、クリー

マー氏はこの推定値では、アザミウマによる被害のために失われる果実は考慮されていないと言う。 

アザミウマの被害により、出荷できる量はネーブル種全体の１５％から８％減少すると同氏は言う。出荷され

るネーブルのうち、「チョイス」級の果実の量が増え、上級品である「ファンシー」級の量が通常よりも少なくな

ると見込まれる。それはおそらくファンシー級の果実の価格上昇につながるだろう、と同氏は述べた。「アザミ

ウマによる被害のために市場に出さないものを考慮すれば、ネーブル種の出荷量は少なくなるだろう。」 

２０２３-２４年度のマンダリンの出荷量は約１０％減少し、レモンもほぼ同じだけ減少する可能性があるとクリ

ーマー氏は述べた。マンダリンは現在、ネーブルオレンジに次いで州内で２番目に多い柑橘類である。「マ

ンダリンは今も成長している商品だが、少しだけ減速しているように感じる。」 

病虫害の検討 

クリーマー氏は、アザミウマの影響を最も受けた区画では、果実は市場に出ず、利用されないと言う。生産

者らは今シーズンの収益を懸念しており、業界のリーダー達は生産者のための災害支援への道を模索して

いる。カリフォルニア州柑橘類組合は米国農務省に対し、グレードの低いチョイス級の柑橘類を同省の飼料

プログラム用に購入するよう求めている。「この状況に対処する最善の方法は、市場を支援するのを助けるこ

とで、できるだけ多くの被害を回避することだと考えている。」 

２０２３-２４年度シーズンのもう一つの話題は、黄龍病
ホ ン ロ ン ビ ン

（ＨＬＢ： カンキツグリーニング病）の検疫区域の拡大

だとクリーマー氏は述べた。カリフォルニア州食料農業局（ＣＤＦＡ）は１０月初旬、ベンチュラ郡サンタポーラ

市の住宅地にある２本の柑橘類の木からカンキツグリーニング病としても知られるＨＬＢが検出されたことを受

け、同郡に検疫を宣言した。このＨＬＢの検出は、ベンチュラ郡で初めてであった。 

ＣＤＦＡは、同局の職員が感染した樹木の除去と処分に取り組み、検出場所から２５０メートル以内のすべて

の物件の強制調査を実施していると発表した。調査終了後、検出地点周辺２５０ｍ以内の宿主植物には、病

害媒介昆虫であるミカンキジラミを駆除するための処置を行う。ＣＤＦＡによると、これらの検出により、発見場

所の周辺５マイル（約８ｋｍ）に強制的なＨＬＢ検疫エリアが設定された。 

ＨＬＢは住宅地で発見されたが、クリーマー氏は、商業的な柑橘類生産にかなりの影響を与えるという。「生

産者は、検疫規則を守りながら収益を維持する方法を見つけ出そうとしている。」 検疫地域の生産者は、  

ＨＬＢの蔓延を防ぐために少なくとも１つの緩和策を講じる必要があり、果実が検疫地域の梱包施設に移動さ

れる場合は、２つ目の緩和策が必要である。通常、生産者はミカンキジラミを駆除するために、果樹に農薬を

散布する必要がある。 

ベンチュラ郡の検疫地域ではレモンの生産が多いが、クリーマー氏は、レモン生産者らは３年間にわたっ

て価格が低迷していると言う。 

「この地域では、多くの生産者が非常に難しい決断を下し、多くの不確実性を抱えている。」 クリーマー氏

https://www.thepacker.com/news/produce-crops/california-navel-crop-see-more-choice-fruit
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は、カリフォルニア州柑橘類組合は、この病気の蔓延を抑制し、検疫規則を可能な限り実用的で実行可能な

ものにするために努力すると述べた。 

輸出市場 

カリフォルニア州の柑橘類の出荷業者は通常、果実の約３０％を輸出市場に出荷しているが、クリーマー氏

は、昨シーズンはその割合がおそらく１５％にまで落ち込んだと言う。中国との貿易戦争の開始からコロナ禍、

輸送の問題まで、さまざまな課題を抱える中、生産者は望んでいたほど多くの輸出市場にアクセスできてい

ないとクリーマー氏は言う。 

執筆者： トム・カースト 

（２０２４年３月に「黄龍病」の、同年５月に「柑橘類組合」の表記を修正しました。） 

 

（関連記事）米国 ２０２２-２３年度の米国産柑橘類の輸出はまちまちな傾向 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年１０月２４日 

米国農務省によると、２０２２-２３年度出荷シーズンにおける米国産柑橘類の輸出は、様々な傾向を示した。 

同省の販売年度（９月～翌年８月）のデータによると、柑橘類の総輸出額（グレープフルーツ、レモン・ライム、

オレンジ・タンジェリンの合計）は７億５,１００万ドルで、前年同期の７億４,８００万ドルからわずかに変化したに

過ぎなかった。同省によると、これらの柑橘類の総輸出額は、パンデミック前の２０１９年の合計９億５,１００万ド

ルをはるかに下回っている。（以下同省のデータによる。） 

オレンジとタンジェリンは、２０２２-２３年度の輸出額が５億９,２００万ドルで、柑橘類の中で昨年度の輸出額

が最も多かった。２０２２年からは８％増加したが、２年前からは１４％減少した。カナダとメキシコへの輸出は

増加したが、アジアの大部分の輸出先への出荷は減少した。 

２０２２-２３年度のレモンとライムの輸出額は１億３,２００万ドルで、昨シーズンから１４％減、２年前に比べて 

１１％減となった。 

生鮮グレープフルーツの輸出額は４０％減少し、昨シーズンの４,４３０万ドルから２０２２-２３年度には２,７００

万ドルに減少した。２０２２年から２０２３年にかけて、韓国（５４％減）、日本（５１％減）、カナダ（２０％減）など、

多くの主要グレープフルーツ輸出先への出荷が減少した。 

ベトナムやインドネシアなどの新興市場では、２０２３年の柑橘類の買付けが減少した一方で、中米諸国へ

の輸出が増加した。 

中国への輸出はほぼすべての柑橘類で減少し、中国との貿易関係が不透明になっていることを示している。 

要約すると、柑橘類の総輸出は回復してきているが、北東アジアの減少は中米諸国の成長とは対照的で、

主要な貿易相手国との間で変動が見られる。 

執筆者： トム・カースト 

 

 

  

https://www.thepacker.com/news/produce-crops/citrus-export-numbers-show-mixed-trends
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２５７．米国 インフレ調整後のオレンジ果汁価格は２０年間で１２％上昇 
米国農務省経済調査局 ２０２３年１０月２４日 

 

オレンジジュースは、かつては米国の多くの家庭で食卓の定番であったが、過去２０年間で消費量が次第

に減少した。消費者需要の減少がその一因となっている一方で、国内のオレンジ生産量の減少も消費量の

近似的指標である一人当たり供給量に悪い影響を及ぼしている。ブラジルとメキシコからのオレンジ果汁輸

入により、供給量の減少はある程度緩和されたが、オレンジ果汁の一人当たり年間供給量は、２０００/０１年

度の約５ガロンから、２０２２/２３年度の予測値では２ガロンに低下した。（１ガロン＝約３.８リットル） 

米国の加工用/果汁市場向けオレンジの大部分は、フロリダ州で収穫される。近年、フロリダ州の柑橘類は

病害と異常気象に見舞われ、オレンジの収穫量が少なくなっている。供給量の減少は、オレンジ果汁の価格

が全般的に上昇する一因となっている。しかし、インフレ調整後の価格で見ると、２０００/０１年度から２０２１/ 

２２年度までの間に、冷凍濃縮オレンジ果汁と非濃縮オレンジ果汁（主要２品目）の価格は比較的緩やかなペ

ースで上昇した。冷凍濃縮オレンジ果汁の価格は２０年間で５％上昇し、非濃縮オレンジ果汁は同期間に  

１２％上昇した。実質価格のこの小幅な上昇は需要減少の影響を浮き彫りにしており、供給量の減少に関連

する価格要因は幾分和らげられている。 

このチャートは、農務省経済調査局（ＥＲＳ）の「果実及びナッツ類年報」及び「農場から消費者までの価格

差報告書」並びに同局が２０２３年９月に公表した「果実及びナッツ類の見通し」報告書に基づいている。 

  

米国のオレンジ果汁の一人当たり供給量と小売価格 

２０００/０１年度～２０２２/２３年度（予測値） 

ガロン/人 ２０１２年基準の米ドル 

左軸 

一人当たり供給量 

一人当たり予測供給量 

右軸 

非濃縮果汁の価格 

冷凍濃縮果汁の価格 

注： ｆ は予測値。データは１０月に始まる販売年度ベース。 

価格は国内総生産デフレーターを用いてインフレ調整済み 

出典： 米国農務省経済調査局が「農場から消費者までの価格差報告書」及び「果実及びナッツ類年報」のデータを用いて作成 

米国農務省 

経済調査局 

https://www.ers.usda.gov/data-products/chart-gallery/gallery/chart-detail/?chartId=107687
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２５８．世界の肥料市場はイスラエル・ハマス戦争でも回復の見込み 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年１０月２４日 

ラボバンク（オランダの金融機関）の最近のレポートによると、いくつかの課題と潜在的なリスクを監視する必要

があるものの、世界の肥料市場の今後数年間の見通しは前向きである。世界の肥料市場は様々な課題によ

り２０２２年に７％縮小した後で回復傾向にあり、２０２３年には約３％の使用量の増加が見込まれている。最近

のイスラエルとハマスの戦争による混乱については、現段階では肥料市場への影響は軽微と見られている。 

アフォーダビリティ指数は、２０２４年の肥料購入の前向きな見通しを示している 

同レポートは、２０２４年の肥料購入の前向きな見通しを強調しており、５％近い増加を見込んでいる。ラボ

バンクのブルーノ・フォンセカ農業投入資材担当上級アナリストは、「これらの数字は、１年前よりも肥料購入

の条件がかなり良くなっていることを示す当社のアフォーダビリティ（購入可能性）指数と一致している」として、

「指数の動きは、２０２３年の肥料使用量に関する我々の増加予想 - 窒素２％、リン酸塩３.９％、カリ５％ - 

を裏付けている」と述べた。 

 

窒素肥料の市場は課題があるが、カリ、リン酸塩市場の見通しは前向き 

窒素市場はトウモロコシと小麦の生産者の需要が減少するという課題に直面しているが、カリとリン酸塩の

見通しは前向きである。 

フォンセカ氏は、「欧州で冬が近づくにつれ、天然ガス市場の不確実性が高まり、それに伴って窒素肥料

の製造コストにも不確実性が生じている」と説明する。穀物市場と油糧種子市場も不確実性に直面しており、

ブラジルと米国では数回の豊作の後、エルニーニョ現象が目前に迫っている。 

一方、カリ市場は供給の潤沢な時期を迎えており、またリン酸塩市場は中国からのリン酸一アンモニウム

（ＭＡＰ）及びリン酸二アンモニウム（ＤＡＰ）の輸出の回復により拡大傾向にある。 

イスラエルとハマスの戦争は世界の肥料市場に影響を与える可能性があるが、現在のところその影響は限

定的と見られている 

報告書はまた、最近のイスラエルとハマスの戦争が世界の肥料市場に与える潜在的な影響に注目している。

イスラエルはリン酸塩とカリのかなりの輸出国であり、世界のリン酸塩輸出の約３％、カリ輸出の８％を占めて

いる。輸出の混乱は価格の高騰を引き起こす可能性があり、この紛争により船舶の運航会社がイスラエル地

中海岸のアシュドッド港に近づくのを避け、物流の遅延と物流コストの増大を招く可能性がある。 

これらの潜在的なリスクにもかかわらず、肥料市場への影響は現段階では軽微と見られている。フォンセカ

氏は、「イスラエルで物流が混乱した場合にも、世界の肥料市場にはカリ・リン酸塩肥料の十分な代替供給源

があり、十分な入手可能性がある」と述べた。 

出典: rabobank.com  

消費バイアス 
2024 

上向き 

肥料価格バイアス 
今後 6か月 

窒素        リン酸       カリ 

上向き        中立          中立 

 
 

アフォーダビリティ指数  0.01 
2023年 9月 
 
窒素        リン酸       カリ 

-0.21         0.07          0.32 

 

https://www.freshplaza.com/asia/article/9570857/global-fertilizer-market-set-to-recover-despite-potential-disruptions-due-to-the-israel-hamas-war/
https://research.rabobank.com/far/en/documents/164505_Rabobank_Semiannual-Fertilizer-Outlook_Fonseca_Oct2023.pdf
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２５９．チリ ２０２３-２４年度の生食用ブドウ輸出は５％の増加予測 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｒｏｔａｌ ２０２３年１０月２５日 

チリ輸出業者協会（ＡＳＯＥＸ）の生食用ブドウ委員会は、輸出は５％増加するとする２０２３-２４年度シーズン

の最初の予測を発表した。来シーズンの出荷量は６,３７８万３２８箱（１８ポンド/箱）と推定される。ペルー産の

指数関数的な増加によってこのセクターで失われた地盤を取り戻すため品種の移行を目指していることから、

その６３％は新品種になる。この予測は、同国の食用ブドウの総出荷量の８２％を占める同委員会のメンバー

企業から提供された情報に基づいている。 

ＡＳＯＥＸのイバン・マランビオ会長は、「この成長は主に新品種の生産量の増加によるもので、新品種は今

シーズンの生鮮ブドウの総輸出量の６３％、４千万箱近くに達すると予測している」と述べている。レッドグロー

ブ等の従来からの品種は、約２,３５０万箱と予想される。この目に見える新品種の増加は、今後２年以内に生

食用ブドウの総出荷量の７０％を新品種にするという同委員会の戦略に沿ったものである。同会長は、「この

最初の見通しは、チリの生産者と輸出業者が、輸出先の市場と消費者にとってより魅力的な品種を提供する

ために行った努力を明確に反映している。これは重要な投資とマネージメントを意味する」と付言した。 

米国は、複数の問題により輸出のためのシステムアプローチの承認が遅れているにもかかわらず、依然と

してチリ産生食用ブドウの主要な輸出先ある。今後の２０２３-２４年度には、米国が輸出量全体の５６％を占め、

アジアとヨーロッパがそれぞれ１９％及び１６％のシェアでこれに続くと予測されている。 

 

色に関して、同委員会のコーディネーターであるイグナシオ・カバジェロ氏は、白ブドウが最も増加したと指

摘し、「最も成長が著しいのは白ブドウで、前年度より１６％増加し、スイートグローブ、オータムクリスプ、アラ

１５の各品種の増加が際立っている」と述べた。白ブドウ品種の輸出は約２,２９０万箱と予測され、そのうち  

７４.４％が新品種である。 

一方、赤ブドウ品種の出荷量は２,４９０万箱を超えると予想されており、その７４.１％が新品種に該当する。

そのうち、ティムコ、アリソン、スイートセレブレーションが、これからのシーズンで目立つことになると予想され

ている。黒ブドウの輸出量は約６００万箱で、７６.５％がセールシードレス、スイートフェイバーズ、スイートサフ

ァイアなどの新品種である。同氏によると、生食用ブドウの最初の出荷は１１月中旬に予定されている。  

ＡＳＯＥＸ生食用ブドウ委員会第１回輸出見通し 

２０２３-２４年度ブドウの色別輸出量（箱数） 

レッドグローブ   赤      白（緑）     黒 

今回予測 

https://www.freshfruitportal.com/news/2023/10/25/chilean-table-grape-exports-project-5-uptick-for-2023-24/
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２６０．トルコ ザクロの収穫がほぼ終了 

ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月２７日 

トルコのザクロの収穫は終了に近づいている。トルコの果実輸出業者アナフルーツ社のオグジャン・エルド

アン欧州営業部長によると、シーズンの始まりはかなり忙しかったという（以下「 」は同部長の発言）。「ザクロの収

穫は９月の最終週に始まり、今は終わりに近づいている。収穫後、ザクロを予備的に格付けし、ＭＡバッグに

保管した。シーズンの初めは需要が高く、かなり忙しかった。現在、収穫はほぼ完了し、貯蔵の期間が始まっ

ている。収穫期には需要が高かったが、ここ数週間は落ち着いている。」 

同部長は、今年もヨーロッパ大陸に主眼を置き、主要な輸出市場に変更はないと見ていると言う。「弊社の

ザクロの主な市場はヨーロッパで、出荷量の約８０％がヨーロッパ向けである。弊社はＥＵが主要な輸出市場

であると考えており、今シーズンも変わらない。とはいえ、同時に他の国でのシェア拡大も目指している。」 

トルコは今年、猛暑に見舞われ、灌漑の問題が浮き彫りになり、生産にも影響が出た。「近年、地球温暖化

と干ばつの増加が、農業灌漑全般に悪影響を及ぼしている。今年は、必要な灌漑を行えなかったことと暑さ

のために、果実のサイズが小さくなった。ザクロの開花期に大雨が降ったことから、着果率が低く、総出荷量

のトン数は予想を下回った。」 

ザクロの価格は昨年よりも高く、コストも大幅に上昇した。「今シーズンは、ザクロの価格が前シーズンの２倍

になった。さらに、人件費、燃料費、梱包費の増大にも直面している。その結果、市場での価格は予想よりも

高い水準で推移している。今シーズン、倉庫に保管されているザクロの量は、総じて前年よりも少ないと思う。

例年のような需要があっても、今シーズンがうまくいくことを願っている。」 

執筆者： ニック・ピーターズ 

２６１．ポーランド リンゴの生産量減少で新市場への参入は先送り 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月２７日 

ポーランド産リンゴの出荷が少し遅れて本格化した。ポーランドのリンゴ販売会社ジェネシス・フレッシュ社

のマネージャーであるヤン・ノバコスキー氏は、ゴールデンデリシャスは昨年よりも緑がかっていると言う。最

初のガラは予定通りに収穫され、輸出市場向けの長距離輸送に適した条件が整っている。レッドジョナプリン

ス、ジョナゴールド、リゴルなどの他の品種は、今シーズンは色付きが良くない。ゴールデンデリシャスは、好

天に恵まれ黄色に赤みがさした前年に比べて、緑がかっている。 

今シーズンはポーランドのリンゴの出荷量が少ないことから、同社の既存の取引先への供給を優先し、新た

な機会を見つけ出すことは保留にしなければならないと同氏は説明する（以下「 」は同氏の発言）。「全体として、

今シーズンは出荷量が約３０％減少するため、注意を払いながら既存の市場や取引先にリンゴを供給してい

く。来年は生産量が増えることを願うが、新しい機会の獲得はそれまで延期せざるを得ないだろう。南米が、

ポーランド産リンゴの新たな注目市場である。わずか数年で、弊社のリンゴは中南米市場に浸透した。ポーラ

ンド産リンゴはこの地域で順調に売れており、その結果、需要は増加の一途をたどるだろう。」 

同氏は、今シーズンは輸出用のリンゴと加工用のリンゴの両方で値段が高くなっていると述べた。「今シー

ズンのリンゴの価格は良い水準で始まった。すでに数週間前から、すべての品種で価格が上昇している。加

工用リンゴも良いシーズンを迎えている。これらのリンゴの価格水準は依然として上昇しているため、今シー

ズンは軒並み高くなると予想される。」 

現在、需要は旺盛で、この第４四半期には輸出が増加すると予想される。「今のところ、ガラの需要は良好

である。アジアと南米の市場は、シーズンの初めから非常に好調に推移している。その理由は、ヨーロッパの

ほか、インドや中国など世界の他の地域でもリンゴが少ないことである。２０２３年第４四半期にはリンゴの輸出

が増加する見込みだ。輸入需要が多いためにすでにコンテナが不足している。全体として、ポーランド産リン

ゴの今年のシーズンは、ヨーロッパ域内とアジアへの出荷が好調になるだろう。」 

執筆者: ニック・ピーターズ  

https://www.freshplaza.com/asia/article/9572029/harvest-of-turkish-pomegranates-almost-finished/
https://www.freshplaza.com/asia/article/9571991/lower-apple-production-in-poland-postpones-opportunities-to-reach-new-markets/
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２６２．トルコ産柑橘類の需要が回復 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年１０月３０日 

南アフリカとスペインの出荷量が少ないため、トルコ産オレンジへの関心が急速に高まっており、レモンの

需要も同様である。トルコの輸出業者アクスン社の共同経営者であるエスラ・ソイレイエン氏によると、今シー

ズンはトルコ産オレンジの需要が異常に高く、ヨーロッパ最大の生産国であるスペインでも需要がある。同氏

は、「オレンジが不足しており、皆が欲しがっている」と言う。 

同氏は、ヨーロッパだけでなく、あらゆる場所で販売の可能性が高いと見ており、「信じられないくらいの需

要だ。これは普通ではない。通常、スペインには多くのオレンジがあり、フランスやイタリアは大生産国だ。ギ

リシャ産やエジプト産もかなり安いので、トルコ産の出番はない。普段はほとんどの生産物がロシアに送られ

る」と語った。同氏はまた、近年、ヨーロッパ市場の見通しが絶望的に見えたため、トルコの生産者らは木を切

り始めていたが、今年は良い稼ぎになったので、再投資することができるだろうと述べた。 

供給不足は、主に主要生産国の天候の問題に起因しており、特に南アフリカで影響が大きい。トルコの生

産・輸出業者アナドルエタップ社のアイセル・オウズ氏は「もはやどの輸出国も安定しているとは思えない」と

言い、「気候変動は、トルコ、アフリカ、南半球全体のあらゆる人に影響を与えており、すべての供給者に何ら

かの形で影響を及ぼしている。それにより供給国ごとの出荷時期が変化している。南アフリカも今シーズンは

レモンが不足しているため、出荷が早めに止まり、市場では品不足で引き合いが強くなっている」と述べた。 

これは、トルコがレモン市場で南アフリカとスペインからの大きな圧力に直面していた近年の様子とは異な

る。オウズ氏は、「毎年状況が変わる。昨年は南アフリカ産レモンの圧力を感じたが、今年は違った。エジプト

も品質と農薬基準への適合の面で良い取組みをしており、今後レモンやオレンジなど柑橘類で強力な競争

相手になると思う。もちろん、値段の面でもだ」と語った。 

南アフリカ産の供給が不足しているため、同氏はアジア市場にもチャンスを見出している。同氏は、「香港、

シンガポール、マレーシアの多くの取引先から、トルコ産レモンに適した出荷時期があると言われている」と

話す。また、ヨーロッパの多くの小売業者は、スペインへの依存度を下げるためにトルコに目を向けている。

価格への影響については、少なくとも今年はトルコの生産者は安心できるかもしれない。 

執筆者： トム・ジョイス 

２６３．ニュージーランド グリーンキウイフルーツの梱包費を値下げ 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１０月３１日 

タウランガ市にある世界最大級の収穫後処理施設は、ニュージーランドのキウイフルーツ産業をさらに後押

しするため、グリーンキウイの包装費を引き下げる。この値下げは、マウントパックアンドクール社（Ｍｐａｃ）の

先見の明と５年にわたる投資事業によって可能となった。この事業によって整備されたタウリコ地区の新しい

拠点は、自動化、合理化、効率化のモデルとなった。 

Ｍｐａｃのブレンドン・リー社長は、「２０１７年に白紙の状態から始め、この土地を購入し、効率を最適化する

ための究極の収穫後処理施設を設計・建設したことでこれを実現できた。この投資とその成果である本事業

は、グリーンキウイの生産者を支援するためのこの重要な取組みが今や実施できることを意味し、それは苦

境に立たされているこの品種を再活性化するために必要であると考えている」と話す。（以下は同社長の発言） 

「グリーンキウイの梱包は、ゴールドキウイの梱包費用を低減する。それは簡単なことだ。グリーンにとって

良いことは、ゴールドと業界全体にとっても良いことだ。ゴールドの後の３月から６月までのグリーンの梱包期

間がなければ、ゴールドの収穫後のコストは２倍になり、業界のゴールド部門にとって負担になるだろう。」 

「Ｍｐａｃでは、グリーンキウイの未来を見据えている。グリーンは依然として世界中で需要があり、必要なこと

は、生産者に競争力のある優れたサービスと梱包価格を提供し、商業的に成立する状態を維持することであ

る。グリーンキウイはキウイフルーツの品揃えの重要な構成要素である。」 

出典: sunlive.co.nz  

https://www.fruitnet.com/eurofruit/turkish-citrus-back-in-demand/256793.article
https://www.freshplaza.com/asia/article/9572913/tauranga-post-harvest-operation-cuts-green-kiwifruit-packing-prices/
https://www.sunlive.co.nz/news/330070-post-harvest-operation-slashes-packing-prices-.html
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２６４．南アフリカ 核果類の出荷予測は概ね横ばい 
ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ ２０２３年１０月３１日 

南アフリカの核果類の出荷シーズンが始まり生産者らは改善を期待するもいくつかの課題 

南アフリカ産核果類の今シーズン初の出荷予測では、ネクタリンは輸出量が増加し、スモモはわずかに増

加、モモは横ばいの一方、アンズは大幅に減少すると見込まれる。 

栽培面積に関しては、ネクタリンが全体の傾向に逆行している。他の３つの品目は横ばいで推移するか減

少しているが、ネクタリンは近年増加している。業界団体のホートグロ（Ｈｏｒｔｇｒｏ）は、「アンズの栽培面積は横

ばい、モモも横ばいだが減少傾向にある。また、スモモは横ばいを続けているが過去数シーズン非常に収益

性が悪かったため、栽培面積がわずかに減少している」としている（以下「 」は同団体の見解）。一方、ネクタリン

は増加傾向が続き、総栽培面積は２０％増加した。 

「昨シーズン（２０２２/２３年度）は、さまざまな悪天候の影響が、物流上の課題 – 主にケープタウン港の強

風と処理能力や設備の問題 - によってさらに悪化したことで、収量が本来の収穫可能量を下回ったが、今

シーズン（２０２３/２４年度）の核果類の作柄に関するこの早い段階の見通しは前向きで安定している。」 同団

体は、この業界は果実の品質とサイズ及び物流チェーンの最適化を引き続き重視するとしている。「現在進

行中の世界的なコストと価格のジレンマは引き続き運用コストに圧力をかけると見られ、このことは、バリュー

チェーン全体で効率、生産性、コストを精査することが緊急に必要であることを示している。」 

長く雨の多い冬が続き、その結果、低温時間が積み上がり、十分な水が供給されてダムが満杯になった。

しかし、その後、比較的涼しく雨の多い春が長引いており、一部の地域で開花と着果に影響を与えた。ただ

し、果実のサイズと品質はすべての品目で改善されると予想される。 

ホートグロによると、核果類輸出量の当初の見通しでは、アンズは約２４％減の４５万箱（４.７５ｋｇ/箱）が輸出

されると推定される。この減少は、主に一部の産地での霜の影響によるものである。モモは昨シーズンと変わ

らず、２１７万箱（２.５ｋｇ/箱）の輸出が見込まれる。ネクタリンの輸出量は１３０万箱（１７％）増加し、９００万箱 

（２.５ｋｇ/箱）となる見込みである。ホートグロは、過去６年間に植栽された新しい果樹園が、果実の品質及び

サイズの向上と輸出量の増加に寄与したとしている。 

この国で最も多い核果類であるスモモの輸出量は前シーズンの傾向に引き続き横ばいで推移すると予測

される。輸出量はわずかに３％増加し、１,３６０万～１,４００万箱（５.２５ｋｇ/箱）と見込まれる。この増加は、若い

果樹園が成園化した結果である。ホートグロはまた、涼しく湿った春が開花と着果にばらつきをもたらしたと指

摘しつつ、業界全体として世界的な販売計画と販売約束を守るのに十分なスモモがあることを確認した。 

ホートグロは、シーズンが始まる中、世界の経済は高インフレによる個人消費の制約など、大きな課題に取

り組んでいるとしている。「一方、生産者は収益性を獲得し、維持するためにさらに大きなプレッシャーに直面

している。基本的に、生産者が提唱しているのは、業界のバリューチェーンに依存している人々の生活を守

るための公正で正しい見返りである。」 

「したがって生産者らは、平均的な出荷量（減少が予想されるアンズを除く）によって、南アフリカから世界中

の取引先へのサービスが大幅に改善されることを期待している。南アフリカ産の優れた食味の果実を提供す

ることに重点を置き、その結果として取引先を喜ばせ、リピート販売を実現している。最近、不規則で極端な

気象条件が業界と我が国を襲っているが、業界はこれらの課題に立ち向かっており、今シーズンについて楽

観的である。」 

執筆者： フレッド・メインチェス 

 

https://www.fruitnet.com/eurofruit/stable-stonefruit-crop-for-south-africa/256804.article
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